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令和６年第３回置戸町議会定例会（第１号） 

 

令和６年３月１１日（月曜日） 

 

○議事日程 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 会期の決定 

  日程第 ３ 令和６年度町政執行方針 

  日程第 ４ 令和６年度教育行政方針 

  日程第 ５ 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例 

  日程第 ６ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

  日程第 ７ 議案第 ６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第 ８ 議案第 ７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  日程第 ９ 議案第 ８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 

  日程第１０ 議案第 ９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第１１ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号） 

  日程第１２ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について 

  日程第１３ 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例 

  日程第１４ 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１５ 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第１６ 議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

               条例の一部を改正する条例 

  日程第１７ 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例 

  日程第１８ 議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１９ 議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

               める条例の一部を改正する条例 

  日程第２０ 議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

               支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を 

               定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２１ 議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

               基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２２ 議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

               並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 

               的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２３ 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 
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  日程第２４ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例 

  日程第２５ 報告第 １号 令和４年度置戸町教育委員会の活動状況に関する点検・評価の報告に 

               ついて 

  日程第２６ 報告第 ２号 定期監査の結果報告について 

  日程第２７ 報告第 ３号 例月出納検査の結果報告について 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 会期の決定 

  日程第 ３ 令和６年度町政執行方針 

  日程第 ４ 令和６年度教育行政方針 

  日程第 ５ 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例 

  日程第 ６ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

  日程第 ７ 議案第 ６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第 ８ 議案第 ７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  日程第 ９ 議案第 ８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 

  日程第１０ 議案第 ９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第１１ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号） 

  日程第１２ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について 

  日程第１３ 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例 

  日程第１４ 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１５ 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第１６ 議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

               条例の一部を改正する条例 

  日程第１７ 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例 

  日程第１８ 議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１９ 議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

               める条例の一部を改正する条例 

  日程第２０ 議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

               支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を 

               定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２１ 議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

               基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２２ 議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

               並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 
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               的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２３ 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 

  日程第２４ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例 

  日程第２５ 報告第 １号 令和４年度置戸町教育委員会の活動状況に関する点検・評価の報告に 

               ついて 

  日程第２６ 報告第 ２号 定期監査の結果報告について 

  日程第２７ 報告第 ３号 例月出納検査の結果報告について 

 

○出席議員（８名） 

  １番  嘉 藤   均 議員     ２番  前 田   篤 議員 

  ３番  石 井 伸 二 議員     ４番  石 村 吉 博 議員 

  ５番  柏 原   勝 議員     ６番  山 田 耕 平 議員 

  ７番  阿 部 光 久 議員     ８番  岩 藤 孝 一 議員 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 〈町 長 部 局〉 

町    長   深  川  正  美       副  町  長  蓑  島  賢  治 

会計管理者   菅  原  嘉  仁       企画財政課長  坂  森  誠  二 

総 務 課 長   鈴  木  伸  哉       総務課参与  鈴  木  義  徳 

町民生活課長   田  中  耕  太       産業振興課長  五 十 嵐  勝  昭 

施設整備課長   名  和  祐  一       地域福祉センター所長  石  森     実 

企画財政課長補佐  高  橋  秀  典       総務課総務係長  鈴  木  良  知 

 

 〈教育委員会部局〉 

教  育  長   平  野     毅       学校教育課長  大  戸  基  史 

社会教育課長   須  貝  智  晴       森林工芸館長  小 野 寺  孝  弘 

図 書 館 長  遠  藤     薫 

 

 〈農業委員会部局〉 

事 務 局 長   五 十 嵐  勝  昭（兼） 

 

 〈選挙管理委員会部局〉 

事 務 局 長   鈴  木  伸  哉（兼） 
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 〈監査委員部局〉 

代表監査委員   小  鷹  浩  昭 

 

○職務のため出席した事務局員の職氏名 

事 務 局 長  今  西  美 紀 子       議  事  係  加  藤  洋  聖 

臨時事務職員  中  田  美  紀 
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開会 ９時４０分 

     ◎開会宣言 

○岩藤議長 ただいまから、令和６年第３回置戸町議会定例会を開会します。 

                                   

     ◎開議宣告 

○岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって、７番 阿部光久議員及び１番 

嘉藤均議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 今期定例会に町長から提出された議案は次のとおりです。 

 ・議案第５号から議案第３１号。 

 今期定例会までに受理した教育委員会教育長からの報告は次のとおりです。 

 ・報告第１号。 

 今期定例会までに受理した監査委員からの報告は次のとおりです。 

 ・報告第２号及び報告第３号。 

 今期定例会に議案等説明のため出席を求めた者及び委任を受けて出席する者は、お手元に配付した

名簿のとおりです。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 次に、一部事務組合の会議について、組合議員から報告を行います。 

  北見地区消防組合議会。 

  ６番 山田耕平議員。 

○６番 山田議員〔登壇〕 それでは北見地区消防組合議会の結果報告をいたします。 

 先に去る令和５年１２月２６日招集の第３回臨時北見地区消防組合議会の結果について報告いたし

ます。はじめに会議録署名議員の指名を行い、会期を１２月２６日の１日間と決定しました。 

 次に本会議に提案された議件は３件であります。議案第１号 令和５年度北見地区消防組合一般会

計補正予算については、歳入歳出それぞれ９４４万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３

２億３，０１３万９，０００円とするものです。 

 歳出からご説明申し上げます。 

 第１款議会費では決算見込みによる旅費９万円の減額及び議長交際費不足による交際費９万円の増
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額をいたしました。第３款消防費、常備消防費では、人事院勧告に伴う職員給与費の増額として、置

戸支署費では２８２万７，０００円、訓子府支署費では１５０万３，０００円を増額補正計上いたし

ました。非常備消防費では北海道市町村総合事務組合からの消防団員退職報償金を財源に、北見消防

団及び訓子府消防団の消防団員退職報償金として２９６万１，０００円を増額補正計上いたしました。

次に消防施設費の北見消防施設費では、全国市有物件災害共済会からの自動車損害共済災害共済金を

財源に、自動車修繕料２１５万２，０００円を増額補正計上いたしました。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

 第１款分担金及び負担金では、組合構成市町における負担金の調整を図り４３３万円を増額し、３

０億８，９３５万円といたしました。次に、第５款諸収入での雑入では、先ほど歳出で申し上げまし

た北海道市町村総合事務組合からの消防団員退職報償金２９６万１，０００円のほか、全国市有物件

災害共済会からの自動車損害共済災害共済金２１５万２，０００円を合わせ５１１万３，０００円を

増額補正計上いたしました。 

 次に議案第２号 北見地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げま

す。 

 蓄電設備は脱炭素社会の実現等に向け、さらなる普及と大容量化が見込まれるとともに、標準規格

において出火防止措置等が盛り込まれるようになってきたことから、国において従前の基準について

見直しが図られ、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取り扱いに関する条

例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令等が公布されたことに伴い、火災予防条例

の一部改正について通知されたところであります。このことにより、北見地区消防組合火災予防条例

の一部を改正する必要があることから、所要の改正をいたすものでございます。 

 次に、報告第１号 損害賠償の額を定め和解することに関わる専決処分についてご説明申し上げま

す。 

 令和５年１１月９日、北見市留辺蘂町栄町１６番地２９号で発生しました当組合車両が相手方ブロ

ック塀と接触し、損傷させたものに関わる賠償につきまして和解が成立いたしましたことから、令和

５年１２月８日に、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第２

項の規定によりご報告させていただくものでございます。 

 以上、議案第１号から議案第２号並びに報告第1号までについて、管理者より提案理由の説明がな

され、その後、議案に対する質疑討論を行い、原案のとおり可決され閉会しました。次に議長及び管

理者より年末に伴う挨拶があり、すべての日程を終了しました。 

 続きまして、去る令和６年２月２８日招集の第１回定例北見地区消防組合議会の結果について報告

いたします。はじめに会議録署名議員の署名を行い、会期を２月２８日の１日間と決定しました。 

 次に、本会議に提案された議件は３件であります。議案第１号 令和６年度北見地区消防組合一般

会計予算については、歳入歳出予算総額を２９億８，６５０万円とし、これを前年度当初予算と比較

しますと、２億１，２００万円、約６．６％の減となるところであります。 

 置戸町関係分では、消防施設整備事業費として、消防署置戸支署の講堂にエアコンを設置する経費

を計上いたしました。歳入歳出予算総額を１億６，９０９万４，０００円とし、消防組合負担金は前

年度と比較し５，５２８万３，０００円減の、１億６，４４０万６，０００円が計上されました。 
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 議案第２号 令和５年度北見地区消防組合一般会計補正予算については、歳入歳出それぞれ７，９

２１万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を３１億５，０９２万３，０００円といたすもの

であります。 

 置戸町関係分は、歳入歳出それぞれ３３万１，０００円を減額し、補正後の額を２億２，７４５万

４，０００円とするものであります。 

 議案第３号 北見地区消防組合消防手数料条例の一部を改正する条例については、事務内容の変化

や物件費等の増加に伴い、現行の手数料の標準額の見直しが必要となり、地方公共団体の手数料の標

準に関する政令が改正されることから、北見地区消防組合消防手数料条例の一部を改正するものであ

ります。 

 以上、管理者及び副管理者より一括して議案の理由が説明がなされました。議案第１号から議案第

３号までに対する質疑討論を行い、原案のとおり可決されました。なお、審議の内容につきましては

配付の資料のとおりであります。 

 以上で、北見地区消防組合議会の結果報告といたします。 

○岩藤議長 これで、諸般の報告を終わります。 

                                

    ◎日程第 ２ 会期の決定 

○岩藤議長 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は本日から３月２０日までの１０日間にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

              （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から３月２０日までの１０日間に決定しました。 

                                   

    ◎日程第 ３ 令和６年度町政執行方針 

    ◎日程第 ４ 令和６年度教育行政方針 

○岩藤議長 日程第３及び日程第４ 町長から令和６年度町政執行方針、教育委員会から令和６年度教 

育行政方針の説明の発言を求められていますので、順次発言を許します。 

〈日程第３ 令和６年度町政執行方針〉 

○岩藤議長 まず、令和６年度町政執行方針。 

  町長。 

  （以下記載省略。令和６年度町政執行方針別添のとおり） 

〈日程第４ 令和６年度教育行政方針〉 

○岩藤議長 次に、令和６年度教育行政方針。 

  教育長。 

  （以下記載省略。令和６年度教育行政方針別添のとおり） 

○岩藤議長 これで、町長からの令和６年度町政執行方針及び教育委員会からの令和６年度教育行政方 
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針の説明を終わります。 

 しばらく休憩します。午前１０時５５分から再開します。 

                          

休憩 １０時３８分 

再開 １０時５５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 ５ 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止 

                  する条例 

○岩藤議長 日程第５ 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例を議題とします。 

 本案に対し、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止す 

る条例につきましては、企画財政課長より説明申し上げます。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第２４号についてご説明いたします。 

 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例。 

 置戸町地域巡回バス運行条例（平成３０年３月１６日条例第５号）は、廃止する。 

 今回の廃止についてのご説明をいたします。 

 本町では、昭和４５年から各地区より診療を受ける患者を輸送するため、定期的にスクールバスを

利用した置戸町へき地患者輸送車を運行しておりましたが、平成２７年度からは、利用目的が診療を

受けるためだけに限らず、一般利用にまで拡大をし、平成２９年８月からはスクールバスから専用の

ワゴン車２台による運行と、新たに拓殖、若松、両住民センターを起点とした市街線の運行を始めま

した。 

 この間、利用状況を踏まえ検討を行った結果、多様な住民ニーズに対応した生活交通手段の確保が

必要であると判断をし、従来の医療機関への診療を主たる目的としたへき地患者輸送車ではなく、平

成３０年度から利用目的を問わない地域巡回バスとして定期的な運行を行ってまいりました。 

 地域巡回バスとして運行した市街線の平成３０年度の年間平均利用者数は０．９人でしたが、翌年

度は１．２人と微増したものの、コロナウイルス感染症拡大に伴い、外出自粛の影響もあってか、そ

の後の年間平均利用者数は０．９人台に落ち込み、一方、各地区線も年間平均利用者が減少の一途を

たどる状況もあって、この利用拡大に向けた巡回コースの拡大とダイヤの見直し、さらには増便など、

令和４年１１月から取り組んでまいりましたが、利用者数の減少は続いております。 

 さらに運行業務委託料ですが、平成３０年度は７６７万円でありましたが、この間、人件費や燃料

費などの物件費の上昇もあって、令和５年度につきましては１，４１９万円と約２倍の運行費用がか

かっている状況であります。 

 これまで現在運行していない地域のお住まいの町民の方から、地域巡回バスの運行について強いご
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要望をいただいておりますし、また一方で利用したい時間にバスが運行されていない、運行コースま

で出向いていけない、自宅前まで来てほしいといったご意見も寄せられておりますが、今後も運行経

費の上昇がさらに見込まれることや、現状のバス２台での運行では多様化する利用者ニーズへのきめ

細かい対応は大変難しいと判断をし、検討の結果、非常に残念ではありますが、本年３月末をもって

運行を終了するよう提案をするものです。 

 なお、現在使用しております２台の巡回バスにつきましては、本年４月以降スクールバスや、その

代替バスとして利用する予定でおります。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第２４号の説明を終わります。 

○岩藤議長 これで議案第２４号の提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例を採決します。 

 議案第２４号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２４号 置戸町地域巡回バス運行条例を廃止する条例は、原案のとおり可決さ

れました。 

                                   

    ◎日程第 ６ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算 

                  （第９号）から 

    ◎日程第２４ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正 

                  する条例まで 

               １９件 一括議題     

○岩藤議長 日程第６ 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から日程第２４  

議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例までの１９件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第 

９号）につきましては、企画財政課長より説明申し上げます。また、議案第２３号 置戸町水道法施

行条例の一部を改正する条例につきましては、施設整備課長より説明を申し上げます。なお、この間

の各議案につきましては、それぞれ担当する課長より説明申し上げます。 

〈議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）〉 

○岩藤議長 まず、議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）。 

  企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第５号について説明をいたします。 

 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）。 

 令和５年度置戸町の一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，６３５万１，０００円を減額し、歳入歳 

   出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９億９８３万９，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費の補正） 

  第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 第１表の歳入歳出予算補正については、後ほど別冊の令和５年度置戸町一般会計補正予算事項別明

細書（第９号）で説明いたします。第２表 繰越明許費補正及び第３表 地方債補正について説明を

いたしますので、５ページ、６ページをお開きください。 

 まず、はじめに５ページの第２表 繰越明許費の追加分からご説明申し上げます。２款総務費、３

項戸籍住民登録費、社会保障・税番号制度システム整備事業ですが、本年度実施を予定しておりまし

た戸籍システム改修について翌年度に改修がまたぐことから、事業にかかる本町負担金の９２９万５，

０００円を翌年度に繰り越すものです。 

 次に、第３表 地方債補正について説明いたしますので、６ページをご覧ください。 

 表に記載の過疎地域持続的発展特別事業から臨時財政対策債につきましては、過疎地域持続的発展

特別事業に昨年７月開催の第６回置戸町議会臨時会において議決をいただきました、Ａコープおけと

店内の冷蔵庫等の整備にかかる置戸町買い物利便性向上支援事業補助金２，５００万円に対する起債

対象となった８１０万円を追加するほか、いずれも事業費や起債限度額の確定による変更を行うもの

です。補正後の額につきましては、表の右側、補正後の限度額に記載のとおりです。なお、起債の方

法、利率、償還の方法についての変更はございません。 

 引き続き、令和５年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第９号）による説明をいたしますの

で、事項別明細書の５０ページをお開き願います。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和５年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第９号）、別添
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のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後１時から再開します。 

                          

休憩 １１時５９分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の説明を続けます。 

〈議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）〉 

○岩藤議長 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第９号）。 

 歳出。３２ページ、３３ページ。６款農林水産業費、１項農業費、果実・園芸作物圃場に要する経

費から。 

 産業振興課長。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和５年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第９号）、別添

のとおり） 

〈議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）。 

  町民生活課長。 

○田中町民生活課長 議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につい 

てご説明いたします。 

 令和５年度置戸町の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳 

   入歳出それぞれ４億６，５４４万４，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、第１表 歳入歳出予算補正について、別冊の置戸町国民健康保険特別会計補正予算事項

別明細書（第３号）により、歳出より説明いたしますので、事項別明細書の６ページ、７ページをお

開き願います。 

（以下、町民生活課長説明、記載省略。令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算事項別明細

書（第３号）、別添のとおり） 

〈議案第７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第７号について説明をいたします。 

 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

 令和５年度置戸町の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
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  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，９１２万円を減額し、歳入歳出予算の総 

   額を歳入歳出それぞれ３億３，９１６万４，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第１表 歳入歳出予算補正につきましては、別冊の令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予

算事項別明細書（第２号）により説明をいたしますので、事項別明細書の８ページ、９ページをお開

きください。歳出から説明をいたします。 

（以下、地域福祉センター所長説明、記載省略。令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算事

項別明細書（第２号）、別添のとおり） 

〈議案第８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第８号についてご説明いたします。 

 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）。 

 令和５年度置戸町の介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳 

   入歳出それぞれ１，４９８万６，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第１表 歳入歳出予算補正につきまして説明をいたしますので、別冊の令和５年度置戸町介護サー

ビス事業特別会計補正予算事項別明細書（第３号）により説明をいたしますので、事項別明細書の４

ページ、５ページをお開きください。下段の歳出から説明をいたします。 

（以下、地域福祉センター所長説明、記載省略。令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予

算事項別明細書（第３号）、別添のとおり） 

〈議案第９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

  施設整備課長。 

○名和施設整備課長 議案第９号について説明をいたします。 

 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量の補正） 

  第１条 令和５年度置戸町簡易水道事業会計予算（以下「予算」という。）第１条第４号を次のよ 

   うに改める。 

 （４）主要な建設改良事業。秋田浄水場機械計装設備取替工事が１，７９３万円、水道管移設工事

が２，２９２万４，０００円となります。 
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  （収益的収入及び支出の補正） 

  第２条 予算第２条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入につきまして、第１款 水道事業収益。既決予定額が２億１，３８２万円、補正予定額が１，

２７３万円、合計で２億２，６５５万円。第２項 営業外収益。既決予定額が１億４，６０５万６，

０００円、補正予定額が１，２７３万円、合計で１億５，８７８万６，０００円を計上しております。 

 支出につきまして、第２款 水道事業費用。既決予定額が２億１，３８２万円、補正予定額が１，

２７３万円、合計で２億２，６５５万円。第１項 営業費用。既決予定額が１億９，１１０万４，０

００円、補正予定額が１，２１６万３，０００円、合計で２億３２６万７，０００円を計上しており

ます。第２項 営業外費用。既決予定額が１，４３８万９，０００円、補正予定額が５６万７，００

０円、合計で１，４９５万６，０００円を計上しております。 

  （資本的収入及び支出の補正） 

第３条 予算第３条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入につきまして、第３款 資本的収入。既決予定額が２億１，５６７万７，０００円、補正予定

額がマイナス９９２万５，０００円、合計で２億５７５万２，０００円。第１項 企業債。既決予定

額が８３０万円、補正予定額がマイナス３０万円、合計で８００万円を計上しております。第２項 他

会計補助金。既決予定額が９，４１８万３，０００円、補正予定額がマイナス４８２万５，０００円、

合計で８，９３５万８，０００円を計上しております。 

 次のページをお開きください。 

 第３項 他会計負担金。既決予定額が８，１９５万３，０００円、補正予定額がマイナス４２６万

円、合計で７，７６９万３，０００円を計上しております。第４項 国庫補助金。既決予定額が１，

０２４万１，０００円、補正予定額がマイナス３８万円、合計で９８６万１，０００万円を計上して

おります。第５項 補償金。既決予定額が２，１００万円、補正予定額がマイナス１６万円、合計で

２，０８４万円を計上しております。 

 支出につきまして、第４款 資本的支出。既決予定額が２億１，５６７万７，０００円、補正予定

額がマイナス９９２万５，０００円、合計で２億５７５万２，０００円。第１項 建設改良費。既決

予定額が４，８６２万円、補正予定額がマイナス７７６万６，０００円、合計で４，０８５万４，０

００円を計上しております。第２項 固定資産購入費。既決予定額が１，１４５万６，０００円、補

正予定額がマイナス１９４万５，０００円、合計で９５１万１，０００円を計上しております。第３

項 企業債償還金。既決予定額が１億５，５６０万１，０００円、補正予定額がマイナス２１万４，

０００円、合計で１億５，５３８万７，０００円を計上しております。 

  （企業債の補正） 

第４条 予算第５条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

 起債の目的は簡易水道整備事業、既決予定額が８３０万円、補正予定額がマイナス３０万円、合計

で８００万円を計上しております。 

  （他会計からの補助金の補正） 

第５条 予算第９条中「補助を受ける金額は、１１１，４６５千円」を「補助を受ける金額は、 

 １０６，６６７千円」に改める。 
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 補正の内容について説明いたしますので、別冊の簡易水道事業会計補正予算実施計画及び明細書（第

３号）の３ページをお開きください。 

（以下、施設整備課長説明、記載省略。令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算実施計画及び明

細書（第３号）、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後２時４５分から再開します。 

                          

休憩 １４時３０分 

再開 １４時４５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の説明を続けます。 

〈議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）〉 

○岩藤議長 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）。 

  施設整備課長。 

○名和施設整備課長 議案第１０号について説明をいたします。 

 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）。 

 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量の補正） 

  第１条 令和５年度置戸町下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第１条第４号を次のよ 

   うに改める。 

 （４）主要な建設改良事業。遠方監視装置更新工事が２，５６３万円となります。 

  （収益的収入及び支出の補正） 

  第２条 予算第２条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入につきまして、第１款 下水道事業収益。既決予定額が２億３０万２，０００円、補正予定額

がマイナス１万円、合計で２億２９万２，０００円。第２項 営業外収益。既決予定額が１億５，０

１７万６，０００円、補正予定額がマイナス１，０００円、合計で１億５，０１６万６，０００円を

計上しております。 

 支出につきまして、第２款 下水道事業費用。既決予定額が２億３０万２，０００円、補正予定額

がマイナス１万円、合計で２億２９万２，０００円。第２項 営業外費用。既決予定額が８３３万５，

０００円、補正予定額がマイナス１万円、合計で８３２万５，０００円を計上しております。 

  （資本的収入及び支出の補正） 

第３条 予算第３条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入につきまして、第３款 資本的収入。既決予定額が１億１，２８２万２，０００円、補正予定

額がマイナス２７７万１，０００円、合計で１億１，００５万１，０００円。第１項 企業債。既決

予定額が２，６００万円、補正予定額がマイナス１００万円、合計で２，５００万円を計上しており

ます。第２項 他会計補助金。既決予定額が７，９２０万４，０００円、補正予定額がマイナス１７

７万１，０００円、合計で７，７４３万３，０００円を計上しております。 
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 次のページをお開きください。 

 支出につきまして、第４款 資本的支出。既決予定額が１億１，２８２万２，０００円、補正予定

額がマイナス２７７万１，０００円、合計で１億１，００５万１，０００円。第１項 建設改良費。

既決予定額が２，８４０万円、補正予定額がマイナス２７７万円、合計で２，５６３万円を計上して

おります。第３項 企業債償還金。既決予定額が８，４４２万２，０００円、補正予定額がマイナス

１，０００円、合計で８，４４２万１，０００円を計上しております。 

 先ほどの部分で一部補正をさせていただきたいと思います。第１款下水道事業収益、第２項営業外

収益の補正予定額ですが、マイナスの１万円と。先ほど１，０００円というふうにしておりましたが、

マイナス１万円と訂正させていただければというふうに思います。それでは引き続きまして。 

  （企業債の補正） 

第４条 予算第５条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

 起債の目的は下水道整備事業、既決予定額が２，６００万円、補正予定額がマイナス１００万円、

合計で２，５００万円を計上しております。 

  （他会計からの補助金の補正） 

第５条 予算第９条中「補助を受ける金額は、１０３，４４５千円」を「補助を受ける金額は、 

 ９２，７８５千円」に改める。 

 補正の内容について説明いたしますので、別冊の下水道事業会計補正予算実施計画及び明細書（第

４号）の３ページをお開きください。 

（以下、施設整備課長説明、記載省略。令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算実施計画及び明細

書（第４号）、別添のとおり） 

〈議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について〉 

○岩藤議長 次に、議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について。 

  総務課長。 

○鈴木総務課長 議案第１１号についてご説明いたします。 

 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について。 

 置戸町犯罪被害者等支援条例を次のとおり制定する。 

 本条例の制定趣旨につきましては、犯罪被害者等基本法第５条の規定により、犯罪被害者等の支援

について地方公共団体として理念を定め、町、町民、事業者がそれぞれ協力し合いながら、被害者が

必要とする施策の推進、被害の早期回復や軽減、そして、安心安全な地域社会をつくっていくことを

目的に制定するものでございます。 

 内容につきましてご説明しますので、黄色い表紙の令和６年３月置戸町議会定例会議案説明資料８

ページ、議案第１１号説明資料置戸町犯罪被害者等支援条例をご覧ください。 

 左が条項、右が内容となっております。 

 第１条 目的でございますが、先ほどご説明した内容のとおりです。 

 第２条は、用語を定義しております。第１号は、犯罪及びこれに準ずる心身に有害な影響を及ぼす

行為を犯罪等と定義します。第２号は、日本国内・日本国外にある日本船舶・日本航空機内で行われ

た人の生命、または、身体を害する罪にあたる行為、例えば殺人、強盗致死、傷害、危険運転致死傷



 16 

等を犯罪行為と定義します。一部刑法上罰せられない罪を本条例では犯罪行為に含めたり、法令や正

当な業務での行為、正当防衛行為、過失行為は除外する規定としております。第３号は、犯罪行為に

より受けた負傷、疾病で医師の診断で１か月以上療養が必要なものを傷病と規定します。第４号は、

犯罪行為による死亡、または疾病で、被害届を警察が受理、または警察が犯罪被害を認めたものを犯

罪被害と定義します。第５号は、害を被った本人、その家族、遺族を犯罪被害者等と定義。第６号は、

被害を受けたあとに、風評、誹謗中傷、報道機関等による過度な取材等により、犯罪被害者等が受け

る精神的苦痛、身体の不調、プライバシー侵害などの被害を二次的被害と定義します。第７号から第

９号までは関係機関、町民等、事業者について、それぞれ定義をしております。 

 次のページをご覧ください。第３条 基本理念でございますが、個人の尊厳や処遇が保障されるこ

とや、被害の状況、原因、二次的被害に配慮が必要なこと、被害を受けたあと再び平穏な生活ができ

るまでの間、必要な支援を行うこと。再被害や二次的被害が発生することがないよう支援するととも

に、個人情報について最大限配慮することとしております。 

 第４条は町の責務について、第５条は町民等の責務について、第６条は事業者の責務をそれぞれ規

定しております。 

 第７条は、相談及び情報の提供等として、情報提供や助言、関係機関との連携、損害賠償請求、刑

事事件に関する手続きへの支援、支援窓口の設置を町に義務付けております。 

 第８条は、見舞金の支給として、遺族見舞金として３０万円、傷病見舞金として１０万円を支給す

ることとしております。 

 次のページをご覧ください。第９条は、生活への支援。第１０条は、二次被害防止と安全確保への

必要な措置。第１１条は、住居の安定として公営住宅への入居配慮。第１２条は、雇用の安定に対す

る施策支援の実施。第１３条は、犯罪被害者に対する支援の重要性や必要性を、町民等及び事業者に

ご理解いただくために必要な措置を講じること。第１４条は、支援を担う人材の育成、資質向上に努

めること。第１５条は、犯罪被害者からの意見要望を把握し、支援施策に反映させること。第１６条

は、犯罪被害者等の支援を行わないことができる場合の規定。第１７条は、規則への委任規定となっ

ております。 

 犯罪被害者等は、身体的、精神的、経済的にも大きな被害を受けます。条例は、こうした被害を受

けた方々が、再び安心して生活を送ることができるよう、社会全体で支えていくための重要な役割を

果たすと考えております。今後、情報提供、連携強化を目的として、北見警察署と協定書を締結する

予定ですが、あの日ごろより置戸駐在所をはじめ、関係機関と連携を密にし、本条例が発動しないよ

う町民の皆様にもご協力を賜りたいと思います。 

 本議案にお戻りください。 

 ２枚めくっていただき、附則になります。 

   附 則 

  （施行期日） 

  １ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

  （適用区分） 

  ２ 第８条の規定は、見舞金の支給規定ですが、この条例の施行の日以後において行われた犯罪 



 17 

   行為による死亡又は傷病について適用する。 

 以上で、議案第１１号の説明を終わります。 

〈議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例。 

  総務課長。 

○鈴木総務課長 議案第１２号についてご説明いたします。 

 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例。 

 置戸町監査委員条例（昭和５９年条例第１４号）の一部を次のように改正する。 

 今回の改正理由についてご説明いたします。 

 令和５年５月８日に地方自治法の一部を改正する法律が公布され、指定公金事務取扱者制度に係る規

定の新設に伴い、地方自治法第２４３条の２の２が第２４３条の２の８に繰り下がることから、この引

用部分について改正が必要となり、関係条文を整備するものでございます。 

 第３条中「第２４３条の２の２第３項」を「第２４３条の２の８第３項」に改める。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 なお、黄色い表紙の議案説明資料１１ページ、議案第１２号説明資料、置戸町監査委員条例の一部を

改正する条例新旧対照表は後ほどご参照願います。 

 以上で議案第１２号の説明を終わります。 

 〈議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例。 

  総務課長。 

○鈴木総務課長 議案第１３号についてご説明いたします。 

 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例。 

 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例（平成２８年条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 今回の改正理由についてご説明いたします。 

 総務省が毎年実施しております地方公務員の給与実態調査において、国家公務員給与を１００とし

た指数の公表により、本町の給与がそれを超えた数値となったことから、平成２８年度より３級から

６級までの職員の給料月額を３％削減する内容で２年間、３０年度からは４級から６級までに圧縮し

たなかで６年間、計８年間の削減措置の継続をしてまいりました。それにより指数は平成２７年４月

調査では１０３．６でありましたが、減額措置実施後１００ポイントを下回る状況が続いており、令

和５年度においても継続した取り組みが必要と判断し、３％の減額を実施した結果、９７．９ポイン

トとなりました。 

 本削減措置につきましては、職員組合からも早期の廃止を要求されておりますが、これを廃止した

場合の令和５年度本町独自試算では１００．１と、再び１００を超えることから、令和６年度におい

ても特例措置の継続で交渉を続けた結果、１月１８日従来の独自削減継続で妥結をしております。 

 また、給与特例措置廃止に向け、給与構造の見直しについて職員組合と合意をし、令和５年１月よ

り制度変更について実施をしておりますが、国との均衡が図られるまで、当分の間は減額措置を継続
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する必要があると考えております。 

 なお、この措置により当初予算で一般職８１名中、４級以上職３５名が該当し、年間４５８万円の

減額となります。また、負担金により予算措置をしております消防職員についても適用され、１５名

中６名、年間８２万円、合わせまして合計額、合計４１名、５４０万円の削減となります。 

 本議案をご覧ください。 

 第１条中「令和６年３月３１日」を「令和７年３月３１日」に改める。 

 期限の延長となっております。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 なお、黄色い表紙の議案説明資料１２ページ、議案第１３号説明資料、置戸町職員の給与の臨時特

例に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表は、後ほどご覧ください。 

 以上で、議案第１３号の説明を終わります。 

 〈議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を 

改正する条例。 

 総務課長。 

○鈴木総務課長 議案第１４号についてご説明いたします。 

 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例第３１号）の一部を次の

ように改正する。 

 今回の改正理由についてご説明いたします。 

 １点目は、地方自治法の一部改正による法律、令和５年法律第１９号等により、会計年度任用職員

に対し、勤勉手当の支給が可能となりました。国や近隣自治体の状況を踏まえ、現在期末手当の支給

対象となっている会計年度任用職員に対し、正職員と同様に勤勉手当を支給する規定の整備と。２点

目として、令和５年の人事院勧告により、令和５年１１月臨時会において一般職の給料表が改定とな

ったことに伴い、一般職の１級及び２級の給料表を使用する会計年度任用職員について、給料表の改

定が必要となったことから所要の改正を行うものでございます。 

 それでは、改正内容をご説明いたしますので、黄色い表紙の議案説明資料１３ページ、議案第１４

号説明資料、置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例新旧対

照表をご覧ください。 

 右が現行、左が改正案となります。 

 第３条 会計年度任用職員の給与の規定ですが、勤勉手当の文言を追加します。第１５条の２ フ

ルタイム会計年度任用職員の勤勉手当の支給規定の追加となりますが、任期が６か月を超えるフルタ

イム会計年度任用職員に対し、正職員と同じ規定により勤勉手当を支給することとしております。 

 次のページをお開きください。 

 第２５条は、パートタイム会計年度任用職員の期末手当の支給規定ですが、１週間あたりの勤務時

間が著しく短い職員は、支給除外としておりますが、次の第２５条の２で規定する勤勉手当も支給除
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外とする文言を追加しております。第２５条の２は、パートタイム会計年度任用職員の勤勉手当の支

給規定ですが、フルタイム職員に準じ正職員と同じ規定により勤勉手当を支給する内容としておりま

す。 

 今回の改正により、フルタイム及びパートタイム職員ともに６月期、１２月期それぞれ期末が１．

２２５か月、勤勉が１．０２５か月、年間で４．５か月が手当として支給されます。 

 次に別表１の改正ですが、先ほどご説明したとおり、人事院勧告に伴う給料表の改正を行うもので

ございます。 

 本議案にお戻りください。 

 次のページをご覧ください。 

 附則になります。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第１４号の説明を終わります。 

 〈議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

         部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 

る条例の一部を改正する条例。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第１５号について説明をいたします。 

 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。 

 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年条例第１６

号）の一部を次のように改正する。 

 今回の条例改正は、国が定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準が改正された

ことに伴い、関連する箇所につきまして改正を行うものです。 

 改正内容について説明をいたしますので、別紙の議案説明資料、黄色い表紙になります。２２ペー

ジ、議案第１５号説明資料、置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例新旧対照表をご覧ください。 

 現行が右の欄で、改正案が左の欄になります。 

 第６条の２では、事業者は利用者の安全確保を図るため、事業所設備の安全点検、事業所での日常

生活や、事業所外活動等における安全に関する指導や、職員研修等を計画的に実施するための安全計

画を策定し、必要な措置を講じなければならないこととされたことから、その関連する規定について

追加をするものです。 

 次のページに移りまして、第６条の３では、事業者は利用者の事業所外活動等のために自動車を運

行する場合、利用者の乗車・降車の際に点呼等の方法により利用者の所在を確認しなければならない

こととされたことから、その関連する規定につきまして追加をするものです。第１０条第３項第４号

の改正は、教員免許法制度改正に伴う文言の改正をするものです。第１０条第３項第１０号では、高

校を卒業していない者も放課後児童支援員になることができるよう、基礎資格を拡大する規定につい
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て追加をするものです。 

 次のページの第１２条の２では、事業者は感染症や非常災害発生時における業務継続計画を策定し、

職員に対し必要な研修及び訓練を定期的に実施することを努力義務とされたことから、その関連する

規定について追加をするものです。第１３条第２項の改正は、事業者は職員に対し感染症及び食中毒

の予防やまん延防止のため、研修や訓練を定期的に実施することが努力義務として追加をされたこと

から、所要の改正をするものです。 

 本議案にお戻りください。 

 １枚めくっていただきまして、左のページになります。下段。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第１５号の説明を終わります。 

 〈議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例。 

  企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第１６号について説明をいたします。 

 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例。 

 置戸町森と住まいの支援条例（平成２１年３月１１日条例第２号）の一部を次のように改正する。 

 附則第２項を削り、附則第１項の項番号を削る。 

 今回の条例改正の内容についてご説明をいたします。 

 置戸町森と住まいの支援条例は、平成１３年当時、町内における住宅事情が厳しく、住宅建設を促

す施策として、また持ち家を推進することで町内に長く居住してもらうことや、プレカット工場材の

利用増を図るため、置戸町持ち家住宅建設促進条例を制定し、３年間の期限を設け、都度制度の見直

しを図りながら住宅建設支援を行ってまいりました。平成２１年度からは、内容と目的を刷新した置

戸町森と住まいの支援条例が施行され、同じく３年間の期限を設け、都度制度の見直しを図りながら

今日に至っております。 

 今回の条例改正は、令和５年度末をもってこの条例が効力を失うことから、引き続き本町の森林環

境を大切にしながら住宅建設を支援することを目的として、また、住宅建設を取り巻く状況も大きく

変化してきていることから、これまでの３か年という時限を撤廃し、本町における移住定住政策の柱

として常時制度としながら、状況に応じて柔軟に必要な改正を都度行えるよう、附則第２項で定めて

おります本条例の有効期限を削り、よって附則が１項立てになることから項番号を合わせて削る改正

を行うものです。 

   附 則 

  この条例は、公布の日から施行する。 

 なお、別冊黄色の表紙、令和６年３月置戸町議会定例会議案説明資料の２６ページに、条例新旧対

照表を添付しておりますので、後ほどご参照願います。 

 以上で、議案第１６号の説明を終わります。 

 〈議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例〉 
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○岩藤議長 次に、議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例。 

 地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第１７号について説明をいたします。 

 置戸町介護保険条例（平成１２年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 ６５歳以上の第１号被保険者の保険料につきましては、介護保険法に基づき市町村介護保険事業計

画に定める介護給付等対象サービスの見込み料などに基づき、３年ごとに見直すこととなっておりま

す。令和６年度から令和８年度までの計画期間における標準給付費見込み額及び地域支援事業費見込

み額の２３％が第１号被保険者の負担となりますが、介護給付費準備基金を取り崩すなど、第１号被

保険者介護保険料上昇の抑制を図ってまいります。 

 まず、次期計画になります第９期計画期間における保険料について説明をいたしますので、別紙の

議案説明資料、黄色い表紙になります。議案第１７号説明資料の２７ページ、所得段階別第１号被保

険者の介護保険料についてをご覧ください。 

 第９期計画では、介護保険給付費標準給付費を令和６年度から令和８年度の合計で１０億３，４１

０万９，０００円。地域支援事業費では、介護予防日常生活総合支援事業及び包括的支援事業、任意

事業合わせて５，３０４万円を見込み、その２３％を第１号被保険者が負担することとなります。 

 負担区分についてですが、次のページをご覧いただきたいのですが、第８期計画では、１段階から

９段階までの９段階に区分をしておりましたが、第９期計画では、国の指針により被保険者間での所

得再分配機能強化のため多段階化が示されたことから、前期計画の第９段階を細分化し、第１段階か

ら第１３段階までの１３段階区分といたします。所得の低い階層の標準上率引き下げを行い、負担を

軽減するとともに、介護給付費準備基金を１，９００万円取り崩すなど、第１号被保険者の介護保険

料上昇の抑制を図り、保険料基準額、真ん中の網掛けの部分第５段階ですが、前期計画より月額３０

０円増の４，５００円、年額５４，０００円とするものです。 

 なお、各段階ごとの基準額に対する割合及び保険料は記載のとおりとなります。次に２９ページ、

議案第１７号説明資料、置戸町介護保険条例の一部を改正する条例新旧対照表をご覧ください。 

現行が右の欄で、改正案が左の欄になります。 

 第２条は、対象年度について改めるものと、保険料率の改正で先ほど説明をいたしました内容とな

っております。 

 ３１ページに移り、第４条第３項は、保険料段階区分を１３段階区分への変更に伴う改正でありま

す。 

 本議案にお戻りください。 

   附 則 

  （施行期日） 

 次のページにわたり、 

  第１条 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

  （経過措置） 

  第２条 改正後の置戸町介護保険条例第２条の規定は、令和６年度以降の年度分の保険料から適 

   用し、令和５年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 
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 以上で、議案第１７号の説明を終わります。 

 〈議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 

         の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を 

定める条例の一部を改正する条例。 

 地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第１８号について説明をいたします。 

 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条

例。 

 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例（平成３０年条例第

６号）の一部を次のように改正する。 

 一部改正の趣旨及び改正内容について説明をいたしますので、別紙の議案説明資料、黄色い表紙に

なります。３２ページ、議案第１８号、第１９号、第２０号及び第２１号説明資料、置戸町指定居宅

介護支援等（予防）の事業に関する基準条例及び置戸町指定地域密着型サービス（予防）に関する基

準条例等の改正についてをご覧ください。 

 議案第１９号、第２０号及び第２１号にも関連がありますので、併せて説明をいたします。 

 今回の改正の趣旨ですが、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等につい

ては、基本的には３年に一度の改正が行われており、令和６年においても、関連する省令について所

要の改正が行われます。指定居宅介護支援事業所、指定介護予防支援事業所及び地域密着型サービス

に係る基準は省令により基準を参考とし、町が条例で定めていることから、関係省令の改正により本

町の関係条例の改正を行うものです。 

 次のページをご覧ください。 

 今回の改正対象となるサービス種別といたしましては、３対象サービスの表にありますとおり、居

宅介護支援事業所、介護予防支援事業所及び介護予防を含む地域密着型サービスとなりますが、町内

においては居宅介護支援事業所、介護予防支援事業所及び認知症共同生活介護地域密着型通所介護が

該当する事業所となります。基準の累計は、国の基準に従い定める従うべき基準と、国の基準を標準

として定める標準、国の基準を参酌して定める、参酌すべき基準の３つに累計が分類されます。 

 今回の基準省令の規定をもとに、利用者の処遇の向上、適正な事業の運営確保の観点から本町の実

情を踏まえ検討した結果、特段の支障がないことから関係条例は国の基準省令どおりの改正となりま

す。 

 居宅介護支援事業所基準の改正箇所につきましては、１点目としまして、今回の改正により市町村

から指定を受け業務委託を受けられることとなったことから、指定を受けた場合におけるケアマネー

ジャーの人員基準及び取扱件数の見直しとＩＣＴを活用し、かつ事務職員を配置する場合の取扱件数

の見直しをしたものです。 

 次のページ、３４ページになりますが、２点目は居宅介護支援事業所の管理者の兼務範囲について、 

介護サービスの質を担保しつつ事業所を効率的に運営する観点から、同一敷地内における事業所施設

等でなくても兼務して差し支えない旨を明確化したものです。３点目はサービス計画の内容や手続き
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の説明及び動員について、これまでは利用者のみとしていたところを事業者の負担軽減を図るため本

人またはその家族へ対象拡大をし、理解を得ることを努力義務へと見直したものです。４点目は指定

居宅サービス事業者等とのモニタリングについて、利用者の同意や心身の状態が安定していることな

どを条件とし、テレビ電話装置等を活用したモニタリングを可能とするものです。５点目につきまし

ては、身体拘束等の適正化を推進する観点から生命または身体を保護するため、緊急やむを得ない場

合を除き禁じることと、やむを得なく行った場合の記録整備を義務化するものです。６点目は書面掲

示の見直しとして、運営規定概要等の重要事項については事業所内での掲示に加え、インターネット

上でも閲覧が可能とするよう改めるもので、１年間猶予の後、令和７年度から義務付けするものです。

なお、４１ページに議案第１８号説明資料として新旧対照表を添付しておりますので、後ほどご参照

ください。 

 それでは本議案にお戻りください。 

 １枚めくっていただきまして右のページになります。 

    附 則  

   この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第２５条に１項を加える改正規定は、 

  令和７年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第１８号の説明を終わります。 

 〈議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係 

         る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改 

         正する条例〉 

〇岩藤議長 次に、議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予 

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する

条例。 

 地域福祉センター所長。  

〇石森地域福祉センター所長 議案第１９号について説明をいたします。 

 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例。 

 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例（平成２６年条例第１７号）の一部を次のように

改正する。 

 先ほどの別紙議案説明資料、議案第１８号、第１９号、第２０号、第２１号の説明資料を再度ご覧

ください。条例の一部改正の趣旨などにつきましては、先ほど議案第１８号で説明をいたしましたの

で省略をいたします 

 ３５ページをお開きください。介護予防支援事業所の改正箇所につきましては、①としまして、居

宅介護支援事業所から業務を委託された場合に円滑に進むよう人員配置基準等が見直されたものと、

②から④については、議案第１８号により説明いたしました内容と共通して同じとなっております。

なお、５０ページに議案第１９号説明資料、新旧対照表を添付しておりますので後ほどご参照くださ

い。 
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 それでは本議案の方にお戻りください。 

 ２枚めくっていただきまして左のページになります。 

    附 則 

   この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第２３条に１項を加える改正規定は、 

  令和７年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第１９号の説明を終わります。 

 〈議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め 

         る条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す 

る基準を定める条例の一部を改正する条例。 

 地域福祉センター所長。  

〇石森地域福祉センター所長 議案第２０号について説明をいたします。 

 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例。 

 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２４

年条例第２３号）の一部を次のように改正する。 

 先ほどの別紙議案説明資料の議案第１８号、第１９号、第２０号及び第２１号説明資料を再度ご覧

ください。条例の一部改正の趣旨につきましては、先ほどの説明したものと同じとなっておりますの

で省略をいたします。 

 ３６ページをご覧いただきたいと思います。 

 地域密着型サービスにつきましては、①から③までは議案第１８号により先ほど説明いたしました

内容と同じとなっております。 

 ④介護現場の生産性向上については、現場における課題を抽出・分析して必要な対応を検討し、利

用者の尊厳や安全性を確保したうえで負担軽減に資する業務改善の方法を検討するための委員会の設

置を義務付けるものです。 

 次のページに移りまして、⑤及び⑥の協力医療機関との連携体制の構築については、高齢者福祉施

設等内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に地域の医療機関等と連携のもと、適切な対応が取れる

よう協力医療機関を指定し連携体制を構築することを、⑤は努めることとし、⑥は義務付けを行うも

のです。なお、⑤は特定入居者生活介護及び認知症対応型共同生活介護の事業が対象で、⑥は介護老

人福祉施設が対象となります。 

 ⑦新興感染症発生時等の対応を行う医療機関との連携については、新興感染症の発生時に事業所内

または施設内の感染者への診療等を迅速に対応できる体制を構築するため、第二種協定指定医療機関

との間で対応を取り決めるよう努めることと、協力医療機関が第二種協定指定医療機関である場合は

発生時の対応について協議を行うことを義務付けるものです。 

 ⑧の生産性向上に先進的に取り組む特定施設に係る人員配置基準の特例的な柔軟化については、介

護サービスの質の確保と職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会において、安全対策な

どを検討したうえで見守り機器等のテクノロジーの複数活用、職員間の適切な役割分担等の取り組み
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により、介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減が行われていると認められる場合、看護、介護

職員の配置基準を緩和するものです。 

 ⑨の緊急時等における対応方法の定期的な見直しの義務付けにつきましては、地域密着型介護老人

福祉施設が定めることとされている緊急時の対応方法について配置医師及び協力医療機関の協力を得

て定めることとし、１年に１回以上見直しを行うことを義務付けするものです。 

 ⑩のユニットケアの質の向上のための体制の確保については、ユニット型施設の管理者に施設管理

者研修を受講するよう努力義務を定めるものです。 

 ⑪のサービス内容の明確化については、看護小規模多機能型居宅介護のサービス拠点での「通い」

「泊まり」における看護サービスが含まれる旨が明確化されたことに伴い、所要の改正を行うもので

す。 

 なお、議案説明資料の６０ページに議案第２０号説明資料、新旧対照表を添付しておりますので後

ほどご参照ください。 

 本議案にお戻りください。 

 ５枚めくっていただきまして右のページになります。 

    附 則 

   （施行期日）  

  １ この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、この条例による改正後の置戸町指定 

   地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例（以下「新条例」 

   という。） 第３４条に１項を加える改正規定は、令和７年４月１日から施行する。 

  （身体的拘束等の適正化に係る経過措置） 

  ２ この条例の施行の日から令和７年３月３１日までの間、新条例第９２条第７号及び第１９７ 

   条第７号の規定の適用については、これらの規定中「講じなければ」とあるのは「講じるよう 

   努めなければ」とする。 

 次のページに移りまして。 

  （利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するため 

  の委員会の設置に係る経過措置） 

  ３ この条例の施行の日から令和９年３月３１日までの間、新条例第１０６条の２（新条例第１ 

   ２８条、第１４９条、第１７７条、第１８９条及び第２０２条において準用する場合を含む。） 

   の規定の適用については、これらの規定中「しなければ」とあるのは「するよう努めなければ」 

   とする。 

  （協力医療機関との連携に関する経過措置） 

  ４ この条例の施行の日から令和９年３月３１日までの間、新条例第１７２条第１項（新条例第 

   １８９条において準用する場合を含む。）の規定の適用については、これらの規定中「定めてお 

   かなければ」とあるのは「定めておくよう努めなければ」とする。 

 以上で、議案第２０号の説明を終わります。         

 〈議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定 

         地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す 
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         る基準を定める条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運 

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例。 

 地域福祉センター所長。  

〇石森地域福祉センター所長 議案第２１号について説明をいたします。 

 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例。 

 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例（平成２４年条例

第２４号）の一部を次のように改正する。 

 再度、別紙議案説明資料をご覧いただきたいと思います。 

 ３９ページをお開きください。 

 地域密着型予防サービス、①から③については議案第１８号により先ほど説明をいたしましたとお

りとなっております。④介護現場の生産性向上、⑤協力医療機関との連携体制の構築、⑥新興感染症

発生時等の対応を行う医療機関との連携につきましては、議案第２０号の地域密着型サービスと同様

の改正となっております。 

 なお、議案説明資料の１０６ページに議案第２１号説明資料、新旧対照表を添付しておりますので

後ほどご参照ください。 

 本議案にお戻りください。 

 ２枚めくっていただきまして右のページになります。 

    附 則 

   （施行期日）  

  １ この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、この条例による改正後の置戸町指定 

   地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー 

   ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例（以下「新条例」 

   という。）第３２条に１項を加える改正規定は、令和７年４月１日から施行する。 

   （身体的拘束等の適正化に係る経過措置）  

  ２ この条例の施行の日から令和７年３月３１日までの間、新条例第５３条第３項の規定の適用 

   については、同項中「講じなければ」とあるのは「講じるよう努めなければ」とする。 

   （利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するた 

   めの委員会の設置に係る経過措置） 

  ３ この条例の施行の日から令和９年３月３１日までの間、新条例第６３条の２（新条例第８６ 

   条において準用する場合を含む。）の規定の適用については、これらの規定中「しなければ」と 

   あるのは「するよう努めなければ」とする。 

 以上で、議案第２１号の説明を終わります。  
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 〈議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例。 

  施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について説明 

いたします。 

 置戸町簡易水道事業給水条例（平成１０年条例第２号）の一部を次のように改正する。 

 改正理由を申し上げます。 

 令和６年４月１日施行の水道法の一部改正において、水道施設の老朽化、耐震化への対応、災害発

生時の断水への迅速な対応が求められていることを背景に、現在、水道整備管理行政を所管する厚生

労働省から社会資本整備や災害対応に関する専門的な能力知見を有する国土交通省へ移管が行われる

ことから改正するものです。 

 改正の内容についてご説明いたしますので、別冊の議案第２２号説明資料、新旧対照表をご覧くだ

さい。 

 黄色い表紙の１２１ページとなります。右の欄が現行、左の欄が改正案になります。第５条 給水

装置の新設等の申し込みの中の「厚生省令」を「国土交通省令」に改めるものです。第３２条 給水

装置の基準違反に対する措置、第２項の中の「厚生労働省令」を「国土交通省令」に改めるものです。

第３５条 過料、第１号の中の「厚生労働省令」を「国土交通省令」に改めるものです。  

 本議案にお戻りください。 

   附 則 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第２２号の説明を終わります。 

 〈議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例。 

  施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例について説明いたし 

ます。 

 置戸町水道法施行条例（平成２４年条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

 改正理由を申し上げます。 

 先ほど議案第２２号の改正理由で説明しましたとおり、水道法の一部改正において水道整備管理行

政の所管が厚生労働省から国土交通省へ移管したことに合わせて、水質基準の策定等に関して現行の

所管省である厚生労働省から環境省への移管が行われることから改正するものです。 

 改正の内容についてご説明いたしますので、別冊の議案第２３号説明資料、新旧対照表をご覧くだ

さい。 

 黄色い表紙の１２３ページになります。 

 右の欄が現行、左の欄が改正案となります。 

 第４条 水道技術管理者の資格、第６号の中の「厚生労働大臣」を「国土交通大臣及び環境大臣」

に改めるものです。 
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 本議案にお戻りください。 

   附 則  

  この条例は、令和６年７月１日から施行する。 

 以上で、議案第２３号の説明を終わります。  

〇岩藤議長 これで議案第５号から議案第２３号までの提案理由の説明を終わります。 

                                   

    ◎日程第２５ 報告第 １号 令和４年度置戸町教育委員会の活動 

                  状況に関する点検・評価の報告につ 

                  いて 

○岩藤議長 日程第２５ 報告第１号 令和４年度置戸町教育委員会の活動状況に関する点検・評価の 

報告についてを議題とします。 

 本案に対し報告を求めます。 

 事務局長から報告させます。 

 事務局長。 

○今西事務局長 報告第１号について申し上げます。 

 教育委員会教育長から地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、

お手元に配付のとおり、令和４年度置戸町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書の提出が

ありました。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで報告済とします。 

                                   

    ◎日程第２６ 報告第 ２号 定期監査の結果報告について 

○岩藤議長 日程第２６ 報告第２号 定期監査の結果報告について。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 報告第２号について申し上げます。 

 監査査員が令和６年２月２１日に令和５年度の物品購入等の契約執行状況ほか、７項目の財務監査

と備品管理状況の現地監査を執行され、お手元に配付のとおりの結果報告がありました。 

報告を終わります。 

○岩藤議長 これで報告済とします。 

                                   

    ◎日程第２７ 報告第 ３号 例月出納検査の結果報告について 

○岩藤議長 日程第２７ 報告第３号 例月出納検査の結果報告について。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 報告第３号について申し上げます。 

 監査委員が令和５年１１月３０日、 １２月３１日及び令和６年１月３１日現在の出納状況につい
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て検査を執行され、お手元に配付のとおりの結果報告がありました。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで報告済とします。 

                                   

    ◎散会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

 本日の会議は、これで散会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで散会することに決定しました。 

                                   

    ◎散会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで散会といたします。 

散会 １５時５４分 
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令和６年第３回置戸町議会定例会（第２号） 

 

令和６年３月１２日（火曜日） 

 

○議事日程 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算 

  日程第 ３ 議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算 

  日程第 ４ 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算 

  日程第 ５ 議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算 

  日程第 ６ 議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算 

  日程第 ７ 議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算 

  日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算 

 

○出席議員（８名） 
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開会 ９時３０分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって２番 前田篤議員及び３番 石

井伸二議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、前日のとおりです。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                  

    ◎日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から 

    ◎日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予 

                  算まで 

               ７件 一括議題     

○岩藤議長 日程第２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から日程第８ 議案第３１号  

令和６年度置戸町下水道事業会計予算までの７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算につき 

ましては、企画財政課長が説明申し上げます。また、議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会

計予算につきましては、施設整備課長が説明申し上げます。なお、この間の各議案につきましては、

それぞれ所管する課長が説明申し上げます。 

〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 まず、議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算。 

  企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第２５号の説明の前に、資料の確認をお願いいたします。予算説明は主に水 

色表紙の令和６年度置戸町一般会計・特別会計・事業会計予算書の各会計事項別明細書により行いま

す。次に、白い表紙の令和６年度一般会計・特別会計・事業会計予算に関する説明資料と黄色の議案

説明資料があります。予算書と説明資料２種類、本議案の４つを使って説明をいたします。 
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 はじめに、令和６年度の予算概要について申し上げます。令和６年度の予算編成ですが、国の令和

６年度予算は３月２日に衆議院を通過し、年度内成立の見通しとなりました。国においては、物価に

負けない賃上げの実現に向けた経費や、こども・子育て政策、グリーン・トランスフォーメーション

といった歴史的な転換点のなか、時代の変化に応じた先送りできない課題に挑戦し、変化の流れをつ

かみ取るための予算として編成をされました。これを受けて、令和６年度の地方財政計画では、地方

税等は前年比０．３％の減収となるなかで、一般財源総額は前年度を上回る額が確保されており、地

方交付税も前年比１．７％の増と見込んでおります。しかし、自主財源の乏しい本町にとりましては、

今後も厳しい財政運営が予想されます。 

 本年の令和６年度予算は、町長選挙の年となることから骨格予算となりますが、一般会計が前年比

３．３％減の４５億１，１００万円となりました。特別会計は、国民健康保険特別会計ほか４会計で

前年度比０．２％減の８億９，５２０万円となりました。国民健康保険特別会計の減少が主な要因と

なっております。特別会計を含めた５会計の総額では、前年度比２．８％減の５４億６２０万円とな

りました。 

 昨年度より、特別会計から事業会計となりました簡易水道事業会計は前年比５．８％減の４億７０

８万３，０００円。同じく下水道事業会計は前年比４．１％減の２億９，４５７万１，０００円とな

りました。 

 今回の予算編成では、特に歳出予算において、維持補修費、補助費等が依然として増加傾向にあり、

歳出全般における経費の抑制が必要となったことから、本町の厳しい財政状況をしっかりと認識し、

第６次総合計画並びに総合戦略を基本としながらも、持続可能な財政運営により各施策に取り組むた

めの予算として編成をいたしました。 

 それでは、本議案をご覧ください。 

 議案第２５号について説明をいたします。 

 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算。 

 令和６年度置戸町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４５億１，１００万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

  （債務負担行為） 

  第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及び限度額 

   は、「第２表 債務負担行為」による。 

  （地方債） 

  第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限 

   度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１０億 

   円と定める。 

 第１表 歳入歳出予算につきましては、後ほど別冊の令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書
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で説明をいたします。 

 第２表 債務負担行為についてご説明いたしますので、７ページをお開きください。 

 今回の債務負担行為は、北見市外２町一般廃棄物最終処分場運営事業費負担金について、昨今の物

価高騰などの影響から、今後における事業費が増える見込みとなったことから、令和６年度から令和

１７年度までの限度額を５０９万１，０００円として債務負担行為を設定をするものです。 

 続いて第３表 地方債について説明をいたします。 

 第３表 地方債。 

 過疎地域持続的発展特別事業から境野地区道路等防災対策工事までの１０事業に臨時財政対策債を

加え、総額で２億１，０７０万円の町債の発行を予定しております。事業ごとの限度額、起債の方法、

利率、償還の方法につきましては記載のとおりです。この表の１番上の段、過疎地域持続的発展特別

事業の内容につきましては、別冊白色の表紙、令和６年度一般会計・特別会計・事業会計予算に関す

る説明資料において後ほど説明をいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書の説明書の前に、別冊の令和６年度一般会計・特別会計・事業会計予算

に関する説明資料の説明をいたします。 

 それでは令和６年度一般会計・特別会計・事業会計予算に関する説明資料ですが、１ページは部局

別職員数調べ。次の２ページから４ページまでは、各会計別人件費対前年度当初予算比較表。職員手

当の内訳で、後ほど総務課長が説明をいたします。 

 それでは、資料の５ページ、６ページをお開き願います。５ページから８ページまでは、歳入歳出

性質別内訳になります。この表によって本年度の予算概要を説明をいたします。５ページ、６ページ

は歳入ですが、５ページは歳入のうち経常的収入を、６ページは臨時的収入をまとめたものです。表

の右側に前年度の数字を記載しておりますので、合わせてご覧ください。５ページ上段の経常的収入

のうち、自主財源は主に町税や使用料、手数料などで、４億６，３４３万６，０００円、収入の１０．

３％になります。 

 このうち町税は３億９９６万４，０００円で、構成比は６．９%になります。下段の依存財源ですが、

普通交付税のほか、地方譲与税や国・道支出金などです。普通交付税は２４億３，３００万円で、構

成比は５３．９%になります。６ページの臨時的収入の特別交付税１億８，２００万円を含めますと、

地方交付税で２６億１，５００万円となり、全体収入の５８%になります。依存財源の合計は２８億５，

５３７万６，０００円で、構成比は６３．３%、経常的収入の合計は３３億１，８８１万２，０００円

となり、構成比で７３．６%となります。 

 ６ページ、臨時的収入では国庫支出金が１億３，５５６万４，０００円で、農林水産業費関係が多

くを占めております。道支出金は６，１８１万１，０００円で、農業及び林業関係補助金が主なもの

です。繰入金は４億４，２１２万３，０００円ですが、財政調整基金で１億９，０００万円、公債費

の償還財源として減債基金の２億円、このほか未来への森づくり基金、夏まつり振興基金の繰り入れ

が主なものです。諸収入は老人ホームの指定管理委託に関わる老人福祉施設運営資金貸付金元利収入

７，９１６万９，０００円が主なものです。町債は２億１，０７０万円で、前年度より５，７３０万

円の減額となっております。臨時的収入の合計は１１億９，２１８万８，０００円で、収入の２６．

４%となります。 
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 続いて７ページ、８ページをお開きください。続いて歳出の説明になります。 

 最初に７ページの経常的経費ですが、下段の計の欄は３４億２，０４４万６，０００円で、歳出全

体の７５．８%を占めておりますが、この数値が増加するほど財政の硬直化が進むことになります。人

件費のうち給与費は６億６，６８６万８，０００円、構成比１４．８%で、前年比０．５%増となって

おります。物件費は７億５，４５６万３，０００円、構成比は１６．７%、維持補修費が７，９５６万

３，０００円で１．８%と、いずれも前年を上回りました。扶助費が２億７，８６３万３，０００円で

６．２%、補助費等が８億６２９万６，０００円で構成比１７．９%、公債費が５億２，９３４万９，

０００円で構成比が１１．７%となっております。 

 続いて８ページの臨時的経費ですが、補助事業や単独事業、貸付金など合わせて１０億９，０５５

万４，０００円となり、支出全体の２４．２%を占めております。なお、経常的経費及び臨時的経費の

補助費等が前年に比べ大幅に増加しておりますが、いずれも簡易水道事業会計と下水道事業会計が特

別会計から事業会計へと移行したことに伴い、従来の会計間における繰出金としてではなく、事業へ

の補助として会計管理を行うこととなったことによります。 

 以上で性質別内訳の説明を終わります。 

 続きまして９ページ、１０ページをお開きください。 

 こちらが投資的事業の内訳になりますが、予算科目ごとに事業名等、事業の内容、予算額や財源内

訳を記載しております。 

 １１ページ、１２ページをお開きください。こちらは扶助費の内訳になりますが、前ページと同様

に予算科目ごとに事業名等、事業の内容、予算額や財源内訳を記載しております。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。こちらは令和６年度各施設管理経費の内訳になります

が、各施設の管理経費は１４ページの一番下の総計表の合計額で一般会計・特別会計合わせて３億４，

４５９万円ですが、参考欄の増減のうち、燃料費、電気料の単価、清掃施設管理委託の負担が大きく

なっております。 

 １５ページ、１６ページをお開きください。こちらは負担金補助及び交付金の内訳になりますが、

１５ページから３１ページまで続きます。合計欄で説明をいたしますので３１ページをご覧ください。

こちらは合計になりますが、負担金で５億３，７６２万３，０００円、補助金交付金で５億３８６万

９，０００円、合計２２１件で１０億４，１４９万２，０００円となります。 

 事業に関わる分につきましては括弧に内書きとなっており、合計で２億３，０３０万２，０００円

となっております。また、廃止となりました負担金等につきましては、し尿処理事業補助金以下１件

で５００万円となっております。 

 ３２ページをお開きください。こちらは基金運用予定調書になりますが、表の上段の積立基金から

説明をいたします。一般会計財政調整基金から介護給付費準備基金までの９件で、令和５年度末の見

込額は２７億７，５０９万９３４円となります。令和６年度の積み立てですが、老人ホーム施設整備

基金に２，０１０万１，０００円、未来への森づくり基金に３，４０２万２，０００円、その他寄附

金分などを見込み、合計で５，４２５万７，０００円を積み立てる予定です。 

 一方、令和６年度中の取り崩しですが、一般会計財政調整基金１億９，０００万円、減債基金２億

円、未来への森づくり基金４，１１５万５，０００円、国保・介保各特別会計への繰り入れ合計で１，
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１７４万８，０００円、総額で４億４，２９０万３，０００円となり、令和６年度末の見込み額は２

３億８，６４４万４，９３４円となります。 

 表の下段、運用基金は社会福祉振興基金から図書資料整備基金までの８件で、運用中の資金を除く

令和５年度末の見込み額は３億７，８１７万２，３００円となります。 

 一方、令和６年度の主な取り崩しは、夏まつり振興基金ほか２件で１，０００万円、寄附金の積み

立てや貸し付け中の基金の増減を調整し、令和６年末の見込み額は運用分を除いて３億６，９８５万

３００円になります。 

 次に合計欄ですが、令和５年度末の見込み額は３１億５，３２６万３，２３４円、括弧内の運用分

も合わせますと記載はしておりませんが、３２億９，５６０万２，１９４円となります。同じく合計

欄の令和６年度末の見込み額は２７億５，６２９万５，２３４円、括弧内の運用分を含め２８億９，

８９４万７，１９４円になります。欄外に参考といたしまして北海道市町村備荒資金組合への積立金

についても記載をしております。 

 ３３ページをお開きください。この表は地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる経費

内訳になります。内容につきましては後ほどご覧ください。 

 ３４ページをご覧ください。この表は過疎対策事業債（ソフト分）対象事業一覧で、先ほど本議案

において地方債の説明をいたしましたが、過疎計画に基づく過疎対策事業債のソフト事業として借り

入れを予定しておりますもので、通学バス、定期購入費補助事業から置戸高校支援対策事業までの５

事業で７，５２０万円の発行を予定しております。 

 ３５ページ以降の説明資料につきましては、それぞれ議案説明に合わせて担当課長が説明をいたし

ます。 

 それでは予算の内容について説明をいたしますので、令和６年度置戸町一般会計・特別会計・事業

会計予算書の３５ページ、３６ページをお開きください。 

（以下、担当課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午前１１時から再開します。 

                          

休憩 １０時４２分 

再開 １１時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、歳出、５７ページ、５８ペ 

ージ。２款総務費、１項総務管理費。地域おこし協力隊に要する経費から。 

 企画財政課長。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後１時から再開します。 
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休憩 １２時００分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、歳出、８７ページ、８８ペ 

ージ。３款民生費、１項社会福祉費。老人福祉施設入所者措置に要する経費から。 

 地域福祉センター所長。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後２時５５分から再開します。 

                          

休憩 １４時４０分 

再開 １４時５５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、１１７ページ、１１８ペー 

 ジ。５款労働費、１項労働諸費。負担金補助及び交付金。 

 産業振興課長。 

 （以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

                                   

    ◎延会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

  本日の会議はこれで延会したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

                                   

    ◎延会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで延会します。 

延会 １６時００分 
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開会 ９時３０分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって４番 石村吉博議員及び５番 

柏原勝議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、前日のとおりです。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                  

    ◎日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から 

    ◎日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予 

                  算まで 

               ７件 一括議題     

○岩藤議長 日程第２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から日程第８ 議案第３１号  

令和６年度置戸町下水道事業会計予算までの７件を一括議題とします。 

 前日に引き続き議案の説明を続けます。 

〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。３．歳出、１４１ページ、 

１４２ページ。７款商工費、公園管理に要する経費から。 

  産業振興課長。 

（以下、担当課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。午前１１時から再開します。 

                          

休憩 １０時３９分 

再開 １１時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 
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 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。歳出、１５９ページ、１６

０ページ。９款消防費、北見地区消防組合に要する経費。白い表紙の令和６年度一般会計・特別会計・

事業会計予算に関する説明資料、７５ページ、消防行政一般経費から。 

 総務課参与。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後１時から再開します。 

                          

休憩 １１時５９分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。歳出、１８３ページ、１８ 

 ４ページ。１０款教育費、４項社会教育費。社会教育委員に要する経費から。 

 社会教育課長。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。午後２時４５分から再開します。 

                          

休憩 １４時２７分 

再開 １４時４５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。歳入、１３ページ、１４ペ 

 ージ。１款町税、１項町民税から。 

 町民生活課長。 

 （以下、関係課長説明、記載省略。令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書、別添のとおり） 

〈議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算〉 

○岩藤議長 次に、議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算。 

  町民生活課長。 

○田中町民生活課長 議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算についてご説明いた 

します。 

 令和６年度置戸町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億３，９７０万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、３，０ 

   ００万円と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を 

   流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

   （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でこれら 

    の経費の各項の間の流用。 

   （２）国民健康保険事業費納付金の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同 

    一款内でこれらの経費の各項の間の流用。 

 歳入歳出予算につきましては、別冊の事項別明細書でご説明いたしますが、予算を説明する前に予

算の概要等について、別冊の予算に関する資料で説明いたしますので、資料の５５ページ、５６ペー

ジ、令和６年度国民健康保険特別会計予算資料をお開き願います。白い表紙の資料となります。 

 平成３０年度からの国民健康保険制度につきましては、北海道と市町村が一体となり国民健康保険

事業を運営しています。また、国保運営方針の見直しを行いながら、令和１２年度を目処に統一保険

料率を目指し、被保険者間の負担の公平化へと進んでいます。 

 ５６ページ、令和６年度置戸町の納付算定内容をご覧ください。国保事業納付金につきましては、 

医療費等を北海道国保連合会に納付金として支払うもので、過去３年間の数値をもとに積算を行って

います。上段が令和６年度置戸町の納付金算定内容、下段が令和５年度の内容となっております。納

付金は北海道が統一した方法により、被保険者の保険給付費等を推計し、全市町村で負担する仕組み

となっております。上段、令和６年度の納付金ですが、１億２，６０４万９，０００円で、令和５年

度に比べ１，１１２万７，０００円の減額となりました。右側、市町村個別歳入として、２，９８６

万１，０００円。内訳といたしましては、保険料軽減の補填として交付される保険基盤安定繰入金な

どです。その下、市町村個別の歳出、１，０５６万５，０００円は保険事業費などの個別の歳出とな

ります。左下、市町村個別に交付される公費としましては、８５５万９，０００円の軽減となり、差

し引きといたしましては令和６年度の保険税収納必要額は、９，８１９万４，０００円となります。 

 資料の５５ページ、国民健康保険特別会計予算資料をご覧ください。１．保険税欄、被保険者は置

戸町におきましても少子高齢化等による被保険者の減少が続いています。表の右側、令和６年度予算

につきましては、保険税、納付必要額９，８１９万４，０００円を年度平均の加入者７６０人で計算

いたしますと、１人当たりの国民健康保険税は１２万８，５２６円となり、令和５年度決算見込みよ

りも減少いたします。 

 資料５３ページ、５４ページをお開き願います。国民健康保険特別会計予算について、令和５年度

と比較をしたものですが、歳出の５４ページ中程になります保険給付費合計の欄が本町の医療費予算

になり、当初予算ベースで、保険給付費全体で前年度３．６％減の２億９，８５８万５，０００円を

計上しております。また、歳入の５３ページ、中段の道支出金、保険給付費等交付金、普通交付金で
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歳出の傷病手当金の１，０００円以外の全額が北海道からの交付金で賄われることとなります。 

 以上で、説明資料の説明を終わります。 

 事項別明細書の２４６ページ、２４７ページをお開き願います。 

（以下、町民生活課長説明、記載省略。令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算事項別明細書、 

別添のとおり） 

○岩藤議長 しばらく休憩します。 

                          

休憩 １５時３８分 

再開 １５時４３分 

                          

○岩藤議長 休憩をとき、会議を開きます。 

 議案の説明を続けます。 

〈議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算〉 

○岩藤議長 町民生活課長。 

  ３款国民健康保険事業納付金。この３款だけ説明お願いいたします。１項から３項まで。 

（以下、町民生活課長説明、記載省略。令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算事項別明細書、 

別添のとおり） 

○岩藤議長 暫時休憩します。 

                          

休憩 １５時４７分 

再開 １５時４８分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

〈議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算〉 

○岩藤議長 町民生活課長。 

（以下、町民生活課長説明、記載省略。令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算事項別明細書、 

別添のとおり） 

                                   

    ◎延会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

  本日の会議はこれで延会にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 
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    ◎延会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで延会します。 

延会 １５時５７分 
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令和６年第３回置戸町議会定例会（第４号） 

 

令和６年３月１４日（木曜日） 

 

○議事日程 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算 

  日程第 ３ 議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算 

  日程第 ４ 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算 

  日程第 ５ 議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算 

  日程第 ６ 議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算 

  日程第 ７ 議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算 

  日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算 

  日程第 ９ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について 

  日程第１０ 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１２ 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第１３ 議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

               条例の一部を改正する条例 

  日程第１４ 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例 

  日程第１５ 議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１６ 議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

               める条例の一部を改正する条例 

  日程第１７ 議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

               支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を 

               定める条例の一部を改正する条例 

  日程第１８ 議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

               基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第１９ 議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

               並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 

               的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２０ 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 

  日程第２１ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例 
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  日程第２２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

  日程第２３ 議案第 ６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第２４ 議案第 ７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  日程第２５ 議案第 ８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 

  日程第２６ 議案第 ９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第２７ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号） 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算 

  日程第 ３ 議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算 

  日程第 ４ 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算 

  日程第 ５ 議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算 

  日程第 ６ 議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算 

  日程第 ７ 議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算 

  日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算 

  日程第 ９ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について 

  日程第１０ 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１２ 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第１３ 議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

               条例の一部を改正する条例 

  日程第１４ 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例 

  日程第１５ 議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１６ 議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

               める条例の一部を改正する条例 

  日程第１７ 議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

               支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を 

               定める条例の一部を改正する条例 

  日程第１８ 議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

               基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第１９ 議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

               並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果 

               的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第２０ 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 
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  日程第２１ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例 

  日程第２２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

 

○出席議員（８名） 

  １番  嘉 藤   均 議員     ２番  前 田   篤 議員 

  ３番  石 井 伸 二 議員     ４番  石 村 吉 博 議員 

  ５番  柏 原   勝 議員     ６番  山 田 耕 平 議員 

  ７番  阿 部 光 久 議員     ８番  岩 藤 孝 一 議員 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 〈町 長 部 局〉 

町    長   深  川  正  美       副  町  長  蓑  島  賢  治 

会計管理者   菅  原  嘉  仁       企画財政課長  坂  森  誠  二 

総 務 課 長   鈴  木  伸  哉       総務課参与  鈴  木  義  徳 

町民生活課長   田  中  耕  太       産業振興課長  五 十 嵐  勝  昭 

施設整備課長   名  和  祐  一       地域福祉センター所長  石  森     実 

企画財政課長補佐  高  橋  秀  典       総務課総務係長  鈴  木  良  知 

 

 〈教育委員会部局〉 

教  育  長   平  野     毅       学校教育課長  大  戸  基  史 

社会教育課長   須  貝  智  晴       森林工芸館長  小 野 寺  孝  弘 

図 書 館 長  遠  藤     薫 

 

 〈農業委員会部局〉 

事 務 局 長   五 十 嵐  勝  昭（兼） 

 

 〈選挙管理委員会部局〉 

事 務 局 長   鈴  木  伸  哉（兼） 

 

 〈監査委員部局〉 

代表監査委員   小  鷹  浩  昭 

 

○職務のため出席した事務局員の職氏名 

事 務 局 長  今  西  美 紀 子       議 事 係  加  藤  洋  聖 

  臨時事務職員  中  田  美  紀 
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開会 午前９時３０分 

     ◎開議宣告 

○岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって６番 山田耕平議員及び７番  

阿部光久議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、前日のとおりです。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

〇岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から 

    ◎日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予 

                  算まで 

               ７件 一括議題     

○岩藤議長 日程第２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から日程第８ 議案第３１号 

令和６年度置戸町下水道事業会計予算までの７件を一括議題とします。 

  前日に引き続き議案の説明を続けます。 

〈議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算から。 

  町民生活課長。 

○田中町民生活課長 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明い 

たします。 

 令和６年度置戸町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６，８５０万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 歳入歳出予算につきましては、別冊の事項別明細書でご説明いたしますが、その前に予算の概要等

について、別冊の白い表紙、予算に関する説明資料でご説明いたしますので、５７ページ、２５．令

和６年度後期高齢者医療特別会計予算資料をご覧ください。 
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 後期高齢者医療制度に係る事業主体は、北海道後期高齢者医療広域連合で、町としての業務は、一

般窓口業務のほか、保険料の賦課事務を除く徴収事務を行っております。保険料率は２年ごとに改正

されますが、今年度はその改正年度にあたり、保険料率の改正が行われます。 

 改正内容につきましては、２の保険料率をご覧ください。令和６年度から令和７年度における北海

道の保険料率は、保険給付費等の費用や制度加入者数によって決定されますが、医療費増額に伴い、

１人当たりの保険料額も増加しています。均等割額をご覧ください。現行５万１，８９２円に対して、

令和６年度、令和７年度は５万２，９５３円となり、差し引き１，０６１円の増額となります。その

下、所得割率につきましては、現行の１０．９８％に対して、令和６年度、令和７年度は１１．７９％

で０．８１％の増加となります。ただし、令和６年度につきましては激変緩和措置で、令和５年度の

基礎控除後の総所得の金額が５８万円を超えない方につきましては、所得割額を１０．９２％とする

こととなっています。賦課限度額につきましても８０万円に増額されましたが、令和６年度に限りま

しては、年度内に７５歳になり新規加入する方以外は激変緩和措置で賦課限度額が７３万円に抑えら

れています。１人当たりの保険料、軽減後の平均ですが、現行７万２，４７１円に対し７万６，８３

８円で４，３６７円の増となっています。その下の表、年間保険料額の例となりますが、年金収入１

５３万円の方では均等割額のみの保険料となりますので、年間保険料は令和６年度が年額３００円増

額の１万５，８００円、令和７年度も令和６年度と変わらずに年額１万５，８００円となります。年

金収入１９７万円の方は、令和６年度の所得割額は激変緩和措置で１０．９２％の保険料率ですので、

年間３００円増の７万４，５００円、令和７年度は１１．７９％の保険料率となりますので、令和６

年度から３，８００円増額の７万８，３００円となります。年金収入２２０万円以上の方から分岐点

となり、令和６年度の保険料率から１１．７９％に変更となりますので、６，３００円増の１２万１，

３００円となり、令和６年度と令和７年度が同一の保険料となります。１．保険料をご覧ください。

令和６年度の被保険者数は、７２８名を見込みました。保険料の調定額は、４，２９０万４，０００

円。１人当たりを５万８，９３４円と推計し、収入額は１００％の予算措置としております。 

 ５８ページをご覧ください。令和６年度後期高齢者医療特別会計概要。右の欄、枠内の後期高齢者

医療特別会計をご覧ください。本会計は、保険料の徴収や被保険者証の交付事務等に係る経費を計上

しております。左の欄、歳入ですが、一般会計より繰り入れは、①保険基盤安定繰入金、２，１８５

万１，０００円。②広域連合事務費、２７７万６，０００円。③市町村事務費、９５万５，０００円。

小計２，５５８万２，０００円となります。⑥保険料は、４，２９１万４，０００円。⑦諸収入は４，

０００円で、歳入の合計は、６，８５０万円となります。このうち、①保険基盤安定繰入金、②広域

連合事務費、⑥保険料については、全額、右の欄、歳出の広域連合納付金として支出し、残りの市町

村事務費と諸収入については、保険料の徴収や被保険者証の交付事務等の業務に係る事務的経費に充

てられます。 

 次に、歳出ですが、広域連合納付金として、６，７５４万１，０００円。総務管理費、５６万円。

徴収費は、保険料の徴収に伴う事務的経費として、２９万８，０００円。予備費等、１０万１，００

０円で、歳出の合計は歳入と同額の６，８５０万円の計上でございます。 

 以上で、資料の説明を終わります。 

 事項別明細書の２７０ページ、２７１ページをご覧ください。 
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（以下、町民生活課長説明、記載省略。令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算事項別明細書、

別添のとおり） 

〈議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算〉 

○岩藤議長 次に、議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第２８号について説明をいたします。 

 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算。 

 令和６年度置戸町の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億７，０６０万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、３，０ 

   ００万円と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を 

   流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

   （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でこれら 

   の経費の各項の間の流用。 

 第１表 歳入歳出予算の説明をいたしますので、令和６年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算事

項別明細書の２８５ページ、２８６ページをお開きください。 

（以下、地域福祉センター所長説明、記載省略。令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算事項別

明細書、別添のとおり） 

〈議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算〉 

○岩藤議長 次に、議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第２９号について説明をいたします。 

 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算。 

 令和６年度置戸町の介護サービス事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，６４０万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

  （地方債） 

  第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債の目的、限 

   度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

 地方債について説明をいたしますので、３ページをお開きください。 

 第２表 地方債の起債の目的としましては、特別養護老人ホームエアコン設置工事で、限度額、起
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債の方法、利率、償還の方法につきましては記載のとおりとなっております。 

 本議案にお戻りください。 

  （一時借入金） 

  第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１００ 

   万円と定める。 

 それでは第１表 歳入歳出予算につきまして、令和６年度介護サービス事業特別会計歳入歳出予算

事項別明細書で説明をいたしますので、３１２ページ、３１３ページをお開きください。 

（以下、地域福祉センター所長説明、記載省略。令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算事

項別明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。午前１０時５０分から再開します。 

                          

休憩 １０時３４分 

再開 １０時５０分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

〈議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算〉 

○岩藤議長 議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算。 

  施設整備課長。 

○名和施設整備課長 議案第３０号について説明をいたします。 

 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算。 

 令和６年度置戸町の簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量） 

  第１条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）給水人口 ２，４７７人。 

  （２）年間総給水量 ７０１，８９７㎥。 

  （３）一日平均給水量 １，９２３㎥。 

  （４）主要な建設改良事業 

     ・秋田浄水場機械計装設備取替工事 ３，１４０万円となります。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入につきましては、第１款 水道事業収益 ２億６２９万５，０００円。 

   第１項 営業収益 ６，７７６万４，０００円。 

   第２項 営業外収益 １億３，８５３万１，０００円。 

 支出につきましては、第２款 水道事業費用 ２億６２４万５，０００円。 

   第１項 営業費用 １億９，０６４万円。 

   第２項 営業外費用 １，４６０万５，０００円。 
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   第４項 予備費 １００万円の計上となります。 

 収益的収入及び支出は、経営活動に伴い発生するすべての収益と費用を計上するものです。 

  （資本的収入及び支出） 

  第３条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に 

   対し不足する額５万円は、損益勘定留保資金で補填するものとする。）。 

 損益勘定留保資金につきましては、前条の収益的収入額から収益的支出額を差し引いたものとなり

ます。 

 収入につきましては、第３款 資本的収入 ２億７８万８，０００円。 

   第１項 企業債 １，４１０万円。 

   第２項 他会計補助金 ８，８８７万９，０００円。 

 次のページをお開きください。 

   第３項 他会計負担金 ８，０５３万９，０００円。 

   第４項 国庫補助金 １，７２７万円。 

 支出につきましては、第４款 資本的支出 ２億８３万８，０００円。 

   第１項 建設改良費 ３，１４０万円。 

   第２項 固定資産購入費 ８４０万２，０００円。 

   第３項 企業債償還金 １億６，１０３万６，０００円の計上となります。 

 資本的収入及び支出は、施設の建設など固定資産の取得に関わる収支を計上するものです。 

 なお、第２条 収益的収入及び支出及び第３条 資本的収入及び支出につきましては、後ほど別冊

の簡易水道事業会計予算明細書により説明いたします。 

  （企業債） 

  第４条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債の目的につきましては、秋田浄水場機械計装設備取替工事に係る起債であり、限度額は１，４

１０万円。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおりです。 

  （一時借入金） 

  第５条 一時借入金の限度額は、３，０００万円と定める。 

  （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

  第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 次のページをご覧ください。 

  （１）水道事業費用のうち、営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用となります。 

  （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

  第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそ 

   れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  （１）職員給与費 ９３８万４，０００円となります。 

 これにより職員給与費については、他の経費との流用ができないこととなります。 

  （他会計からの補助金） 

  第８条 簡易水道事業費に充当するため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、９，５６ 
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   ９万５，０００円である。 

 第２条 収益的収入及び支出及び第３条 資本的収入及び支出について説明いたしますので、別冊、

簡易水道事業会計予算明細書の３４０ページをお開きください。 

（以下、施設整備課長説明、記載省略。令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算明細書、別添のとお

り） 

〈議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算〉 

○岩藤議長 次に、議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算。 

  施設整備課長。 

○名和施設整備課長 議案第３１号について説明をいたします。 

 令和６年度置戸町下水道事業会計予算。 

 令和６年度置戸町の下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量） 

  第１条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）接続人口 １，８４７人。 

    うち、特定環境保全公共下水道事業分が１，５１３人。 

    農業集落排水事業分が３３４人となります。 

  （２）年間処理水量 ２５万５，３７７㎥。 

    うち、特定環境保全公共下水道事業分が２１万７，５０７㎥。 

    農業集落排水事業分が３万７，８７０㎥となります。 

  （３）一日平均処理量 ７００㎥。 

    うち、特定環境保全公共下水道事業分が５９６㎥。 

    農業集落排水事業分が１０４㎥となります。 

  （４）主要な建設改良事業 

     ・特定環境保全公共下水道工事 ８０万円。 

     ・農業集落排水工事 １６０万円となります。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入につきましては、第１款 下水道事業収益 ２億２，６２９万３，０００円。 

   第１項 営業収益 ６，８０２万７，０００円。 

   第２項 営業外収益 １億５，８２６万６，０００円。 

 支出につきましては、第２款 下水道事業費用 ２億２，６２４万３，０００円。 

   第１項 営業費用 ２億１，８８５万４，０００円。 

   第２項 営業外費用 ６３８万９，０００円。 

   第４項 予備費 １００万円の計上となります。 

 収益的収入及び支出は、経営活動に伴い発生するすべての収益と費用を計上するものです。 

 次のページをお開きください。 

  （資本的収入及び支出） 
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  第３条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に 

   対し不足する額５万円は、損益勘定留保資金で補填するものとする。）。 

 損益勘定留保資金につきましては、前条の収益的収入額から収益的支出額を差し引いたものとなり

ます。 

 収入につきましては、第３款 資本的収入 ６，８２７万８，０００円。 

   第２項 他会計補助金 ６，０５４万４，０００円。 

   第３項 他会計負担金 ７６８万４，０００円。 

   第５項 負担金等 ５万円。 

 支出につきましては、第４款 資本的支出 ６，８３２万８，０００円。 

   第１項 建設改良費 ２４０万円。 

   第３項 企業債償還金 ６，５９２万８，０００円の計上となります。 

 資本的収入及び支出は、施設の建設など固定資産の取得に関わる収支を計上するものです。 

 なお、第２条 収益的収入及び支出及び第３条 資本的収入及び支出につきましては、後ほど別冊

の下水道事業会計予算明細書により説明いたします。 

  （一時借入金） 

  第４条 一時借入金の限度額は、３，０００万円と定める。 

  （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

  第５条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）下水道事業費用のうち、営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用となります。 

  （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

  第６条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそ 

   れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  （１）職員給与費４１０万１，０００円となります。 

 これにより職員給与費については、他の経費との流用ができないこととなります。 

  （他会計からの補助金） 

  第７条 下水道事業費に充当するため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、８，５９６ 

   万１，０００円である。 

 第２条 収益的収入及び支出及び第３条 資本的収入及び支出について説明いたしますので、別冊

下水道事業会計予算明細書の３６３ページをお開きください。 

（以下、施設整備課長説明、記載省略。令和６年度置戸町下水道事業会計予算明細書、別添のとおり） 

○岩藤議長 これで、議案第２５号から議案第３１号までの提案理由の説明を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ９ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定 

                  についてから 

    ◎日程第２１ 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正 

                  する条例まで 

               １３件 一括議題     
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○岩藤議長 日程第９ 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定についてから日程第２１  

議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例までの１３件を一括議題とし、質疑を行

います。 

 〈議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について〉 

○岩藤議長 まず、議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定について。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 この条例の制定に当たってですけども、今までこういう犯罪と言いますか、対象に 

なるような事例はあったのか。それと市町と足並み揃えるという話でしたけども、その辺はうまくい

ってるのかどうかをお聞きします。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 過去にこのようなことがあったというのは、つい最近私が役場職員になってからは記 

憶ございません。あとまぁ市町の連携ですけれども、この条例を制定するにあたりまして、生活安全

条例というのは現在ございます。そのなかに犯罪事故等の被害者等の支援に関することっていうこと

がありまして、それに特化した条例ということで、あの北見警察署等から早急に条例制定をしてほし

いということで要請がありまして、１市４町定住自立圏のなかでですね、あのどういうふうに対応し

ていこうかということで議論を重ねてきました。それで北見市にはいろいろとまたあの手続きがある

ということで、ほかの４町については３月の定例会で議決をいただきまして、４月１日施行というこ

とで一緒に動こうということで事務を進めてます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 町として対応する、所管する課と言いますか、そういったものをどのように考えて 

いるかお聞かせ願いたいと思います。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 先ほども触れましたが、置戸町生活安全条例のなかでこの犯罪被害者に関するという 

ことを規定してまして、これに特化した今回条例になりますので、生活安全条例を所管してますのが

総務課の防災係となりますので、防災係が総合窓口ということになります。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 この犯罪被害者等条例のなかでこの犯罪の定義なんですけども、例えば詐欺にあっ 

た場合、詐欺によって金銭を取られて精神的苦痛を与えられたという場合にも、この被害者の支援条

例に含まれるのでしょうか。お答えください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 警察がですね、その犯罪と犯罪被害にあったっていう、まぁ定義がされたなかでのサ 

ポートになりますので、詐欺の状況にもよりますけども、まぁ一定程度自分に過失がある場合もあり

ますし、いろんなケースがあると思います。ですから警察がきちっとそれは犯罪被害者だというふう

な定義がされた時点でですね、いろいろサポートしていく形になるかと思います。 
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〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

 る条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部 

         を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

 の一部を改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 今まで３年ごとに見直しをかけていたものを随時ということの説明でございました 

けど、使い勝手が良くするためにというか、利便性という意味で、もう一度説明をお願いしたいと思

います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、おっしゃいますように今まで３年間の時限で今まで条例運用してまいりま 

した。３年間という部分で今まで回してきたなかですけども、まぁ言わばそれまでは３年間であった

いろんなさまざまな事象についてを改正しつつ、制度を充実させてきたという経過がございます。し
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かしながら昨今ですけれども、やはり一番最近で言いますとゼロカーボンの考え方であったり、それ

からあの資材高騰がありまして、補助の内容等についても果たしてこれで良いのかという議論もござ

いました。あの常設化することによりまして、時間を問わずその都度、都度ですね、事象を捉まえて

ですけども、あの条例改正をしつつですね、制度の充実を図ってまいりたいという思いでございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 この条例改正によりですね、町民がより使いやすくなって、町に定住できるような 

 対策になってくれれば幸いと思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の 

         一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める 

 条例の一部を改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係 

         る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改 

         正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援 

 等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め 

         る条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準 

を定める条例の一部を改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 
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 〈議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定 

         地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す 

         る基準を定める条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び 

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 次の２３号の議案にも関連はするんですが、国の所管と言えばいいんでしょうか、 

厚生労働省から国土交通省に変えられた意味、意義っていうのをちょっと説明していただければあり

がたいです。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 改正理由につきまして、改めて再度説明させていただきたいというふうに思いま 

す。水道施設の老朽化、耐震化への対応、災害発生時の断水への迅速な対応が求められていることを

背景に、現在水道設備管理行政を所管する厚生労働省から社会資本整備や災害対応に関する専門的な

能力、知見を有する国土交通省へ移管が行われることから改正するものであるとなってございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例〉 

〇岩藤議長 議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例。 

  質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、全体を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。午後１時から再開します。 

                          

休憩 １１時４７分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定についてから議案第２３号 置戸町水道法施
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行条例の一部を改正する条例までの１３件を通して、質疑漏れはありませんか。 

 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 議案第１１号につきまして質問いたします。犯罪被害者等支援条例のことについて 

お伺いします。先ほどあの答弁のなかで支援をする対象には警察の方からの報告を受けてということ

でありましたけれども、これは総務課判断というか、総務課長が携わる部署ですよとありましたけれ

ども、この判断については担当課長があの判断をするのか、それとも町長を含めた判断をするのか、

その支給対象者を。そこら辺をお伺いしたいと思います。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 まず、あの犯罪被害者の方がですね、あの町の方にこういう被害にあったので、なん 

とかまぁあの支援をしてほしいという、まず申し入れをいただくことが始めになります。それでその

申し出を受けましてですね、これから北見警察署といろいろ協定を結ぶんですが、私どもの方から北

見警察署の方にこういう事例があるんですけども犯罪がありましたかって、犯罪被害者でこういう犯

罪があって、この方が被害者ということで間違いないですかっていう照会をかけます。警察の方から

間違いないという判断があれば受け取ってからですね、まぁいろんな施策の方に移っていくというこ

とになりますので、あくまでも犯罪被害に遭われた方がですね、町の方に、私のところに支援をして

ほしいということでアクションがあって、初めてものが動く形になりますので、私が判断するとかで

はなくてですね、警察の方に照会をかけて、警察からの回答に基づいていろいろ施策を打っていくと

いう形になります。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 と言うことは、今は基本的には自主申告という形の理解でよろしいんですか、その 

被害に遭われた方の自主申告。先ほど何か警察を通してのその犯罪被害を受けたっていうことで本人

確認をして、それを対象にというふうに受け止めたんですけども、あくまでも基本的には自主申告と

いうことですか。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 あの給付金の支給に関しては申請になりますけども、あの当然その犯罪に遭われた方 

がですね、困っているというような、まぁお金の部分でなくていろんなことが相談になってくると思

いますので、そういう場合はですね、順次、なんて言うんですかね、ケアをしていくっていうんです

か。例えば、まぁ心身的に困ってるんだってことであれば、町の保健師さんが対応したりですとか、

そういうことはあるかと思いますけれども、現に今のお金３０万円なり１０万円なりの、あの支援金

を支給してほしいということであれば、それはあの申し出をいただいて、ちゃんときちっと北見警察

署に確認して行うと、そういう形になってます。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 今の言うことであれば、警察の最終的な判断をもらった時点で、まぁ最大３０万円 

の支給があの認定されるということでよろしいですか。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 そのとおりです。警察の判断を待って間違いないよと、間違いなくこの方が犯罪被害 

者になってます。まぁ死亡の場合は３０万円ということだと、それ以外の場合１０万円っていうこと
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で支給するという形になります。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ５番。 

〇５番 柏原議員 議案第１６号の置戸町森と住まいの支援条例の一部改正の条例についてですけども、 

これはあの期限を今まで３年間ということでやってたそうですけども、今度その期限を撤廃するとい

うなかで、条例の中身について、内容についての変更等については、その都度議会の方に提案されて

協議するということの理解でよろしいでしょうか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、これまでのこの条例ですね、運用にあたってはですけれども、まぁその条 

例を３年間やってみましょうと、それでその３年後にまぁ問題があればですね、見直ししていってと

いうところで、今まで運用がされてきた経過がございます。 

 先ほども申し上げましたけれども、今までもですね、条例改正しようと思えばできたんですけれど

も、そういう最初の立て付けが３年間ということでございましたので、３年ごとの見直しをかけてま

いりました。今回の撤廃をするというところでございますけれども、おっしゃるとおりですが、あの

条例改正の内容、町はそれは改正の内容というのはすなわち補助内容の見直しをするということにあ

ってはですね、都度議会議員の皆様にもご相談申し上げたうえでですね、制度設計を図ってまいりた

いという思いでございました。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 議案第１８号からまぁ２１号までのところなんですが、まぁ３年に一度の介護報酬 

等のこうやって改正に伴って、まぁ関係する省令についても改正が行われたと、それに伴って本町の

関係条例を改正するわけですが、本町における該当する施設において、この変更によって大きな変更

点等などは発生しないのかどうか。本当に介護しやすくなるのか、返って面倒くさくなるのかって、

その辺はちょっとわからないんですが、その変更点があればお知らせ願いたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 対象サービスの部分につきましては、説明資料のなかで、あの本町の事 

業者数ということで居宅介護支援事業所と、それから介護予防支援事業所、そして地域密着型サービ

スであれば認知症対応型共同生活介護と地域密着型の通所介護の４施設が対象となってまいります。 

 今回あの居宅介護支援事業所につきましては、包括支援センターの業務が過大になってきておりま

して、そのなかでケアプランの作成について居宅介護支援事業所の方に委託ができるというふうにな

っております。その関係上こういう形でケアマネージャー１人当たりの取扱件数ですとかが変わった

ということになります。 

 今、現在置戸町内の包括から居宅介護支援事業所に対してのまぁ委託の方はまだ考えてはおりませ

んが、もしかしたらそういった部分も出てくるかもしれませんってことで、今回まぁ条例改正のなか

で謳われてるという状況になります。 

 また、あの地域密着型サービスの方につきましては、あのこれはもう今問題となっております拘束

ですとか、虐待ですとか、そこの部分について明確化がされたという状況になっております。これま
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でもあの虐待ですとか、拘束につきましては、行ってはならないというふうになってはおりましたが、

明文化されたことによりまして、これがまさしく各施設に対する指導の対象というふうになってまい

りますので、個々の部分についての記録ですとか、どうしてもやむを得ない場合については記録等含

めてご家族の同意も必要ですので、そういった部分についてはこれまでもそういうふうなことをやっ

ておりましたが、なおかつ厳格化されたという状況にございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 ちょっと戻るんですが、議案第１１号についてお聞かせください。第２条第２号の 

犯罪行為の欄に、日本国内、日本国外にある日本船舶、日本航空機内で行われた人の生命または身体

を害する罪に当たる行為という定義があるんですが、この支援条例に適用されるのは、罪が確定した

時点でこの条例が適応されるのか、そこをちょっと確認したいんですが、お願いします。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 先ほど来申し上げておりますとおり、まぁ犯罪があったと、それでその犯罪が警察の 

方で捜査をしてですね、間違いなくその方があの犯罪被害者ですという断定をした時点でですね、こ

の条例が発動するという形になります。それから以降裁判の方は、刑が確定するのはそれ以降になり

ますので、まずは警察が犯罪被害者ですということの、私たちの照会に対して回答いただいた時点で

犯罪被害者であるという確定をいたします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定についてから議案第２３号 置戸町

水道法施行条例の一部を改正する条例までの１３件について、一括討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定についてから議案第２３号 置戸町

水道法施行条例の一部を改正する条例までの１３件を採決します。 

 議案の順序で行います。 

 まず、議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定についてを採決します。 

 議案第１１号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第１１号 置戸町犯罪被害者等支援条例の制定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例を採決します。 



 62 

 議案第１２号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第１２号 置戸町監査委員条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

 議案第１３号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第１３号 置戸町職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例を採決します。 

 議案第１４号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

したがって、議案第１４号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例を採決します。 

  議案第１５号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第１５号 置戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第１６号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第１６号 置戸町森と住まいの支援条例の一部を改正する条例は、原案のとお

り可決されました。 

  次に、議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第１７号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

したがって、議案第１７号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され
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ました。 

  次に、議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第１８号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第１８号 置戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例を採

決します。 

  議案第１９号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第１９号 置戸町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条

例は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第２０号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、議案第２０号 置戸町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例を採決します。 

  議案第２１号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２１号 置戸町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例を採決します。 

 議案第２２号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 



 64 

 したがって、議案第２２号 置戸町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例は、原案のとおり

可決されました。 

 次に、議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例を採決します。 

 議案第２３号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２３号 置戸町水道法施行条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決さ

れました。 

                                   

    ◎日程第２２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算 

                  （第９号）から 

    ◎日程第２７ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補 

                  正予算（第４号）まで 

               ６件 一括議題     

〇岩藤議長 日程第２２ 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から日程第２７  

議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件を一括議題とし、質

疑を行います。 

 〈議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）〉 

〇岩藤議長 まず、議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、別冊事項別明細書（第９号）、１４ページ、１５ページ、歳出か

ら進めます。 

 ３．歳出。１款議会費。２款総務費、１項総務管理費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １６ページ、１７ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １８ページ、１９ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２０ページ、２１ページ。３項戸籍住民登録費、４項選挙費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２２ページ、２３ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

  ２４ページ、２５ページ。 

  ３款民生費、１項社会福祉費。 

  質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 この老人福祉事業支援に要する経費の１２節委託料の老人福祉施設指定管理委託料 

５，９００万円についてなんですが、なぜ今この３月のこのぎりぎりの議会になってからこれが５，

９００万円という補正が出たのかというのをちょっと端的にもう一度説明お願いします。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 運営主体であります社会福祉協議会とそれぞれあの経費の中身につきま 

して都度意見交換、それから経費の確認をさせていただいておりまして、１０月の中過ぎにですね、

今年度の見込みにつきましていろいろとお話をさせていただいております。そのなかで、やはりあの

老人ホームの方からはあの入所者の減、それからショートステイの利用者の減について、収入につき

ましてはやはり減少傾向にあるという話をされております。そのなかで、町としてはやはり歳出の削

減と、それから歳入を増やすためにもぜひとも利用の人数、それから回数を確保できるようお願いを

してきたところでありますが、老人ホームの方からも特養の入所者につきましては、やはり４０名を

切ってきたなかで、まぁ待機者がまだいるので入所を勧めたいという話もありました。そのなかで３

月末までには少しは改善ができる話とお伺いをしてたという状況にございます。まぁそのなかで実質

的に１月末、そして２月の頭にはだいたい見えてきたなかで、やはりこれだけの必要金額はあるとい

うことでお話をいただいたところでございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 今の話でいくと、１０月の半ばに話をしたんであれば、この段階で大体の概算の金 

額というのは出てると思うんですが、それが１月の末、また２月の頭ぐらいに詳細が分かった段階で

のこの３月の補正というのは、ちょっと説明の辻褄が合わないのではないか。その１０月の分かって

いる段階で一度議員協議会なりかけるべきだったと思うんです。その辺についてどう考えますか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 １０月の段階で老人ホームとしまして、入所者を、まぁ利用者の方を増 

やすということで歳入の増額が見込めるという話をされておりました。で、１１月以降については入

所人員等につきましては改善を見込まれるというお話を受けておりましたので、１０月の段階ではま

だそこまでの金額にはならないだろうというふうに町としては判断をしてたというところでございま

す。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 それであるなら、なぜこの３月に５，９００万円という金額、この金額結構、かな 
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り大きい金額だと思います。これは１０月の段階、例えばその時点で改善されたとして、その１０月

でこの５，９００万円って補正はかけなくて大丈夫だったという認識でよろしいでしょうか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 ５，９００万円とまではならないと思っておりますが、多少あの指定管 

理料としてはやはり出さなければならないだろうというふうに思っておりました。どれぐらい改善が

できるかということでお話をさせていただいておりましたので、改善が進めば圧縮がされるという状

況でございましたが、なかなかその利用者が増えていかないという部分と、それから退所者がやはり

増えたということでございました。 

 なかなかあの今老人ホームの方でもコロナ禍が終わりまして、やっぱりそのなかでもコロナが発生

をしてるという状況にございます。そういったなかで、身内の方々がなかなか会えない状況が続いて

るなかで、自分で面倒を見るということで退所された方もおります。そういったなかでなかなか歳入

の方が増えてかない、人数の方が増えていかないという状況が続いたというふうにお話を聞いてござ

います。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 それではその１０月の中に話し合われた段階のなかで、そのときに改善するであろ 

うという金額のなかで、今あれば多少の補正かけなければいけないという話ですが、そのときには大

体金額いくらぐらいを想定していたのか教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 まだ半年ございましたので、そこからどれぐらいの部分っていうことは、 

あのきつくはあの示してはございませんが、やはり５，９００万円から２，０００万円、あるいは３，

０００万円近くは圧縮できるような状況であるというふうに認識はしておりました。ただ、これはあ

くまでもまぁ入所、それから利用者が回復傾向で満度に入ったとしてのお話でございますので、やは

りそれが叶わなかったという状況でございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 であれば、その１０月の段階で、今の話でいくと２，０００万円から３，０００万 

円圧縮できたであろうということであれば、５，９００万円は２，９００万円、約３，０００万円近

い金額やはり足りないという認識も１０月にあったのであれば、その時点で一度議員協議会かけるな

り、１２月の補正にかけるなりする必要があったと思うんですが、その辺はどう考えますか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 金額的にも定かなものが出せない状況でございました。それからあの入 

院患者の方もですね、まさか１０数名出るとは思いませんでございますので、なかなかその先行きが

見通せない。まぁ不透明ななかで議員協議会の方にかけるというのはちょっと難しいかなという判断

をしておりました。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 であれば、今この５，９００万円っていう金額がまぁこの３月末の段階で足りない 

という今認識でのこの補正だと思われますが、これが実際したらこの５，９００万円というのは今足

りないというのはどこに対していったい足りないのか。要はその支払いが滞っているものなのか、運
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営費が足りないのか、ちょっとそこら辺の何か明確にわかるような説明をお願いしたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 今段階で５，９００万円足りないという状況でございまして、つい先日 

あの社会福祉協議会の本体の方からお話をいただきまして、運営費自体の資金繰りにつきまして、や

はり苦しいという状況があると話は受けました。で、そのなかでやはり足りない分がございますので、

社会福祉協議会として一時借り上げという形で信金の方に融資をお願いしたという状況でございます。

それで今一時しのぎをしているという状況でございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 その信金に融資をしたという話は今初めて聞いたんですけども、その融資をした額 

というのは教えてもらうことは可能ですか、それともそれは教えられない額なんでしょうか、教えて

ください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 これは社会福祉協議会の部分の案件でございますので、町としてはそこ 

の金額の明細の部分までは聞いておりませんので、ちょっと今お答えする必要がないという状況でご

ざいます。 

〇岩藤議長 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 ただいまの説明で、１０月末時点である程度予測ができたということですけども、 

あの１月、２月にも臨時会がありましたので、その時点までにその社会福祉協議会とどこまでその連

絡調整っていうのかな、やっぱり心配な案件だったと思うんです。で、そこら辺の連絡調整はどのよ

うに行われていたのかご説明をお願いいたします。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 町と老人ホームの施設長、それから社会福祉協議会本体の事務局長と含 

めて話をさせていただいたなかで、やはり１月、２月の部分につきまして、１月についてはまだ明確

な金額が固まっていないという状況でありましたので、それで本当にこれだけ足りないのかどうなの

か。まさかあのこれだけ補正をしたとしても返還金が生じないだろうかって話もお話をさせていただ

いております。で、そうしたなかで、やはり精査を重ねて２月にはやはりこれだけ足りないというふ

うに正式にお話をいただいたものですから、議員協議会にかけるちょっと猶予がなかったという状況

でございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ７番 阿部議員。 

〇７番 阿部議員 この補正予算について、センターの所長の方から先日説明がございました。そのな 

かでですね、全国で６０％の同様の施設があることを前置きをして、この金額がどうだとか、そうい

う話でなく、こういう話をね、所長の方からされるというのはいかがなもんかと、これも説明をする

のをかなり度を超してるんじゃないかというふうに私は思いますんで、そのことも含めてお伺いをす

るわけですけれども、この社会福祉協議会を司る福祉センター所長として、まぁ極まりない説明だと

いうふうに思います。当初予算では９，１５０万円、運営資金として５，０００万円、でさらに５，

９００万円じゃないですか。今、５，９００万円足りない、先ほど来山田議員の方からありますよう
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に、この５，９００万円というのはどこかに借金をしているということになりますから、どこから借

金をして、銀行からも借りてない、こんな形のなかでこの施設を運営しているというふうに考えられ

ませんので、詳しく説明をしてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 実際あの措置費、それから介護報酬が毎月入ってまいります。これにつ 

いては２か月ごとのまぁ２か月前の実績に基づきまして収入として入ってくるところでございます。

こうしたなかでまぁ当初の５，０００万円の貸付金もございますので、それでやりくりをしてきたな

かでございます。それから当初予算のなかでの指定管理料も含めて出してきておりますが、そのなか

でもやはり今回は資金ショートをしたという状況でございました。やはりここの部分につきましては

町としても問題視をしておりますし、やはりこういう事態にならないようなお話をさせていただきた

いというふうには思っておりますし、もっと早めに金額が分かればご相談いただきたいという話はし

ています。 

 また、あのホームとしましても最大限努力をしているというふうにお話を聞いております。歳入を

増やすために努力をされてますし、歳出を抑えるためにいろいろとやっておりますが、やはりこの物

価高、それから燃料高騰を含めて、それに対する介護用品の値上げ、そういったものはやはり抑えよ

うがございませんし、食材費につきましてもやはり高騰しております。そこも抑えるわけにはいかな

いという状況のなかで、苦しいなかでの資金繰りという状況にございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 今、所長の方からの説明で運転資金の５，０００万円も食いつぶしてるというか、 

使ってるようなお話もありましたけども、非常に危惧するというか、２年前にあの指定管理をいただ

くときに総務常任委員会なんかでも相当揉んで揉んで密に本当に情報交換しながら前向きに改善する

方向ということでお伝えをしたところですけども、今回の数字っていうのは本当に極まりない数字だ

というふうに理解をしております。まぁ本来であればちゃんとした改善策、今確かに歳入の方は今努

力をしてるというお話とか、経費も節減の話もありましたけども、もうそのような状況ではないよう

に感じますけど、どう捉えておりますか、その辺は。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 今あの介護給付費の問題もございます。今年度、今審議会等で介護給付 

費の変更ってこともあります。今回、特養については約４．４％の増収になるというような報道もご

ざいますが、蓋は開けてみなければちょっと分かりませんが、今の給付費よりも単価は上がるという

ふうに思っております。まぁそうしたなかでやはり入所人員、それからショートで言えば利用日数、

ここが増えなければ、どうしてもやはり収入としては増えていかないところでございます。支出につ

きましては、これ以上ないぐらい抑えてるという状況でございますので、そういったなかで何ができ

るのか、何ができないのか、できなければそれをどういうふうにできるのかっていう努力も、それか

らご相談もさせていただきながら、なんとかこれを改善していきたいというふうに町としては思って

ございます。 

〇岩藤議長 １番。 
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〇１番 嘉藤議員 まぁ何かと言いましても、もうやっぱり具体的な改善策を示していただかないと、 

このあともこれ続けていくのかというすごい疑問と言いますか、そういう状況にもあるんで、もう少

し何か具体的にその辺、あの今持ってるものがあるとすればお知らせいただきたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 やはり今年度につきましては、ショートステイの日数がやはり減少をし 

た部分がございます。そこをまぁ１０床満床にするのと、それから今特養の方で入所のなかでの入院

患者が１０数名ございます。その空きベッドも利用しながらなんとか収入を増やしていきたいと、ま

ずそこが第１点だと思ってございます。基本的には今ショートステイの方が単価も高いものでござい

ますから、そうしたなかでできる限り収入を増やしながら、なおかつ特養の方の定員満床も見込みな

がら進めていきたいというふうに思ってます。 

〇岩藤議長 副町長。 

〇蓑島副町長 今、担当課長の方から説明があったんですけども、それ、町としての今回の５，９００ 

万円の追加補正のお願いに対する考え方ということで、あの私の方から少しお話をさせていただきた

いと思います。 

 今回の５，９００万円の追加補正のお願いでございますけども、当初予算の先ほど阿部議員言われ

ました９，１５０万円と、今回の追加補正を合わせまして１億５，０５０万円の老人福祉施設の指定

管理委託料となりますが、当然あの町としても大きな数字だというふうに理解をしてございます。 

 指定管理受託者であります社会福祉協議会は、経営に対する責任もございますので、特養でいけば

待機者がいるなか、結果的には稼働率を上げることができなかったということが、まぁ収支不足を招

いた大きな要因の一つだというふうに分析をしてございます。 

 また一方でですね、担当課長、福祉センターの所長も申しておりました、予算説明でもありました

が、稼働率だけではなくてですね、社会的な要因が重なり収支不足が拡大していったということも歪

めないんだと思っております。コロナ感染症は昨年５月に５類感染症へ移行しましたが、依然として

各施設でのクラスターは繰り返しております。新規入所者の抑制だとか、入所の遅れなど、稼働率の

向上に大きな影響を与えています。また、あのコロナ感染症は入所者だけではなくてですね、職員も

感染します。当然感染した職員は自宅待機となり、その穴をほかの職員が埋めることを繰り返してお

ります。人件費が二重にかかるだけではなくてですね、モチベーションも低下し、離職する職員が増

える。一方、人手不足によって職員の補充ができなく、結果として入所者が安心して暮らすために対

応可能な入所者の数の制限を行わなければならなくなると。そういった悪循環となっているのも事実

として受け止めなければならないというふうに思っております。 

 そのほかにも所長が言うように、賄い材料ですとか電気、燃料など、ありとあらゆるものの高騰や

人件費の大幅な伸び、また国からのコロナ対策に係る補助金の廃止など、自助努力だけではなく到底

解決できないことが重なって今回の収支不足となっていることをご理解いただければと思います。 

 なお、あの昨年９月から一定条件のもと、町外通勤を可能とする採用条件の拡大を行い、募集をで

すね、開始してございます。職員の応募も徐々に増えてきて充足をされてきていることからですね、

今現在町や日赤病院、またあの施設と連携をしたなかで入所者の確保に向けて取り組んでいるという

ことをご理解のうえ、今回の予算の追加についてはよろしくお願いをいたしたいと思います。 
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〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 ただいま副町長からの報告がありましたけれども、担当課長からまぁ執行部側とい 

うか、町長、副町長の下に前年の１０月までの報告、それを執行部側としては把握していたのか、そ

れから先ほども私が質問しましたように、委託をしている指定管理の社会福祉協議会とはどこまで連

絡を密にとっていたのか、そして再度申し上げますけども、１月、２月には臨時会を開いたなかで、

そのときには違う項目っていうか、あの児童館等の話、教育委員会のなかでそういう話は出ました。

ただ、この５，９００万円の元になる話っていうのは、もうその時点では３，０００万円、４，００

０万円とかって、通常の補正よりも上回った金額がもう計算上出ていたんじゃないかな、ちょっとそ

ういう心配とか、危惧するんですけども、そこら辺はいかがでしょうか。 

〇岩藤議長 副町長。 

〇蓑島副町長 今あの担当課長の方が説明したとおりですね、あの昨年の１０月以降ですね、あの私た 

ちにも社会福祉協議会を交えて報告は上がってございます。福祉センターの所長が言ったとおり、改

善策をこれから講じていくんだということで報告を受けているところでございます。 

 なぜ２月、１月で議員さんの方にお知らせしてくれなかったんだというところでございます。あの

先ほどのあのまぁ１２月で補正できなかったのかということも交えての回答になるかと思うんですけ

ども、実はあの町の方にもちょっとあの悪かったところがございます。実は、あの令和２年度の指定

管理委託料の支払いにおいてですね、年度途中で実は６８０万円の追加補正を行ったんですけども、

実際に３月末で１，２００万円、追加補正をした額以上に補助金が戻ってきたということがございま

した。町の財政運営としましては、そういうことはあってはならないことで、補正額以上に最後余る

ということはあってはならないことだということで、社会福祉協議会に対しまして強く申し入れをし

て実行予算の作り方が甘いんじゃないかということで申し入れをしてる経過がございます。そのこと

によってですね、まぁあの社会福祉協議会はできるだけぎりぎりまでの実績を積み上げたなかで、足

りない分を町の方に委託料として相談に行くという形が常態化しているということもございます。 

 また、あの今回３月の補正もそうなんですけども、この３月の補正の元の数字を作るには、１月に

この数字を積み上げて入力をすると、実際には１２月末の数字でこの数字が出来上がっております。

で、それ以降もですね、実はあの社会福祉協議会としてはいろいろ先ほど所長も言ったように、入所

に対する努力を続けております。だからこの数字がですね、まぁすべて実際現実に近い数字かと言っ

たらまだまだ３か月の分の実績が出てきますので、少し薄まってくるのかなというふうに町の方とし

ては考えているところでございます。 

〇岩藤議長 ５番。  

〇５番 柏原議員 この補正予算の予算書の中を見れば経費等を削減してるっていうのは数字的には見 

られます。ただ、さっきも所長が言ってたように、いろんな部分の物価高騰ですか、はあるのも私も

認識してるつもりです。ただ、今回の５，９００万円のなかには出てきていない町の出向職員の人件

費っていうのかな、そこはここには見えてきてない数字だと私は思っているんですけども、そしたら

その部分を足した金額にすると、今言われてる５，９００万円では済まない金額だとは思うんですけ

ども、そこら辺はいかがでしょうか。 
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〇岩藤議長 副町長。 

〇蓑島副町長 議員言われるとおり、今回の５，９００万円のなかには町からの出向職員、地域福祉セ 

ンターの参与ということでございますので。その人件費につきましては町の方で支払いをしていると

いう状況です。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 そのなかで指定管理委託料ということで今５，９００万円あります。それと別立て 

でですね、社会福祉協議会には、令和５年度の予算としたなかで、当初予算で５，０００万円の貸付

を行ってると思います。こちらは運転資金ということで５，０００万円貸して、来年度予算にも付い

ておりますけども、こちらは基本的にあくまで貸付金だって年度内に返さなければいけない金額であ

ると思いますけども、こちらの貸付金の返済というのはすでに終わっているのでしょうか。それとも

今回の補正のなかからの返済予定なのかということを教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 ５，０００万円の貸付につきましては、まだ返済は済んでございません。 

３月末もしくは４月になると思いますが、その返済の予定というふうに聞いてございます。ただ、こ

れがその補正額になるのか、それとも社会福祉協議会のなかでの資金なのか、ちょっとそこまでは私

としても認識はしてございませんが、いずれにしても３月末もしくは４月の方に返済するというふう

に聞いてございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 今の話で言うと、４月過ぎてからの返済というのはこれおかしい話であると思うん 

です。それに伴い、あと社会福祉協議会内で返すんであれば、この５，９００万円の補正はいらない

のではないかと思われますが、それはどうお答えになりますか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 あくまでも社会福祉協議会と申しましたのは、運営主体の話をさせてい 

ただいたものですから、実際的には老人ホームの会計のなかから返済というふうになるというふうに

存じてございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 当初この貸付金５，０００万円に関しては、多分年度当初の２、３か月分の運転資 

金という名目での貸付だったと思います。それが今この３月にあっても返済されてないっていう状況

がまずおかしいのではないかと思われるんですが、こちらなぜ５月、６月あたりで返済の方を行って

いないのかという状況についてお答え願います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 議員のおっしゃるとおり、５，０００万円の貸付につきましては、新年 

度分のその４月、それから５月、まぁどうしても２か月分ずれてまいりますので、その運転資金とし

てなってございます。で、その貸付金の返済の関係ですね、まだ全体の収入まぁ措置費、それから介

護報酬等含めたなかで返済をしていくもんですから、６月に一気にその５，０００万円の返済っての

はちょっと難しいというふうに思ってございます。 
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〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 ちょっと今の説明では納得ができないんですが、基本的には運転資金としてのあれ 

なので、５，０００万円の貸付なので、そのあと指定管理料として入ってきてる以上、その部分で返

済できるはずであると思います。今懸念されるのは、この５，０００万円というのが通常の運転資金、

通常の単なる資金としてこの連動資金として９，１５０万円のほかに５，０００万円ということで使

われているんではないか、要は項目どおり使われていないんでないかと懸念しているんですが、そち

らに関してはどのような使われ方をしたりしているのか教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 あくまでも両老人ホームの運転資金として使われているというふうに認 

識はしております。で、大体ひと月のまぁ措置費、それから介護報酬含めて２，５００万円から３，

０００万円弱というのが大体今の月平均の収入となってございますので、今それらの部分でなんとか

運転をしてるという状況でございますが、やはり自転車操業と言われればそれまでですが、資金をま

ぁ回転をさせながらということで、社会福祉協議会のまぁ基金もまぁ使いながらということも聞いて

はございますが、そういったなかで収入を何とか増やしながら予備の金額を出して、それで返済をし

ていってるという状況だというふうに思ってございます。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長 貸付金の関係にちょっと疑義があるということでありますが、当初１２年前この指定管理 

やったときに、先ほども説明がありましたが、介護保険料、それから措置費っていうのは時差で２か

月遅れ、大体収入が入ってくるまで、その間の運転資金っていうのがなければ給料も払えないことに

なるので、それを当時８，０００万円だったと思うんですけども運転資金として貸付して、１年後に

返すという方法で貸付の方式ってのは始まってます。その金額については今暫時見直しをして、今年

でいけば５，０００万円っていう貸付なんですけども、年度初めに出して年度末に返すっていうルー

ルでございます。 

 ですから措置費の２か月分入ったときにすぐ返せばいいだろうっていうことではなくて、１年間の

運転資金として回してるもんですから、それはあのお金が余裕のあるときに返せっていうものではな

い約定となっておりますのでご理解いただきたいと思います。 

 あのいろんな各議員の方からご質疑があったように、この約６，０００万円近い補正をこの時期に

ということは、やはり町としても、そして運営をしている社会福祉協議会としても、どうしてこんな

に遅くまでなるんだっていう議論があったと思います。まぁいろいろ担当課長の方からも縷々説明が

ありまして、赤字をなんぼかでも少なくすることを努力していた様子も見ながらですね、あのここに

至ったわけでございますが、その間に何らかの議員の方にも協議をして、このような見通しだという

ことも示せれば良かったんですが、なかなかそれについても正確な数字がないなかで言えないという

状況もありましたのでご理解いただきたいと思いますが、一昨年の１２月にあの社会福祉協議会がお

いでになられて、まぁ指定管理が始まって半年でありましたけども、そのときにやはりコロナ禍で職

員が大量に辞めていくということと、それから入院患者が増えてきているということで、本当に運営

は厳しい綱渡りだったということで、去年の決算においても２，０００万円ほど３月に補正をしたん

ですけども、３００万円ほどまぁ余りましたということで、最後は決算戻ってきたんですけども。 
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 昨年の８月に職員が以前コロナ対応等、先ほど課長が申し上げましたとおり、休みもなく働くよう

な状況のなかで離職が相次いでいきました。そのなかで入所者を抑えなければ施設運営がままならな

いような状況になってきているということのお話が８月にありました。その際８月の末でしたけども、

職員をまず確保しなければサービスを受けたい人が受けれない状況になっているので、まぁ運営費の

ことはさておいて、それをやはり立て直さなければならないということで、当時議員との協議会では

ありませんでしたが、懇談会で職員の確保の方策として、やはり町内に在住を義務付けてしまえばな

かなかこの職員を戻すことができない。そして、入りたい人も受け入れられない状況になるというこ

とから、まぁお話をさせていただき、それは早急に議会の方からも職員確保のためであれば今まで取

り決めていた町内在住ということも緩和しながらでも確保しなければならないとご理解をいただいて

ですね、その間職員確保を少しずつ先ほど副町長も申し上げましたが、確保しつつあります。やっと

受け入れる状態に近くなっていますが、さらに職員は辞めてっている状況のなかで、そして加えてコ

ロナが５類に移ったとはいえどもですね、やはり高齢者にとってはコロナは大変な病気であります。

日赤に入りながら特養への入所を待ってる人もいましたが、コロナが一時感染しますとその入所も止

めなければなりませんし、日赤病院も退院させられるような状況にない事態もありました。こんなこ

とも重なりましてですね、後半戦、これからなんとか赤字を埋めていくという努力の前段でそのよう

なことも重なってですね、この赤字幅が大きくなってしまったというふうに感じております。 

 振り返ればですね、２年前管理協定を結んだ基本のあの社会福祉協議会と再度１０年間の指定管理

の協定を結びました。そのときに申し上げたところでは、議会との説明のなかでも申し上げましたが、

収益性の向上に向けた取り組みを実施して、町とも連携を取りながら経費節減、そして将来の施設の

あり方を考えていくということをお話をさせていただいて、その矢先のこのような状況になってしま

って大変申し訳ないとは思いますが、しかしながら、１０年前社会福祉協議会にこの施設を運営をお

願いしたときに、まぁ昨今新聞で言われてるような社会福祉協議会でさえも、社会福祉協議会ではな

い社会福祉法人でさえも、各町村にある施設においては受託できないというような状況で、一部報道

では直営、町営に戻さなければならないというような事態になっているという報道も聞きます。そん

なことを避けなければならないということで、置戸町で一番安定した多くの町民に知れてる社会福祉

法人である社会福祉協議会に運営を委託して、安定して将来にわたった安全・安心を確保していきた

いという思いで指定管理を行ったというふうに私は認識をしております。現在２期目に移ってそれぞ

れ課題はあります。 

 先ほども議員からのお話がありました、ほかの新聞でも載ってるようなことと個別の理由はそれぞ

れ違うだろうということで、一緒くたに説明するようなことではないだろうという話もありますが、

どこの町も同じような状況になってきて、人がいない、そして受け入れを制限しなければならないと、

それはですね、避けていかなければならないということで、私の方も今回の収支の赤字の分のさらな

る補填については、やはり議会の皆様のご理解を得て補正予算をなんとかご承認いただいて、そして

さらなる改善に取り組んでいかなければならないと思っています。 

 昨年の執行方針のなかでも、私の方は社会福祉協議会の方に１人職員を施設長として派遣すると、

連携を密にしながら進めていくというなかで、このようなことになったことについては大変申し訳な

く思っておりますが、そのなかでも先ほど申し上げましたけども、一歩一歩前へ進もうということで
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職員の確保についても、それから外国人の労働者の受け入れについても進めてきているところでござ

います。ぜひとも今回の補正予算をご承認いただいてですね、安定した運営を、障害をきさないよう

によろしくお願いいたしたいと思いまして、重ねてご説明をさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 日曜日に一般質問もありますので、あまりここで質疑をして回答を得たくないなと 

いうところはあるんですが、それこそ昨年の１０月ごろですか、特養においては定員が５０名のとこ

ろ入所者が４１名、その４１名のうちの１０数人が置戸日赤の方に入院という形になっていて、実質

３０人もいない入所者というときがありました。これで、そんなことをしていたら当然のことながら

収入がなくなるぞと言って、大変私も心配してたんですけども、入所判定会議が行われたのがかなり

あとだったような気がします。それだけ入所者がいないんであれば、すぐにでも入所判定会議を行っ

て定数を満たすというような努力っていうのがなかったんではないかというふうに思ったところです。 

 ショートステイの場合、私の母も何度かお世話になりましたけども、保健師さんの方からショート

ステイ使ってみないかいって、ちょっとこうやって打ち合わせをしてあれして空いていれば、すぐこ

うやってショートステイを利用できるというようなこともあったんで、なんかすごく保健師さんの方

がこうやって営業をしてくれてるのかなっていうような思いもありましたし、今日赤では在宅介護者

のためにですね、その介護者の短期入院をすぐ受け入れるっていうようなこの前貼り紙も見たんです

が、やはりとにかくこうやって収入を得ようとするならば、いろいろな努力をどんどんしていくべき

ではないのかなっていうふうに思うんですが、その辺のところで何か意見がありましたらお知らせく

ださい。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 議員のおっしゃるとおり、特養の入所判定会議、こちらにつきましては 

特養が主催をして入所者の選定をしていくという状況にございます。これを開催を遅れてるという

状況にございましたときに、１回目、２回目ずれたりというのは、コロナの感染拡大がホームであ

ったということで延期になったという状態でございました。ただ、なぜ１か月も２か月もずれるの

かという状況につきましては、私の方からも施設長の方に申し入れをしております。やはり入所者

がこれだけ減ってるなかで、入所判定会議でまぁ待機者がいるんであれば、そのなかでどんどん入

れるべきではないかというふうにお話をさせていただいております。 

 で、やはりずれ込んだというのはまぁ園の方のまぁそういった都合上どうしようもなかったという

ふうにお話を聞いておりますし、またどんどん入れればいいじゃないって私も話をさせていただいた

んですが、施設の方からは入所者の家族の方がなかなか同意が得られてないという状況があったとい

うことも聞いてございます。まぁそうしたなかで、できればまぁそういった部分も含めて改善をして

くれというお話をさせていただいたところでございます。で、またあの入所判定会議もまぁ１人、２

人ではなくて、１０人、１５人なぜできないのかっていう話もさせていただいております。そういっ

たなかで、家族との調整含めてそういう努力をしていくという話のなかで、今後改善をされていくと

いうふうに思っておりますし、そういったなかでショートステイの部分につきましても、私の方から
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保健師、それから介護支援専門員、そういったところも含めて、そういった必要な方に対してお声が

けをしてくれというふうにお話をさせていただいております。そういったなかで、日程調整を含めて

特養の方で受け入れが可能な部分について増やしていくという状況でございましたので、こういった

部分を含めて、施設としては今後のまぁ広報活動も含めて進めていただきたいと思っているところで

ございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

 福祉センター所長にお伺いします。先ほど社会福祉協議会の方で３月に入ってから借り入れを起こ

したっていう、信金からというお話ありました。で、金額まではまぁ社会福祉協議会のことなので行

政側としては把握できていないということですよね。議場では発表できないということかな、それと

も押さえてはいるけれどもっていうことなのか、全く知らないのか、わからないのか、どちらですか。 

〇石森地域福祉センター所長 ついこないだの理事会が開かれたということで、そのなかで一時借り入 

れということでなんとか資金を積んでいくというお話を社協の本体の方からお話を聞いたところでご

ざいまして、そのなかでちょっと金額まではまだ理事会が済んでないって話だったので聞きそびれた

という状態でございます。 

〇岩藤議長 あの、５，９００万円のね、今回の補正で連絡を密にとりながらということでの、あの今 

までの運営だったと思うんですが、借り入れを起こしたっていう異常事態のなかで、そこで額面を聞

かないっていうこともね、ちょっと信じられないというか、納得できない部分があるんですよ。 

 ここで、しばらく休憩します。議員の皆さんは議員控室の方へ。 

 再開時間は追って連絡します。  

                          

休憩 １４時１２分 

再開 １４時２５分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                   

    ◎延会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

  本日の会議はこれで延会にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会とすることに決定しました。 

 なお、明日３月１５日は置戸町議会会議規則第９条第２項の規定により議会を休会にしたいと思い

ます。 

 ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 異議なしと認め、明日３月１５日は休会することに決定しました。 
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 なお、次の議会は置戸町議会会議規則第９条第３項の規定により３月１６日に行うこととし、定刻

に開会します。 

                                   

    ◎延会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで延会とします。 

 延会 １４時２６分 
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令和６年３月１６日（土曜日） 

 

○議事日程 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

  日程第 ３ 議案第 ６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第 ４ 議案第 ７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  日程第 ５ 議案第 ８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 

  日程第 ６ 議案第 ９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第 ７ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号） 

  追加日程第１ 決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対す 

                      る付帯決議について 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 
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                      る付帯決議について 
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開会 ９時３０分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって、１番 嘉藤均議員及び２番 

前田篤議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、先日のとおりです。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 議案第 ５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算 

                  （第９号）から 

    ◎日程第 ７ 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補 

                  正予算（第４号）まで 

               ６件 一括議題     

○岩藤議長 日程第２ 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から日程第７ 議 

案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件を一括議題とします。 

 先日に引き続き、議案の質疑を続けます。 

〈議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）〉 

〇岩藤議長 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）。別冊事項別明細書（第９号）。 

 ２４ページ、２５ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。３款民生費、１項社会福祉費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ次のページに進みます。 

  ２６ページ、２７ページ。２項児童福祉費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 
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 ２８ページ、２９ページ。４款衛生費、１項保健衛生費。 

 質疑はありませんか。 

 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 予防接種・健診等に要する経費のところで、１９節、扶助費３０万円をショートし 

たという話のなかの説明で、結構その健診のキャンセルがあったというようなお話がございました。

それに対して、そのキャンセルがあった時点で誰か次の方へとか、そういういとまというか、はなか

ったのかお知らせください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 健診でキャンセルがあったというのは脳ドックの関係だったと思います 

が、脳ドックにつきましてはそれぞれ申請をいただきまして、それで日程調整をかけておりました。

まぁ当人の話によりますと、あの違う日に受けたいということでずらさせていただいてたんですが、

そこをまたあのどうしてもあの予定が入ったということで、ずれたということで、キャンセルが増え

たという状況になってございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ３０ページ、３１ページ。２項清掃費。６款農林水産業費、１項農業費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

 ３２ページ、３３ページ。２項林業費。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 果実・園芸作物圃場に要する経費について伺います。あの臨時作業員、最終的に見 

つからなかったということで、応募がなかったということで、その辺の支障と言いますか、予定して

いた仕事に支障をきたすとか、できなかったとか、その辺のことがなかったのかどうか、聞かせても

らいたいと思います。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 臨時作業員の関係ですけれども、議員おっしゃるとおり、最終的には予定して 

た人は見つかっておりません。ということで、今回減額をさせていただきました。で、作業に対する

状況ですけども、基本的には作業員１名で作業をしております。で、プラス私どもの農業振興係の職

員が１名ですね、まぁ応援に行く、さらには指導いただいております古川顧問が来ていただいた時に

実質的な作業をお手伝いをしていただいてるというような状況で１年間乗り越えさせていただきまし

た。状況として１００％かと言われますと１００％には当然達しておりません。１名やっぱり必要だ

というところでの１００％なんですが、状況としてはそこまでは達していないということと、作業的

には少しずつこう遅れてるという事実はあります。しかしながら、例えばあの、なんて言いましょう

か、病気が発生したりとか、状況によっては天候の関係ですぐさま収穫をしなきゃならないというと
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きにはこうお手伝いを入れながらですね、私どもの職員を入れながらやってきておりますので、そこ

の辺は支障はきたしていないというふうに判断してます。ただ、あの草刈りですとか、それから細か

い作業が1日、２日ずつ遅れているという状況はありました。 

〇岩藤議長 ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 お話は聞かせていただきました。新年度予算のところで話した方がいいのかもしれ 

ませんが、来年の新年度については１人増員でうまく運営できるような方法で講じていただきたいと

いうふうにお願いしたいと思います。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 あの、また新年度のところでのお話になるかというふうに思いますけれども、 

一応新年度の方も予算としては作業員２名分ということで計上させていただいております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 ただいまのところで、まぁ天候の関係でというようなお話もありましたけれども、 

昨年はとても暑い夏で農業者も大変苦労していろんな作物の生産に当たったところですけども、実際

にそのぶどう果樹の生産量はいくらぐらいだったのかお知らせください。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 昨年度の収穫量でございます。全体でいきますと５１５キログラムで、その１ 

つ前、令和４年がですね、全体で３３７キログラムでしたので、プラス１７８キログラムということ

になってございます。主力の山幸、これがですね、２１５キログラムで、令和４年が山幸、失礼しま

した、令和５年が２１５キログラムですね。それから山葡萄、これが８３キログラムです。ジーガレ

ーベが３３キログラム、あとその他ですね、キャンベル、アムレンシス等々がございますが、すいま

せん、あの差し引いた残りがそれらになってございます。近年少しずつではありますが、山幸をです

ね、苗を購入して来ております。これが少しずつこう収穫されてきたというところで、令和５年は山

幸が思った以上に穫れたかなというふうには思ってる状況であります。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 昨年あたりからと言いますか、ふるさと納税に置戸のワインということで出ていた 

ものが対象外になってしまったというようなお話もありました。まぁ、それにしても少しずつこう収

量が伸びてきてるというのは良い傾向なのかとは思いますけども、これをふるさと納税の返礼品とか、

そういうふうに持っていくとなれば、まだまだのさらなる収穫量の高みを見なければいけないという

ふうに思いますけども、その辺の見込みというか、これから期待できるとかがあるのかどうか、その

辺もちょっとお伺いしたいと思います。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 はい、すいません。議員おっしゃるようにですね、毎年毎年ご心配いただきな 

がら、ある意味期待もしてくださってるという状況は重々承知してるところでございます。で、何回

かお話をさせていただいておりますが、この置戸の寒い地域の中ではやはり山幸、山葡萄系が主力で

はなきゃいけないという今方向性に立っております。ですので、基本的には山幸を主力としながら、

従来からある山葡萄、これにできるだけ集中をしていって収穫量を増やしたいなという方向性でおり
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ます。で、あのまた新年度の予算のところにも多分出てくるのかなというふうに思いますので、そこ

でのお話にもなるかというふうには思いますが、できれば山幸は１本の木からですね、約１．５キロ

グラム穫れるという計算をされてございます。最終的に歩留まり７割、８割を見込んだとしても１，

０００本程度の山幸を植えるとですね、だいたい７００キログラムから８００キログラムぐらい収穫

できる。そうすると一定程度目指してるところの、いわゆる返礼品のところにもですね、何とかステ

ージに乗っけることができるのかなというところを一応目標にしながら、今担当の方でも取り組んで

るところでございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 確かにこう作物を育てるということは大変なことで、毎年毎年気候も違いますし、 

条件も違うということで、どんなことをしても、どうしても苦労するのかなと思いますけども、なん

とかこう特産品になるような形で進んでいただけると期待しておりますので、よろしくお願いします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 努力をしてまいりたいというふうに思います。引き続きよろしくお願いいたし 

ます。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ次へ進みます。 

 ３４ページ、３５ページ。７款商工費。 

 質疑はありませんか。 

 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 負担金補助及び交付金ということで、１８節のところの一番下、振興事業補助金と 

いうことで、マイナス６００万円というような数字が上がっておりましたけども、説明の中で夏の高

温というようなお話がございました。そこら辺でこの６００万円下がったという理由をもう少し詳し

くお聞かせください。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ただいまのご質問でございますが、民有林の振興事業補助金ということでです 

ね、基本的に人工造林の民有林の整備というところに対する補助になります。議員が今おっしゃって

おりましたとおり、私の説明のなかで異常気象、高温を伴って異常気象により作業ができなくなった、

それで補助金が下がりましたよというご説明をさせていただいたところでございますが、全体的に昨

年度、令和５年度におきましては夏の暑さによってですね、一番作業が大変となるその人力で行う地

拵えを始めとした作業工程が、あの暑さのなかでは危険を伴うということで、なかなかできなかった。

で、天候の様子を見て進むわけですけども、今度下刈りですとか植栽だとかのタイミングに合わせて

の地拵えということで行きますと、スケジュール的になかなか合ってこなくてですね、そこに持って

きて天候が、暑い天候が続いてきたというところなもんですから、だんだんこう事業期間がずれてき

て、なんと言いましょうか、時期を逸して作業ができなくなったというところでの減額というふうに

ご理解いただければと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ３６ページ、３７ページ。８款土木費、１項土木管理費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ３８ページ、３９ページ。２項道路橋梁費、３項河川費、４項住宅費。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 委託料のことについて伺います。境野の調査測量委託料なんですが、まぁある程度 

どういう方向でその委託された報告を活かして、これからの境野の治水について一定方向の結論が出

ておられましたら教えていただきたいと思います。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、境野の雨水対策につきましては、境野地区全体のですね、流域ですとか、 

雨水の流れの状況、被害の状況等をですね、勘案して対策について検討しているところでございます。

令和６年度に対策工事としてあげさせていただいておりますけれども、路面排水板の設置、町道の分

で言いますと路面排水板の設置ですとか、あと前埋まっておりました道路側溝、あと排水路、暗渠管

等の土砂揚げ、あと調整池の設置等々ですね、実施したいというふうに考えております。また、道道

の部分につきましてもですね、側溝の断面が計算上小さいということが判明いたしましたので、それ

らについてもですね、北海道の方に要望していきたいというふうに考えております。その分につきま

して、地域の方にも一度ご説明をさせていただいております、対応策につきまして。そのなかでもで

すね、いろいろな意見等もございましたので、地域の方の意見等もですね、反映させていきながら次

年度の対応策、対応工事について繋げていければというふうに考えております。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 地域住民の皆さんの意見もよく聞いていただきながら、最終的にはあの国、開発と 

言いますか、常呂川に繋がっていく部分でもありますので、国の方にもその辺協力していただくとこ

ろはしていただいて、地域住民の安全を守っていただく方向で進めていただきたいというふうに思い

ます。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、境野地区の対応につきましては関係機関、北海道、国ともですね、協議を 

させていただきながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 同じく今の道路橋梁の維持管理に要する経費のなかの道路巡回監理業務委託料、こ 

こが２００万円マイナスということで、前回も説明はされたと思うんですけども、もう少し詳しくお

願いいたします。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 
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〇名和施設整備課長 道路巡回監理業務委託料につきましては、現在事業担当員として２名、事務員と 

して１名分の経費として計上しているところでございましたけれども、そのうち１名事業担当員です

けれども、３か月間体調不良により休職となったということでございます。それにつきましてですね、

事業組合と協議しましたけれども、代替えの職員等を出すことも難しいと、確保することができない

ということでございましたので、その分についてですね、委託料からその分を軽減して、まぁ設計変

更を行って、少なくなったということでございます。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 ということは、今の説明では２名体制だったけれども、そこの欠員ができてた期間 

は、１人体制でやってたということでの理解でよろしいですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、１名休職した期間３か月間につきましては、担当員１名というような体制 

で進めておりました。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 まぁ、あのこれは令和５年度の決算と言うことであれですけれども、新年度につい 

ては大丈夫なんでしょうか、その人員的なことも含めて。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、休職されていた方もですね、現在復職しておりますので、次年度について 

はですね、２名体制、業務担当員が２名体制ということで進められるというふうに考えております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 置戸町の道路、橋梁も含めて道路維持等管理は大変重要なものだと思いますので、 

今後とも頑張っていただきたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

 なければ、次のページに進みます。 

 ４０ページ、４１ページ。９款消防費。１０款教育費、１項教育総務費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ４２ページ、４３ページ。２項小学校費、３項中学校費、４項社会教育費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ４４ページ、４５ページ。 

 質疑はありませんか。 

 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 公民館教室・行事等に要する経費のところで、需用費のところ、健康と長寿を祝う 

集いのところで、弁当というようなお話がございました。私も秋田地区の方担当をさせていただいて

ますけども、秋田地区においては弁当でもあの参加者の方は何の支障もなかったというお話でしたけ
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ども、なんか置戸地区に限ってなのかどうかわからないですけど、ずいぶん不評だったというような

お話を聞いておりますけど、その辺の考え方いかがだったでしょうか。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 ただいまの健康と長寿の関係です。コロナも明けまして、徐々にあの弁当持ち帰 

り形式からですね、会食形式に移行をしてですね、今のところ、ほかの行事もそうなんですけども、

オードブル等で皆さんで箸でこうとって食すというのがまだ抵抗があるということで協議をして、今

回も弁当を用意しましょうという形で実施いたしました。コロナ禍においてですね、弁当を持ち帰る

という部分がちょっと癖になってしまったっていう傾向もあるのではないかと協議のなかでは出てお

ります。ただ、あの実施の仕方としてですね、まぁ弁当を用意するけども蓋を外してどうぞっていう

声かけをするとかですね、あとまぁ率先してまぁそういう促す、先導員じゃないですけど、食べ始め

る人がいるですとか、まぁそういった対策がちょっとあの中央公民館のちょっと大人数の対応として

ですね、ちょっと対応が不十分だったかなという反省もしております。ただ、あの新年度に向けては

そろそろお弁当ではなく、オードブル形式等も実施していってはどうかなというご意見もいただいて

おりますので、まぁ皆さんがですね、会食をしながら、楽しみながら健康と長寿を祝う集い実施でき

る方法を、またあの公民館運審、それから館長主事会議等で十分協議をして対応、対策を考えていき

たいと考えております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 健康と長寿を祝う集い、対象者をお祝いして喜ぶというか、そういう場であります 

から、もう行ったらいきなりこう弁当を包んで帰る準備をするような会じゃなくて、来ていただいた

皆さんが楽しめるような日にしていただきたいというふうにお願いをいたします。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 はい、議員のご意見をいただきましたので、そういった部分検討していきたいと 

思います。また、あのもう一つ心配なのが、あのコロナが明けてもう少し参加が増えるかなと思って

いたところですね、前年と同じ２５％、これは置戸地区なんですけども参加ということで、まずは参

加しやすい部分ですとか、多数の皆さんに参加いただける方法も合わせて考えながら協議を進めてい

きたいと思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ次のページへ進みます。 

 ４６ページ、４７ページ。５項保健体育費。１３款給与費。 

 質疑はありませんか。  

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ歳入に進みます。 

 ４ページ、５ページ。２．歳入。１款町税、１項町民税、２項固定資産税。８款環境性能割交付金。

９款地方特例交付金。１０款地方交付税。１２款分担金及び負担金、１項負担金。１３款使用料及び

手数料、１項使用料。 

 質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ６ページ、７ページ。２項手数料。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、２項国庫補助金、４項社

会資本整備総合交付金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 ８ページ、９ページ。１５款道支出金、１項道負担金、２項道補助金、３項委託金。１６款財産収

入、１項財産運用収入、２項財産売払収入。１７款寄付金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ次のページに進みます。 

 １０ページ、１１ページ。１８款繰入金、１項特別会計繰入金、２項基金繰入金。１９款繰越金。

２０款諸収入、２項貸付金元利収入、４項雑入。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 雑入の森林等損害保険金、２．６５ヘクタール、８５万１，０００円について、風 

倒木被害による保険金の雑入ということでよろしいんでしょうか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 はい、議員がおっしゃるとおりでございます。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 これにつきましては、なかなか急遽の皆伐ということで折れた木、曲がった木もあ 

りまして、作業される方も大変だったのではないかということも推察できます。それであの作業にか

かった費用、そして売り払いで生じた、入ってくるお金もありまして、相殺されてどのぐらいの最終

的な損害になったのかっていうのは抑えておられましたら教えてください。  

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 すいません、具体的な数値は押さえてはございません。ただいまお話のあった 

ですね、風倒木の処理ということで一般的な作業と違いまして、議員おっしゃられたとおり、かなり

危険が伴います。それでこれはあの作業委託を出すときには、積算の方としましても道や国の方にも

ご助言いただきまして単価の方を少し上げさせていただいております。そのなかでもまぁ斜度の問題、

それから倒れた木のですね、まぁ向き、下に向いてるか上に向いてるかによっても機械で引っ張れる

か、押さなきゃなんないかというところでもだいぶ作業工程が変わってくるということで、その状況

も勘案しながら委託の方に関しましては、作業を出す方にしましては、かなり上げたところでござい

ます。逆に言いますと、そういったところで今度その先はですね、風倒木なのでお見込みのとおり売

れないという状況になってございますので、入りの方は逆に少し少なくなってきてるというような状

況でございます。すいません、具体的な最終的な数値はちょっと抑えておりません。 

〇岩藤議長 ２番。 
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〇２番 前田議員 いや、そのとおりだと思います。風倒木の伐採に伴う物の切材したものは用材にな 

る物、まずほぼ取れないであろうと思われますので、その点はやむを得ないであろうと思います。と

いうよりもやはり来年に向けて風倒にならない対策の方をうまく講じていただく方が大切かと思いま

すのでよろしくお願いします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 はい、あの承知いたしました。今回のこの風倒木の部分もですね、置戸町全体 

の中でもピンポイントで、ここの山だけかなり強い風が吹いたという状況でですね、まぁ想定外と言

ってしまえばそれまでなんですが、実は私ども担当としてもかなり驚いてるところでございます。風

が吹いた、雨が降った、天候が悪くなったっていうときには、うちの担当も常時回って点検もしてご

ざいますので、その辺も含めまして次年度に繋げていきたいなというふうに思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 １２ページ、１３ページ。２１款町債。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ議案にお戻りください。  

 繰越明許費の補正。 

 第２条 繰越明許費の追加は、議案の５ページ。第２表繰越明許費補正をお開きください。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、議案の最初にお戻りください。 

 次に、地方債の補正。 

 第３条 地方債の変更は、議案の６ページ。第３表地方債補正をお開きください。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ次の議案に移ります。 

 〈議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）〉 

〇岩藤議長 議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）。 

 質疑は条文ごとに進めます。 

 第1条 歳入歳出予算の補正は別冊事項別明細書（第３号）。 

 ６ページ、７ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。９款諸支出金、２項繰出金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 



 88 

〇岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

 ４ページ、５ページ。 

 ２．歳入。１款国民健康保険税。３款道支出金、１項道補助金。４款繰入金、１項他会計繰入金、

２項基金繰入金。５款繰越金。６款諸収入、２項雑入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）〉 

〇岩藤議長 議案第７号 令和５年度置戸町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

 質疑は条文ごとに進めます。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は別冊事項別明細書（第２号）。 

 ８ページ、９ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、２項介護予防サービス等諸費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 １０ページ、１１ページ。４項高額介護サービス等費、５項高額医療合算介護サービス等費、６項

特定入所者介護サービス等費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

 １２ページ、１３ページ。４款地域支援事業費、１項介護予防・日常生活支援総合事業費、３項包

括的支援事業・任意事業費。６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ歳入に進みます。 

 ４ページ、５ページ。 

 ２．歳入。２款国庫支出金、１項国庫負担金、２項国庫補助金。３款支払基金交付金。４款道支出

金、１項道負担金、２項道補助金。５款繰入金、１項一般会計繰入金、２項基金繰入金。 

 次の６ページ、７ページ。 

 ６款諸収入、２項雑入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）〉 

○岩藤議長 議案第８号 令和５年度置戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は別冊事項別明細書（第３号）。 

 ４ページ、５ページ。下段歳出から進めます。 

 ３．歳出。２款事業費、１項居宅介護支援事業費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、上段歳入に進みます。 

 ２．歳入。１款サービス収入、１項介護給付費収入、２項予防給付費収入。２款繰入金、１項他会

計繰入金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）〉 

〇岩藤議長 議案第９号 令和５年度置戸町簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

 質疑は条文ごとに進めます。 

 第１条 業務の予定量の補正。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 次に、第２条 収益的収入及び支出の補正並びに第３条 資本的収入及び支出の補正は、 

別冊補正予算実施計画及び明細書（第３号）並びに補正予算説明書（第３号）から進めます。 

 簡易水道事業会計補正予算実施計画及び明細書（第３号）並びに補正予算説明書（第３号）。 

 １ページから９ページまで。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

 次に第４条 企業債の補正。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に第５条 他会計からの補助金の補正。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ簡易水道事業会計補正予算（第３号）について。 



 90 

  質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）〉 

○岩藤議長 議案第１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 業務の予定量の補正。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に第２条収益的収入及び支出の補正並びに第３条資本的収入及び支出の補正 

は、別冊補正予算実施計画及び明細書（第４号）並びに補正予算説明書（第４号）から進めます。 

下水道事業会計補正予算実施計画及び明細書（第４号）並びに補正予算説明書（第４号）。 

 １ページから９ページまで。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

 次に第４条 企業債の補正。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に第５条 他会計からの補助金の補正。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、下水道事業会計補正予算（第４号）について。 

  質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から議案第１０号  

令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件について。 

質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。 

 意見調整を行いたいと思いますので、議員は議案持参のうえ、議員控室の方へ移動願います。 

 説明員の方はそのまま自席でお待ちください。 

                          

休憩 １０時１８分 

再開 １０時２２分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から議案第１０号 令和５年度置戸町

下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件を通して、質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から議案第１０号 令和５年

度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件について一括討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）から議案第１０号 令和５年

度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの６件を採決します。 

 まず議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）を単独で採決します。 

 議案第５号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）は原案のとおり可決され

ました。 

〇１番 嘉藤議員 議長 動議。 

〇岩藤議長 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 ただいまの議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対する付 

帯決議を提出する動議を提案いたします。 

〇岩藤議長 ただいま１番 嘉藤議員から議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

に対する付帯決議が提出されました。 

 この動議は所定数以上の賛成者がおりますので成立いたします。 

〇岩藤議長 しばらく休憩いたします。 

  再開時間は追って連絡いたします。 

                          

休憩 １０時２６分 

再開 １０時４５分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 先ほどの議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対する付帯決議の動議を直

ちに議題とします。 

 これにご異議はありませんか。 
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               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 よって、この動議を日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直ちに議題にしたい

と思います。 

                                   

    ◎追加日程第１ 決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一 

                         般会計補正予算（第 

                         ９号）に対する付帯 

                         決議 

○岩藤議長 追加日程第１ 決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号） 

に対する付帯決議を議題とします。 

 本案について趣旨説明を求めます。 

 １番 嘉藤均議員。 

〇１番 嘉藤議員 決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対す 

る付帯決議。 

 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）の事項別明細書。３款民生費、１項社

会福祉費。老人福祉事業支援に要する経費、１２節委託料、老人福祉施設指定管理委託料について５，

９００万円の増額補正を先ほど可決しました。この指定管理料は令和５年度の当初予算で９，１５０

万円の計上であったが、今定例会で６４．５パーセント増の５，９００万円もの高額な補正となり、

令和５年度の指定管理料の実績見込みは１億５，０５０万円となります。この指定管理料の総額につ

いて、過去に例を見ない収支の赤字額の見込みとなったが、町は３月定例会前に議会側に対し、議員

協議会の開催要請等事前に両老人ホームの運営に伴う収支の見込みの説明が何ら無いまま、通常では

考えられない高額な補正予算の提案となったことは誠に遺憾であり、町側の姿勢は議会軽視であると

言わざるを得ない。また、年度末における補正予算執行の内容が不明瞭であり、補正予算の提案時期

についても適正さを欠いていた。 

 令和３年１２月定例会において総務常任委員会に付託となった置戸町老人福祉施設の指定管理者の

指定についての案件は、総務常任委員会で４回にわたり継続審査を行い、今後１０年間の指定管理者

の指定について可決すべきものと決定し、委員長の審査意見を述べたところであるが、そのなかで委

員会から強く要望事項とした、短いスパンでの事業評価に伴うヒアリングや、事業費削減に向けたロ

ーリング等を着実に実行し、町及び社会福祉協議会共通認識のもと、両老人ホームの収益拡大、経費

縮減に向けた経営改善に取り組むことの内容の委員長意見に対し、どの程度まで実行できていたのか

不明であり、介護職員の人員不足を理由に、収支改善の具体策の報告は未だ町側より説明がない。令

和３年度に委託された独立行政法人福祉医療機構による経営分析では、今後の業務運営に係る収益増

大、経費の削減等において改善ポテンシャルがあるとの報告がありましたが、この結果を踏まえてそ

れらを着実に実行に移し、柔軟で効率的な運営を行っているとは判断できないものがあります。 

 さらには、令和５年度より施設長として町職員を派遣しているが、深川町長は昨年の町政執行方針

の一般質問でその目的として両老人ホームのより一層の運営の効率化を図ること及び両施設の諸課題
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解決と、本町の高齢者福祉の総合的な推進等のためとの答弁でありました。しかし、令和５年度の決

算見込みの状況は、この当初の目的が達成できたとは到底言い難く、また派遣期間の施設長の人件費

は町負担であることを鑑みると、その果たすべき責務は大変大きなものがあります。 

 新たな指定管理の審議に際し提出された、今後３年間の令和４年度から令和６年度までの事業計画

による運営収支目標と指定管理料見込みの額は今では全くかけ離れた数値となっており、ここ数年で

両老人ホームの指定管理料が右肩上がりで上昇している現状は、１０年間の債務負担行為の１０億円

の決定事項も反故となる恐れがあり、このことは指定管理の委託者である町側の両老人ホームの運営

状況の検証と認識に甘さがあったのではないかと推察され、町は事の重大さを真摯に受け止めなけれ

ばならない。また、毎年予算計上されている老人福祉施設運営資金貸付金についても貸付の時期や目

的と使途、返還予定期日が明確になっていないことから、今後は両老人ホームの運営資金に伴うキャ

ッシュフローを、町は逐一明確に把握する必要があると考える。 

 指定管理料が高額となった背景には、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザのまん延による

ショートステイ受入れの制限や介護職員ローテーションの組み換えから、時間外勤務の増加、ウクラ

イナ及び中東地域での紛争など、世界情勢悪化による物件費等の上昇、さらには慢性的な人員不足な

どがあり、両老人ホームの抱える諸課題が山積しているなか、今こそ町と指定管理の受託者である社

会福祉協議会との綿密な協議を進め、諸課題の解決策を模索した上で、一刻も早く両老人ホームの運

営改善に着手するべきであると考える。よって町は今後の老人福祉施設の予算執行及び関係事務の遂

行にあっては、下記のとおり項目を遵守し、着実に実行されることを強く要望するものである。 

 １．町は両老人ホームの経営安定を図ることを目的とした置戸町老人福祉施設運営推進管理審査委

員会（仮称）を設置し、副町長を中心としたプロジェクトチームを早急に編成した上で、社会福祉協

議会へのモニタリング機能を強化し、次のとおりの内容に早急に取り組むこと。 

（１）審査委員会（仮称）は社会福祉協議会と綿密な協議を行い、堅実な収益が見込まれる抜本策に

ついての具体的内容を明らかにし、着実に実行見込みのある今後３年間の事業収支の計画書を議会に

提出し、その根拠を明示すること。 

（２）審査委員会（仮称）は社会福祉協議会とのモニタリング等の実施状況を２か月に一度書面で議

会に提出し、その内容を総務常任委員会または議員協議会の場において議会に報告し、収支改善の方

策に伴う着手の進捗状況及び運営収支の現状の詳細を説明すること。 

２．老人福祉施設運営資金貸付金について、本来は必要に応じた貸付でなければならないが、貸付の

時期や使途、返還予定期日が明確になっていないことから、今後においては両老人ホームの運営資金

に伴うキャッシュフローを町は逐一明確に把握し、定期的に議会側に書面で報告すること。 

３．指定管理料に今後変更を余儀なくされる状況になった場合、町は議会側にその事由等を明らかに

し、事前に状況の詳細を説明すること。 

 以上決議する。 

 令和６年３月１６日 置戸町議会。 

 提出者 嘉藤均。 

〇岩藤議長 ただいまの趣旨説明について、これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対する付帯

決議を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、決議案第１号 議案第５号 令和５年度置戸町一般会計補正予算（第９号）に対する

付帯決議は原案のとおり可決されました。 

 次に議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）から議案第１０号 令

和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの５件を一括採決します。 

 議案第６号から議案第１０号までの５件については、いずれも原案のとおり決定することに賛成の

議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第６号 令和５年度置戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）から議案第

１０号 令和５年度置戸町下水道事業会計補正予算（第４号）までの５件については、原案のとおり

可決されました。 

                                   

    ◎散会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

  本日の会議は、これで散会にしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで散会することに決定しました。 

 なお、次の議会は置戸町議会会議規則第９条第３項の規定により、明日３月１７日にサンデー議会

を行うこととし、定刻に開会します。 

                                   

    ◎散会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで散会します。 
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散会 １０時５９分 
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開会 ９時３０分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって３番 石井伸二議員及び４番 石

村吉博議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、前日のとおりです。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 一般質問 

○岩藤議長 日程第２ 一般質問を行います。 

 まず、はじめに令和６年度教育行政方針についての質問を行います。 

 ４番 石村吉博議員。 

○４番 石村議員〔一般質問席〕 それでは令和６年度教育行政方針について質問させていただきます。 

 先日も令和６年度置戸町一般会計予算にて担当課の方から若干のご説明もありましたが、傍聴の皆

様もいらっしゃいますので改めてのご質問になるんですが、今回の値上げでは年額、小学校が５万６，

６００円、中学校１、２年生では６万３，４００円、中学３年生６万２，３００円となり、学校給食

について１食あたり２０円、年間では４，０００円の値上げになります。大きな金額ではないかもし

れませんが、小学生、中学生に兄弟や姉妹がいる家庭では３倍や４倍にもなる家庭もあり、年間１万

円以上の負担増になる家庭もあります。年間では１０万円以上の負担が増えてしまう家庭もあります。

これ以上の負担増は家庭にとって厳しくなるのが現状ではないのでしょうか。 

 給食費の件に関しましては、平成３０年、令和３年と、当時の佐藤議員からも町長への一般質問で

二度質問があったと思います。当時の答弁のなかでも、教育委員会とも話し合いを進めていくという

ことも当時の町長もおっしゃっていました。そちらを踏まえたうえで適切な議論は行われてきたので

しょうか。今回の学校給食費値上げについての考えを教育長にお伺いいたします。 

○岩藤議長 教育長。 

○平野教育長〔登壇〕 令和６年度教育行政方針での学校給食費の値上げについて、あの、その考え方 

を答えさせていただきます。 
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 本町の学校給食費は、直近では令和元年度に生産・輸送コストの増加により１５円の値上げを行っ

ており、その前は平成２６年に消費税が５パーセントから８パーセントになるのを機に１０円の値上

げを行っております。今回値上げに踏み切った理由については、先日の令和６年度予算説明のなかで

課長より説明させていただいたとおり、ほとんどの食材が高騰しており、地域の皆さんの善意や給食

センターの職員の努力をもっても、このままでは学校給食摂取基準の栄養量を確保していくことは難

しいという判断に立ってます。また、これまでの置戸の学校給食が築いてきた伝統を現在のルールの

なかで可能な限り引き継いできておりますが、地元にこだわった食材や良質な調味料の使用など、置

戸ブランドを今後の状況下では維持していくことが困難になっていくというふうにも考えています。

そして何より一番の理由は、物価高騰のあおりを受けて質を低下させたり、一品減らしたりすること

は学校給食の本質から外れるものであると考え、最終的に学校給食センター運営委員会で協議し、値

上げしなければならないとの判断に達しました。 

 なお、学校給食法第１１条第１項では給食に従事する職員の人件費や施設設備費などの経費は設置

者が負担し、同第２項では給食の食材費は保護者が負担すると定められております。しかし、要保護、

準要保護世帯に対し、給食費支援として本町の令和６年度予算において１０６万円計上しているとこ

ろです。 

 議員のご質問にありましたとおり、保護者負担が大きくなることは十分承知しておりますが、現場

はこれまで以上に創意工夫を凝らし、子どもたちがワクワクするような給食の提供に努めてまいりま

すので、ご理解とご協力をお願いするものであります。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 石村議員〔一般質問席〕 はい、今ご説明あったなかでは理解しました。給食も教育という大 

切な食育のなかでですね、子どもたちには給食を食べる喜びを実感してほしいところなんですけども、

義務教育は誰でも無償で得られることは知ってのとおりの事実だと思います。置戸町では困窮世帯へ

の支援などもさまざま現在行っているんですが、これに対してまた給食費を値上げするということは

多少矛盾を感じるところではあります。これができるのであれば、その値上げではなく、また一定の

補助などもできるかと思いますが、その辺りの考え方は今なかったのでしょうか、よろしくお願いし

ます。 

○岩藤議長 教育長。 

○平野教育長〔自席〕 議員のおっしゃるとおり低所得世帯、それから多子世帯については、あの無償 

等の負担軽減策は家庭においてもとても助かるかなというふうに思ってます。その分を教材ですとか、

文房具ですとか、あるいはジャージ、運動靴などが学校で使用するもの等の購入はできて、家庭用で

はあの助かるというふうには判断しますが、その一方でやっぱり私が危惧しているところもあります。

根本的には物価上昇分のまずは家庭での収入が確保されなければ根本的な解決にはならないというふ

うに判断してますし、またあの町の毎年厳しい財政状況を見ると、この支援策をすることでほかの予

算が削られることになるかなというふうにも考えているところです。今でも教育環境の整備に関する

改善ですとか、設備について、どうしても削らざる得ないというような状況もあって、この支援策を

することでそういった部分削られたり、ほかの公共サービスが削られることにもなるんではないかな

ということを一つ危惧しています。 
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 また、あの私が教頭になったころから給食費の滞納者が出てきて、どんどん増えてきている状況に

あります。その家庭とはこう連絡を取らせていただいていましたが、確かに給食費を捻出することは

とても難しいという家庭もあって、その家庭には就学援助等があるのでということで、そのあの説明

をさせていただきました。ただ、そのなかで一番私が違うっていうふうに思ったのは、小学校、中学

校は義務教育なんだから給食費はもう払う必要ないというように主張してきて、何度も何度もあの給

食費の納入をお願いしたんですが、結局払ってもらえないというような状況もありました。 

 私はその考え方は非常な大きな間違いだというふうに思っています。先ほど話した給食法のなかに

もありますように、この給食は自治体と家庭が一緒に子どもを育てていきましょうという狙いで給食

は提供されてるというふうに感じています。今もあの全国でいうと数パーセントが給食が提供されて

ません。また、高校では給食が提供されず、弁当持ちというのはほとんどだと思いますが、それは子

どもたちの食を提供するのは親の責任、親の役割だという、そういう考え方のもとで、そういう考え

方があって、そういう状況になっているというふうに思います。 

 あの無償化するということ、全家庭、全子どもたちに無償化するという状況になると、その部分の

あの親の責任であったり考え方であったりというのが、なんか私自身は希薄になっていくかなという

ような危惧を持っています。ただ、国でも無償化の動きが出ていることから、やはりあの給食に対す

る支援策についてはいろんな方法はありますが、考えていかなければならないという状況だなという

ふうに思ってます。給食費を捻出できない家庭についてはしっかりとした支援策が必要だというふう

に考えてますが、全家庭の、全子どもたちへの無償化については、私自身はあの疑問を感じていると

ころです。 

○岩藤議長 ４番。  

○４番 石村議員〔一般質問席〕 はい、無償化に対してはちょっとあえて教育長には深く突っ込めな 

いんですか、教育長に言ったところでというところなんですけども、将来的にはぜひ僕はそっちの方

向に進んで、町にはそっちの方向に進んでいってほしいなという考えではありました。 

 またですね、教育長の今の考えを聞いたなかでなんですけども、子どもたちともっと学校に行って

給食を何度か食べてほしいなという思いもあります。現在でも年に何回かは学校に行って試食する機

会はあったというふうにちょっと聞いたんですけども、子どもたちと机を並べて食べたりもぜひして

ほしいと思いました。 

 学校の子どもたちは給食が大好きで、完食率もすごい高いというふうに聞いておりますし、僕の家

庭ではあのあまり家では食べなくても給食はお代わりしますし、学校からこうレシピをもらって作っ

たらすごい食べてくれたりとか、本当に給食が大好きな子どもたちが多いので、そういったことも定

期的に行っていただければなと思います。 

 先ほどの教育長からの話もありました無償化ですが、全道的にも２２パーセント進んでまして、全

国的にも３０パーセントと進んでいるなかです。平成３０年９月の、当時の佐藤議員の質問から６年

が経て、時代は変わって全国的にもどんどんそのような動きが進んでいるなか、６年も経ってなかな

か置戸町は腰が重いなというふうに私は感じています。 

 今ここで教育長に言えることではないので次の質問の機会に町長に向けてぜひそのことを質問して

いきたいと思います。僕からの質問は以上です。 
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○岩藤議長 教育長。 

○平野教育長〔自席〕 私も何校か学校を異動していますが、やっぱり置戸の給食は本当においしくて、 

あの一つ一つのおかずがきちっとあの調理師さんたちが心を込めて作っているという、そんなあった

かさも感じて、本当に置戸の給食は子どもたちにとってあの健康面で素晴らしい力を発揮してくれて

るなということを現場に行ったときにとても強く感じていて、このやっぱりさっきも言いましたが、

この伝統だけは崩したくないなというふうに思ってます。 

 議員もおっしゃられましたが、無償化含めて支援策については考えていかなければならない時期に

きているというふうにも私も判断してますので、町長部局から意見を求められたときにはしっかりと

教育委員会としての意見を申し上げて、そしてこの件について協議を進めていけたらというふうに思

ってますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○岩藤議長 次に通告の順番に発言を許します。 

  まず１番 嘉藤均議員。 

○１番 嘉藤議員〔一般質問席〕 それでは通告にしたがいまして町長に質問いたします。令和５年度 

置戸町農業の状況と新年度の施策はということでお伺いをいたします。今年も畑作農家ではハウスの

管理作業など、酪農家では年中切れ目のない牛舎作業と農作業が始まり継続をしています。昨年の営

農は令和４年の降ひょう被害などからの新たな気持ちでの営農と豊穣の秋を願ってのスタートとなり

ましたが、皆さんの記憶にも残る、過去にない暑い夏となりました。町民の生活にも大変な影響があ

りましたが、営農にも多大な影響が出ております。 

 令和５年度の畑作物収量では、秋播き小麦や大豆は前年度、令和４年を上回りましたが、他の作物

は同じか落ち込んでいます。低いビートの糖分、日焼けしたタマネギ、中心空洞のバレイショなど、

品質の低下も顕著に出ています。総農業収入も前年を下回る厳しい年となりました。町としても通常

の予算付けのほかに、価格高騰対策等による地方創生臨時交付金や農業振興基金を用いて農業者への

対応をしたところであります。 

 さて、新年度の予算は町長選挙、今年町長選挙があることから骨格予算とのことで、農業に対する

予算付けや施策も少し不透明なところがあるとは思いますが、その内容をお聞きします。なお、町長

は本年２月に次期選挙への出馬表明していることから基幹産業である農業への思い、考えもお聞かせ

ください。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 皆さんおはようございます。今日はもう傍聴の皆さんもたくさんおいでいただき 

まして大変ありがとうございます。 

 それではあの嘉藤議員からご質問になりました置戸町の農業の現状と新年度の施策について考え方、

それぞれお話をさせていただきたいと思いますが、はじめに令和５年度の置戸町の農業の状況につい

てお話をさせていただきます。先ほど議員からもいろいろな分野での数字も出ておりましたが、重複

するかもしれませんが説明させていただきたいと思います。 

 先月の置戸タイムス紙上でＪＡきたみらいの集計での数字が載っておりました。令和５年度の農業

収入は６５億１，２００万円ということでございまして、一昨年の過去最高記録いたしました６６億

６，０００万円から１億約５，０００万円ほど下回る結果となりました。一方で経営費の方ではウク
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ライナ情勢や円安の影響を受けて、肥料や飼料、資材、運賃など、すべてにおいて価格が高騰してい

ることから、前年度比６パーセント、２億８，０００万円増の５０億１，０００万円となり、農業所

得は前年比２２パーセント、１億５，０００万円減の１５億円と厳しいものとなっております。その

うち農産部門では、先ほど議員もおっしゃられておりましたが、６月以降高温が続いたことから気象

災ですね、大きく影響し、作物全般で生育不良を起こしております。 

 こんなこともありまして、畑作全体では１億５，０００万円ほどの減収となっております。タマネ

ギにつきましても１３パーセント減の５億６，０００万円、バレイショも３パーセント減の７億１，

０００万円、豆類では３４．６パーセント、これは菜豆が高温による落下などで影響を受けたと思い

ますが、３４パーセント減の３，８００万円、比較的暑さに強い最近作付けが増えております大豆に

ついてはそれほど影響はなかったようでございますが、それぞれ品質の低下を招いているようでござ

います。麦類につきましては秋播きで６６０キログラム、１１俵。春播きで７俵４２０キログラム、

平年よりは良い作柄となっておりますが、一方でテンサイは葉っぱが秋口、夏以降ですね、皆さんも

目にしていたと思いますが、茶色い褐斑病にかかりましてですね、糖度が落ちたり収量の減少が起き

ております。 

 畜産部門では前年比０．５パーセント、１，５００万円の減収となっております。意外と減収幅が

少なかったという部分でいきますと、生乳販売において乳価が期中において１０円程度上昇したこと

で、生乳代金は前年並みを維持しております。生産調整のなかでも乳量の値上げで維持できたという

一方で、個体販売の方は価格の低迷、それから飼っても搾れないような状況のなかで引き合いが少な

くなったということもありまして、個体販売価格としては８．７パーセント減というふうになってい

るようでございます。 

 また、肉用牛ではやはり飼料、資材の高騰もありまして、前年度５．５パーセント、２，０００万

円の減収となっております。議員からもお話がありました本町では、一昨年１２月に酪農家や飼養農

家を中心に粗飼料などの生産コスト上昇にあって経営環境が厳しい農家さんに対しまして、北海道、

きたみらい農業協同組合とともに支援を行ってまいりました。そのあとも依然として厳しい経営状況

にある畜産農家につきましては、昨年７月にも同様の支援を行ってまいりました。また、肥料価格高

騰による農業者全般にですね、畑作・酪農も含めてですけれども農業経営の影響を緩和するために、

町内の農業者に対して支援を行ってまいりました。 

 こんなこともありましてですね、一昨年、残念ながら１戸の酪農家が離農することとなりましたが、

そのほかについては昨年の収支を見てもですね、今離農するというお話は承っておりませんので、こ

れはこの政策もありましたが、各酪農家が努力をして経費削減、そして踏ん張ったその結果であると

思います。先ほど議員からも６年度は骨格予算となっておりますが、６年度においても重要なものは

予算計上しております。足腰の強い農業基盤確立のために区画整理など農道整備、常盤の営農用水施

設の機器改修、公社営畜産基地の基盤整備などの草地整備、鹿の食害などから農業被害を防ぐべく電

牧器の購入などの助成など、酪農対策といたしましても酪農経営の収益力向上支援事業として、昨年

度からの内容を急きょ見直して生乳増産に向けた体制強化を図るため、乳用牛雌雄選別精液の活用を

促進するための支援事業を計上しております。 

 また一方、政府ではロシアやウクライナ侵攻に、そして気候変動などを背景に食料安全保障という
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ことがクローズアップされてるなか、先月末農政の憲法とされております食料・農業・農村基本法の

改正が今国会に提案されております。これは農業の憲法ともいえる平成１１年施行の法律でありまし

て、この改正に大きく舵を切っております。近年におけるアジアやアフリカの人口増加などを背景と

した食料需給の変動、地球温暖化の進行、我が国における人口の減少、さらには各地の紛争や感染症

による物流の混乱など、貿易が不安定になる事象も生じていることから、これらの諸事情の変化に対

応し、環境と調和のとれた食料システムを目指すものでございます。 

 現在、日本では食料自給率が３８パーセントとなっております。先進国のなかでは最下位の食料自

給率となっております。先ほど申し上げたような事情のなかで輸入食料が入ってこなければ日本の国

民の安全を守れないということになっております。そんななかでのこの法律改正ということが今議論

されているところであります。この基本理念である食料安全保障の確保では、農産物や農業資材の安

定的な輸入を図るほか、農業法人の経営基盤の強化や、さらにスマート農業の技術を活用した生産性

の向上に取り組んでいくことも明記されるようでございます。 

 本町にとっては農業は大切な基幹産業であります。もちろん農業者、私が約４０年前、この庁舎に、

役場に入庁したときには、農家戸数は３００戸を超えていたと私は記憶しておりますが、今は１００

戸を割っております。これもまぁあの数だけではないんですけども、法人化をして戸数というカウン

トも変わったのもありますけども、人口減少、過疎化とともに農業がこれだけ減ってきたというなか

でございます。そんななかで、この農業は先ほど申しましたように、日本の国民の安全、そして生活

を守るうえで重要な産業でもあります。本町においても、日本国内においても、人口減少が進むなか

にあっては農業の持続的な発展と地域社会、この本町においてもそうです。維持されるよう農村の振

興が図られなければ都市部の人の生活も守れなくなるということを認識しなければなりませんし、世

の中の方も今そういうことに深く興味を持っている時代でもあります。そのためにも本町においては、

安定した生産活動が図られるよう農業経営の安定や次世代を見据えた農業振興策を進めていくために、

国や北海道の情勢を常に注視し、各制度の事業の有効活用、そしてそれでも補えないような課題につ

いてはその地域地域で独自で施策を進めていかなければならないというふうに私は思っております。 

 本年初め、農業委員会の皆さんと意見交換をする場がありました。そのなかでこのようなお話があ

りました。町内にパートナーがいない農業後継者が相当いると。担い手対策にこれから農業委員会は

強化をしていかなければならないということを会長のお話もありました。 

 また集約化を図った法人、本町においても勝山グリーンファームはじめノースブライトなど、まぁ

数個の構成員、農業者が集まって集約した法人についても構成員が徐々に高齢化をして離脱、退職が

進むなかで、従業員の確保が大きな課題となっております。この農業の担い手というのは家族継承だ

けではなく、まぁそのまま新規就農という方法もありますが、その家族継承のなかでもパートナーが

いないということは継続的な農業の持続に黄色信号が灯っていくということに、まぁ危機感を持って

ですね、農業委員会の方でも取り組んでいくということでございました。町といたしましても、どの

ようなことがこの農業振興、持続的な置戸町の農業発展にするか、まぁ新年度予算、選挙開けてです

ね、新たな政策が盛り込まれていくことになろうかと思いますので、関係機関とも協議を進めながら

置戸の農業の振興発展に今後とも進めてまいりたいと思います。 

○岩藤議長 １番。 
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○１番 嘉藤議員〔一般質問席〕 町長の方から答弁を詳しくいただきました。本当に昨年はその暑い

夏のせいで大変農業者が苦労したというのが数字に現れていたのかなというふうに思いますけども、先

ほど今１００戸足らずの農家と言いましたけど、現実にはもう７０数戸ですね、７２、３戸ということ

で非常に戸数が少ない、置戸もそういう状況にはなっています。 

 ただし、面積的には４，０００町歩をだいぶ超えるなかで継続はされておりますけども、非常にこう

厳しい条件のなかで行われているというのが現実であります。また、先ほどあの農業委員会の方とも意

見交換をしてというようなお話がございました。パートナーのことについては私も農業をやってる関係

でいろんな方からいないかとか、どういう良い縁ないかとかというようなお話もされますけれども、な

かなかそういう縁が少ないというのは現状で、これからいろんな打開策は考えていかなきゃならないの

かなというふうに思っているところですけども、実は私も今６６歳ということで、農業に従事してから

５０年になります。今はあの経営も息子に譲ってますから、少しこう気楽な状態で仕事をしている状況

ではありますけども、本当にこの長い間やっていますと良い年も悪い年もあります。なかには大変な年

もありましたけども、やはりそのＪＡあるいは町の支えがあってこれまで農業を続けてくることができ

たというふうに実感をしているところでありますけども、まぁこれからまだまだその若い人たちが少な

くなっていくなかでの置戸町の農業自体はそれでもまだ基幹産業と言われております。 

 昔は農業、林業も基幹産業、町の中心の産業でありました。まぁ大きい小さいは別としても、どの産

業も町には大事な産業ではありますけども、そのなかでもこの７０数戸の戸数でやっている農業が今町

の基幹ということで、置戸町の重大な位置づけというのかな、これ農業の基幹と言われてる農業はこれ

しかないと、これだけでということになっていくと、町の構成も今度変わってくるのかなと。町自体の

勢いもなくなってくるっていう思いがありまして今回質問をさせていただきました。 

 そんななかで選挙はあると言いましたけども、農業者へのメッセージというか、これからもっともっ

と町長には農業委員会とか、そういう組織も大事ですけども、個々の農家のお話を十分にもっと聞いて

歩いていってほしいって思いがありまして、その辺町長の考えをもう一度聞きたいというふうに思いま

す。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 担い手の話もありますし、農業の現場を知ってほしいということもあります。去 

年ですね、私あのドローンで防除をするからということで、農家さんがドローンを使って防除すると

ころにちょっとお邪魔させていただいて、これはすごいなというふうに思いました。本当にスマート

農業って言われてるのが１０数年前にこんなの夢の話で、トラクターに乗らないで畑を起こして、そ

んなことできるのかなんていう時代があっという間にこういうような時代を迎えました。これは発達

したっていうだけではなくて、発達せざるを得ない、農地を守って、そして農村を守るというなかで

は少ない担い手、農業従事者のなかでどう経営面積を増やして守っていくかというなかではそのよう

なことも必要なんだろうなと思っております。 

 それから先ほど私も一部触れましたが、気象はやはりなかなか予想もつきませんし、防げないこと

もありますが、それに強い農業については、今年役場は入っていないんですが、農業者の皆さんが勉

強会ということで、かんがい排水の事業について関係機関の方をお呼びして事業の概要を勉強すると

いうようなこともあったというふうにお聞きしております。将来に向けて農業者の皆さんもこんな考
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えを持ってるんだと、こういうふうにしたら地域を守れるんだっていうお話を聞く機会を私もこれか

ら多く作っていければなというふうに思いますし、そのなかで置戸町では私は４年前、この町長選挙

に出る際には集約化をする法人農業も大事ですが、多様な農業、家庭内で継承していくような個別農

業もその振興を図っていかなければならないし、守っていかなければならないと思って申し上げたこ

とがあります。それは大きな農業であれば、それはもちろん生産性も上がるし効率化も図られるんで

すが、例えば大きければ大きいほど、農産物価格が変動すれば、その経営収支っていうのはひとたま

りもないような状況になると。十勝の農業を比較すればそのようなことも言われておりましたし、昨

年十勝の大きな法人が経営危機だというような新聞報道があって、その負債の額は僕らの町の予算を

大きく凌ぐような経営の収支のバランスを崩したような報道もなされたなかで、やはりこの町が好き

で、この農村風景が好きで、農業が好きでという方が、この町で営農を続けられるように、そういう

個別の個人農業も守っていかなければならないなと思いますし、それが魅力で今都市部の方々が田園

回帰というように農村部に目を向けて今の働き方のなかではコロナが流行ったこともありますが、リ

モートワークだとか、その場にいなくても、会社に出勤しなくても働けるような形態も進んできまし

た。まだその比率としては少ないんでありますが、都市の方が農村でそういうようなＩＣＴを活用し

てＩＴを活用するような仕事ができるんじゃないかということも今注目されておりますので、まぁ農

業だけではありません。先ほど人手不足のことでいけば農業だけではありません。商業もそうです、

工業もそうです、役場だってそうです。そして今大きな話題になってるのは福祉職場、このようなと

ころも人材不足に大きく直面しています。その課題、課題をそれぞれの産業別で課題解決を図るとい

うことは非常に困難でありますので、私は昨年ですね、産業会議ということで代表の方っていうか、

いろんなお話を聞ける方々集まっていただいて、農業、商業、工業、いろんな方々、お勤めの方も含

めてですね、集まってどうだろう、みんな意見交換して、なんとか解決できることを一歩でも進めて

いこうというようなことを始めております。そのなかでも住環境については大きなテーマだなという

ふうに私も認識しましたし、まぁこのあと出てくるあの質問にもありますが、移住をするにも勤める

ところがないっていうような以前はお話がありましたが、住むところがない。住むところは空き家は

いっぱいあるんですが、その人のニーズにあった空き家がないということも、そのギャップもご指摘

がありましたので、まぁ農業だけではなくて、この地域全体、産業全体として考えていくことが一つ

の打開策を見いだせる方法かなというふうに私は思っております。 

○岩藤議長 １番。 

○１番 嘉藤議員〔一般質問席〕 農業にとどまらずというか、町の今の構成についていろいろ町長か 

らお話はございました。先ほどスマート農業のお話もありました。私が農業を始めた５０年前、まだ

馬を使っていました。ところがですね、１０数年前からもう自動躁舵というか、そういうことをＩＴ

Ｃが入って、トラクターをハンドルを持たなくても走るような、そんな状況になって、私どもも秋田

地区では先進地というか、早いうちからそういうことが進んでいて、今もう全町に普及していますし、

まぁこの管内でも置戸町はその先をいってる今状況にあります。本当に農業って変わったなというの

を実感しておりますし、先ほどあの町長の方からありました、法人が増えてもきているけど、いろん

な個人もあったらいろんな多様な形があるっていうのはあっていいっていうのは私もそういうふうに

思っておりますし、これからもそういういろんな形態がこの町の農業を支えていくんだろうなという
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ふうに感じております。 

 また、幅広くですね、あの住環境のお話もございました。農業分野と言いながらですね、まぁタイ

ムリーな施策も大事ですけども、そういうふうに幅広い意味でこの置戸のまち、農業を守っていくた

めに施策を取り組んでいただきたいとお願いを申し上げて、この私の質問を終わりたいと思います。 

○岩藤議長 次に２番 前田篤議員。 

○２番 前田議員〔一般質問席〕 私の方からは置戸町表彰式について町長にお話を伺いたいと思いま 

す。 

 今年の表彰式では、ステージ上に表彰者が５人と寂しい表彰式となってしまいました。確かに欠席

も多く、勤続表彰は副団長である私自身のみの出席で、自戒の意も込めまして置戸町表彰式のあり方

についてお話したいと思います。 

 今回の表彰式で気づいたのですが、満９０歳の社会貢献表彰がなくなっております。社会教育課に

確認させていただきますと、今年の満９０歳の方は施設入所者を除きまして２０名とのことでありま

した。満９０歳は各地区で開催されている健康と長寿を祝う会でお祝いされているそうです。しかし

ながら、本町発展の礎を築かれた功績を称える社会貢献表彰とはやはり意味合いが違うと思うのです。

私たちも置戸町表彰式の大切さを認識し、町民がこぞって参加する機運を盛り上げていかねばなりま

せんし、私も団員の勤続表彰については働きかけてまいりますので、一昨年までのように満９０歳を

対象とする社会貢献表彰を復活させていただくことについて、町長の考えを伺います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 ただいま議員から今年の表彰式、第５８回の表彰式、２月１８日に行われてるん 

ですが、表彰者につきましては２２名１団体ということで表彰者を決定しておりますが、そのなかで

も出席いただいた方は、舞台に上がられた方は５名しかおらなかったという話がありました。近年そ

のような傾向はずっと続いておりますが、まず質問にお答えをする前に、表彰式の今までの経過につ

いてお話をさせていただきたいと思います。昭和４１年ですね、まぁ半世紀以上前ですけども、政治、

経済、文化、社会、その他各般にわたり町勢振興に寄与し、また衆人の、衆人っていうのは大勢の人

っていう衆人でございますが、その模範となる行為があったもの、団体を表彰するということを目的

に表彰条例が作られております。以後、毎年前年の１２月に町議会議長をはじめ、学識経験者の皆様

など６名の方に委嘱をし、表彰審議会を開催し候補者の選考を行って、先ほど申し上げましたとおり

２２名１団体、今年もこの方の候補者を決定しております。 

 昭和５６年からは年齢９０歳以上で在町５０年以上の方を対象として在町する方も功労賞というこ

とで表彰に加わっております。また昭和６２年からは白寿を迎えられる９９歳の方も社会貢献賞の要

件に加え、表彰者の選考を行ってきております。 

 令和４年度には要件を見直して、白寿を迎える方に表彰を行うこととしておりますが、先ほど議員

がお話のありました９０歳の方はこの表彰から外れることとなっております。また、表彰者を表彰す

るための表彰式でございますが、先ほどの５６年前の状況でいきますと、当初は公職者新年交礼会、

新年に行われる公職者の集まりの場で表彰しておりましたが、平成１６年新年交礼会の廃止に伴って

町民憲章推進大会、例年２月に行われております町民憲章推進大会の終了後表彰式を行い、そこにお

集まりの町民の皆様でお祝いをすると。多くの皆様に集まっていただいたなかで表彰式を行うという



 107 

形に変更がなされております。 

 さて、お話の９０歳の方に対する表彰の要件の復活の考えはどうだろうというお話でありましたが、

近年生活様式の変化や医療の進歩、高齢化により、長生きで元気に生活されるお年寄りが年々増えて

おります。また、保険医療制度では７５歳以上の方を後期高齢者と位置づけておりますが、現在７５

歳以上の方でも元気でパークゴルフやゲートボール、そして現役で働いてる方も多く見受けられます。

そのような方々は豊富な識見により、まぁ第一線で活躍されることがこの過疎のまちでは必要なのか

もしれません。 

 表彰者の要件に９０歳以上が加えられた昭和５６年度の平均寿命は、男性で７４、女性で７９であ

りました。今や日本の平均寿命は男性で８１、女性で８７。４０年で大きく延び、今では９０歳を超

える人の割合は男性では４人に１人、女性では２人に１人が９０歳を超えるような状況となっており

ます。 

 このようななかで、本町でも令和２年の９０歳の表彰者が２２名、令和３年の表彰者が２８名と、

この９０歳表彰の方が年々増加傾向にあることと、毎年地域で開催されております健康と長寿を祝う

集いにおいて８０歳と９０歳のお祝いを実施していることから、表彰式での表彰の必要について２年

間にわたり町内部、そして表彰審議会のなかでも議論をしてまいりました。本町としては他にもお祝

いの場があること、また近隣の表彰の状況、これは近隣町村ではこの長寿を、この功労者ということ

で表彰する町は近隣では全くありません。そのようなことも加味しながら表彰条例に基づく表彰の要

件を白寿に一本化することとし、令和４年３月の議会において議員の皆様に提案し可決をいただいた

ところでございます。 

 改正からまだ２年です。現在まだ改正するとまぁ今議員からは復活した方がいいんではないかとい

うお話ではありましたが、今の段階ではすぐ変えるという考え方はありませんが、今後です、社会の

大きな変化や先ほどの表彰者の対象を含めてですね、もう見直しが必要だという段階になればですね、

表彰のあり方自体、その時々でこれは改正が必要だと、必要性があれば見直しを図っていきたいと思

いますが、今すぐに９０歳の方の復活ということは考えておりません。 

 また、議員最後、前段でもお話がありましたが、消防団員の表彰につきましても日ごろ忙しい仕事

の傍ら本町の防災、消防団活動に尽力いただいております。表彰者、まぁ今回も勤続表彰、公職者の

勤続表彰が消防団員だけの表彰ではありませんが、すべてが消防団員ということでありましたが、こ

れ２０年規定でありますが、ほかの公職で２０年なかなかお務めいただく方は少ないなかで、団員の

皆さんは長くお務めいただいて表彰者になる方が多いんでございますが、その皆さんのご労苦に対し、

ある意味町民全体で感謝をする良い機会だと思いますが、やはり仕事だとか、いろんな用事が優先さ

れることもあります。出席を強制することもできませんので、欠席の方は仕方ないなと思っておりま

すし、まぁ勤続表彰に限らず、この表彰式は終わったあと、今年も私あのできる限りですね、職場や

それからご自宅、施設の方を回って、表彰状と記念品をお渡しさせていただいております。そんなな

かで、どうもありがとうとおっしゃられる方もおりますし、これからもよろしくお願いしますという

言葉を添えてですね、お渡ししてきております。 

 まあ、議員からは、議員は消防団の本部長というお立場もあって、ぜひ多くの方が参加いただける

ように呼びかけていただければと思いますが、消防団は出初式でも同じような表彰がその席上される



 108 

ものでありますので、団員の方も遠慮されてる方もおられるのかもしれませんので、まぁお声かけい

ただければと思います。結論から言えばですね、９０歳の復活については今のところ私は見直しは図

らないというお答えしかありません。以上でございます。 

○岩藤議長 ２番。 

○２番 前田議員〔一般質問席〕 答弁ありがとうございます。町長が触れていただきましたけれども、 

私もこの質問を用意するにあたりまして、他町の表彰条例なども調べてみましたが、やはり置戸のよ

うなその長年置戸に住まわれて、置戸のために尽くされた方の、ある一定の年齢になられた方に対し

ての表彰というのは他町では見つけられませんでした、私も。それはやはり置戸町の素晴らしさの一

つであると私は考えております。そして、そんななかでその同じ表彰式のなかだったんですが、あの

今回の町民憲章大会で講師を務められた北星学園大学畑准教授の講演の冒頭のなかで、あの町民アン

ケートの結果を引用されまして、置戸町民にとって置戸町に愛着があるという答えが８０パーセント、

それから置戸町に住み続けたいっていう回答が７０パーセント、これもまたあの置戸町民の気持ちの

表れではなかろうか。やっぱりそこには町民の置戸愛があるのではないのかなというふうに私も考え

ております。 

 そんな点からも、あの先ほど申し上げました、長年置戸町に住まわれた方への感謝を込めての表彰

っていうのは意義があるもんなんだと私は思います。同じ今回の表彰式のなかで９９歳でお祝いを受

けられた方がお一人参加されました。家族に付き添われて車椅子で参加していただきました。大変あ

りがたいことだと思います。でもあの、先ほど町長から皆さん平均寿命が延びて、なかなかその９０

歳ではとのお答えもありました。私も平均寿命調べてみますと町長と同じ答えを探してまいりました

が、しかしながら平均寿命を少し超えた９０歳というところで一つの区切りとして感謝の意を町から

示されるということにもまた一つの意義があって、９９歳になったとき、果たしてどれだけの町民が

栄えある表彰をあの場に来て受けることができるのだろうかという考えも私はあるのも事実でありま

す。それはどちらが正しいかどちらが間違ってるかという問題ではないのかもしれませんが、私はそ

ういう点からぜひともという思いがありましたので、もう一度町長に考えがございましたらお話を伺

いたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 議員がおっしゃられる気持ちも最もだと思います。あの１００周年のときに先人 

の苦労に感謝をし、そしてこの町があるからこそ、その高齢の方も本町に愛着を持って、そして住み

続けたいという思いが強いのかもしれません。まぁ先ほどあの平均寿命が延びて時代の趨勢でこうい

うことにしましたということもお話させていただいたんですが、一方でですね、各地区での敬老会で

昨日の質問にもあって、中央公民館での敬老会の出席率は２５パーセントぐらいしか上がってないん

だということもありましたが、各地区の健康と長寿を祝う集い、今年初めて全部参加させていただい

たんですけども、各地区ではですね、この８０歳の方も含めてですね、９０歳の方それぞれまぁ記念

品を用意されたり、地域の方々でお祝いをしてる姿を見ると、それも一つの地域の感謝でないかなと

いうふうに思ってますし、中央公民館のあの舞台に今年来られたお一人の９９歳の方も私も知り合い

だったんですけども、分かりますかって言ったらうんとは頷いてくれたんですけども、どうかなって

いうことでした。それから介助をしながらお連れいただいた家族の方も大変そうだったなというのも
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ありましたし、一方でですね、先ほど後段申し上げましたとおり、あの高齢者、白寿の方９名のうち

８名欠席だったので、施設だとか、特別養護老人ホームだとか、それからご自宅、ご自宅にもおられ

ないで入院されてる方もおられたようなんですけども、伺ったらあの本当に喜んでくれて賞状を持っ

て写真を撮るかいっていう人もいましたし、それで逆にあまりの元気でこっちが元気をもらうような

高齢者もいました。そして嬉しそうにしてる姿を見たら、こういう表彰も大事なのかなと思いました

が、まぁ多くの方が９０歳はもう通過点になっていくんだと思います。９９歳を目指して、９９歳で

終わりってわけじゃないですけども、あの１００歳を超える方も本町１０数人おったんですけども、

近年急激に１００歳を超えた方が亡くなっていまして、１００歳を超える方には毎年ですね、私町長

に就任してから１００歳を超えるときに花をお配りをして、コロナでちょっと伺っては困りますって、

自宅の方に来てもらってもちょっとあの感染されても困るんだということで中断したこともあったん

ですけども、そのあとおめでとうカードを作って一人一人私あの縁起のいい言葉を書いて送らさせて

いただいて、そしてご家族の方からばあちゃん、じいちゃん喜んでたからってお話もいただきました。

こういうコミュニケーションはですね、町長だから嬉しいってこともあるのかもしれませんが、地域

の方や家族の方、そして近所の方にお祝いされるのも一つの表彰って言ったらおかしいんですけども、

お祝いになるんだろうなと思いますので、今回復活をというお話なんですけども、当分はこの状況か

ら見てですね、改正っていうのはほかの表彰の内容も含めてですね、見直す段階で審議をしてみたい

と思いますが、表彰審議会の皆さんとも議員の皆様と、変えるときには表彰条例の改正案を出すこと

になりますので、その前にはお諮りをしていきたいと思います。 

○岩藤議長 ２番。 

○２番 前田議員〔一般質問席〕 町長の方から勤続表彰のことに絡みまして、消防団のことも触れて 

いただきました。私は消防としては、町の表彰としては演習のときに１０年勤続、２０年勤続、３０

年勤続、消防の演習会場で町長の前に整列して記章を手渡していただいてるっていう一つの節目とし

てのセレモニーと言いますか、そういう行事がございます。で、僕は団員に、それは１０年、２０年、

３０年ですが、町の表彰式は２０年にならないと功績を認めてくれないのだということでは、やはり

町表彰式の重みは値があるのだと私は常日頃感じてるところであります。 

 町長の満９０歳の表彰復活は現時点では考えておられないというご返事ですけども、私は先ほど申

し上げたような理由でぜひともという考えはこれはどちらが、私がだからといって、じゃあ考えを変

えるかといったらやはり常にそういうことをやってほしいというつもりでおりますので、また何かの

機会がありましたら、議会のない、本会議のなかでないときでも町長と話し合える機会がありました

ら一つお話を聞いていただきたいと思っております。 

 これで質問を終わります。ありがとうございます。  

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。 

  午前１０時５５分から再開します。 

                          

休憩 １０時３６分 

再開 １０時５５分 
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○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  一般質問を続けます。 

  ４番 石村吉博議員。 

○４番 石村議員〔一般質問席〕 それでは通告にしたがいまして質問させていただきます。私からは 

浄化槽の設置補助金の導入についてということで町長に質問させていただきます。 

 現在、置戸町には住宅用の浄化槽を設置する際の補助金は存在いたしますが、店舗や事務所などに

は対応しておらず、現在の状況ではあまり利便性がないと感じています。町内中心部や各地域の中心

部では下水管が通っていますが、秋田地区や勝山、境野各郊外では浄化槽の設置は必須で維持管理費

もかかるなか負担も大きいです。制度制定時に比べ、現在では一般家庭での水洗化も進んでおり、今

の制度は約２０年前以上のもので、古い制度は時代に合わせてアップデートしていくべきだと思いま

す。移住定住者の確保、地域おこし協力隊の受け入れ、これから置戸町でさまざまな形で新しいこと

にチャレンジしていく方々を応援する意味でも補助金制度の見直しは必要かと思いますが、いかがで

しょうか。町長にお伺いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 ただいま浄化槽の設置補助金制度の見直しについてのご質問でございました。先 

ほど２０年以上経った制度なのでアップデートした方がいいのではないかという話ですが、ちょっと

振り返ってみますと、本町では平成１４年度から住宅施設の合併浄化槽の普及促進を図り、家庭から

出るし尿や生活雑排水による公共水域の汚濁防止と生活環境の保全並びに公衆衛生の向上のために

この制度を発足しております。 

 この補助金制度ですが、対象者は町内の住宅施設で下水道普及及び農業集落排水処理区域外の地域

の方々、１０人槽で合併処理浄化槽を設置する方に対して交付するもので、補助金の算定といたしま

しては、建設整備費用の７０パーセント以内で限度額がそれぞれ５人槽で９４万円、７人槽で１１５

万円、１０人槽で１５０万円が限度額となっております。もちろん併用住宅までは対応しております

が、店舗や事務所などの対象は行っておりません。これは議員のご指摘のとおりでございます。また、

この事業は国からの補助を受けて実施しているもので、条件などは国の制度にのっとって設定してい

るところであります。 

 議員から制度の見直しについて言及がありました。新たに事業を起こすような方々もどうだろうか

ということで質問がありましたが、本町では空き店舗などを改修して新規で商工業を起業する方につ

きましての浄化槽を含む店舗改修費用を２分の１、５００万円を上限とした未来の企業補助金制度が

あり、また、令和４年からは寄附金を原資に置戸町元気だすべぇ事業により起業応援金として１００

万円を支給し、町内で起業する方に対して後押しをしている状況であります。それを活用していただ

くのが今の現状ということになっております。その分改修費が減るだろうということはあるんでしょ

うけども、これを色分けをしているところでございます。また、これまで個人住宅以外で合併処理浄

化槽を設置している方は１４年度の設置補助制度以降３槽が設置されております。町内でも農業の法

人であったりとか、それから森林組合の工場の休憩所ですか、そのようなところが設置されておりま

すが、それ以外には承知をしておりません。相談についても、今までも補助対象でなかったというこ

ともあって相談がなかったのかもしれませんが、具体的な相談はなかったというふうに担当の方では
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確認をしております。 

 私はそれとは別に、一方で先ほども触れましたが、移住される方や、それから新規に置戸で働きた

いという方の住宅環境、移住環境がなかなか整備されてないということが話題になっているというこ

とに対しまして、水洗トイレは都市から来る方にとってはもう必須の条件ということで、地域協力隊

員からも進言をいただいております。下水道が入っていない地域の未整備の住宅等の整備を含めてで

すね、空き家の活用をするためにも、この下水道の整備、浄化槽の整備促進は必要ではないかという

ふうに考えておりますので、企業として事務所やそういう店舗だとかでエリアから外れたところの見

直しと合わせてですね、その普及されてない下水道地域での町有住宅だとか、施設だとか、そういう

ものも含めてですね、見直すことが必要ではないかというふうに私も考えておりますので、今見直し

を約束するわけではありませんが、全体を見渡してこの浄化槽の設置については再度アップデートと

言いますか、２０数年経っておりますので見直しも必要ではないかというふうに認識を持っていると

ころでございます。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 石村議員〔一般質問席〕 平成１４年からのそのご相談も事業所やその他からの相談もあまり 

なかったという話もありましたが、令和５年置戸町一般会計補正予算が先日会議のなかでありました

が、合併処理水、合併処理浄化槽設置整備補助金はだいたい４００万円ショートしており、もちろん

そのときの決算状況はしっかり的確に行われていたとは思うんですけども、その分ショートしてる分

町民の需要があるのに使えなかったっていうのはちょっともったいないかと思います。住宅が建たな

かったからその分ちょっとショートしたと話は伺ったんですけども、その分使いたかったって人もい

たのにそこがちょっと浮いてしまったっていうのはちょっともったいなかったと思うんですけども、

そういったことも含めてやっぱり需要はあることは間違いないと思いますので、そのあたり含めても

う１回町長の考えをちょっと聞かせてほしいんですけれども。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 住宅における浄化槽の設置については、先ほど言われたように補正予算でショー 

トというよりも、まぁ予算は余ったので補正で減額するということになりました。議員のご質問の企

業で店を開いたり、それから事業所でやるにも拡大をしたらどうかという質問とはまた別の質問とい

うことですかね。 

 今の制度でいきますと、これは住宅にしか対象にならない制度なものですから、それについてはこ

れから見直しを考えていかなければならないかなというふうにお答えをさせていただいたんですが、

それ以外でですね、大きく補正予算で落ちる結果の部分につきましては、いろんな今回もこのように

過大に残ってしまったことはどうなんだということは、やはり住宅の需要は先ほども議員が言われた

ように農村部での住宅建設、そして住宅の改修で浄化槽の設置をしたいという要望はあるように思っ

ておりますので、新年度予算でもその予算については計上しておりますが、大幅に余してしまったと

いうのは、やはりあの時期が間に合わなかっただとか、それから補助の指令が、国の補助が整わなか

ったなどの理由によって、その当該年度で実施ができなかったという事例もあったというふうに担当

からお聞きしております。 

○岩藤議長 ４番。 
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○４番 石村議員〔一般質問席〕 すいません。先ほどちょっと聞き方が悪くて、僕の方の聞いた話で 

何件かその事業所とかから浄化槽が設置したいけど置戸町は対応してないという話も聞いてたりとか

あったんで、他町の状況とかも調べると、そういうとこにも対応してる町や市もありますので、今後

ぜひそういった声も聞きながら見直しをしていっていただきたいと思います。 

 合併処理浄化槽、最新のものですとゼロカーボンの観点からも効果があるなどと国からも報告など

もあったり、置戸町も今ゼロカーボンシティを目指してるなかでは必要不可欠になってくると思いま

す。この浄化槽は環境のためにも必要不可欠なもので、このまちの緑と清流のまち置戸という目標を

いつまでも守っていくために、早期に対応いただけるようお願いして、私からの質問を終わります。

よろしくお願いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 すいません、十分理解してなかったものですから、ほかの町村の状況を見れば事 

業所の浄化槽についても補助を出してる町がありますよという話で私も調べました。管内１７町村の

うち、店舗も該当するのは半分、９町村がそれも補助対象にしてますよという町があります。で、そ

この町々でこれはあの設置者はその店舗を改修する個人、それから法人がやる場合と町村が設置をし

て、下水道料として徴収する方法と２つあるようです。本町は個人が設置するものに補助を出して、

管理は全部お願いするという方法でありましたので、それぞれメリット、デメリットがあると思いま

すが、全般的に先ほど環境問題やゼロカーボンや、そして移住や、いろんな観点でこの住環境ってい

うのは大きな要素でありますので、見直しを図って環境の向上に資するようなことができればなと思

いますし、それによって新しい起業ができたり移住をしたり、労働者が入ってくるような町にしてい

きたいというふうに思っております。 

○岩藤議長 次に６番 山田耕平議員。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 それでは通告にしたがいまして、町長に質問をさせていただきます。 

まず１件目ですが、町内の野良猫に対する生育環境及び増加傾向にある件についてです。 

 置戸町内における野良猫の数が、私が個人的に見る限りでも少しずつ増えてきてるのかなという認

識があり、毎日のようにちょっと猫を見るような状況にあります。まず猫の生態として、猫というの

は１年にだいたい２回から４回の発情期を迎え、平均４匹から８匹ぐらいの子猫を出産するといわれ

ております。置戸町は夏が暑く、冬の寒さが厳しい環境でございますので、猫の平均寿命は大体３歳

から５歳ぐらいではないかといわれており、環境の厳しさや交通事故などによる要因が大きいと思わ

れます。 

 この猫に関しては、町民のなかでも賛否両論あると思います。例えば猫がかわいいという人もいれ

ば、いや、見るのも嫌なんだという人もいると思います。そのなかで実際に置戸町内に暮らしている

猫に関して、やはり置戸町で何らかの保護をしていく必要があるのではないかと私は考えます。そこ

で必要なのがメス猫の去勢手術です。先ほど申し上げたとおり、猫は複数回の発情期を迎え、そのた

びに複数の子猫を出産します。あぁ去勢じゃないですね、避妊ですね、避妊手術です。その状況を防

ぐには、野良猫のなかでもメス猫を保護し、避妊手術を行っていくことが必要であり、今この運動の

なかで避妊手術を行ってその地域に返すというＴＮＲ運動というものが各地で行われてます。ＴＮＲ

運動とはＴ、トラップですね、捕獲してＮ、ニューター不妊去勢手術をして、そしてＲ、リターン元
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の場所に返す運動ということの略になっております。このまま放置していくと、そのまま野良猫は増

え続けることになってしまいますが、町長にお伺いしたいのは置戸町としてメス猫に対しての避妊手

術の費用補助などを今後行っていくような予定があるのかどうかということをまずお伺いしたいと思

います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 町内の野良猫に対する生育環境等についてのご質問であります。昨年１１月の末 

に行われた女性交流会でＮＰＯ法人ニャン友ねっとわーく北海道の勝田代表をお迎えして講演会が

開かれました。私も興味を持って参加させていただいて、大変参考にさせていただいております。あ

のいい話をお聞きしたなと思ってますが、新聞報道では多くの町や地域で飼育崩壊だとか、多頭飼育

による苦情なども報道されるようになっておりました。福祉行政とも連携を必要とし、１人ではなく

ネットワークを活用した猫の保護活動を勝田さんも紹介されてたと思います。 

 置戸町でもここ数年、車庫での糞尿、出産など、そして餌付けに対する近隣トラブルなども役場に

寄せられております。私も以前担当してですね、町営住宅で猫がたくさんいるということで、捕獲と

は言えないんですけども保護をしに行って、そして猫を飼いたいっていう人を見つけ、ちょうどおり

ましたので、その方にお渡しするということもやったことがあって、これは保護捕獲っていうのもこ

れは大変だなという、なかなか捕まらないっていうことも経験しました。それでも議員おっしゃるよ

うに、猫の妊娠期間っていうのは３か月と言われてるので、昔は春と秋の発情期間が２、３回ではな

いかって言ったら、今、年間４回ぐらいは産むんでないかっていうようなお話もあって、増加する要

素としては多いんだろうと思いますし、一方で厳寒の地域でありますので、冬を越すのがなかなか大

変だということで、頭数については議員は先ほど増加傾向にあるんではないかというお話もありまし

たが、把握はしておりませんが、私も野良猫を町の各地で見ることがあります。犬であれば狂犬病予

防法により捕獲することは可能ですが、野良猫は動物愛護法により捕獲っていうことはできないとい

うことになっておって、私もその当時担当として捕獲はだめで、そしたらどうすればいいんですかと

いうことで保健所に聞きますと、保護はいいんですということで、事実上の捕獲なんですけども、そ

ういうまぁややこやしいことなんだなと思いながらも、なんとか解決しようというふうに模索したと

ころもあります。 

 本町では野良猫の増加予防対策として、町内の方にはですね、餌を与えないでくださいと、まぁそ

の苦情があった町内でチラシを配ったり、広報でもお願いしたこともありますし、移動町長室でもそ

んなお話をしたことも記憶にあります。ですが、現実には動物をかわいそうだと思う方々がいてもこ

れは仕方がなくて、先ほども言った現場にも猫がいっぱいいるんだっていう、周りを見渡すとお皿に

きっとこれは猫への餌をあげてた方が近所にいるんだなっていうことも見えました、現実には。なん

ぼチラシを配って餌をやらないでくださいって言っても、やはり生き物を大切にしなきゃっていう思

いはある人も優しい方もおられて、やはりなかなか一元的に禁止ということにならないことも現実だ

と思ってます。 

 先ほど議員も言われましたＴＮＲ活動につきましては、ボランティアさんの力を借りてやってると

ころが多いようです。野良猫を保護・捕獲し、不妊去勢手術を行い、元の場所でまた戻して地域猫と

して繁殖制限をして個体数を減らしていくという、調整をしていくということであると思います。ま
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た、地域猫とはＴＮＲ活動のあとに地域ボランティアや住民が主体となって餌やトイレの始末、近所

から苦情の出ないような一定のルールで管理されている猫を言っているようでございます。もちろん

殺処分による解決策ということはやらないことが法律上でも明記されていますが、現実には保健所に

捨てられた猫であれば持って行くと処分ということも以前は行われていたのは現実であります。 

 近年は動物愛護意識の高まりから、北海道でも全道で４施設の動物愛護管理センターの開設が計画

されております。この本町を含む道北エリアとしては北見市にも建設される予定となっており、この

センターの役割としては保健所などが保護した犬や猫の管理及び譲渡を行って殺処分をしないよう

に進めるというものでございます。本町には現在動物愛護団体はございませんが、個人ボランティア

の方々が野良猫を保護し、不妊手術で自費で行ったという事例もお聞きしております。 

 令和６年度予算についてはそれらの予算計上はありませんが、このボランティアの方々が団体を組

織するというお話も伺っており、何か活用策はないかということで原課の方でも置戸町元気なまちづ

くり活動支援補助金というものを活用して、町といたしましては早急な対応が必要とあれば、このよ

うな方法もできるんではないかということも検討しているところでございます。 

 この野良猫の問題っていうことでいけばあれなんですけども、この勝田さんと講演のあと聞きまし

たら、他人ごとの話じゃないんですと、置戸からも私の団体の方に相談が寄せられてるんですよとい

う話も聞いて、本当に私が思ってる以上に、私は猫が嫌い、何とかしてほしい、そしてかわいそうだ

という猫と、それから増加傾向にある猫、どうすればいいんだということで、少なからず住民の方が

悩んでいるという状況もお聞きしてますので、何とか解決策を見出していくためにも、先ほど後段で

も言いましたけども、元気なまちづくり活動支援事業、これは１年目は１００パーセント補助ででき

ることになってますので、しかしながらこの捕獲作業っていうのは本当に大変で、その地域のどこを

その猫が通るかどうかも含めて地域の方々の協力が至って重要な要素となりますので、そんなことも

含めてですね、ボランティアさんと結成できるようなお話も聞いておりますので、その方々と連携し

ながら解決策を見出していけたらなというふうに思っております。 

 あの不妊の手術につきましてはメスだけやればいいということでもないようでございます。オスも

去勢をした方がやはりあの落ち着くって言ったらおかしいんですけど、悪さをしなくなるというよう

な事例もあるようですので、オス、メスそれぞれ不妊手術をして、耳をカットして、また戻すという

ようなＴＮＲ活動が行われているようですので、そのようなことも参考にしながら、本町の野良猫対

策を一歩前へ進めていけたらなというふうに思っております。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 町長、今の元気なまちづくり補助金を活用しての支援というお言葉 

ありがとうございます。そのなかで町長からの答弁のなかで、町内で餌を与えないように過去にチラ

シを配ったりしたという事例があるというそうなんですが、実は私もいろいろ調べていくなかで、実

は野良猫に餌を与えなければ逆に人間に対して、生活環境に対していろいろな被害を与える結果にな

るということが行われてます。例えば大阪市、こちらはですね、この地域猫を町猫と呼んで各地域で

育てていくという方式を取っているそうで、不妊治療に対して１匹に対して２，５００円。こちらの

負担を地域側が行い、その猫に適切に餌を与えて餌場の清掃やトイレの設置などを行い管理をすると。

で、実は猫というのは餌を与えないからといって餓死をする生き物ではない。逆に飢餓状態になると
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周りの猫と喧嘩したり、ごみを漁ったりという悪さをする要因になるということで、こちらをしっか

りとその町として見ていかなければいけないというのが、この大阪市の考えであるそうです。 

 で、先ほど町長からもあったように耳をカットして地域に戻す。こちら桜の花びら、猫の耳の形を

カットすると桜の花びらのような形なので、桜猫として不妊治療を行った証として地域に戻す活動と

いうのが全国で行われてます。我が町もこのような地域猫活動に対してそのボランティアだけではな

く、町としての理解度をしっかりと深め、また町民がこの活動に対してしっかりと賛同してくれるよ

うに制度を作るような必要があるのかと思いますが、町長はどのようにお考えでしょうか、お願いし

ます。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 その餌を与えないことが解決策にはつながらないよっていう話は承りました。な 

るほどなと思いました。議員も先ほど質問のなかで言われたように、猫が嫌いだっていう方も少なか

らずその地域にはいて、先ほど地域の皆さんの理解がなければ去勢をしても嫌な人は嫌だと、いつで

も言うことにはなるんだろうなと思います。その意味でも、やはりこういうことを公にして進めた方

が理解を得られるんではないかというお話だと思いますが、先ほど保護の関係も、それからそのあと

の管理の関係ですね、餌場だとか、それから糞場だとか、そのことも含めてですね、町がすべてをや

ることにはきっとならないと思います。それはやはり地域の方々の町内会の理解だとか、そして町内

会のなかでもその猫が嫌いだけど悪さをしない猫になったんだよっていうことを理解してもらうとい

うことを、やはりそういう方法が確立できればですね、町の方でも広報をしながらやる必要があるん

だろうと思います。あの好きな人だけがやってるんでしょうだけでは、その嫌いな人からとってその

人は嫌悪の対象になってしまうので、そのようなことも重要なんだなということ改めて感じましたの

で、まぁそこら辺も含めて予算計上はしておりませんが、担当課の方でこういうことをやればまぁこ

ういう活用して去勢については進めれるんではないだろうかというところまでは内部では話ができて

いますので、そのあとのこともいろいろ検討していくことは必要なんだろうなというふうに認識して

おります。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 ぜひしっかりと役場庁内での検討を行っていただき、野良猫に対し 

て、そのやはり嫌いな方にも理解してもらえるような制度をお願いしたいと思います。 

 実は先月も雄武町においてですね、野良猫が増えすぎてしまったという相談が北見市のボランティ

ア団体の方に相談があり、そのなかで４３匹の猫に対して避妊去勢手術を行ったという報道がありま

した。雄武町も新年度予算のなかで野良猫の去勢や避妊に対しての助成や補助を行っていくというの

も新聞報道等でありました。したがいまして、置戸町もこれから補助を行っていくということ、この

ボランティアに対しての補助、あとその条例というか、町民に対しての周知徹底も行って検討してい

ただくということですので、町民にとっても、猫にとっても住みやすい町づくりというのをこれから

行っていただき、しっかりと共存していけるようにみんなで協力しながら行っていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。私から猫に対しては以上ですが、町長、あと何かありますか。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 思い起こせばですね、猫は農村部には牛舎の前にいっぱいいて、それはなんて言 
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うのかな、黙認といったらおかしいんですけれども、やむを得ないことだというふうに農村部ではそ

んなふうにいる猫もいます。住宅密集地になるとやはり苦情が大きくなってきてるので、やはりいろ

んな人がいろんな考え方を持ってるのがこれは世の常で、どうやって共通の理解というか、許容でき

るかというなかで、みんなで助け合って生きていくっていうのが大事なことだというふうに思ってま

すので、役場はここまでということじゃなくて、一緒に町の人でそういう志のある方々と共同でなん

とか解決策を図っていくことが大事なんだなというふうに私も思っておりますので、進め方について

はいろいろあろうかと思います。あの先ほど言ったように雄武町のように補助金の予算をつけてやる

町もありますし、今年は先ほど担当課が発案をしております元気なまちづくり活動支援事業というこ

とで、主体を住民の方のサークルさん、団体さんに主体を置いて、一緒に役場と協力しながら進めて

いきましょうというやり方もありますので、それでもまだまだ課題が出てくればですね、次の話を議

会にも諮らなければならないような予算措置だとか、そのようなこともあるかもしれませんが、その

ときは協議をしてまいりたいと思います。 

○岩藤議長 ６番。  

○６番 山田議員〔一般質問席〕 はい、それでは一般質問の２問目の方、ＯＧＦの活動と３回目の実 

施について、町長に一般質問したいと思います。 

 ＯＧＦ、ＯＫＥＴＯ ＧＲＥＥＮ ＦＥＳＴＩＶＡＬは、もともと置戸町開町１００周年記念事業

として２０１５年に第１回目が開催され、さまざまな苦労を重ねながらも実施することができました。

そのときのコンセプトとして、ことづくりは人づくりという信念をもとに動き、自分たちの子どもた

ちに向けて、親父たちはこんなすごいことをこの置戸町でやったんだなということを思ってもらいた

いという思いを持って実行委員たちで活動してきました。実際にそのときにも開催に向けて懐疑的な

意見や否定的な意見を述べる人たちもおりましたが、結果として「小さな町の大きな冒険」とポスタ

ーに銘を打ったＯＧＦは、当時の置戸町の人口を超える４，０００人近い集客を集め大成功で終わら

せることができました。 

 その３年後に２０１８年「小さな町の大きな冒険、再び」と銘打って実施に向けて活動を開始しま

した。で、この町の人たちの気持ちの温度を少し上げて置戸を再始動させるエンジンとなることを目

標に掲げて活動しました。結果としてイベント自体は老若男女すべての町民が楽しめる新しい形のフ

ェスを実現するという思いを持って動き出したのですが、当日朝からの雨の影響やアーティストにか

かる移動費の経費負担等が重くのしかかり、イベント自体は成功に終わったのですが、経費を精査し

た結果４３０万円という赤字を発生させてしまいました。 

 そこから５年間でたくさんの方々の協力を得ながら白花豆栽培を行い、白花豆栽培プロジェクト、

借金返済プロジェクトとして行い、ようやく先日全額借金を返済することができました。そして先日

ＯＧＦ実行委員会を再度開催し、２０２５年にＯＧＦサードとして実施したいという意向が実行委員

から示されました。 

 実は町長には４年前の町長選挙のときに質問状を提出させていただきました。そのときの回答とし

て、１回目は町内の子どもたちを無料招待するなどし、置戸ってすごいと思わせるなど、町内外に置

戸町の魅力を発信することができた熱気あふれる大成功のイベントだったと。そして２回目の開催に

関しても若い人の持つエネルギーの大きさに感心した。あいにくの悪天候もあり、予想を下回る入場
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者等でマイナス収支となったが、返済のための白花豆プロジェクトを立ち上げ、町への返済をするこ

とでメンバー同士の大きな絆となり、次を目指す姿は多くの人々の共感を得て次へつながることと思

うという回答をいただいております。 

 そこで伺いたいのですが、町長はこのＯＧＦに対して今もどのようなお考えをお持ちなのか。そし

て３回目を実施するにあたり、置戸町としてどこまで開催に向けて動いていただけるのかということ

をお聞きします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 ＯＧＦの活動と３回目の実施についてということでのご質問でございます。 

 山田議員もＯＧＦの中核のメンバーということで承知しておりましたし、いろんなあのお話も先ほ

どさせていただいたと思っております。あの皆さんご承知のとおり振り返りになりますが、ＯＧＦは

置戸町開町１００年の大きなイベントとして２０１７年７月１５日に開催をされました。当時置戸町

に住む２０代、３０代の若者が中心となって町内外を巻き込んだ大きな音楽イベントとして、本当に

できるのかという思いのなかでも作り上げていくことが大事だということで、先ほど山田議員がこと

づくりは人づくりだという志を持ってですね、多くの皆さんに受け入れられて大成功したというふう

に思ってますし、先ほど４年前に私に公開での質問状があったときの考えと全く同じでございます。 

 当時、あの先ほど４，０００人の方々が来場したというお話で、当初の願いでもありましたその一

つには、この町に住む次の世代の子どもたちが置戸ってすごいやと、置戸で生まれてよかったなとい

うことが、こんな町でこんなことができるんだという希望みたいなものも子どもたちにも伝わったん

だろうというふうに思っております。 

 その３年後、３０年にセカンドをやるということで道東唯一の野外イベント、これはあの第１回に

も参加をしたり、来場された方がぜひというお話もあったんだと思います。親子３世代で音・食・遊

びを楽しめる音楽フェスということを銘打って第２回のＯＧＦが７月１日に開催をされたところでご

ざいます。まぁ先ほど山田議員もおっしゃいましたが、その当日は雨が降るような悪天候で、入場者

数は思いのほか集まらなかったということで、結果ですね、まぁそれ以外の理由もあったのかもしれ

ませんが、収支の内容といたしましては４３０万円、まぁどうしても足りないと、赤字になったとい

うことで、まぁそのときには私も担当ではありませんでしたが、庁内のなかでは４３０万円どうすべ

きかということで議論がなされていたことを記憶に残っております。町が肩代わりをして全部返済す

るべきだという意見と、それともやはり開催をした人たちのやはりあの責任において工面をすべきだ

という議論だったと思います。 

 当時結果ですね、４３０万円は町が一度無利子貸付をしてですね、まぁＯＧＦのメンバーがなんと

か年月を経て、１回では返せないけども返済をしていくということで決着をして、そのあと白花豆プ

ロジェクトということで、メンバーを中心として、そして新たな賛同者も含めてですね、町外の方も

おられたとお聞きしますが、この５年間で４３０万円、８６万円の５年ローンを十分返して、先日最

後の返済が終わったというふうに私も確認をしております。本当に困難を乗り越えた多くの人々のイ

ベントを行うこと、そしてそのあとの結果をなんとか自分たちでしたということについてはですね、

大きな責任を果たしたというふうに私は思っております。本当にご苦労様でありました。 

 先に実行委員会の役員の方、山田さんも含めてですけども、来られた際に借金も返済したし、次の
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ステップに向け今メンバーと話しているんだが、３回目をなんとかできないだろうかということで今

話し合っているんだということをお聞きしておりました。また、東京置戸会の会場にもメンバーの方、

山田議員ですけどもおいでになられて、再度開催するので故郷を離れた皆さんにも金銭面だけではな

くて応援してくださいというようなお話をされてることもお聞きしてエールを送ってる町外の、町内

を出て行ったどちらかと言えば若い人に限らずですね、高齢の方が多かったんですけど、頑張れ頑張

れと言われてる姿も見ております。 

 具体的な構想についてはまだお聞きしておりませんが、２回目の実施から５年が経過し、財源やス

タッフの確保などさまざまな課題があると思います。そして物価上昇もしております。そんななかで

３回目をやるとなると相当慎重にならざるを得ないというふうに思いますが、いずれにいたしまして

も再度の開催に向けては町民の賛同をしっかりと得るなかで、当初の目的である若い町民の力を結集

し、若い人に限らなくてもいいです、子どもたちに誇れるイベントとなるようにしっかりと準備をし

ていただきたいなと思っております。町といたしましても具体的な構想を聞いたなかで開催に向けた

どのような協力が必要なのか、支援が必要なのか考えてまいりたいと思います。 

 私もまちづくりは人づくりをテーマに町長になりました。先ほど山田さんの方からもＯＧＦもこと

づくりは人づくり、イベントをやることを通して人づくりを図るんだという思いとそうなんら変わら

ない同じ線上にあるんだと思います。困難を乗り越え、多くの人々が集ってイベントを作り上げると

いうことは大きな人づくりになるんだと私も考えておりますので、あの具体的な計画やこんな具体的

っていうか、詳細まで決まらなくてもいいんですけど、こんなことでやりたいんだというようなこと

がはっきりしてくればですね、あの十分協議しながら、そして予算が必要になれば議会の方にも諮っ

てまいりたいというふうに思っております。あの正式ではないなかでのお聞きしたなかでは、前回２

０１５年が開町１００周年でした。それであれば１１０年にやりたいんだというようなお話もお聞か

せいただいてるので、令和７年度ということになると思いますので、この６年度が固めてどう準備を

するか、やるにあたってはどうするかというようなことが具体化してくると思いますので、ぜひとも

頑張っていただきたいということでエールを送りたいと思います。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 町長、まずは開催に向けてエールを送っていただくということで非 

常にありがとうございます。そのなかで、先ほど町長からも答弁のなかで４年前の公開質問に対して、

思いは４年前と同じであるというご回答をいただきました。実は先ほどのその質問状のなかにですね、

もう１問、第３回ＯＧＦをやりたいという声にどう答えるかという問いかけも一緒にさせていただい

ております。 

 そのときに町長からは新たな置戸の歴史となるよう実行委員会組織の裾野を広げ、ぜひ実現してい

ただきたいと思っている。そしてＯＧＦに限らず、イベントを企画立案、実施することで多くの人が

つながり、その経験を通して若い皆さんが成長していくことが人づくりへの投資と考えるというお答

えをいただいております。 

 実際私が今この場、この議場のこの前に立っている今が、まさに今人づくりの実績であるのかなと

思っております。あのときにＯＧＦの実行委員として参加をしていなければ、このように、今のよう

に置戸町のことを考えて議員になろうとは思ってもなかったと正直考えます。 
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 で、さらにこのＯＧＦというイベントは近隣の市町村に与えたインパクトも非常に大きく、いまだ

にほかの市町村の人たちと交流する際に置戸を説明するときにＯＧＦを開催したと伝えるだけで「え

ー、あのＯＧＦをやったあの置戸町ね」とか、あと「３回目っていつやるの」という声を必ず聞くこ

とが多いです。それだけこの置戸町が発信したこのＯＧＦというブランドには非常に効力があるので

はないかと私は考えております。 

 しかし、ある人からはＯＧＦ事業のことを何で自分たちがやりたくてやってるのに置戸町がお金を

出すんだ、それはおかしいじゃないかという意見をいただくこともありました。もちろん実行委員会

側がこの思いというものをしっかりと伝えられていないことも原因だとは思います。しかし、私たち

ＯＧＦ実行委員は置戸町のためにＯＧＦという事業が一番この認知度低下とか、認知度のオホーツク

ＡＩ調査のオホーツク認知度が最下位であるという、この置戸町の現状を踏まえたなかでの認知度ア

ップであったり、町民の人づくりのためであったりということで、一番いい方法だと考えて実行して

まいりました。ここで町長にお伺いしたいのが、置戸町がＯＧＦを支援することになったと仮定した

際に、町長はＯＧＦの野外コンサート事業について実行委員会がやっていることを応援していくとい

うスタンスでしょうか、それとも置戸町も実行委員と一緒に取り組むことで置戸町全体の事業として

考え、ＯＧＦの認知度向上などを含む町外の魅力を発信する事業としての位置付けであると考えます

か、この辺をお伺いしたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 １００周年事業も、それから３年後のセカンドも町は補助を出しながらやってい 

ました。１００周年のときには実行委員のなかにそれぞれ職員が張り付いてＯＧＦのイベントを後押

ししたというふうにも私はとらえていますが、やはりあのどのような中身になるかは、ちょっとまだ

見ていないので分かりませんが、１１０年というはずみでそのときを目指してということであれば、

一定程度の記念事業としての取り組みということも考えられますし、そして実行委員会だけではなか

なか人が集まらないという現実もあるのかもしれませんが、その職員も仕事としてやるか、私用とし

てやるかは別にして、それについての便宜は図れるんだろうと思いますので、今ＡＩ、オホーツクＡ

Ｉの認知度が低い町で、これも一つの町のためにもなる、違う観点でもためになることではないかと

いうこと、まさにそうだと思います。 

 しかしながら、財源としてどうするかということはまたそれはあの一定程度無尽蔵に町が丸抱えで

やるということには私はならないというふうに思っています。一定のバランスを見ながらですね、ほ

かの予算と規模を比較しながらですね、支援、予算、それから人をどのように関わっていくかという

ことを検討していかなければならないと思っています。地域協力隊だとか、いろんな方々がまた新た

に入ってきています。そしていろんな宣伝活動もしていただいたり、置戸の魅力発見をしていただい

ております。そのような方も含めてですね、どのように関わっていったら可能性としてはですよ、も

しもそういう方々で手伝えるというような思いが、今度地域協力隊とのヒアリングもありますので、

そんなことも含めてですね、それであれば協力隊の活動のなかに織り込めないかとか、そんなことも

含めてですね、検討していきたいと思います。 

 しかしながら、先ほど山田議員が言ったように、ＯＧＦの人づくりのおかげで私がここにいると。

まぁそういうふうに発言がありましたが、あのまさに人が人とつながって感動してインパクトを受け
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て人は変わっていくんだと思います。この好きなことをやってるくせにっていう批判も聞いたと。そ

れで町からお金をもらってという批判もあったのかもしれませんが、その地域が良くなって、その人

が幸せになって、その地域の人が幸せになるからいい地域ができるんだと思います。それはやはり多

くの人の理解を得るということは大前提であるので、それはあの山田議員もおっしゃられたように、

まぁ皆さん伝わり方が弱かったのかもしれないという反省も自戒も込めておっしゃられましたが、そ

のところについてはやはり克服していかなければ、やはり今回、次の回をやったときにもその批判が

出てくる可能性はあります。なかなかそれを止めるということにもなりませんし、皆さん、だから町

がやったんだから文句言うなということにもなりません。批判は批判として受け止めて、そして新た

なステップへ進んでいくのがまちづくりだと思いますので、十分山田議員はご理解いただいてると思

いますし、これ以上申し上げることはありませんが、深くどこまで町が関わるんだということにつき

ましては内容を見せていただいて、これから慎重に検討していかなければならないというふうに思っ

ております。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 はい、まさにそのとおりだと思います。ただ、そのなかで冒頭で申 

し上げたとおりＯＧＦは１回目が開町１００周年記念事業として開催しました。そして２回目は社会

教育課所管の人づくり事業であったと認識しております。確かに結果的には赤字になってしまったＯ

ＧＦセカンド、こちら金銭面では失敗であったと言われることもありますが、人づくり事業としては

その後の白花豆プロジェクトも含め、大きな成功であったのではないかという意見も実行委員の耳に

は届いておりまして、実際町内外からも応援の声が上がっているということは町長の耳にも入ってる

かと思います。 

 先ほど町長からも申し上げられた東京ふるさと置戸会に私も出席したときに、置戸町出身の先輩方

から多くの応援の声をいただいてきました。そのなかで町長にもう１問お伺いしますが、３回目を開

催するにあたりですね、ＯＧＦの位置付けとして、このＯＧＦというのは産業振興課所管の観光事業

であるのか、もしくは社会教育課所管の人づくり事業であるのか、それとも開町１１０周年を迎える

２０２５年に開催することを踏まえた企画財政課所管になるような周年イベントとして見てるのか、

どれに当てはめていくべきだと町長は考えられますか、お願いします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 所管はどうあれですね、前回あの次１１０年っていうことを全く考えずにいった 

ときには前回の社会教育事業の人づくり事業ということで整理をさせていただいて、社会教育課にも

担当ということでお話をさせていただいて、今回もこういうふうにやりたいという３日前、２日前で

すか、申し入れは社会教育課の方にお話があったと思います。あの１１０年ということになって、町

の全体の１１０年事業をどうするかという議論はまだ進んでないので、そのなかでどう位置付けるか、

まだ今明確ではありませんが、私自身の考え方ということでいけばどこでもいいんだと思います。人

づくりは社会教育課だけがやるわけではないです。それから今企画の方は地域協力隊という新たな試

みをやってる所管の課でもあります。それから観光事業ということで、なんとか認知度を上げたりし

ていくということでいけば観光なのかもしれません。しかしながら、それどこが担当するからそこで

知らないっていうことには私はならないんだと思います。若い人の共通の職制でこのメンバーが集ま
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ってるわけではないバラバラです。そして先ほど申し上げましたように職制だけで役場職員が関わっ

ても、それは広がりを見ない人づくりだと思います。公私ともにですね、どうなるんだ、どうしたら

僕も手伝えるんだっていうような機運づくりが私は大きな人づくりになるんだと思いますので、まぁ

所管の課がどこになるかっていうのがふさわしいと思うかということについては、今の段階では私は

言及を避けたいと思いますし、本当に１１０年の事業としてやるのだという、１１０年に、令和７年

度に何月にやるのか分かりませんが、やるんだっていうような内容であれば、またそれも加味しなが

ら検討してまいりたいと思います。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 はい、わかりました。ではまぁ、もちろん人づくりは社会教育だけ 

ではなく、全体、置戸町全体で考えていかなければならない内容であると思います。まぁこちらに関

してこれから計画が出たりした段階でのお話になると思います。 

 あと、先ほどこの第２回ＯＧＦがまぁ金銭面での赤字をかぶってしまった。そこでやはり町長はそ

の町民に対してやはり理解を得なければいけないというありました。で、確かに以前にも町長と話さ

せてもらったときに、町の財政だけに頼るのではなく、自分たちでも資金調達策などを講じる必要が

あるのではないかと、町長から意見をいただいておりました。で、ただ今現在ＯＧＦにはクラウドフ

ァンディングをしたりとか、寄付金に対して受け入れるための財布というものが正直今ない状況でご

ざいます。そこで町長に確認したいんですが、置戸町としてこのＯＧＦに対してのＯＧＦ振興基金の

ようなものを設立する意向というか、思いはあるのか確認したいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 以前、担当とちょっと協議をきっとされた経過があって、クラウドファンディン 

グをどうにか町で、公的な基金とすれば信用度が上がるので、それの方が集めやすくなるのではない

かとか、ふるさと納税のなかに組み込めないんだろうかという検討した経過があるというふうに担当

からは聞いてますが、なかなかハードルが高いものがあって難しいんだっていうことで、それ以降ち

ょっと話を伺ってないんですけども、私は今のあの置戸町内ではなかなかやってないのかもしれませ

んが、あの工芸館の方でクラファンを今取り組んでるっていうふうに聞いてますし、まぁクラウドフ

ァンディングの内容についてはまだ制度上私は熟知してませんが、ＯＧＦのためにということでふる

さと納税をするような人がいるのであれば、ふるさと納税の受け皿としては公的なところが資金管理

をしなければならないんだろうと思います、一時的には。そのお金が実行委員会に回るか、使われ方

については一定程度明示をしながらやる必要があるんだと思いますし、そのようなことも検討するこ

ともやぶさかではないというふうに思ってます。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 山田議員〔一般質問席〕 はい、ありがとうございます。基金の設立に関しては、まぁ議会の 

承認等も必要であると思いますので、すぐにもちろん結論は出ないと思いますが、ぜひ前向きに検討

の方よろしくお願いしたいと思います。 

 はい、ではそれであのいろいろ今町長とお話させていただいたなかで、いろいろ僕たち実行委員と

しても前向きな意見を得られたという認識であります。こちら早急に実行委員会の方に報告して、い

ろいろ意見調整等行いながら開催に向けての話し合いの方を進めてまいりたいと思います。 
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 まぁもちろんこれから今の社会情勢や、そういうこともありますので、まぁ慎重に進めていくよう

に実行委員の方には進言しながら、私もバックアップ諮りながらやっていきたいと思います。ぜひこ

れからも町長含め置戸町一体となって私がやっていきたいと思ってますのでよろしくお願いします。

私の方からこれでＯＧＦに対する一般質問の方は終わらせていただきます。 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。 

  午後１時から再開します。 

                          

休憩 １１時５６分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 まず先ほどの山田議員の一般質問の答弁で、町長の答弁で訂正がありますので、発言を許可します。 

  町長。 

○深川町長〔自席〕 先ほど山田議員のＯＧＦのクラウドファンディングのくだりのなかで、私の答弁 

で間違いがありましたのでご訂正いたします。森林工芸館等でもクラウドファンディングをやってい

る例があるということでお話をしたんですけども、私勘違いしておりまして、おけとスポーツフィッ

シングを楽しむ会が数日前ＳＮＳあげて、そのなかで水生昆虫ガイドブック製作のクラウドファンデ

ィングの紹介をして、興味のある方はこのクラウドファンディングのサイトに入って協力してはいか

がですかというような案内を、私は勘違いをして工芸館というふうに申し上げましたので、全くその

工芸館でクラウドファンディングやってる事実はございませんので訂正いたします。 

○岩藤議長 それでは一般質問を続けます。  

  ３番 石井伸二議員。 

○３番 石井議員〔一般質問席〕 それでは通告にしたがいまして町長に質問をいたします。この質問 

は昨年の１２月定例会にする予定だった事項です。それでは特別養護老人ホームの存続についてとい

うことで、以降特養と略させていただきます。深川町長にとって置戸のまちからなくなってほしくな

いもの、なくしたくないものは何ですか。置戸赤十字病院であったり、置戸高校であったり、商店、

食堂とか、スタンドなどなくなると困るものは多くあると思います。 

 いま私のなかでなくなってほしくないものは特養です。約４年半在宅介護をしていた母が亡くなる

前、今までできたことができなくなり、介護度も上がり、時として２人して下の世話をするようにな

ったとき、ビジネスケアラーとして、いつまで在宅介護ができるだろうかと考えさせられました。終

の棲家として特養にお世話になろうかと思いました。そんなおり、新聞で故郷の特養閉鎖の危機とい

う記事を目にしました。人口減による入所者、待機者、それから働き手も減少して、なかなか経営が

ままならないということで、指定管理者などの撤退が増えているという内容です。２０２２年度、令

和４年度ですか、全国の特養の６２パーセントが赤字で、自治体の補助金を算入しても５１パーセン

ト赤字であったと、それが道内も同様の傾向であるという記事もありました。置戸の特養も同様であ

り、いつまで存続できるか、建て替えどころではないのではないかと心配になりました。 

 特養の状況につきましては、今定例会の補正予算での質疑資料等である程度年間の状況は分かりま
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すが、あえて現在、今現在の特養の状況、それから存続、定期的に伺っている建て替えについての考

えを伺います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 昨日も補正予算の提案のなかで種々のご議論があって、後ほど述べますが、特別 

養護老人ホームの存続についてということで石井議員から自分の経験も踏まえてのご発言だったと思

います。本当に介護をしていくということは、家族で大変な思いをして、今は核家族化が進むなかで、

そして介護する人が近くにいないという方が全国にたくさんおられます。そんななかでこの施設型の

福祉は、やはりなくてはならないものの一つだと思います。 

 私はどちらかと言えば欲張りなのかもしれません。町長に就任してから勝山の郵便局がなくなるか

もしれないと言えば、何か方法がないかということでなくさないようにするためにはどうすればいい

か、それからＡコープの冷蔵庫が壊れて撤退するんじゃないかというお話を聞いたら、それも何とか

する方法はないかということで、なくさないようになくさないように、お店がつぶれないようにつぶ

れないようにということで進めてきた町政だったというふうに思います。どちらかと言えば新しいこ

とをやるよりも、守ることに主眼を置いた３年半、４年、約４年間だったということも言えるのかも

しれません。 

 議員もおっしゃられたとおり、昨年１０月の全国の社会福祉協議会の特別養護老人ホーム、特養の

経営の内容等が新聞報道でなされています。１，６００を超える施設があるなかで、６２パーセント

が赤字となっているという現状と、それが前年度よりも約２割も増えているんだという危機的な状況

を示しているような新聞報道でありました。 

 コロナ前の令和元年度は赤字施設は約３３パーセント、それでも３か所に１か所は赤字で、何らか

の補てんをしながら運営しているという状況だと思います。そのなかには公共団体からの支援補助な

ども含まれていたのかもしれません。コロナを境に急速に経営悪化が進んでいることは皆さんもご承

知だと思いますし、昨日の議論でも明らかになっております。コロナによって入園者のみならず、利

用者のみならず、感染が職員にも広まり、そして職員の過重労働が広がっていって、そしてそんな職

場に希望を見出せず離職をしていくような方々がたくさんいて、残った方々はますます過重労働にな

って、そのなかで施設側は苦渋の選択として入所者を制限しながらでも今いる人を守っていかないと

という対策を取ったのは置戸町の特養だけではなく、全国の特養でも同じように取り組まれた内容だ

ったと思います。 

 先週の道新でもそのような状況を、窮状を訴えるような道内の老人ホームの状況が新聞の方にも報

道されておりました。また、この物価高が激しさを増すなかで、それに伴って労働者の賃金も上げて

いかなければなりません。そうしなければ人材の流出になおさら拍車がかかっていくような内容であ

ると思います。 

 議員からお話がありました昨年１１月２０日から３回シリーズで北海道新聞に掲載された特集記事

のうち、特養の閉鎖、ふるさとの施設がなくなるというような留萌管内の施設の紹介もなされていま

した。経営悪化ではなくて、すでにもうなくならざるを得ないというような状況が道内に限らず全国

で起きていると思っています。 

 本町の高齢化率は今４４パーセントです。大まかに言うと、そのうちの３分の１の人が何らかのサ
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ービス支援を受けなければ暮らしていくのに不自由をきたす。そのうちの１３０人の方が特別養護老

人ホーム、それから養護老人ホーム、５０、８０の定数のなかに入所することができます。また、地

方の共同生活の場所として一つ民間の施設もございます。また置戸町には日赤病院の長期療養型の病

棟もございまして、そのようななかで本町は４４パーセントの高齢化率のなかでもなんとか回してい

った。そして、困らない人を作らないという政策が昔から作られていたんだと思います。 

 あるところで言いました。置戸町、昨年ですね、愛知県名古屋の下の視察に行ったときに、そこは

あの藤田大学病院という日本で一番大きな病床数を抱えている大学病院があって、そこの町の市長さ

んに会いました。そのときに、その町の高齢化率は２１パーセントです。２１パーセントで８万人の

人口で２１パーセントですが、すごい危機感を持ってました。２１パーセントの高齢化率が、将来日

本は４０パーセントに到達します。そのときに８万人の２０パーセントが増えたら１万６，０００人

です。その１万６，０００人の３分の１の人が何らかのサービスを受けなければ暮らしていけないと

いうことになれば、施設福祉ではその２万人のうちの３分の１、６，０００人の施設を作らなければ

ならない、病院も作らなければならない。こんなことは極めて困難なことになるんだという危機感を

持って、今在宅で頑張れるように、少しでも健康を維持して、そして少しぐらい介護が必要でも在宅

で暮らせるような仕組みづくりを早急に取り組んでいるんだというお話をされました。そこは日本で

一番視察者が来る町と今言われています。そのときに私は市長さんにこう言いました。うちは高齢化

率４４パーセントで、それでもみんな幸せにとはちょっと大げさだったかもしれませんが暮らしてい

ますと。そういう意味で私の町はある意味で先進地です。それでも暮らしていけてる町なんです。小

さな町ではありますが、みんなが肩寄せ合って暮らしているんだというお話をさせていただいたこと

があります。 

 また、今回第９期の介護保険計画では、本町は第８期では介護保険料、全国で７番目に安い町でし

た。これはなぜこういう数字なのか不思議だなと思ったんですけども、これだけが理由ではないのか

もしれませんが、公的なサービスを受けずとも、この町で暮らしていけるような社会ができていると、

助け合って生きてるんだということが、私は一つのその要因の一つだと思ってます。それは地域のコ

ミュニティであり、それは地域の資源であり、そして地域の施設もそうですけども、そういうような

インフラが整う、日赤病院も含めてインフラが整っていることが一つの要因ではないかなというふう

に思っていました。今回９期計画では値上げを図らなければならないんですけども、それでも本町は

高齢化率４４パーセントでもこの町の生業をしているところでございます。 

 昨日もありましたが、令和５年度の養護老人ホーム、特別養護老人ホームの決算見込みでは１億５，

０００万円の赤字となる見込みで、昨日５，９００万円の追加補正を可決いただいたところでござい

ます。その際、付帯決議といたしまして、いただきました内容につきましては私も真摯に受け止め、

受託者である社会福祉協議会と今後話し合ってどうするかということを真剣に取り組んでいかなけれ

ばならないというふうに認識もしておりますし、社会福祉協議会の方とも受託者、委託者という関係

ではなくて、将来の置戸の福祉のあり方を含めてですね、どう改善をしていくかということを図って

いきたいと思っております。 

 昨年の状況ではありますが、先ほど申し上げましたとおり、コロナ禍で感染者が増え、職員が退職

を余儀なくされ、そして受け入れを止めなければならないなかで収入減が起きてしまいました。この
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ことはやはりやむを得ない事情ではありますが、何とかこれを克服できるような方法を考えていかな

ければなりませんが、そのためには職員をまず確保しなければならないということで、社会福祉協議

会とも協議をしながら、町外からの通勤も可能にするというような内容で、昨年の夏以降検討を進め

てそのとおりになって、今年も一定程度の職員の確保の目処がついたというところまできております。 

 来年度以降はですね、そのことも踏まえてですね、経営のより一層の合理化というか、赤字の軽減

を図っていきたいと思っております。また一方でですね、私はこの件がありまして財政当局に本町の

交付税における老人福祉費の算定っていうのはどうだということをちょっと調べさせました。本町の

人口、高齢化人口と養護老人ホームの入所者から算定した令和５年度の特別交付税の算定額、基準財

政需要額は２億８，０００万円という数字が出てました。で、本町の老人福祉費の一般会計の５年度

予算は、元々４億８，０００万円。今、補正がなりまして５億３，０００万円。そのギャップってい

うのはほかの経費を回してでも福祉に充実をしていくと、これは今始まったことではありませんが、

それの部分はやはり本町の高齢化率が高いという現状を踏まえればやむを得ない予算の割り振りだ

というふうに思ってますが、その５億３，０００万円のうち５，０００万円は貸付金で出して返って

くるものですから、その分は減算すれば約２億円ぐらい、ほかの町より国が標準と定める老人福祉費

よりもオーバーしているというようなデータもいただいて、何とかそれに近づけるような方法をとっ

ていって、財源を見出して今後の長期的な投資、改築に向けた財源を作っていきたいなということも

思っております。 

 ある首長が今回の新聞でも言っていました。特養は最後、終の棲家と先ほど議員もおっしゃいまし

たが、最後私たちが行き着く先だと思ってます。若いころは遠い先の未来で現実味がありませんでし

た。ですが、私も若いころ、前の前の齊藤町長に福祉のことを問われたことがあります、公民館で。

そのときにみんな順番だからって言ったら、君は本当にそう思ってるかと疑いの目で見られました。

私も軽く答えたんですが、それから２０年が経って６０歳になってみると、あと２０年もすれば私も

介護が必要な人になるし、皆さんからのサービスを受けなければ暮らしていけないようなことになる

んだなということを実感しています。これは今生まれた方もそうで、置戸で暮らすか暮らさないか今

分かりませんが、ほかの都市部に行ったってこのことは同じなんです。都市でも高齢化は進みます。

若い人は少なく、介護や医療にかかるスタッフは不足しています。そんななかでいけば、住み慣れた

この地で死ぬまで暮らしたいという人がここで暮らし続ける町にはこの養護老人ホーム、特別養護老

人ホーム、そのほかの病院や施設や、それからお店屋さんも、それから郵便局も、それから公民館も、

私はすべて残していくことが大事なんだなというふうに思っていますので、議員とは考えは異にはし

ておりません。 

 また、建て替えについては以前、前町長のときも建て替え議論が進みました。昭和５６年に特養が

建設をされて４３年が経過しております。近隣の市町村でも陸別が建て替えを行いました。そして足

寄も計画が今年発表になりました。そして津別も建て替えをするということで、津別は置戸の次に翌

年に建った施設です。それについても建て替えをするというような新聞が出ていました。財源のこと

はいろいろな難しい面がありますが、本町も働く人にとっても、そして介護を受ける、サービスを受

ける方にとっても、やはり４３年も経った施設ではなかなかそのサービスが維持できないということ

もありますので、建て替えについては今後受託者である社会福祉協議会、または福祉関係者とも協議
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をしながら一歩一歩進めていかなければならない課題だと思っております。 

 本年度はすでに建て替えが行われた増毛町の養護老人ホーム、特別養護老人ホームの視察に社会福

祉協議会や福祉関係者と行政と一緒に現地を見に行っています。そこの増毛町の町長さんは昨年会っ

たときに、このままでは職員も集まらない、そこは直営の町営の老人ホームでありましたが、職員も

集まらないのでこのままではつぶれるのを待たなければならないなかで、やはり建て替えという決断

をしたんだと。財源的には厳しかったけどもやらなければならないんだっていうお話を聞いてですね、

私もそこの施設が見に行くならいいのではないでしょうかということで、担当の方にもお話をして見

に行っていただきました。そのなかで課題もあったかと思いますが、私はこの町で年をとっても最後

まで暮らせるようなインフラとして養護老人ホーム、特別養護老人ホームはなくてはならない施設だ

と思っておりますので、今後とも経営の面での何とかの解決策は受託者とも話し合いながら進めてま

いりますが、一方では将来的な投資も視野に入れた検討も図っていきたいと思いますので、どうぞご

理解をいただきたいと思います。 

 先ほど議員が在宅で介護されたというお話もありました。このコロナ禍で一つ変わったこともあり

ます。在宅で看取りたい、それから僕は家で死にたいっていう人もおられ、少しずつ増えてきていま

す。病院に入れば面会も受けられず、施設に入っても面会ができない時代を経て、考え方も少しずつ

変わってきております。施設福祉だけではありません。在宅福祉の充実も含めてですね、私は福祉は

なくてはならない本町高齢化の町にとっては大事な施策だと考えておりますので、どうぞご理解をい

ただきたいと思います。 

○岩藤議長 ３番。 

○３番 石井議員〔一般質問席〕 丁寧な答弁ありがとうございます。まずひとつに、今町職員を施設 

長として派遣をしております。３年を目処にということで１年が経過しました。ちょっとそれ以降に

ついての考えを聞かせていただきたいのと、先ほど話に出ました高齢者保険福祉計画第９期介護保険

事業計画の答申、先般いただきました。そのなかに介護利用者が令和１２年、２０３０年から令和１

７年、２０３５年ごろをピークに減少していくという見込みになっております。在宅施設居宅系サー

ビスのバランスを考えながら整備を進めていく必要があるという課題提起でありました。だんだん人

口が減って、そういう利用者も減っていくということを考えますと、もしかすると置戸在住者以外の

方、近隣市町村からも利用してもらうというような施策をどんどん打ち出していかなければならない

かというふうにも思います。先ほどの話にもあったとおり、この際思い切ってですね、建て替えを急

いで入所者や職員の環境改善を図って、利用者、職員増を図るのも本当に一案だというふうに思いま

す。できる限り新しい施設になってほしいというふうに思うわけですが、その辺についても、もう一

度お聞かせ願いたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 まぁ、昨日も今の入所の人員等も縷々説明させていただいたんですが、実はあの 

第９期の計画のなかでも高齢者の数は、高齢者比率は増えてきますが、人口減少とともに総数として

は将来的には減っていくだろうということもあります。そして今の施設でいきますと、養護老人ホー

ムが８０名の定員に対してもう７０名を割っているような状況で、待機者がいないというようなこと

も現状としてあります。そんななかでは、今の８０、５０の定数がいいかどうかっていうことも考え
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ていかなければならないと思いますし、そしてそれとショートステイが１２というのもあるんですけ

ども、そちらの方もどれぐらいの需要があるかを含めてですね、改築をするなかでは考えていかなけ

ればならないんだろうなと思っております。 

 あとですね、職員は先ほど増毛の例もあったように、増毛の町長さんにはこのままでは職員が集ま

らないんだっていうことも改築の大きな要因の一つだということが言われてます。あの新しければ入

所者が増えるかっていうことはダイレクトにはないのかもしれませんが、やはりあの需要を満たすた

めには町内だけに限らず町外からも一定程度入所してもらわなければ満床状態での経営っていうのは

難しくなるのでありますから、過日協議会のなかでも、もっと宣伝をしながら広く入所者を集うよう

なことも政策として必要ではないかというようなお話もいただきましたので、そのようなことも検討

していかなければならないと思います。 

 あと施設長の関係でございます。施設長の派遣につきましては、一昨年の夏以降に施設長が退職さ

れるにあたってですね、いろんなところから募集を図っておりましたが、なかなかそぐう方が現れな

いというなかで、社会福祉協議会の方から町からの職員の派遣の要請があったなかで、昨年の４月か

ら職員を派遣させていただきました。もちろん、その前提ではその施設の施設管理者と言いますか、

施設長にふさわしい人がいないということが前提でありましたので、その施設長がいるということに

なれば町も苦しいなかで派遣を決断しました。それであればその施設長としてふさわしい方が現れる

のであれば、３年間の派遣ということではありますが、その前に引き上げることもやぶさかではない

というふうに思ってますし、そして派遣の理由のなかに町と社会福祉協議会の連携を取りながら進め

るうえでも派遣をするんだということで、昨年の町政執行方針で申し上げましたが、それに代わる、

昨日も付帯決議のなかで協議の場を持つ、定期的に協議の場を持ちながら経営について真剣に町と社

会福祉協議会と向き合ってほしいというような決議書の内容でありましたので、その場で連携を取り

ながら運営の改善を図ることも私は可能かと思いますので、コンクリートとして３年間の派遣をする

ことではないというふうに認識しておりますので、それは社会福祉協議会の方とも協議をしながらど

うするかを検討していきたいと思います。 

○岩藤議長 ３番。 

○３番 石井議員〔一般質問席〕 よろしくお願いします。もう一つですね、先ほど、これ通告外にな 

るかもしれませんが、養護老人ホームの待機者がゼロ。それじゃあ本当にこれからどうするのだとい

うお話になると思うんですが、結構置戸町内を見回すと単身の高齢者も多く、よくそういった方々か

ら除雪もままならない、大変だからどうしようかなというような相談を受けることがありますので、

需要の方はまだまだ掘り起こすことができるんではないかなというふうに思うんですが、もし自宅を

手放したときに、空き家の循環も含めてですね、居抜きでもいいですからホームでちょっとこうやっ

て生活してみませんかというようなことをＰＲというか、アピールがあってもいいのかなというふう

に最近思うところであります。 

 それから、保健計画などに先ほど町長も言っておられたんですが、意外とあの地域の結びつきが強

くて、在宅でも結構みんな頑張っているというお話でしたけども、だんだんその地域の見守りも高齢

化が進むことによって厳しくなるのかなというふうに思うわけです。私もだんだん歳をとって、それ

じゃあ町内会の単身高齢者のところを見守りに行けるかというと、まだうちの父なんかもこうやって
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介護してる立場であってなかなかできないのかなっていうふうなところもありますので、その地域の

見守りの方法等についてもいろいろ熟慮していただきたいなというふうに思うのですが、いかがでし

ょうか。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 まず１点目、養護老人ホームの満床にならないような現状と、利用者が定員を割 

っているような現況に対してはですね、社会福祉協議会とも今後はお話をして、まぁ前回の再指定管

理の際にも検討課題となっておりましたが、空きベッドを利用した契約入所の実施などを具体化して

いこうということを今回申し入れをさせていただこうと思っておりますし、これは社会福祉協議会の

内部の方でも揉んでいた経過はあります。これは養護老人ホームはご承知の方も多いかと思いますが、

市町村民税非課税世帯の方が入れる養護施設でありまして、所得がある家庭にいる高齢者の方々が利

用するのはできない施設になってますが、それは措置入所ではない方法での利活用を含めて満床化を

図っていくこともできるのではないかということで検討しているところでございます。 

 あと、見回りの関係なんですけども、先ほど質問にもありましたが、置戸に愛着があって、置戸に

住んでいたいんだっていう人たちのなかには、多くの方は景色がいいんだ、水がいいんだということ

もありますが、近所の人がいて、その地域がいいんだっていうことが大きな要素だと思います。見回

りっていうことで限定するわけではないですけども、独居老人や老人夫婦世帯が増えています。そし

て痴呆が始まれば都市、都会では痴呆老人、痴呆で徘徊をしていなくなるお年寄りの捜索で大変だと

いうな実例もあるようです。何かＧＰＳ機能を持った装置だとか、いろんなことを考えればですね、

まだＩＣＴの利活用で克服できるような内容もありますし、もちろん地域の見守りを推進するために

も何らか小地域ネットワークだとか、町内会での取り組みだとかを助長できるような方策を練ってい

ければなと思います。きっと喧嘩もして、そしておかずももらって、昨日は誰々さんが来たんでしょ

うって声をかけるだけで、その人は長生きするんだと思います。誰からも見てもらえず、見てもらえ

ずっていうのはちょっと失礼なのかもしれませんが、以前も申し上げましたが、連れ添いが亡くなっ

て高齢の方です。シングルになってしまって、遠くに離れた息子さん、娘さんが父さん、母さん心配

だから都会のうちの家に来ないかいっていうことで、この町を去られる方も何人か見てきました。し

かしながら想像するとですね、その方は見知らぬ土地で、そして息子さんや娘さん、家族が四六時中

いるわけではない。今でいけばみんな夫婦世帯働いてる方が多いわけですから、家のなかでテレビを

見たり、公園に散歩を行っても友達もいないなかで暮らしていく姿が目に浮かびます。そんな人が本

当に幸せな終末を迎えられるのかなっていうことを思えば、喧嘩をしてでも、近所がやかましいと言

いながらも、それでも地域で見守られて最後を迎えるっていうこともその人の一番の幸せではないか

なというふうに私も思っています。 

 多くの人が亡くなるときにふるさとに帰りたいって言うそうです。それは自分の思い出や思い入れ

もあるんでしょうけども、そこに出てくるのはふるさとの風景かもしれませんが、そこに現れてくる

のは友達であったり、近所の人であったり、親戚であったり、それが目に浮かぶんだろうと思います。

そんな人が置戸でも暮らしていける。母さん、父さん置戸でも大丈夫だねって言われるような町であ

らなければ人口減少も止められないんだろうと思いますし、これらの施設もなくなってしまえば雇用

も一気に減ってしまいます。そしてそこに伴う経済的な損失も起きてきます。ぜひとも施設含めてで
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すね、置戸で暮らしたいという思いの方を最後まで置戸で面倒見れるようなまちにしていきたいとい

うふうに思っております。 

○岩藤議長 ３番。 

○３番 石井議員〔一般質問席〕 私も同様であります。幼保一元化ではないんですが、特養、養護、 

本当に誰でもが入れるような老人福祉施設ができないかななんてちょっと思ったりもするわけですが、

今後いろいろな課題がまた山積していくかというふうに思いますが、私も一生懸命協力して、これか

らのまちづくりをやっていきたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げて質問

を終わります。 

○岩藤議長 次に５番 柏原勝議員。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 はい、それでは通告にしたがいまして、私からの質問を町長にさせ 

ていただきます。 

 １つ目ですけども、住宅のエアコン設置助成について。先ほど石井議員の答弁のなかに、町長は置

戸は高齢者の先進地だという言葉もありましたけれども、最近町内での各種行事に町長が出席してる

なかには、今言ったように置戸は少子高齢化の先進地だという発言が多々ありました。近年、私も含

めてですけども、高齢者の皆様もスマートフォンを必需品として持つようにはなってきましたが、こ

の暑い北海道になってきた、この環境のなかでは今後はそれぞれの住宅にエアコンが必要だと、安心

安全な生活を送るためには、そういうものがもう必需品になってきてると私は考えております。 

 住みよいまちづくり、それを目指しているなかで、高齢者ばかりでなく低所得者を含め、また置戸

の町営住宅、町有住宅も含めて、やはり地域のこれからの安心安全を見守っていくなかでは、そこが

重要な課題だと考えておりますので、町長の考え方をお伺いしたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 住宅のエアコンの設置に対する支援のご質問ですが、まぁあの高齢者に限らない 

のかもしれません。本町の高齢化率は４４パーセントと高くなっています。で、私も議員と同じよう

にこの近年のこの猛暑でお年寄りの生活ってどうなってるんだろうということも気になっていました。 

 本町では公共施設、避難所、学校、病院、特別養護老人ホーム、養護老人ホームは全館まではいき

ませんが、集会をするような施設の整備を進めてまいりました。この暑さはですね、健康を害すると

いうよりも生死を分けるような暑さだというふうに認識をしております。その一方でですね、町営住

宅等を見ますとエアコンがついている住宅っていうのは少ないと思います。私も先おととし初めてエ

アコンっていうのは必要ないだろうって言ってたんですけども付けました。使う回数はそんなには多

くはないんですけども、やはりエアコンっていうのは必要なんだろうなと。そしてどちらかというと

体温調整や体調を崩してる高齢者の人にとっては、やはり命に直結するような器具ではないかなとい

うふうに思っております。 

 昨年はですね、３０度を超す７月、８月、まあ６月もありましたけども、あの日がすごく多くあり

ました。夜間でも２０度を超えて寝苦しい夜を経験したことがあります。熱中症による救急搬送も、

昨年には本町だけで４件発生するなど、地球温暖化の影響は顕著となっています。今年は学校へのエ

アコン設置も進めました。そして新年度予算でも説明をさせていただきましたが、養護老人ホーム、

特別養護老人ホームの人が集まる部分へのエアコン設置も計上させていただきました。また各避難所、
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各公民館へのエアコンも設置を終えておりますので一通り回ってきたんでございますが、一昨年には

日赤病院のエアコンの支援もして、病弱者の方の安全を守るということで、日赤病院へのサポートも

してきたところでございます。 

 最後は個人の住宅になるんだと思います。個人の住宅はそれぞれの判断で付けておられるんですが、

町営住宅でいくと、町営住宅の穴を開けたり改造するんで、最初に届け出が必要な制度になってるん

ですけども、エアコンを付けるって言ってくる方は若い方ばかりで、高齢者の方は我慢しているって

言いますか、経済的なことも考えて躊躇されたり、そして見送ったりしてるのかなと思っております。 

私はまぁ今回任期を迎えますが、議員と同じように高齢者、そして経済的にゆとりがない方、こんな

方についてはですね、エアコン設置は今後していかなければならない課題だなというふうに認識をし

ておりますので、もちろん当初予算では盛り込んではおりませんが、今後の課題として議論されるよ

うに、内容といたしましては認識をして課の方には、もしもやるならどんな制度がいいんだというよ

うなことも指示をさせていただいているので、まぁあの議員と同じように年寄りは我慢強いんです。

最後倒れるまで我慢するっていうことがあります。去年も家のなかで倒れてる方の現場に出会うこと

がありました。家の中、暑くなってました。ここまで我慢してたのかという、もうこれがあと１日２

日遅れてれば家の中でまぁ大変なことになってたんだろうなというような現場も目にしました。エア

コンを付けれということにはなりませんが、付けることを後押しする、それからご家族の方の考えも

支援があるなら、おじいちゃん、おばあちゃんのところに付けようかというようなことにつながるよ

うな対策が組めればなというふうに思って、私は前向きに考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 ただいまの答弁で町長も私と同じような考えを持ってくれていると 

いうことで心強く思いました。やはり高齢者の方は特に我慢強いということもありますので、それか

ら設置費用につきましても、やはり年金生活を送られている方々はそこへの出費っていうのはかなり

な負担だと思いますで、昨年のまぁ１２月の道新ですけども、道内で戸別に１世帯あたり１台の助成

を全戸に予算を付けると、金額についてはいくら助成をするかは分からないんですけども、これは北

海道内の上ノ国町の町長が昨年末にそういう発言をして、今年の新年度予算に組み込むということで

話が進んでいるようです。 

 私がなぜ先進地、町長がおっしゃる先進地っていうんであれば道内どこがやってなくても、こうい

う案というのは出てきてしかるべきだなとは思っておりました。そこで上ノ国町は全戸を対象にする

と、１世帯当たり１台、金額については今後協議だということがありましたけども、それと、先ほど

町長の答弁のなかには正直に言うと、次の町営住宅関連の含めての質問のなかにも入れようと思った

んですけども、町営住宅に設置するには、エアコンを設置するには壁に穴を開けるから届け出が必要

だと。たまたまですけど、私この提案をする前に、まぁある町民の方に言われたんですが、その届け

出制度を知らないという高齢者がおりました。今言うように、若い人たちはそういうことを、まぁ機

転が効くというか、どうなんだという問いかけができたんでしょうけども、高齢者のなかにはそのこ

と自体で退去するときにはその穴を埋めなきゃならんとか、そういう仕組みが元々そういう仕組みが

あるということで、それをやっていいのかどうかっていう確認も正直取ってはいない人ですね、今の
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話を聞くと。そこら辺で町営、町有住宅、そこらを含めて全戸希望者に対応するか、そこら辺のこと

についてもう一度お願いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 あの想定していたのは上ノ国町のような全戸にということではなくて、高齢者だ 

とか障がいのある方とか、そういう方のなかでも一定程度の所得がすごくある方については除外をし

なければならないかなというような思いで絞り込んでの原課への指示でありましたので、まぁ上ノ国

町の制度は知らなかったんですけども、あの先ほど言いました先進地なんだからアカデミックにやっ

てみろよっていうお話だと思うんですけども、やはりこの数年間はエアコンが物不足ということもあ

って、実際に上ノ国町どこまで普及するかわからないんですけども、まぁ議員のお話のなかでその制

度自体、お年寄りのなかで町営住宅だったら穴開けたらダメだからエアコンなんか付けれないんだっ

ていう思いの方もおられるのかもしれません。そういう方への周知だとか、図っていきたいと思いま

すが、その前にできればですね、今年中にまずこういう制度を立ち上げて、猛暑前になんとかできる

ようなことも検討していく際には周知、町営住宅、公営住宅含めてですね、図れれば、まぁ後押しに

なるかなと思ってますが、対象者は一定程度絞り込まざるを得ないかなと思います。そんなことでご

理解いただけたらなと思いますが、いずれにしましても６月以降の措置になるんだと思いますので、

まぁ今年のものになる、今年の夏に間に合わないとかいうことになるかもしれませんが、前へ進めて

いければなと思っています。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 今、上ノ国町の例を出させていただいたんですけども、ちなみに上 

ノ国町の１月末日の人口が４，２３８人。置戸は約２，５９０人ぐらいだと思います。で、世帯数で

上ノ国町は約２，３００世帯で、置戸でいきますと１，３５０世帯と。同じ町村でも規模によっても

違うんでしょうけども、まぁそこに対して上ノ国町では全戸を対象にするよということで、これも一

つの参考にしていただければなと思います。 

 それからですね、まぁこれは道内じゃなくて道外にはなっちゃうんですけども、東京の杉並区では

新規または入れ替えのときも補助の対象にしますよと、そういう自治体もあるということをご承知置

きいただければなと思います。 

 それからインターネットで調べてみますと、国土交通省、環境省、それから経済産業省などでもエ

アコン補助があるらしいんです。僕はそれ以上踏み込んで調べてはいないんですけども、いろんな日

本全国もう暑さ対策にはもう必要な温暖化にはなっていると思うので、いろんなところをあの調べて

いただいたらありがたいなと。それからあの１月２０日の新聞ですけども、環境省が翌日の最高気温

が３５度を超えるような猛暑日が予測されるときには、熱中症特別警戒アラートという警戒情報を発

令するそうです。これは今年の４月２４日から運用開始ということになっている模様です。 

 それからですね、これも新聞記事で申し訳ないんですけれども、オホーツク地域農業気象連絡協議

会というところで３月１５日付の新聞ですけれども、今年も猛暑は想定されると。それでまぁあの農

業気象連絡協議会というところですので、農作物にも十分注意をしてくださいと。まぁ昨日でしたか、

あの産業振興課の農林費のなかで、昨年は猛暑の結果作業ができなくて６００万円ほどの執行残が残

った、そういう状況もあります。そのなかで、農業関係でいけばもうこの置戸でさえサツマイモだと
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か落花生が穫れるような、それほど暖かくなっております。 

 まぁそういうことで来年度とか、令和６年度の予算にはできるだけ反映していただきたいなと。単

純に考えますと、まぁあの今回の執行方針、町長の執行方針のなかには児童館の話は出てこなかった

んですけども、今の児童館の計画は数億円かかると。単純に、僕は本当に単純な人間なんで、先ほど

申し上げましたように置戸の世帯数が１，３００強ということであれば、単純にですよ、１戸１０万

円ほどの補助しても１億３，０００万円ぐらいかなと思うんです。やっぱり安心安全を図るうえでは

そういう投資も考慮していただきたいなと思いますけども、もう一度お願いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 エアコンに付きましては、もうすでに付いてる住宅も多々おられますので、先ほ 

ど私は絞り込んでというお話をしました。まぁ全部に付けたって１億３，０００万円でも１億３，０

００万円は相当大きいお金なので、これはあのやはり財源措置っていうことでいけば本当に厳しいな

と思います。 

 それからあの考え方なんですけど、補助も対象者を絞り込んで付けてる人は除外するだとか、それ

から絞り込んでいかなければ薄めなきゃならない。例えば３万円補助付けますから２０万円のエアコ

ン付けますかと言ったら、いや値引きと同じぐらいだから付けないわってことになるんであれば、や

はり対象者を絞って少し厚めに補助額を出さなければ、なかなか実効性の上がる、あの安全対策にな

らないんではないかなというふうに思ってます。そんなことも含めてですね、原課の方にまぁ案を出

していただきたいということであの指示をしておりますので、まぁその制度ができる段階では議会に

またお諮りをしなければなりませんので、そのときまたご審議いただきたいと思います。 

 そんなところでエアコンにつきましては、私もお年寄りが自宅で亡くなってるっていうことが最近

ありました。近所の方が見つけていただいて、孤独死ですよね。そういうことがあったので、先ほど

石井議員も見守りということも含めてですね、あの、お年寄りのこの安全対策、夏の安全対策、猛暑

対策、公共施設もエアコン付けましたんで、暑いときは町内でみんなで公民館行って、川向住民セン

ターへ行って涼もうとか、サークル活動はそこでやろうとか、そんなことも含めてですね、地域で助

け合いながら、そして見回りながら暮らしていくのが置戸の良さかなというふうにも思ってますし、

それが良くて置戸で住んでいたいんだと、死ぬまでいたいんだという人が増えるんだろうと思ってま

す。ちょっと脱線しましたが、あのエアコンについてはそのような考え方でありますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 前向きに考えていただきたいと思います。あと高齢者、それから低 

所得者だとか、そこら辺、その置戸町民対して不公平感のないことでお願いをしたいなと思います。

で、私の２点目の質問に移らさせていただきます。 

 ２つ目の質問は、置戸町の住宅状況と課題について。置戸町は移住・定住にも力を入れていて、今

ではあの地域おこし協力隊、それからオケクラフトの養成塾の塾生を数名程度ずつ毎年のようにこう

受け入れていることと思います。まぁ一定程度の希望があるということもあの現実でしょうけども、

移住・定住の受け入れについてはそれぞれの物件内容、それから情報の集約と運用、発信が重要と考

えます。ただ、空き家住宅の情報としては、私は２、３日前ですけども、見たところ４軒程度と、そ
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れから町営住宅、それから町有住宅についてはそこそこ空きがあるというふうに捉えております。 

 過去の答弁で、町長はホームページの改善、それから備品のリース方式などの検討もするという答

弁があったと聞いております。現在の置戸町の移住定住対策、空き家対策についての現状と今後の対

応について、次の３点、町長にお伺いしたいと思います。 

 町営住宅の入居率と課題について、それから町有住宅の入居リスト、利用条件について、それから

３つ目、空き家等情報登録制度の登録及び利活用の状況についてお答えいただきたいと思います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔登壇〕 置戸町の住宅状況と課題について３点ほどご質問がありました。町営住宅の関係 

からまず申し上げます。町営住宅では２月末現在で総戸数１５０戸に対して約８割の入居率、１２１

戸が入居しております。またそのなかには、単身者住宅ということで２４戸が含まれて、そのうち１

９戸が入居して、これも入居率約８割となってます。この単身者住宅というのは、勤労世帯、勤労者

がまぁ若い人ですね、住むところがないということで２０年前ほどから町が作ったものでございます。

これはですね、５年前ほど私が担当したときには入居希望者が殺到していまして、役場のなかでも俺

も入りたい、私も入りたいということで、結局、あの一般の方も含めてくじ引き抽選というようなこ

とで、せっかく希望したのに入れないというようなこともあったんですが、その後民間の事業者が勤

労者向けの優良な賃貸住宅が整備されまして、それが一定程度充足してきたので、今のような状況に

なっております。 

 また、あの単身者住宅を除いて町営住宅の設置目的としては、住宅に困窮する低所得者の住宅を提

供するということを町営住宅と、公営住宅とされております。その取り扱いにつきましては、法律、

公営住宅法や置戸町の町営住宅の設置及び管理に関する条例によって定められて、そのなかには一定

の所得基準を超えた方については入所の制限をしなければならない条例となっております。 

 入居希望者の募集は毎月広報紙により募集期間を設けて住民周知を行っておりますが、緊急での入

居相談にはそれぞれ随時対応しているところでもあります。また、公営住宅の整備基準についてです

が、置戸町町営住宅等の整備基準を定める条例に基づき、国からの通知を参考に各種整備を行ってい

ます。過去にストーブやボイラーなどの備品について、まぁリース方式も検討した経過がありますが、

商工会を通じて町内の業者さんでリースをしてもらって、毎月のお支払いでということにならないだ

ろうかというお話を協議させていただいたんですが、業者さんの方ではなかなかそこまで手が回らな

いということと、付けていただければ分割払いででもあのできるので、同じ結果になるんじゃないで

すかっていうお話もあったんですけども、短期的に長くいればそのローン返済もあの同じ結果になる

んですが、短期で移っていくような人にとっては、それもままならないという状況もありますが、な

かなかその受け手がいないということもありました。 

 課題ですが、入居者の減少に伴い空き住宅が２割ほどあります。入居基準の制限があるため、誰も

が入居できる状況にないのが現状であります。現在まちでは町営住宅長寿命化計画によって建物を長

く安全に使用していくために修繕を行っていく一方で、耐用年数が過ぎて経過した住宅の用途変更や、

市街地以外の町営住宅の統廃合などが計画をしており、政策空き家として退去後募集を行わず、空き

室状態になった時点で公営住宅法にとらわれない、まぁ町有住宅であるだとか、売却も含めてですね、

まぁそんなことを図っていきたいというふうに思っております。 
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 しかしながら、そこの町営住宅の作りでいけば、１棟に複数戸の長屋方式となっているので、全部

がいなくならなければ売ることも改修もならないので、なかなか現実的には全部空くのを待ってとい

うのには相当時間を要するような状況になっております。 

 昨年開催した産業会議でも従業員用の空き家住宅に対して多くの要望意見が出されて、置戸町は不

便だというお話もありました。耐用年数が経過していなくても何とかその用途以外に使えないかとい

うことで、国の方に協議をいたしましたら、まぁ活用法としては方法があると、緊急性があったり、

まぁいろんな要件が揃えば目的外利用もまぁ絶対だめだということではないということもお話を伺っ

ております。また、制限をかかる年限を過ぎた住宅については、目的以外に利用しても条例から外し

てですね、違う目的に使うと、それはあの体験住宅であるだとか、従業員住宅であるだとか、そんな

ことも転用をすることも可能だということも伺っておりますので、それについてはこれからもあの研

究していくように指示をしております。 

 移動町長室でも、あんなに町営住宅空いてるのに家がないっていう話をよく聞くじゃないか、とい

うお話がありましたが、先ほど言われたような内容で制限をしてる部分もありますが、何とか置戸で

住みたい、そして今従業員がいない、働き手がいないというなかで、町営住宅を有効活用できる方法

を模索していきたいと思います。 

 また一方で、町には町有住宅というものが約１００戸、９９戸あり、そのうち８０戸が入居してお

ります。これは教員住宅であり、職員住宅であり、それから過去にいろいろなあの住宅として使った

もので、本町が所有している住宅となっております。この町有住宅の入居条件ですが、基本的には町

職員や教職員が入居対象となっておりますが、緊急性などを鑑みて社会福祉協議会に対して一部職員

住宅として管理いただいたり、それから一般の方でまぁ一定期間住宅を建てるために住む場所がない

ので住まわしてくれというような内容の相談があればですね、臨機応変に対応させていただいて入居

を許可しているところでございます。 

 現在各地域にありました旧教員住宅、相当年数は経ってますが、そして山村留学住宅として活用し

ていました住宅が、まぁ今も地域おこし協力隊や町職員が入居しておりますが、先ほど申し上げまし

た別の議員のご質問にありましたように、地域ごとでは水洗になっていない住宅だとか、そういうと

ころにはなかなか入ってもいいよっていう人はいないということも現実にはあります。 

 このほか町全体の賃貸住宅の事情を考えたとき、一般の方が入居することのできる住宅整備のため

に、先ほど申し上げました民間賃貸住宅建設促進事業補助金を創設して、町も一定程度支援を行いな

がら民間の方に優良な賃貸住宅の建設を進めていただいて、勤労者とそちらの方に回っていただくよ

うなことも政策的に協力していただいております。これからもそれぞれの住宅の用途に応じ、町民の

要望に応えられるよう対応を図っていきたいと思いますし、もちろん先ほどの状態でまぁニーズにあ

った住宅がないということであれば、新たな住宅政策も考えていかなければならないと思っています。 

 次に空き家登録制度なんですけども、登録状況は先ほどホームページを見たら４軒ぐらいしか今載

ってないねというお話でしたが、まぁ今までの経過を言います。本町では平成２５年に目視による、

担当官による空き家調査を行って１３３軒の当時空き家が確認されました。そのうち登録情報と有効

活用を図るため、２７年に空き家情報登録制度を開始、現在に至っております。この間空き家の利活

用を促すために、空き家の改修や解体、取得、ごみ処理等の費用について助成制度の充実を随時図っ
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てきたところでもあります。 

 空き家等登録情報制度の登録及び利活用の状況ですが、実際に運用が始まった２８年度から現在ま

で、登録軒数と抹消状況でありますが、置戸地区では３４軒の登録、抹消は２５軒、賃貸が６軒、解

体が３軒で、現在登録はありません。勝山地区では登録が１６軒ありましたが、抹消は売却が３軒、

賃貸が５軒、解体が６軒で、登録は現在２軒。秋田地区では登録が２軒、抹消解体が１軒で、現在登

録は１軒ほどとなっております。境野地区では、登録が５軒ありましたが、抹消売却が３軒、解体が

２軒で、現在登録は０となっております。全体では５７軒の登録物件があり、５４軒が利用され、そ

の現在の利用可能な物件は先ほど議員は４軒ちょっと、調査時点と変わっているんですけども、私の

方では３軒と押さえております、３軒しかありません。また現在空き家等の希望者も登録をする制度

になってます。１３人の方がそういう住宅があれば教えてほしいと、それから法人の方が４軒、合わ

せて１７軒がその情報があればすぐに見せてお知らせしてほしいという要望もあります。 

 本年度は置戸町空き家等対策計画策定にあたり、町内における空き家調査を先ほどの平成２５年以

来全町的に行いました。空き家として推定される物件は１９５軒ありましたが、そのうち１２６軒が

利活用が可能であります。しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、今のニーズに合ってる状態

かどうかというところまでの分析はまだできておりませんが、やはり衛生環境であったり、劣化状況

であったり、やはり今の都市から来られたり移住をする方にとっては、どういうふうに映るかわから

ない部分もありますので、まださらに分析を進めていきたいと思いますが、引き続き所有者に対して

この１９５軒のうち１２６軒はまだ使えそうだということでありますので、空き家登録制度への参画

を促していきたいというふうに思っております。 

 以前も申し上げましたが、固定資産税の納付書の発布の際に空き家登録制度ありますよ、使ってな

い住宅、それをどこまで浸透してるかっていうことはありますが、大体は空き家ということなのでそ

の所有者であったり、管理者は町外の方が多いんだというふうに思ってますので、やはりあんまりそ

んなに頓着がないところもありますので、まぁあの今回の空き家調査の結果も踏まえてですね、その

住宅の方々に周知をして、こういう利活用もありますということを諮っていきたいというふうに思っ

ております。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 ただいま町長から答弁がありました。まずは公営住宅、まぁ町営住 

宅という公営住宅等整備基準っていうのを、まぁ先日総務課からちょっと資料をいただいてきました。

そこには基準として台所、水洗トイレ、洗面設備及び浴室、それからテレビ受信設備、まぁもちろん

これは配線だけとは聞いてます。アンテナはもちろん別、それからテレビ自体も別、それから電話の

配線が最低基準というのかな、ただ先ほどエアコンの話もしましたように、壁に穴開けてエアコンを

付けるとか、ストーブも煙突式じゃなくてＦＦ式だと、まぁ壁に穴を開けるという、そういう状況も

ありますので、できれば賃貸住宅に今どき民間のアパートであればそういう暖房設備だとか、そうい

うことももう標準装備されてるような状況もありますので、町営住宅でもボイラー、ストーブ、エア

コン、照明などの備品っていうかな、そういうことは必要かと思います。 

 先ほどの答弁では、地域の業者さんからリースなりレンタルという形でもということでもあります

けども、やっぱり一般アパートやなんかとのやっぱり整合性というのかな、近いことが重要かと思い
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ます。ボイラー等、仮にですよ、５年、１０年で引っ越す方が設備をまた移設してっていうことを考

えると、経費的なこともあると思われますし、それから先ほどのほかの方の質問のなかにもあったよ

うにＳＤＧｓ、それからゼロカーボンのことも考えますと、それぞれを１回１回、都度持ち運びをす

るっていうことよりも、長く設置したらやっぱりそういうものは長く使える状態で移設だとかってい

うことを省けるような、そういう政策っていうか、利用者に対して規制緩和を少しでもしていただき

たいなと思います。 

 それから私はこの質問をなぜ質問したかったかっていうと、先ほど最初にも言いましたように、今

年協力隊今８名いると、そしてまぁ入れ替わってでも今年の６年度にはあと２名追加して呼び込みた

いと。それから、あとはオケクラフトの養成塾生も予定よりも若干多い希望者がいると、そうしたと

きに卒業するクラフトの方もそうですけども、卒業する協力隊の方も、そのあとの住宅対応が先月で

すかね、議員とそのそれぞれの団体との意見交換のときにも住宅事情がはっきりわからないんですよ

ねっていうことも言われました。まぁあの住宅関係を担当している所管もなかなか忙しくて大変なん

でしょうけども、あのそこら辺の結局呼び込むのはいいけども、そのあと卒業する、まぁおおよそは

３年なら３年、地域おこし協力隊であれば、卒業時期をある程度読めるなかで、その対応がなかなか

うまくいってないのかな。そういうちょっと疑念もあったので、あのこういう質問にもなりました。 

 それからですね、空き家住宅についても、まぁちょっとネットを調べると、固定資産税の関係もあ

るんでしょうけども、０円物件って、そういうネットで表示されることもあるんです。それは不動産

業者なんでしょうけども、結局まぁそのまま黙って建てておけば固定資産税がかかる、だけどただで

それを提供してくださいって、その業者が次のお客さんを見つけてあれします。今、先ほど町長もお

っしゃいましたように、なんて言うんですか、空き物件というか、空き家が増えてきて、それが受給

者と供給者のバランスがまだうまくいってないよっていう部分では、そういう他業種の方たちもまぁ

良い物件であればすぐ動くんでしょうけども、なかなかそういう状況でそういう自治体以外でそうい

う動きがある、もちろん置戸のなかではそれが対処できる物件とか、ものがあるのかどうかは分から

ないんですけども、ただやはり、この先自然減で人口とか、置戸の住民は減っていくのはもう目に見

えていますけども、そのせっかく置戸に移り住んで、あの３年間でもそうやって入ってきている人た

ちのためにも、やはり町営住宅を含めて、町有住宅も含めてそういう対応を、時間を置かずにきちっ

とした対応をしていただきたいのと、それから先ほど言ったように、備品についてももう少し基本的

なことばかりを言わずに、その自治体の長としてはここまで対応しますよっていうことの発言をいた

だきたいなと思うんですけども、よろしくお願いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 まぁ、あの空き家、先ほど今回の調査でも１２６軒ぐらいは住める住宅が見つか 

ったっていうことなんですけども、そのなかにはまた社会的な要件で貸さない、貸せない、まぁなか

に仏壇があるわとか、まぁいろんなこともあって、実際に登録できる方っていうのはやはり今の現状

のなかでも少ないように、このなかでも絞られるんだろうなと思います。 

 しかしながら、やはりこういう住宅があるってことを言っていかなければ見る人は分からないので、

まぁ先ほど０円物件みたいなこともありましたが、そんなことをすればまだ移住する人はいるんでは

ないかと、勝山地区については案外成立がして都市部の方から来る方が何人かおられたので、やはり
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工夫しながらですね、この空き家登録制度っていうのはやっていかなきゃならないなと思います。 

 それから協力隊等の話し合いのなかで、私たち３年経ったら追い出されるんだみたいな思いが強く

て不安だったんだっていうことが感じ取れたんだけども、十分コミュニケーション取れてるのってい

うお話だったと思いますが、先日あの正式に残りたい、今年中にあの卒業を迎える方で、まぁあのほ

かの家が見つからないなか、町の方としても出てけなんていうことを言うわけが、思ってはいません

でした。あの改めてですね、正式に担当課の方から次の家が見つかる間、当分住んでいただいていい

ですよという決定をさせていただいて、本人にも通知をしていると思います。 

 それと一般的に町営住宅に入るとき５０万円で済まないんだと、ボイラーを付けて、ストーブを付

けて、カーテンを付けて、電球、照明を付けてということで高くなって、町営住宅に入るのがすごい。

住宅料は安いけど、一時的にすごいお金がかかるんだっていうことは言われていますので、まぁ今後

あの先ほど基準にこだわらず、何か良い方法ないかということで考えるべきではないかということを

おっしゃられましたんで、町有住宅との取り扱いの差もあります。どうすればいいのか、それが町が

丸抱えで負担するのか、利用料に転嫁をしてもらっていくのか考えながらですね、少しでも利便性の

高くなる町営住宅と、それと一方では先ほど言ったように用途廃止をして、新たなステージでその住

宅を開放していくということも考えていかなければならないかなと思っております。 

 再質問のなかではその３点だったかなというふうに思います。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 できるだけ前向きな方向で、利用者のためにも前向きに検討してい 

ただきたいなと思います。それから先ほどの町長の答弁のなかに用途変更をして移住定住型っていう

か、あの短期利用者、移住体験したいなとかっていう、そういう話がちょこっとあったとは思います。 

 たまたまですけども、昨年ゆぅゆの方に３か月、そのトレーラーハウス予約したい。で、予約して

３か月ですけどまぁありがとうございますって言ってたら、１か月ぐらいして、ちょっと長期でここ

に泊まるのはちょっと経済的に大変だからと言って、なんか置戸の市街地の方に空き家を見つけて移

られたっていう、そういう経緯もあります。ただ、そのお客さんについては基本的にパークゴルフ三

昧をしたいと。で、置戸に１か所拠点というか、生活拠点を持って、まぁ置戸のパークゴルフ場も含

め、ほかの近隣のそこら辺を周遊してたというのかな、そういうお客さんもいるということで、まぁ

置戸の生活を体験したいっていうばかりじゃなくて、そういう長期利用者っていう、そういうニーズ

も若干やっぱり出てはきているんですよね。で、そういう部分では先ほど用途変更も視野に入れてる

ということでしたので、そこら辺をどこまでを考えておられるかお願いいたします。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 体験住宅は一つの例でありまして、産業会議の方では若い人たちが働くところで 

住宅があてがわれた住宅が寒かったとか、遠かっただとか、いろんなことがあって、まぁあのそうい

う方は勤労者でありますので、所得も結構高額になって町営住宅の基準に合致しないということでお

断りされてるっていうようなこともあったので、そちらの方はまず何とかしていかなければならない

なと思います。 

 ただ、あの先ほど言われた、私もそういう人とお会いしましたけども、勝山温泉ゆぅゆでは長期で

借りていただけると売り上げ向上でよかったんですけども、もっと新たに安いところが見つかったの
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でそちらの方に行くっていうことだったと思います。あのトレーラーハウスもそういうようなワーケ

ーションも含めてですね、あそこで中長期に仕事をしながら、この置戸の自然を満喫しながら良さを

知ってもらうということでいけば、定住や移住に限らずですね、交流人口っていうのも大事な置戸町

を活性化する要素だと思ってますんで、まぁその一つのなかに、ほかの町でも多くやってます体験住

宅っていうのが町営住宅をリニューアルして、すぐ物も、少し身の回りのことだけ持ってくれば来て

いただいて料金をいただいてですね、やるような住宅の例もあるというふうに事例ありますので、そ

んなことも考えられるのかなということで私一案として具体性があるわけではありませんが、用途廃

止をできる住宅というのは勝山地区がまだ改修もせず、もうすぐ耐用年数を過ぎるような住宅で、た

またま２つとも空いているというような住宅もありますので、そんなことも念頭に置きながら、ネッ

クになるのは長屋方式で片っぽが住んでて片っぽが長期に空いているということになると、なかなか

こっちだけを用途変更ってことにはならないので難しい部分があるなっていうのは現実論としてある

のもご承知おきいただきたいと思います。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 今、町長の答弁で勝山に２軒長屋の２つ空いてるよ、築年数がもう 

そろそろ満期を迎えるということなんでしょうけども、逆に言うと、そういうところというのは片や

住居、片や工房というかね、そういうクラフトやる方が合う合わんはもちろんあるんでしょうけども、

そういう用途変更というのかな、そういう利活用の方法もあのいろいろ考えられると思うので、そこ

は今後十分協議していただきながら、くしくも勝山の今空いてる町営住宅は多分水洗化にはなってる

はずなんで、勝山に今空き家が数軒あるのも水洗化にはなってるはずなので、まぁ勝山に来られたと

きにも先進地だという町長のあいさつも勝山でも聞きましたし、空いてるとこがあってそういうあの

水洗化にもなってる住居には居住するにはそういう若干利点ということでもないんでしょうけども、

そこらはもうぜひＰＲしていただいて、まぁ利活用していただきたいなと。 

 最後にちょっとあの質問から外れるかもしれないんですけども、町営住宅の利用促進という部分、

一般住宅もそうですけども、私の知ってるちょっとほかの自治体では地域おこし協力隊が仮に置戸な

ら置戸に来てなぜ残りたいか、残ってもらうのにはこういう空き家をあっせんしますよと、そこは協

力隊を卒業された方がＮＰＯ法人かなんかを作って、そこに行政がまぁそういう住宅対策を含めた定

住のためのそういうＮＰＯ法人を立ち上げてるっていう、そういう事例も聞いております。ですから

今回まぁ何名がその正式に残るかは分からないんですけども、その住宅、やはり置戸に来て３年で卒

業で、先ほど町長も言われましたように、もう出ていかなきゃならない、そういう状況ではなくて、

やはり３年後卒業するときの受け皿はちゃんとありますよということを前もって準備をしていただい

て、受け入れを促進していただきたいなと思います。私の質問は以上で終わります。ありがとうござ

います。 

○岩藤議長 町長。 

○深川町長〔自席〕 議員さんはじめ多くの方々が私のところに、あの地域協力隊３年を卒業するって 

いうことを皆さん分かり始めて、そのあとのことをどうするんだってお尋ねになられます。あのある

意味、本当にその地域協力隊の活動もあったんでしょうけども、地域の優しさっていうか、どうにか

してやりたいっていう思いが伝わってきて、それは町がお膳立てをするだけではなくて、これから生
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きていくなかでは地域の人と一緒にうまくやっていくことが大事で、先ほどの空き家住宅の関係も役

場に寄せられてる数なんてわずか３軒なんです。だけど協力隊の事務所に行ったらあそこの家空いて

るぞって教えてくれる人がいて、そして役場では知らない、あの家は娘の旦那が管理してて権限があ

るんだから、そこと交渉すればなんとかなるかも知らんぞっていうところが、その地域の皆さんから

情報を寄せられて、まぁ動いていくんだろうと思います。 

 役場の３軒の情報、これから少し増えるかもしれませんが、その情報よりも圧倒的な情報量で優良

なものがあるもんですから、この傾向っていうのは地域協力隊の頑張りもあったんだと思いますが、

３年迎えても残りたいという思いの協力隊員についてはもちろんサポートが必要でしょうし、住宅の

ことは先の課題になりますが、すべてあの役場の方でお膳立てしてしまえば地域の住民の皆さんがお

せっかいをするところがなくなってしまいます。おせっかいをして地域の住民の皆さんと仲良くなっ

たり、そして持ちつ持たれつと言い方は失礼かもしれませんが、助け合ったり、地域で活躍する協力

隊員として定住がなされるのかなというふうに思ってます。 

 あの町が知らんぷりをするつもりではありませんが、まちの人とこれだけ多くの皆さんから私のと

ころにそのような声を寄せられることは本当にある意味、地域協力隊員よく頑張ったし、そして地域

の皆さんの温かさだなと改めて感じさせる事業で、やってよかったなというふうに思っております。 

 まだまだ不十分なことはありますが、皆さんのまちの人たちの力を借りてなんとかその本人の夢の

実現、そして地域の困ったことの解決、そんなことは両立が図られることが地域協力隊だと私は思っ

ておりますので、そのことにつきましては議員と同じように思いは持っておりますのでご理解いただ

きたいと思います。 

○岩藤議長 ５番。 

○５番 柏原議員〔一般質問席〕 考え方一致していると思います。ただ、地域住民、それから協力隊 

員にあまり心配かけないでください。これで終わります。 

○岩藤議長 これで一般質問を終わります。 

                                   

    ◎散会の議決 

○岩藤議長 これで、本日の日程はすべて終了となりますが、ここで傍聴席の皆様に一言お礼を申し上 

げたいと思います。本日９時半より長時間にわたり熱心に傍聴していただき誠にありがとうございま

した。今日の様子をまちのなかで町民の皆さんにぜひ伝えていただきたいと、そんなふうに思うとこ

ろでございます。また、議会の様子はＹｏｕＴｕｂｅにて録画配信されておりますので、そちらの方

も視聴していただければ幸いかと存じます。 

 本日は本当にありがとうございました。 

                                  

    ◎散会宣言 

○岩藤議長 それでは、本日はこれで散会といたします。 

散会 １４時３５分 
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開会 ９時３０分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって５番 柏原勝議員及び６番 山

田耕平議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日の説明員は、前日のとおりです。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から 

    ◎日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予 

                  算まで 

               ７件 一括議題     

〇岩藤議長 日程第２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から日程第８ 議案第３１号  

令和６年度置戸町下水道事業会計予算までの７件を一括議題とし、質疑を行います。 

 議案の順序で行います。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

〇岩藤議長 まず議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 別冊の予算書を用意願います。 

 第１条 歳入歳出予算は、別冊事項別明細書。３５ページ、３６ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。１款議会費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ３７ページ、３８ページ。 

 ２款総務費、１項総務管理費。 

 質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ３９ページ、４０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ４１ページ、４２ページ。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 旅費についてちょっと伺いたいというふうに思います。去年の夏から随分そのイン 

バウンドが戻ってきたと言いますか、例えば札幌市内のホテルの料金が高止まりをしている状態が続

いているなっていうふうに感じております。それで今月１６日、ＪＲ北海道ダイヤ改正に伴って、な

んか特急料金の割引規格もなくなったっていう話を聞きました。現状の、例えば札幌などへの出張の

旅費規定の今の現状の金額なんですが、それの見直しという考え方どう思われてるのか、ちょっと伺

いたくて質問しました。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 ご質問いただきました旅費基準の見直しの関係でございますが、議員おっしゃる 

とおりコロナも明けまして、またさらに最近は物価高もございましてですね、ホテルの宿泊料も高騰

している状況であって、なおかつ現在の旅費基準と乖離してきているということは把握しております。

で、またですね、ニュース等で見ますと公共交通機関の運賃等も値上げが検討されているという報道

もございますが、見直しは必要であると考えております。あの令和６年度中においてなんですけども、

近隣の自治体も同様のことを検討されてるかどうか含めて、加味しながらですね、見直しに向けた作

業を進めたいと考えます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ４３ページ、４４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ４５ページ、４６ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 この１０節需用費の修繕料でカメラ修理ということだったんですけども、まぁ最近 

のデジタルカメラ、そこまでその修理することがないように思うんです。主に、これ何を修理するた

めに計上してるのか教えてください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、こちらはですね、広報取材用のカメラの修繕料として計上しております。 

主にスイッチ等の不具合ですとか、シャッター調整などを想定しておりますが、実際はこの、まぁ見
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ていただくなかで、故障になりますとカメラは多分かなり高額になるということもございますので、

まずその不具合等があった場合にまず見ていただいて、それでその必要性に応じてですね、金額をさ

らに追加補正させていただくような、今までは流れになってきております。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 はい、修繕料についてはわかりました。もう１件、１３節の使用料及び賃借料です 

ね。こちらの自治体情報提供サービス使用料、地デジ広報に主に使われていると思うんですけども、

こちらの方、昨年度も所管事務調査で確認したと思うんですけども、こちら１年間やってみて費用対

効果等どれぐらいあったのかというのを教えていただけますか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 地デジ広報としてですね、地上デジタル放送のデータ放送を利用しまして、地域 

住民の皆様に情報伝達を行うという目的で導入しております。 

 こちらなんですけども、あの基本的な利用方法としてはテレビをチャンネル選んでいただきまして、

データサービス、ｄボタンを押して見ていただくという形で読んでいただくんですけども、こちら情

報ツールという形でですね、使用しているために、閲覧実績等が把握できないということもございま

して、あの今議員おっしゃいました費用対効果という部分につきましては測りかねる部分もございま

すが、ただあの私どももこれを導入するときなんですけども、例えばインターネットをお持ちでない、

スマートフォンをお持ちでない方に関してですね、このテレビはほとんどの全世帯に普及されている

ということもあって、そのテレビを媒体とした情報提供したいということで導入したものでございま

す。あの引き続きなんですけども、このデータ放送についてですね、必要に応じて新しい情報を町の

皆様にお知らせをしたいと思っております。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 こちら、費用対効果、今データを送信するだけなので見た数は分からないというこ 

となので、もしあれであれば、どこかのタイミングでですね、例えば町民に対して認知度のアンケー

トを取るよとか、それでもう１回町民に対して周知するように、徹底するようにお願いしたいと思い

ます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 負担金補助及び交付金ということで、１８節負担金補助及び交付金、札幌おけと会 

の話がございましたけども、最近どうも参加者が少ないとか、参加、まぁ向こうの方も少ないけど、

こちらから行く方も少ないようなお話を聞くんですけども、過去には各地区のあの自治会から３名ぐ

らいずつということで募って札幌へ向かったこともありますけども、その辺の考え方と言いますか、

お知らせください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 ご質問をいただきました、あの札幌おけと会の参加人数の件につきましてですけ 

れども、まぁあの実は札幌おけと会、コロナ禍もございまして、総会等長らく開催されていないとい

うことでございまして、従来置戸町からの出席者につきましては、札幌おけと会事務局から招待があ

った方となっております。ご意見を頂戴しましたので、札幌おけと会の事務局と今後の会の持ち方な
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ど考え方等についてですね、ご相談をさせていただきまして、札幌おけと会の方から招待者数を増や

したいとの意向があればですね、検討させていただきたいと思います。 

 まぁ、従来なんですけれども、参考までなんですが、ここ近年ですね、開催されたときには案内が

あったのは町長、議長、商工会長、ＪＡきたみらいおけとからの代表、観光協会の会長、自治連合会

の会長、置戸タイムス社長、勝山温泉ゆぅゆ理事長、あと事務局の企画財政課長と地域情報係長等が

案内されておりました。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 過去には招待ということだと思いますけども、先ほど言ったような各自治会の、地 

区自治会の三役が３名ぐらいずつとか、それも置戸町の地元の福祉バスに乗って伺ったことも過去に

ありました。そういうことで、いろいろ今後の検討していただきたいというふうに思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 今、議員おっしゃったときはですね、多分周年事業のお祝いで、確か記憶にあり 

ますと、豊年種まき踊りとか、皆さん向こうに行って余興とか盛大にお祝いをされたということがご

ざいました。先ほど来、同じ話になりますけども、札幌おけと会の向こうの事務局とですね、本当に

ご相談させていただいて今後の会の持ち方等について、あの検討させていただきまして、またあの要

請等がございましたらですね、あのこちらの方から参加の方法も含めてですね、検討してまいりたい

と思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ４７ページ、４８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ４９ページ、５０ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 １２節委託料のところの質問です。自動給茶器保守点検委託料３万２，０００円あ 

りますが、こちらの自動給茶器なんですが、３階に１台あるものはもう壊れて使ってないという話は

ちょっと伺いました。そして２階に１台ある分の修理ということなんですが、この使用頻度というか、

それほど重要なものなのかちょっとお伺いしたいです。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 主に２階来客対応ということで、昔あの１階から３階までそれぞれ自動給茶器を設置 

しておりましたけれども、経年劣化での更新部品がないっていうことで、１階と３階の部分について

は廃止をし、２階のところについては町長、副町長のところにあの来客がかなり来ますので、その分

で対応してます。それで部品がないので１階、３階の給茶器の壊れた部品を部品取りするということ

で現在残しておりますが、主に今来客対応で２階の給茶器は総務の職員が使用している状況でござい

ます。 
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〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 石村議員 去年の予算書を見ても３万２，０００円計上されていて、毎年３万２，０００円か 

かるくらいだったらポットのようなものを買って、急須でお茶を入れた方がなんかいいような気もす

るんですが、それほどそのお茶を入れるのにも時間かからないと思うんですけども、いかがでしょう

か。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 なかなかあの来客、まぁ予定されてる来客であれば対応も可能なんですけども、いつ 

どういう方が見えられるかわからないので、すぐお茶を出すということも必要ですし、なかなかあの

業務で職員あのほかの業務で手を取られてる場合もありますので、なるだけ迅速にまぁお茶の給茶を

してですね、すぐあの今やってる業務に戻っていただくということで、当分の間は続けたいというふ

うに思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ７番 阿部議員。 

〇７番 阿部議員 １２節の委託料というところでですね、花壇の整備委託料ということで３万７，０ 

００円出てますけど、これはどこを誰に委託したらこういうことになるんですか、教えてください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 毎年花いっぱい運動に合わせましてですね、あの庁舎の前にですね、プランターを設 

置してまして、朝の職員が交代で水やり等の管理をしておりますが、町内であの安住で花を作ってら

っしゃる農家さんにですね、設置から撤去まであのお願いしてるということでの委託料でございます。 

〇岩藤議長 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 先ほど石村議員が質問した給茶器ですけども、３階のとこに置いてあるのを私もち 

ょっと確認しました、壊れた状態で。あれば通常一般の人が覗き込むことはないと思うんですけども、

まぁ使わないっていうか、壊れてるんであれば撤去した方がいいのかなとちょっと思いましたんで、

ご意見です。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 先ほどもちょっとふれましたけども、２階の給茶器が古くてですね、交換部品がない 

状態です。それでまぁ撤去してしまってもいいんですが、２階の給茶器が使えなくなると困るので、

部品取りということで１階と３階のやつを現状置かさせてもらってるという状況でございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ次へ進みます。 

  ５１ページ、５２ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 町有施設の維持管理に要する経費の１０節需用費のなかの修繕料ですね、こちら昨 

年度ぽっぽのベンチシートの修繕で５３９万円ということで計上されておりましたが、今回一般修繕

ってことで３００万円計上されております。こちら具体的に主に何を修繕するのか教えていただけま

すか、お願いします。 
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〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 主な町有施設の修繕料、職員の住宅ですとか、教員住宅ですとか、あと住民センター 

等々の修繕代になりますけれども、まぁ職員住宅あの教員住宅の襖ですとか畳、それからまぁ屋根の

塗装ですとか、よく多いのがあのシャワー混合栓ですね。そういうのの取り替え修繕ですとか、そう

いった小破修繕がほとんどでございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 １２節委託料、ハンドドライヤー設置委託料２０万７，０００円の件について質問 

です。こちら川向住民センターに設置という話をお伺いしましたが、どんな物を何台分購入予定なの

か、詳細教えてください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 ハンドドライヤーの設置につきましては、男女のトイレにそれぞれ１つずつ、１台ず 

つ、役場に置いてあるようなタイプの物を設置する予定でございます。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 石村議員 役場に置いてあるタイプのもの２台となると、工事費等も含めて２０万７，０００ 

円だと思いますが、やや高いような気もするんですけども、こちらはきちんとあの見積もり等は取っ

ておられるのでしょうか。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 はい、あの町内の電気屋さんからお見積もりをいただきまして、このぐらいで付くよ 

ということで見積もりいただきましたので、今回予算計上させていただきました。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ５３ページ、５４ページ。 

  質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 一般車両の管理に要する経費のところの１０節需用費、消耗品費のなかの１９６万 

４，０００円のとこで、アルコールチェッカーも含むというお話があったかと思うんですけども、今

までそういうチェッカーを用意していなかったのかどうか、まずお聞かせください。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 アルコールチェッカーについてはすでに導入しております。ただ、アルコールチ 

ェッカーですね、使用頻度現在設置している物は約１，０００回ということになっておりますので、

それでその更新に合わせて必要な部分について購入するというようなことを考えております。 

〇岩藤議長 ５番。  

〇５番 柏原議員 アルコールチェッカー、まぁあの使用頻度があるということですけど、これはどこ 

までチェックしてるのか、公用車を使うときにこういうチェッカーを使ってるのか、一般的に出勤者

に対して使ってるのか、そこら辺はどうなってるんでしょうか。 
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〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 アルコールチェックですけれども、公用車の鍵を貸し出すときに名簿等設置して 

おりますので、それの記載のときにですね、アルコールチェックを合わせてやっていただいてるとい

う状況でございます。 

〇岩藤議長 ５番。  

〇５番 柏原議員 その確認は本人がやるんじゃなくて、誰か担当者っていうか、が随時確認をしてい 

るんでしょうか。 

○岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、アルコールチェック、各施設に設置しておりますので、そこの施設長が行 

うということとなっております。まぁ不在のときはですね、別の者が確認するというような仕組みと

なっております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 車両の管理に要する経費のなかで１７節備品購入費、この項目で聞いていいのかど 

うなのかちょっとあれなんですが、町で管理する車のなかで高速道路を乗るような何台かの車にＥＴ

Ｃの機械の設置の考え方っていうことで、ちょっと伺いたいと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 私の方でお答えします。あのＥＴＣというのは、これはキャッシュカードの利用 

になるかと思います。実はキャッシュレスが進むなかで、現在の本町の財務規則で申し上げますと、

キャッシュカードを利用した支出を想定、規定しておらずですね、使用できない状況になります。で、

地方公共団体が物品の購入や役務の提供を受けるためにクレジットカードを提示して、その支払い方

法をクレジットカードによることにすることは地方自治法及びその他関係法令の規定に抵触はしませ

んが、総務省からの通達によれば、運用するとなると本町における規則や運用方針等で詳細に整備を

する必要があります。公金の扱いとしましては、必ず支出負担行為という前提でですね、あの手続き

をとるということになりますので、今の現状では前もって前途金として公金を受け取って支出すると

いう方法でしかないんですけれども、まぁ今後におきまして近隣自治体の動向も見ながらなんですけ

ども、導入についてのあの是非について検討を進めたいと思います。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 前向きな検討をぜひしていただきたいと思います。高速道路もずいぶん整備されて 

きまして、インターチェンジのなかには現金で乗り降りできないというインターチェンジもこのごろ

増えてきています。そんなことで言えば、出張で使われる車両のなかで、ここで降りたいのだけども

降りられないっていうこともこれから考えられる状況になってきておりますので、ぜひ前向きに検討

してください。 

〇岩藤議長 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 同じページの一番下であります１７節備品購入費、一般備品ということで、この前 

の説明ではドライブレコーダー２台分っていうことだったと思います。今、公用車自体ドライブレコ

ーダーは全車に搭載しているのか、そこら辺をちょっとお伺いしたいと思います。 
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〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、ドライブレコーダーにつきましては、一般車両につきましてはほぼ設置し 

てるという状況でございます。で、この今年度予算計上しております２台分で、ほぼすべて設置が完

了するということでございます。まぁ、建設車輌等につきましてはですね、作業状況でかなり振動等

が起きるということもございますので、そちらについてはですね、設置を現在は考えていないという

状況でございますけれども、通常の一般車両につきましては、ほぼ今年度で設置が完了するというこ

とでございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ５５ページ、５６ページ。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 移住・定住促進事業に要する経費というところで、１８節負担金補助及び交付金で 

置戸町森と住まいの支援補助金等とありますけども、昨年の実績と言いますか、今年の分については

予算で説明ありましたけど、昨年の実績が分かれば教えていただきたいと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、森と住まいの支援補助金の実績でよろしいでしょうか。令和５年度なんで 

すけども、４件の申請がございまして、合計で加算分も含めますと５５０万円を補助しております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 当初、今年は４００万円という数字でありますけども、まぁこれは利用というか、 

町民の付託があれば応えていくというような形で補正を組んでいくということでよろしいですか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、実は令和５年度、当初予算で４件分を見込み、予算計上させていただいて 

おりました。しかしながら、年度当初すぐに４件の予約が入りまして、それであの今後の支出に支障

を来たすということで追加をいただいたところでございました。しかしながら、結果として４件で留

まりですね、５５０万円という実績になってはあるんですけども、もちろんこの制度についてですね、

ご利用したいということのご希望があればですね、その都度都度予算の残額を見ながら必要に応じて

追加の補正をお願いしながらですね、対応してまいりたいと考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ５７ページ、５８ページ。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 一番上の１８節負担金補助及び交付金のところで、ハイヤー料金の助成事業の関係 

が出ておりますけども、まぁ巡回バスの条例も廃止して、いよいよこれでいくっていうことでありま
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すけども、まぁ今までやっぱり少なからずとも巡回バスを利用してた方もいます。そういう方たちに

もちゃんと理解を得ながら次の事業へ進んでいっていただきたいということが一つと、もう少しあの

ハイヤーさんの関係で言えば、いろいろな条件と言いますか、まだまだいろいろ情報を共有しながら

整備を進めていかない部分がまだあるというふうに感じておりますけど、その辺はいかがでしょうか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、平成３０年から地域巡回バスという形で運行してまいりました。で、あの 

地域巡回バスを定期的に利用されてる方もおられます。しかしながら、議案第２４号でもご説明させ

ていただきましたけども、これまで利用拡大に向けたあの巡回コースの拡大やダイヤの見直しや増便、

それでＰＲまぁ含めて行ってまいりましたが、市街線、各地区線とも、年間平均利用者は減少の一途

をたどっている状況であります。さらに運行業務の委託料は、運行当初から令和５年度は約２倍の費

用がかかっているという状況でもあります。 

 まぁ例えば、現在の状況下で地域巡回バスを継続運行する場合であっても、収支状況を考えますと、

やはり１回数百円程度のバス利用料の徴収を考えざるを得なくなるだろうとも判断しました。であれ

ば、非常に残念ではございますけれども、本年３月末をもって運行を終了し、移動したい時間に自宅

前までお迎えに、といった多くのご要望に応えるべく、ハイヤー利用料金助成事業として新たに展開

してまいりたいと考えたところであります。確かに１回５００円というご負担をいただくことは大変

心苦しく思っております。しかしながら利便性は格段に向上すると思います。ご理解をいただきたい

と考えております。 

 なお、あの社会福祉協議会におきましてお聞きしますと、ハイヤー利用料金に関する支援策を引き

続き検討していただけるとお話を聞いております。互いの制度を有効に活用していただくことで負担

軽減が図られるものと思っております。なお、あのハイヤー事業者様とは何回かお話をさせていただ

きまして、初めての事業でもございますので、いろいろと出てくるのかなと思っておりますけれども、

今現在他町で実施されている状況なんかを参考にさせていただきながら、あの細かい打ち合わせとい

うかですね、あのこういった場合はこうしてくださいというような申し入れは、今現在もしておりま

すけれども、この制度都度都度、やはりいろんな問題が出てくると思います。その都度ですね、あの

修正をしていきたいと考えております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 まぁ、今課長がおっしゃったように、いろんな不具合というか、改善すべき点が出 

てくるとは思いますので、その辺十分にこう町民のためと言いますか、そういうことを考えながらや

っていただきたいというふうにお願いをします。 

〇岩藤議長 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 １８節のことですけども、 まずバス利用運賃補助事業補助金について、昨年本当に 

北見バスのフリーパスチケットが、まぁ勝山でも販売されることになって本当にありがとうございま

した。そのときにまぁ課長にもお伝えはしたんですけども、一番町民にとってあのバス利用があのし

やすいっていうのは、町民である身分証明書を提示して、その都度バスを利用できる、その方法が一

番あの町民のためにもなるのかなと思ったところ、まぁあの課長からの話では、まぁ北見バスさんも

北見を出発して訓子府、置戸へと、それからまた陸別へも行くと、ただ運転手さんが戸惑うこともあ
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るだろうという話もいただきました。そこはある程度理解はしますけども、今後町民の本当に使いや

すい、利用しやすいことを考えますと、やはり身分証明書を提示して利用できる、そういう方法が望

ましいと考えておりますけども、いかがでしょうか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 北見バス会社が運行しているものでございますので、あのバスの会社の規定、そ 

のほかがございますので、なかなかこうあの置戸町単独でですね、これをやり方をお願いしますとい

うことがなかなかこううまくいかないというのも実情でございますけれども、ただ議員おっしゃるよ

うにですね、町の皆さんが利用しやすい方策というのはその都度考えていかなきゃならないと思って

おります。あの北見バスさんともですね、継続して、まぁいろんな乗車しやすい方法ですとか、それ

からあの制度についてですね、情報交換と言いますか、協議も進めてみたいなと思っております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 フリーパスチケットについては、できるだけ町民の希望に沿った形でお願いしたい 

と思います。それからもう１点、ハイヤー利用、今嘉藤議員からの質問もありましたけども、置戸で

は初めてやる行為ということで、もうここまで来ると国で言ってるライドシェア、もうそういうとこ

ろまで踏み込む時期に来てるのかなと。ただ、今回まぁ４月１日からハイヤー助成が始まりますけど

も、もうその先を見据えた協議も進めていくべきと私は考えております。いかがでしょうか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、今国の方においてですね、まぁそういったライドシェアという新しい考え 

方が提示されているというのも承知しております。まぁしかしながら、あの今般のこの事業でござい

ますけれども、まぁあの置戸町内にはハイヤー事業者様がいらっしゃいますので、その事業者様とま

ずはタッグを組んでというところでございます。それから、まだライドシェア、まだまだ浸透がちょ

っとされてないのかなと考え方の、ございますので、もちろん公共交通担当としてはですね、そのよ

うな情報収集も含め、必要に応じてですね、あの新しい制度を考えるときに参考にしてまいりたいと

思います。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 次の地域おこし協力隊に要する経費についてお伺いします。６年度の予算が５，６ 

９０万円。前年度が５，３００万円なにがしで１，１００万円以上の減額がされて、まぁ承認されて

るんですけども、なぜここで減額が１，１００万円あったあとに増額になっているのか、まずここを

お知らせください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 令和５年度の補正予算においての減額でございましたが、こちらについては当初 

２人、年度当初から隊員を迎え入れて１０人で隊員活動ということで考えてたんですけども、残念な

がらあの新規隊員の募集に至らず、その分を相当する、要は２人分のですね、隊員に係る経費を減額

をしたというところでございます。 

 で、あの令和６年度に際しましてもですね、想定としては最大１０名という隊員が活動する必要経

費を見込んでおりますけども、あの説明でもいたしましたが、令和６年度からいよいよ隊員が３年目

を迎えて卒業をすると。で、また卒業する時期もですね、まぁその都度都度その月々で違うものです
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から、その辺のですね、予算の組み方もございますけれども、概ね減額した理由としては予定してい

た隊員の採用に至らなかった部分の減額、そして今回の増額って言いますか、今回当初予算の提示に

ついては、まぁ１０名を目指して、その隊員が活動する必要経費と見込んでおりました。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 人員確保はままならなかったということですけども、まぁ今年度もこの予算でいく 

のであれば、やはり昨日も一般質問でちょっとさせていただきましたけども、住宅の確保というか、

卒業する人たちのことも考えて受け入れを進めていっていただきたいなと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、住宅の確保につきましてはですね、昨日もご質問いただきました。で、あ 

の隊員の方もですね、いろいろとやりたいことがあるようです。それであの例えば町有住宅に住みま

すっていう部分にいきますと、なかなかこうあのまぁ自分で好きなことができなくなったりとかする

ので、隊員も空き家ですとか、そういったいろんな物件を探してたりするので、そういった支援もも

ちろん当然行っております、まぁ現在も。あの今後なんですけれども、いわゆる昨日もご質問いただ

きましたけども、町有住宅等を隊員に振り向けるようにですね、あの確保してまいりたいと考えてお

ります。また、それからあの今隊員に卒業後のお話を聞き取り丁寧にしてますけれども、それに応じ

ですね、できるだけの支援は間違いなく行いたいと思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ５９ページ、６０ページ。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 １２節委託料ですけども、地域おこし協力隊募集等業務委託料５９７万円、去年よ 

り若干下がったかなと思ってますけども、この委託をするときに募集要項というかな、どういう募集

の範囲っていうかをやられているのか、どういうお願いの仕方をしてるのかお聞かせください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、まず私どものなかでですね、どのような活動をしてもらう隊員がいいだろ 

うかという、大体の大まかなアウトラインを決めてですね、それに基づいて募集要項を町で作成して

ですね、この隊員を募集したいということで委託業者に対してお示しをして、それで募集業務全般を

担っていただくというような形で進んでおります。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 置戸は今協力隊があの地域で一生懸命頑張ってくれてるのはもう重々わかっており 

ます。ただ、募集の範囲のことですけども、北見では農業法人に２人、去年かな。北見市は何人募集

したかわからないんですけども、その２人が農業法人に勤めて仕事をしております。で、またその農

業法人は過去に１人協力隊という形で受け入れて、今はそこで協力隊からもう外れてそこの法人の専

務をやられております。で、置戸の今後農業人口というのかな、減っていく部分ではあのそういう受

け入れの方法もあるのかなと、やはりそういう希望が町内でもあるかどうかというアンケート調査と

いうのかな、そういうことも必要なのかなと思うとともに、東川だったようにも思うんですけども、
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福祉関係の募集をかけて、それを協力隊で受け入れて、福祉の勉強をしながらその地域の業務に当た

ってもらうということもなんかちょっと私の間違いかもしれないですけども、そういう受け入れの仕

方もあるというふうにはちょっと聞いたような気がするんですよ。 

 置戸もあとはクラフト養成塾に応募されて来てる方もおります。そういう人たちも、その協力隊と

いう形での受け入れが可能なのかどうか、そこら辺はどういう判断をしておりますか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、あの基本的になんですけれども、まぁ今例えばという形で出ましたが、そ 

のクラフトの研修生という部分に関しますと、今オケクラフトセンターの方で募集を専門のですね、

しておりますので、まぁちょっとなじまないのかなと思っております。 

 それから福祉関係の話ですが、東川町という話が出ましたけれども、こちらについてはですね、ち

ょっと制度が違いまして、地域おこし協力隊では迎え入れることはできないというふうに聞いており

ます。あと、まぁその隊員のですね、法人への委託型っていうのは実はございます。それであの何件

かですね、実は今までもあのお願いできませんかという話はしたことがございます。しかし、なかな

かですね、あのいわゆる事業としては法人様がすべてそれを受け入れてお支度をされるという手間が

実は生じますので、なかなかそのまぁ難しいというのがあるんですけども、あのその今後ですね、今

後あの地域のその各事業者様でですね、あの協力隊のその受け入れができるよというようなニーズが

ございましたら、積極的にそういった部分については働きかけをしてですね、マッチングと言います

か、していきたいなとは考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 １８節負担金補助及び交付金のなかの、地域おこし協力隊起業・事業継承支援補助 

金についてなんですが、先日の予算説明のなかで、本年度の定住希望に対して５名分という話があり

ましたけど、この５名分というのはなぜ５名分なのか。卒業する地域おこし協力隊員７名と聞いてる

んですが、なぜ５名分なのか説明をお願いします。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、起業・事業継承補助金につきましては、これ平成３０年度から特別交付税 

の交付対象になっておりましてですね、令和５年度からは隊員任期の２年目から補助金が受け取れる

よう改正がされたところでございます。本町は本年度の卒業生は７名の隊員が卒業いたしますけども、

先ほども申し上げましたが、あの現在今後の進路についての聞き取り調査しておりますけれども、現

時点において町内で起業を検討されてる隊員が４名おりまして、予備分１名を合わせて５名分を計上

しているところでございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 はい、わかりました。町内に４名と予備分で１名ということですね。あともう１件 

なんですけれども、こちらの補助金というのは、このあとにある未来の起業補助金とか、あと起業応

援金、こういうのと併用というのは可能なのかということを教えてください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 起業・事業継承補助金の要項等につきましては、もう議決をいただきましたら成 
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案を整えてまいりたいとは考えているところでございますけれども、この起業応援金の趣旨を鑑みて

ですね、特に協力隊の定住化を促進させるためにもですね、この併用可能とした作り込みをしたいと

考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 その下のですね、地域振興に要する経費のなかで６２万円報償費、銀河線跡地市街 

地区のコーディネーターの方の謝礼金等ということですが、去年の予算を見てみると同じような形で

７０万円のがありました。 それで、まぁあの継続されてやられてることなのかもしれませんが、方向

性としてどんな形が今見えているのかっていうのは分かったら教えてください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、銀河線が廃線となってですね、もう幾久しく経っているという状況でござ 

いますが、いわゆる皆様ご承知のとおりですけども、市街の一等地ですね、鉄路がまだ残っており、

その活用についてですね、まぁ具体的な案というかの検討も進んでない状況でございました。 

 まずあの地域、あの線路があるですね、あの沿線にお住まいの方々がどのような思いで場所を見て

いるかっていうことを含めてですね、まずその堅苦しい話ではなくて、皆さんどんなふうにお考えに

なってるでしょうかっていうことをお聞きしたいなと思ってですね、座談会という形でですね、やっ

てみました。２回ほどやってみて思ったことなんですけども、やはり皆さんいろんな思いがあります。

自然をそのままにしてほしいとか、やはりあそこを撤去して何か建てた方がいいとかいう方もいらっ

しゃいました。そういったまずはそこのお住まいの方々を中心とした、いわゆるアイディアなんかを

募りつつなんですけども、６年度の展開として考えたいのは、そのいわゆる集まりをちょっとずつ増

やしていって、いろんな方々といろんな意見交換と言いますか、アイディアを出し合うというか、そ

のような作業ができればと思っております。ただ、この今までですね、やはりここは難しいです、あ

のいろんな利用の方法というかですね、単純にやはり町の方でこうしますということではなくて、や

っぱりこれからまちづくりの景観をどうしていくかってことにも絡みますので、いわゆる時間をかけ

てっていうか、町の皆様とあの意見交換を積み上げていきながらイメージを組み立てていきたいなっ

ていうふうに思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 ただいまのところですけども、過去には青写真を作って大々的にやるようなお話で 

進んだ経過もありました。それはあの中断してしまったんですけども、ちゃんとそこら辺は町として

どういうことするかっていうのは、ただ地域住民に聞いただけではいかないんじゃないかと思います

けど、その辺の考え方、いかがですか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、町の方では全く皆さんどうぞお考えくださいとスタンスではないです。 

ただ、今までまぁ議員おっしゃいましたけれども、過去にはこういった形でどうでしょうかって叩き

台を作ったこともございました。まぁしかしながら、あのその後議論が進んでいないということもご

ざいます。ですので、まずあのまず１回フラットにしたいと。フラットにして町の皆様とどんなこと
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を思っていらっしゃるかっていうことの、まずは今聞き取りというわけじゃないんですけど、アイデ

ィアのお考えをちょっと聞いたりとかすることで、どんどんどんどんいわゆるそう言ったお話のなか

から町の方の考えも付け加えていく、そして、いわゆる皆さんでこんなのどうでしょうかっていうと

ころができれば良いかなというところでございますので、町の方で何もノープランで皆様に作ってく

ださいというスタンスではありません。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 ただいまの部分については、これからもちょっと注視していきたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ６１ページ、６２ページ。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 ふるさと納税に要する経費でありますけれども、経費ということよりも置戸町に昨 

年度ふるさと納税で入ってきた金額と本当は置戸町に入ってくる町税が、ふるさと納税としてほかへ

出ていったとこの差っていうのは分かれば教えていただきたいんですけど。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 令和５年度の現在までの実績でございますけれども、２月末まででございますが、 

ポータルサイトをご利用での寄付が５２３件、金額が１，２０５万３，０００円。で、直接いただき

ました寄付が１０件、５３万８，０００円。合わせまして５３３件で１，２５９万１，０００円をい

ただいております。なおですね、本町からその他町に対してふるさと納税を行った額というのは把握

ができないのでちょっと解りかねます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 ふるさと納税に要する経費のところでもう一度質問があります。こちらで計上して 

いる予算が９９２万７，０００円で、この年度で回収できる金額が、おそらく２，０００万円という

話を聞いたんですけども、今の話を聞くと今年度ので、今のところ１，２５９万１，０００円。約１，

０００万円をかけて２，０００万円回収できる根拠というか、そこを教えてください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 あくまでもふるさと納税でございますけれども、２，０００万円のふるさと納税 

をいただくという前提でその半分、いわゆる返礼品は寄付額の３割以下と定められており、また送料

及び事務経費は２割以下がルールでございますので、おおむねですね、２，０００万円のご寄付をい

ただく前提として、半額以下の９９２万７，０００円という計上しております。もちろんですね、あ

の今年度今申し上げましたが、トータルで１，２５９万１，０００円、今現段階です、２月末ですが、

こちらのですね、もちろんこの実績に応じてこちらのふるさと納税に要する経費ももちろん、その半

額以下という形になりますので、そういう仕組みになっております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ６３ページ、６４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ６５ページ、６６ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 ６６ページ、負担金補助及び交付金、１８節の置戸町交通安全協会補助金の４０万 

２，０００円の件で質問します。こちらの経費、ヘルメット代ということでご説明いただきましたが、

こちらの配布対象が４年生から６年生と中学生という話だったんですけども、この４年生からという

ふうになった根拠を、自転車に乗るその距離が長いからというふうにちょっとお伺いしましたが、も

う一度そのあたりちょっと説明していただきたいんですが。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 交通安全協会の事務局の会長、事務局長ともお話したんですけども、あの拡大に当た 

ってですね、まぁ小学校高学年はおそらく自転車に乗って友達といろんなところに回るということが

多分たくさん想定されるだろうということで、今回は新４年生に次年度以降配布をしようということ

で決めましたが、１年生から３年生はどうしたらいいんだということもあの議論いたしました。それ

で小学校に確認しましたらですね、学校にも貸し出し用のヘルメットがあるということで、先生の判

断で必要とあれば、あのそちらの方で対応できるということになりましたので、とりあえずあの今年

からは４年生以上ということで対応しようということで決めました。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ６７ページ、６８ページ。 

  質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 １８節負担金補助及び交付金、たびたび予算のなかで議題となるわけですが、北海 

道自治体情報システム協議会負担金、昨年度より３，８００万円のアップですか。説明のなかでも全

国共通化に伴うということなんですが、一体何がこうやって全国共通化していくのか。資料の方では

８，１６８万９，０００円のうち、機器保守等で７，２４４万９，６４１円というふうになっている

んですが、機器自体を全国共通化するのか、システム自体の共通化を図るのか、ちょっとその辺詳し

くお知らせ願いたいと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、今般国の方で進めております地方公共団体情報システムの標準化、共通化 

の対応ということで予算のお願いをしているところでございますが、こちらなんですけども、何をし

てるかというのは今現在いろんな各自治体において各システムが使われております。例えば、皆様が

お使いの住民票ですとか、戸籍ですとか、各自治体によってですね、様式が違います。ということは
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開発コストも違ってくるということがございます。 

 そこで国は全国の自治体が同じ様式を使うことにしましょうということにしたので、今何が行われ

るかと言いますと、実は令和７年までにすべての自治体において、国が示す様式を使うようにシステ

ム改修しなさいというふうに言われてます。実はその経費でございまして、国が示していてこの標準

化の対象事務とされている事務は１７業務。それに戸籍、戸籍の附票、それから印鑑登録の３業務が

加わった２０業務をその該当としますとされてます。本町では使用していないシステムが４業務ある

ため、１６業務が該当してその改修を今進めております。 

 内容といたしましては児童手当、こども・子育て支援、住民基本台帳、戸籍の附票、印鑑登録、選

挙人名簿も変わります。固定資産税、個人住民税、軽自動車税、戸籍、健康管理、障害者福祉、介護

保険、国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金、これらシステムがすべて対象となるということで

ございます。 

 これらですね、多岐にわたってですね、今までのシステムを直している状況でございますので、金

額の方はかかってまいりますけども、あのまぁ以前報告させていただきましたけども、まぁ協議会に

入っているので、全部の加盟自治体で割合に応じてですね、負担しているということでございますの

で、他のシステムの導入よりかはあの安価で進んでいるんではないかと考えております。 

〇岩藤議長 ３番。 

〇３番 石井議員 それじゃあ、ある程度全国共通化される、まぁ令和７年を目標にということなんで 

すが、全国共通化、そして標準化された折には、これからこういったようなシステムの負担金等はか

なり減るという考えでよろしいのでしょうか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、あのもちろんですね、この事業が完了した際には、これらかかる開発費は 

下がってくるものと思います。なおですね、これはあの国が進めている政策でございますので、国の

方から補助金もいただけております。ですので、今後ですね、今後こういった内容についてのシステ

ム改修は終わるだろうと考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 私はあのさっぱりそういう意味がわかってないんですけども、これはシステムが全 

国統一されたときに、まぁ否応なしにじゃないですけど、マイナンバーカード、あれを個人番号とい

うかな、そういうくくりで、今デジタル化ということも話が国の方ではやってるようです。そことは

なんか関連性があるのでしょうか、私じゃちょっと分からないんで、そこら辺関連があるんであれば

ちょっと教えてください。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 直接マイナンバーカード等のことで紐付けでは別でございまして、あくまでもこ 

のいわゆるシステム共通化っていうのは、いわゆる先ほども申しますように一番わかりやすいのは様

式ですね、ですから今までが横書きだったものが縦書きになるとか、そういったことも起きますので、

多分ですね、あの町の方からすると日ごろお使いの戸籍ですとか、そういったものの様式が若干変わ

るとか、多分そういったあのなんて言うんでしょうか、そういう影響としてはですね、その方が大き
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いと思います。マイナンバーカードもですね、国の方であの進めておりますけども、マイナンバーカ

ードお持ちであればこの手続きが簡素化されるとか、そういったメリットはどんどんとこれからも出

てくると思いますので、それとは、ちょっとこのシステム共通化とは違うというんですか、ちょっと

趣旨が違うと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ６９ページ、７０ページ。 

  ２項徴税費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ７１ページ、７２ページ。 

  ３項戸籍住民登録費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ７３ページ、７４ページ。 

  ４項選挙費。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 一番上の１２節委託料のところで、勝山郵便局の窓口の関係の説明がございます。 

予算ありましたけども、昨年の勝山郵便局におけるいろいろ発行証明とか発行した部分の実績等分か

ればお知らせいただきたいと思います。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 勝山郵便局役場窓口事務委託料に関するご質問ですが、昨年の令和５年７月から 

勝山郵便局に特定事務委託を行っております。で、住民票や印鑑証明書の登録を発行してもらってお

ります。で、７月からのですね、えっと実績の利用者がですね、７月の利用者が４人で、件数として

は６件、８月が１人、件数としては２件、９月が１件で件数が１件でございまして、１０月が１人で

２件、１１月、１２月、１月の利用の実績はありませんでした。２月は６人で７件、昨年からですね、

今年の２月までのご利用の人数は１３人で計１８件となっております。 

 で、委託料につきましてはですね、利用がない月でも管理費等の固定費がかかりますので、それが

１月１万３，２００円かかります。で、住民票などの発行に関して一件３００円が手数料として加算

されます。で、住民票などを一件加算した月ではですね、消費税等も含めて１万３，５９６円の委託

料となります。令和５年７月から令和６年２月までのですね、委託料は初回のみに発生する導入費２

万円を含め、現在１３万４，７２８円となっております。 

〇岩藤議長 １番。 
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〇１番 嘉藤議員 今利用実績をお伺いしました。件数が多いのか少ないのかっていうのはちょっと別 

にしてでもですね、勝山地区の皆さんが少しでもこう楽にと言いますか、利用していただける状況を

作ったってことは大変良かったのかと思いますし、これからも利用していただけるように皆さんに周

知していただければありがたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ７５ページ、７６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ７７ページ、７８ページ。 

  ５項統計調査費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ７９ページ、８０ページ。 

  ６項監査委員費。３款民生費、１項社会福祉費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ８１ページ、８２ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ８３ページ、８４ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 １８節負担金補助及び交付金のなかでの置戸町社会福祉協議会社会福祉事業補助金 

ですが、前年度が２，８５４万３，０００円で、今年度は１２１万円の減です。まぁその内容がパソ

コンの更新終了ということで予算で説明しておりますけども、あとそのほかにこれ補助金の内容とし

て主な内容ってのは何でしょうか。教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 この置戸町社会福祉協議会の補助金につきましては、社会福祉協議会の 

まぁ役員報酬、それから事務等の職員の給与等人件費も含まれてございます。それから、あのまぁ社

会福祉協議会のなかの事業の部分で２分の１を見てる部分もございますので、そういった事業費の部

分も補助対象としているところでございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 
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  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 その上と言いますか、上段の方で社会福祉事務に要する経費ということで１２節委 

託料、福祉バス運行業務委託料とありますけども、その昨年の利用状況あるいは利用条件が前と少し

変わったようなお話もありましたけども、利用勝手がいいのか悪いのか、利用する人たちが限られる

というお話もありますけど、その辺の状況いかがですか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 まず昨年の福祉バスの運行状況でございますが、コロナが明けまして各 

団体が利用を開始いたしましたので、約７０回程度の運行をしております。ただ、そのなかで短時間

の部分もございますので、日数につきましてはだいたい６３日程度の運行というふうになってござい

ますが、やはり前年、前々年よりはだいぶ運行回数が増えてるという状況でございます。 

 それであの、まぁどういう人たちが使えるかということだと思うんですが、運行のですね、あの使

用目的と、それから使用制限ということがございます。 

 あの福祉バスの使用目的については、会議、視察、それから研修会、研究会、講演会、講習会、そ

して訓練及び各種大会、それから災害等による被災者の救出及び防護、復旧等の緊急を要する場合、

それからその他の特に町長が認める場合というふうにございます。 

 それから使用者の規定でございますが、町、それから町の議会、そして地方自治法の第１８０条の

５に規定する執行機関及び町長の諮問機関、それから町内の公共的団体等で別紙に定めるものとなっ

てまして、これがあのいろいろとありますが、例えば地域福祉センターが所管しております部分につ

きましては社会福祉協議会ですとかボランティア団体、そして母子寡婦だとか認定こども園、そして

食生活改善推進員協議会ですとか、障がい者の活動拠点の方々、そして小地域ネットワークなどが入

ってございます。まぁその他にも社会教育の部分では女性団体連絡協議会ですとか、スポーツ少年団、

それから文化連盟等々、老人クラブも入っておりますが、そういった団体は使えるという状況になっ

てございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 なかなかその町長が認める部分っていうのが分かりにくいかなと思いますし、利用 

する人たちもどういうのを想定したらいいのかわからない部分もありますから、その辺もう少し利用

していただけるようにですね、あの分かりやすく町民の皆さんに周知できるようなことしていただき

たいというふうにお願いをして、それからせっかくなんでね、もっともっとこう利用してですね、福

祉バスを有効に使っていただきたいというふうにお願いをしたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 福祉バスでございますので、まぁ町の福祉に寄与する形で運行させてい 

ただきたいと思います。まぁただあの個人でのあの利用ですとか、またあのまぁ遊興に使うだとか、

そういった部分はやはり制限をせざるを得ませんので、やはり何かの町に対していろいろとまぁ寄与

できるような形の運行をしていきたいというふうに思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。 
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  午前１０時５５分より再開します。  

                          

休憩 １０時４２分 

再開 １０時５５分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の質疑を続けます。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

○岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。 

  歳出。８５ページ、８６ページから。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ８７ページ、８８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ８９ページ、９０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ９１ページ、９２ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 こちら１３節の使用料及び賃借料ですけれども、これは照明機器賃借料ＬＥＤ交換 

ということで、まぁＬＥＤの交換なんですが、今後役場等のほかのこう施設、役場等とか、そういう

ところのＬＥＤ交換という目的とか、やるようなことありますか、役場施設等もＬＥＤに変えるよう

な予定があるのかどうか教えてください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 実は福祉センターのＬＥＤ化をするときに、まぁ業者さんから役場もどうですかって 

いう話もありました。費用も圧縮されるということで、５年間レンタルをせんきゃならんということ

でお話を聞きましたけども、あのなかなか役場の庁舎の改築ですとか、そういうものもこれから議論

していかなければならないので、投資したことによってその後５年後、ちょっと先のことわかんない

ですけども、改修したことが無駄になってしまうとちょっともったいないなっていう気持ちもありま

すので、少しちょっと様子を見ていきたいというふうに思って、調査の方は保留をしております。ま

た、あの令和７年度から９年度にかけてこの蛍光灯がですね、あの製造を廃止していくという流れに

なってます。私の所管している川向住民センターと拓殖住民センターは、拓殖住民センターはＬＥＤ

化してます。川向住民センターは一部講堂等は済んでおりますけども、まぁあのいろんな一般のほか
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の公共施設もですね、まぁ蛍光灯がなくなっていくということでありますので、まぁいつかの時点で

はいろんなことを手を打っていかなきゃならないと思いますけれども、いかんせん大規模の改修にな

ってきますので、予算をどう付けていくかってことは、まぁいろいろ町長、副町長とも協議して進め

ていきたいというふうに思ってます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ９３ページ、９４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ９５ページ、９６ページ。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 １８節負担金補助及び交付金のなかの手話奉仕員養成研修事業負担金で２万７，０ 

００円の金額なんですが、どのようなことをされるのか教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 これにつきましては北見市の方で、あの市民講座として５月から７月の 

間に大体昼１５回、それから夜１５回が行われているなかの講座に参加をしたときに、これは北見市

民対象なんですけど、置戸町民と、それから訓子府町民も合わせて参加が可能ということが北見市の

方から打診をされまして、それであの置戸町が町民が参加したときの費用の負担金ということで、今

回計上させていただいてるという状況でございます。 

 このなかには市民講座のなかでろうあ者の福祉協会に委託をしておりまして、まぁそのなかであの

手話奉仕員が少ないものですから、それを養成するということで、いろいろとそのなかで手話の勉強

をしていくという状況でございます。予算計上的にはこれまでの実績を含めまして１名分の負担金を

計上しておりますが、もしまぁ町民の方で増えるということがあれば、そのときは補正対応させてい

ただきたいなというふうに思ってるところでございます。 

〇岩藤議長 ２番。  

〇２番 前田議員 １名分というふうに今ご説明ありました。その前には昼１５回、夜間１５回って回 

数も教えていただきました。えっと１人の方が何回参加するのを想定しての２万７，０００円という

金額になりますか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 昼１５回、それから夜１５回のなかで、１５回がこの講座の日程になっ 

ておりますので、それをすべてまぁ１５日、１５回ですね、参加をしたという仮定で負担金を支払っ

ていく形になります。 

〇岩藤議長 ２番。  

〇２番 前田議員 １５回ということで分かりました。なかなかあの身につけるのも大変なボランティ 

アのことだと思います。有効に使って役立てていただけるような研修になればいいと思います。あり
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がとうございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ７番 阿部議員。 

〇７番 阿部議員 １８節のですね、次のページの最上段になるわけですけれども、地域生活支援拠点 

の事業費負担金ということで３５５万円出されているわけですけども、これの中身ちょっと教えてい

ただけますか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 説明もいたしましたが、あの障がい者の地域生活支援拠点としまして、 

北見市を中心に置戸、訓子府、美幌、津別の１市４町で構成をいたしまして、研修会やフォーラム開

催等を行う障害者就労支援事業。それから発達障がいを専門に診る非常勤医師の確保に係る発達障害

児支援体制強化事業。そして、あの作業療法士を確保し、発達に課題を抱える子どもの状況を把握し

まして、保護者や保育所の職員に対して助言などを行う発達支援事業。この３事業プラス基幹相談支

援センターが立ち上がっておりますので、その基幹相談支援センターの運営経費も合わせての予算計

上となっております。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 阿部議員 と言いますと、これは毎年こういった金額が置戸の負担金ということで出されてる 

んですね。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 事業総額を１市４町で負担をしておるものですから、そのなかで均等割 

２割、それから障害者数割５割、そしてあの支給決定者数割３割として算出をされておりますので、

毎年こういった経費は出てくるというふうに思っております。 

〇岩藤議長 ９７ページへ進んでおりますが、９７ページ、９８ページ。２項児童福祉費。 

  質疑ありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 子ども医療費助成事業に要する経費のなかの１９節扶助費の医療費ですが、こちら 

昨年度より４００万円増えておりますけど、この増えた要因について教えていただけますか。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 はい、この扶助費の医療費につきましては１８歳までの医療費の全額助成の補助 

となっております。令和５年度分の医療費は３月分がまた確定しておりませんが、１月と２月の平均

で計算いたしますと、年間で対象の未就学児が９０名おりまして、年額で５０７万円、小学生から１

８歳までが１９５名対象者がいまして、年額で６６８万円、合計として金額といたしまして１，１７

５万円の年額の支出の予定となっております。コロナの５類やインフルエンザの流行などで増えたと

予想されております。で、令和６年度の予算につきましては１，２００万円の計上しております。な

お、令和５年度の予算は昨年１１月の補正予算で増額の補正をしております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 
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  ９９ページ、１００ページ。 

  質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 こちら障害児給付に要する経費のなかの１９節扶助費なんですが、昨年度は医療費 

の方が１０万円、そして障害児給付費の方が８９７万円だったんですが、今回この医療費が増えて障

害児給付費が減った要因というものを教えてください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 この障害児給付に要する経費の医療費なんですが、これあの生まれたば 

かりの０歳児のお子さんがですね、心臓に疾患を持っておりまして、その心臓疾患のですね、手術費

用という形が給付として出てまいります。これにつきましてはご家族の方から相談がございまして支

給決定をしたところでございますので、これから医療費が出てまいりますので４月以降の支払いにな

ってまいりますが、この心臓疾患の手術費用につきましては高額でございます。それがその市町村負

担として、まぁ入院も含めまして費用がかさんできますので、その部分が増えたという要因でござい

ます。 

 それからあの障害児給付が減ったという部分でございますが、いろいろと検査等を行いまして、ま

ぁ療育に必要な方々のまぁ人数を把握をしていくところなんですが、去年までは６名というふうに把

握をしてたんですが、今年度につきましては５名ということで、５名の方々につきましてはそれぞれ

保護者の方々に通った方がいいというふうに推薦をしております。その部分の対象経費が減ったとい

うことでございますし、それからあの放課後児童デイサービス、こちらの利用者につきましても今回

あの更新をしないというご家族もございました。そういったなかで人数が減っておりますので、おの

ずとあの利用日数も減ってまいります。そうした関係上、給付の方は減額ということで今回計上させ

ていただいております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １０１ページ、１０２ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 １０２ページ一番上の１２節委託料、子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料 

の２８０万円。これに関して委託先や内容、中身などもう少し詳しく説明していただきたいです。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 皆様の方にもお配りをしていると思うんですが、第２期の置戸町子ど 

も・子育て支援事業計画、こちらの方がですね、令和２年度から令和６年度の計画期間となってござ

います。ちょうど来年度におきましてはその更新年というふうになってまいりますので、その内容に

つきましてこれから検討してまいるんですが、そのなかでも今回委託料を出させていただいたのは、

アンケート調査をですね、就学前、それから就学時の世帯の方に実施をさせていただきます。で、そ

の部分をまぁ委託をさせていただきまして、そのなかでその中身の分析等もその会社にお願いをしよ

うというふうに思っております。どういうところにという形になりますと、まぁそういう計画の作成
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の支援、そういう業務を行っている会社がございますので、そこをまぁ中心としまして選定をしたい

なというふうに思ってるところでございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １０３ページ、１０４ページ。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費。 

  質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 １９節扶助費、出産・子育ての応援給付金ということで、お母さんになる方に５万 

円、お子さんに５万円。まぁ１人５万円ということなんですけども、双子だったら、三つ子だったら、

その人数分お支払いするのかどうか。それだけお聞かせ願いたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 生まれたお子様に今５万円という部分が１人当たりでございますので、 

双子になれば１０万円というふうになってまいります。出産応援の方はですね、あくまでもその検診

だとか、そういった部分の支援の部分ですので、そこは１件とカウントしまして５万円になりますが、

生まれた人数で若干増えていくという状況になると思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １０５ページ、１０６ページ。 

  ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １０７ページ、１０８ページ。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 １８節負担金のところで在宅当番医制運営事業負担金、まぁ新規なわけじゃないん 

ですが、もう少し内容について詳しくお知らせ願いたいと思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 これにつきましては、あの北見市と訓子府町と置戸町の１市２町で負担 

をしている部分なんですが、今北見市の方で救命・救急って形ですけれども、救急センターですか、

夜間救急センターとして今建設中だというふうに、まぁいろいろと報道でされてると思います。で、

これまでですね、まぁそういった部分のまぁ患者さんにつきましては各嘱託医、まぁ輪番制でござい

ますが、その医療機関それぞれの方にまぁ行っていただいて、あのまぁ治療をしていただくというこ

とでございましたが、今後あの夜間のそういったセンターができるとなりますと、そのセンターで一

極集中で診るという状況になると思います。こういったなかで、これまであの各病院の方ではそれぞ

れ医療費として取ってたんですが、センター方式になりますと医師を確保しなければならないことに
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なりますので、その医師の確保した部分の報償費、そういった部分が今回増額になった要因というふ

うになっております。基本的には大体５０回程度のまぁ部分で負担をしていくと思いますが、まぁ詳

細につきましてはまだまだ分かりませんので、もし増えるとしたらそのときはまた補正でお願いをす

る形になりますが、そういった形で集中センターという形になりますので、その費用の分担という形

になります。 

〇岩藤議長 ３番。 

〇３番 石井議員 まぁ、置戸の場合は基本的に日曜であろうと土曜であろうと祝日であろうと、待機 

の先生がいれば置戸日赤で対応してもらうという状況があるんですが、まぁ休日夜間における救急患

者の医療確保という観点から言うと、正直言うと場所もわからないですし、連絡先も分からないって

いうような状況がずっとあったと思うんですが、まぁその辺についての、なんて言いますか、広報と

いうか、お知らせというのを十分に果たしていただきたいなというふうに思います。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 今後、集中センターって形で一極集中しますので、その場所、それから 

連絡先等については北見市、訓子府町とともに周知をかけていきたいというふうに思っております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １０９ページ、１１０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １１１ページ、１１２ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １１３ページ、１１４ページ。 

  ２項清掃費。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 一番上段の１７節備品購入費のところで、カラス対策ということでレーザーの機械 

を買うようなお話がありましたけども、昨年の移動町長室のときに、今持ってるものを貸し出しする

とか、そのようなお話もあったかと思いますけど、実際にどのような利用をされたのか。そしてまた

今回導入するものについては、どういう利用するのかお聞かせください。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 令和５年度分なんですけども、購入の予算がなく、購入の費用がなかったのでレ 

ンタルで、あの実際どのぐらい効くのかということでちょっと仮で借りておりました。で、あの直接

ですね、あの効果があるのかと聞きに来た方は２名ほどいらっしゃったと思いますけども、まぁお貸
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ししますよっていう話をしたんですけども、実際借りた人は実際いなかったです。令和６年度はです

ね、台付きなものも購入する予定ですので、まぁあの貸し出して牛舎とかにですね、１回実験された

い方にはお貸しするという形をとりたいと思います。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 元々その市街地のカラス対策ということで、いろいろ町民から要望もあってスター 

トしたことかと思いますけども、今結構その農村地帯、酪農家の方では餌をいたずらされるとか、直

接乳牛に影響があるようなことも相当あるというふうに聞いてますんで、町民の要望と言いますか、

貸し出しも含めてですけども、もう少しこう具体的にこうカラスを駆除ではなくて、これは予防とい

う形でありますけども、その辺のところを十分にやっていただきたいというふうに思いますけど、そ

の１台で足りるのかも別にしてもですね、もう少し見極めていっていただきたいというふうに思いま

すけど、いかがでしょうか。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 そうですね、なかなかカラス対策は昔から大変というか、ずっと言われてきたも 

のです。なかなか今現在として駆除するというのはなかなか厳しいですし、実際には追い払う等の対

応になると思います。そうですね、牛舎等もありますけれども、町内の駆除を基本として今回買うや

つは買いまして、レンタルとかですね、希望があれば貸し出すという形になる、令和６年度はなると

思いますけども、それ以上の希望とかですね、あれば今後は購入等ですね、検討していきたいと思い

ます。 

〇岩藤議長 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 今の関連ですけれども、今、嘉藤議員からありましたように、農村地帯では特にコ 

ーン類、まぁデントコーンにしてもそういう被害があるし、スイートコーンにしてもそういう被害が

あります。やはりきたみらい、地元のきたみらいと協議しながら、あの周知というかな、貸し出し方

法こうやってますよという働きかけも必要かと思います。その辺よろしくお願いいたします。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 はい、関係機関と協議し、連携していきたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 畜犬対策等に要する経費ということで、１２節委託料、蜂駆除の関係でありますけ 

れども、昨年も結構こう温暖化のせいか、高温のせいか蜂が多くていろいろ困った町民が多かったっ

て聞いてますけども、その辺の実績あるいは今後に向けた対策と言いますか、その辺があればお知ら

せください。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 野犬掃討・蜂駆除業務委託についてのご質問ですが、今回の、あの昨年からの予 

算の増額分はすべて蜂駆除回数を増やしたものによるものです。蜂駆除の件数は年間で結構変動があ

りまして、２００件を超えるような年があれば、２桁になったりする年もあります。 

 近年、議員がおっしゃられるようにですね、最近は近年の夏の暑さのせいか、はっきりしませんけ

ども、令和３年度は１３２回、令和４年度は１６７回、令和５年度は２２５回と、近年では最高の件
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数となっております。なかなかですね、まぁ蜂の巣を減らすというのは、なかなか対策としたら、ち

ょっとなかなか考えつかないところがあるんですけども、まぁ予算を増やして蜂駆除に対応できるよ

うに、今回の予算を当初予算からは増やしております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 残念ながら過去には蜂で命を亡くした町民もおります。なんとかその町民がもし駆 

除してくれっていうようなお話があったらですね、早急に現場の確認とそういう対応をしていただき

たいとお願いをいたします。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 はい、あの蜂があれば山奥の中とか、まぁ人が通らないところとかでもすべてが 

できるわけで、予算の関係でできるわけじゃないので、現場確認して危険なところは早急に駆除でき

るように対応したいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １１５ページ、１１６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １１７ページ、１１８ページ。 

  ５款労働費、１項労働諸費。６款農林水産業費、１項農業費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １１９ページ、１２０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １２１ページ、１２２ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 勝山ふれあい農園管理に要する経費のなかで、先日も予算説明のなかでちょっとあ 

の勝山活性化センターというものが出てきたんですが、ちょっと私、どこにそれがあるのか、どのよ

うなものか初耳だったので、ちょっと説明お願いしていいですか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 歳入のなかで勝山活性化センターの使用料というお話をさせていただきました。 

議員からのご質問であります勝山活性化センターというのはですね、旧勝山公民館、現在でいきます

とグリーンファームが、事務所が入ってるところです。はい、現在の勝山公民館、旧勝山小学校の隣

にあります旧勝山公民館を勝山活性化センターとしまして設置条例を設けております。で、使用料と
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しまして定めているところから、そのグリーンファームの使用料としての説明をさせていただいたと

ころです。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 勝山ふれあい農園管理に要する経費で、２４区画あるというふうに伺っております 

が、その区画での今年度の利用状況はどんなんだったのか教えていただけますか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 令和５年度におきますふれあい農園の利用実績のお話をさせていただきます。 

６件、８区画の利用になってございました。うち町外利用者が１件という実績になっております。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 そのなかでぶどうも栽培されてる区画があると聞きました。それはまた別で何区画 

あるか、そういうことはいかがですか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 はい、大きく分けますと、ふれあい農園のなかに４つございます。道道側じゃ 

ない奥側の方２区画を、この一般開放をしてる２区画でありまして、道道側２区画、これにぶどうを

植えているという状況でございます。ですので、ふれあい農園として貸し出しをしてるのは奥の２区

画ということでご理解ください。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １２３ページ、１２４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １２５ページ、１２６ページ。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 負担金補助及び交付金ということで、真ん中にあの有害鳥獣被害の防止対策事業の 

補助金ということで今回予算組みされていますけど、昨年よりも多分、多分というか増えてますので、

その辺の内容をもう一度説明をお願いします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 すみません。有害鳥獣の補助金の関係です。これはですね、昨年からこの内容 

に対して補助をしてございますが、鹿による農作物被害を減らすために電気柵の心臓部、いわゆる本

機と言われてるやつですね、パワーボックスと言われてるやつの購入経費に対する補助としてこの補

助金を計上してございます。実際には農協経由でですね、この辺の本年度の利用者数、これからまぁ

上がってくるということになっておりますが、かなり利用の方が多いということで伺っておりまして、

ＪＡきたみらいさんからも増額の要望が出てきておりました。それに対応する形で今回事業費の方を



 170 

多く計上させていただいてございます。ちなみに３分の１ずつの負担でございます。ＪＡきたみらい、

町、それから受益者、まぁ本人ですね、ということで事業見込みを３００万円、その３分の１で１０

０万円ということで計上させていただきました。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 このほかには、あの駆除で今年の予算８００頭とか鹿の数についてですけども、ど 

んどん減っていない、増えている状況でありますし、あの鹿の被害もどんどん増えてます。まぁいか

ほどの農家の方が使う、まぁ利用、まぁまだ分からない部分もありますけども、なるべくその応えて

いただいてですね、鹿の被害が軽減できるような方向で持っていっていただきたいというふうにお願

いをいたします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 議員おっしゃっております鹿の被害につきましては、まぁ我が本町だけではな 

くてですね、全国的な問題になっているところでございます。私どもの町内におきましてもいろんな

地域ですとか、農業者の集まりのなかでもいろんなお話が出ておりまして、現状猟友会の方に頑張っ

ていただきながら対策をとってるという現状でございます。これに対してあのこれがいいというなか

なか方法がないんですけども、引き続きですね、いろいろ情報収集並びに関係機関と連携を取りなが

ら得策に向けて進めていきたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １２７ページ、１２８ページ。 

  質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 １５節原材料費、苗木、山幸確か２００本ということでお伺いしてたと思いますけ 

ども、勝山のぶどう栽培してるところは去年どちらかというと密植してるっていうふうには聞いてい

たんですけども、これは豊住のぶどう園にまぁ増植っていうのかな、再植するためのことなのか、そ

れとも勝山からの方の移植も含めての考え方をちょっとお伺いしたいんですけども。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 本年度の予算計上、苗木代１８万円につきまして２００本購入ということでご 

説明をさせていただきました。これにつきましてはですね、豊住のぶどう園の方にこの２００本はそ

っくり植える予定でございます。スペースもかなり混み合ってきてはいるんですが、今現在考えてい

るのがちょうど秋田愛の沢線の方にですね、ちょうどそのスペースを設けておりますので、こちらの

方に植える予定でございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １２９ページ、１３０ページ。 

  質疑はありませんか。 



 171 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 負担金補助及び交付金ということで、真ん中より下の方に酪農経営収益力向上支援 

事業補助金ということで１３０万円付いておりますけども、産み分けというか、雌雄でそのはっきり

と雌を増やすようなお話ありましたけども、その辺の内容をもう少し詳しくお知らせください。昨年

よりはちょっと方向変わった部分だと思いますけど。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 酪農経営収益力向上支援事業補助金１３０万円、これについてのご質問でござ 

います。昨日の一般質問のですね、嘉藤議員からの一般質問、町長の答弁のなかでもこちらのお話を

少し触れさせていただいたところでございますが、改めて説明をさせていただきます。生乳増産に向

けた体制強化を図るために、乳用牛の雌雄選別精液の活用を促進する事業としての補助でございます。

これだけ、文言だけ聞くとですね、わからないということかと思いますが、雌牛を産ませるための精

液に対する補助です。で、精液を購入します。それに対して補助します。それでまた精液を打ち込む

ことに対してはまた別ということで、あくまでも精液購入に対する補助ということでご理解ください。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 昨日の一般質問でも申し上げましたけども、昨年というか、令和５年度についても 

非常に厳しいような環境での生産ということでありましたけども、酪農家も非常に厳しいなかで生産

活動を続けていただいております。なんとかそれに応えるようにですね、町の方も予算付けをしてい

ただきたいというふうにお願いします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １３１ページ、１３２ページ。 

  ２項林業費。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 有害鳥獣駆除に要する経費というところでお伺いをしたいと思いますけども、昨年 

一般質問で加工場のお話をしましたけれども、その答弁のなかで加工場やるには８００頭の利用しな

いとこう採算が合わないというようなお話がございましたけども、今もう卒業を迎えようとしている

地域おこし協力隊とか、まぁそのほかの方でも、そんな大規模じゃなくて加工をやってみたいという

ようなお話があったりですね、なんとかそれを仕事にしてというようなお話も聞きますので、８００

頭の対象の施設じゃないとしてもですね、何かその補助ができるとか、そういう考えがあればお聞か

せ、まぁ町長の答弁のなかにも側面からは援助できるようなお話もありましたけども、だんだんそう

いう話が出てくると、まぁそういう思いのある人たちとお話をしながらというか、相談に乗っていろ

いろ対策をしていただければと思いますけど、その辺の考えいかがでしょうか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 以前の答弁のなかでですね、箱物の話はさせていただいたところでございます。 

現在も考え方としてはその箱物というのはやはり厳しいという判断をしているところでございます。

嘉藤議員おっしゃられたように、頭数でいきますと８００頭を超える頭数を確保しなきゃならないと
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いうこと、それから従業員の数です。これ委託するか直営にするかは別にしましても、常時最低でも

４名は必要としてるということになります。それから近隣からの受け入れを想定しますと、やはり２

時間圏内以内、２時間圏内ですね、以内での搬入ということで、置戸町だけでは厳しいとしましても

２時間圏内は可能ですよと。ただ一方で、隣町であります足寄町がですね、この施設はもう閉鎖をし

てございます。やはり採算の問題ですとか、いろんなことで閉鎖をしてるというふうに聞いてるとこ

ろであるもんですから、なかなか置戸町においてのその処理施設というのはやはり厳しいのかなとい

う判断をしてるところでございます。逆に言いますと、近間にですね、そういった施設も他町村には

ございますので、例えばそこと何かこう、そこに持ち込むとか、そこで何かできないかっていう方法

を少し模索をしていった方がよろしいのではないかなというところで現在は考えてるところです。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 確かにその今ある既存の施設、ほかの町に持っていくっていうのは簡単な話ですし、 

ちょっとお伺いしたところでは、遠軽町とかほかの地域においてもそのまだまだ個体が足りないから

搬送してくれというようなお話があるというようなことも聞きました。ただし、先ほどの１時間半、

２時間ということで、製品、加工品の品質が落ちるということもありますんで、何か冷凍して持って

いくようなお話があったりとか、いろんなことを聞きますけども、なんとかその、前の一般質問でも

言いましたけど、町の特産品になるようなことも含めてですね、あの猟友会あるいは関係機関の方た

ちとお話をしてですね、まぁ大規模でなくてもなんとかその後からでもいいから補助ができる形でっ

ていうか、相談にまず乗ってあげていただきたいというふうにお願いします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 遠軽の話は私の方もお伺いはしてるところでございます。そのほかにも施設は 

あるということを理解していることとですね、多分一番ご心配、嘉藤議員がご心配されているのは、

地域おこし協力隊の方の部分ということではないかなという想像するところでございますが、本人と

の面談も副町長の方で進めてるところでございます。そのなかで、やはり一番は本人の気持ち、意思

をですね、十分に確認尊重しながら、本当にやりたい思い、それからやれる環境というところで、ま

ぁ町が応援できる部分については応援していきたいというふうに思っておりますし、実際にはこれあ

の資格、いろんな衛生上のですね、資格も必要となってきますし、逆にそれを料理として提供するこ

とになりますと、食品を提供する方の資格というのも必要になってきます。なかなかあのハードの方

を整備しましても、実際に本人のソフトの部分でですね、また壁が出てくるというふうに思っており

ますので、その辺十分にいろいろお話をしながらこの後進めていければというふうに思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １３３ページ、１３４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、１３５ページ、１３６ページ。 

  ２番 前田議員。 
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〇２番 前田議員 林業・林産業振興に要する経費の２０節、林業・林産業振興資金貸付金のちょっと 

中身を教えていただきたい。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 林業・林産業振興資金貸付金の中身でございます。こちらにつきましてはすい 

ません、町とですね、北見信用金庫さんが業務の契約を結びまして、この貸付金分の金額を信金さん

の方に預託をします。信金さんにつきましては、その６倍以内の範囲で事業者さんに融資をする、貸

付をするということで、町としましては林業事業体のですね、今回は機械の購入に対しての予定に対

する貸付金ということで、この分を計上しているところでございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １３７ページ、１３８ページ。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 １８節負担金補助及び交付金のなかの置戸町植樹祭実行委員会負担金が出てまいり 

ます。私も何度もあのお手伝いさせていただいた経緯があるんですけれども、あのちょっとあまりに

も段取りを十分されて、あのそこまでしなくてもというちょっと奥歯にものが挟まったものの言い方

をしておりますけれども、具体的に言いますと植樹祭に来られる方が植えやすいように間隔を測って

割り箸に色をつけて立てて、ここに植えてください。大変準備が大変だと思います。で、植え付けが

終わったあと、さらにその後をちゃんと植えれるかどうか、また確認されてるという話を聞きました。

で、そこまでは果たしてどうなのかなと、私は。その例えばそのなかに何％かの枯れる、活着しなか

った苗木があったにしても、それはそれで翌年なんかの形で補植できる形を取られて、ですから町民

が植えに来たものをまぁできる限りそのまま１年様子を見てみるみたいな考え方はできないのかなと、

ちょっとそんなこと思ったもんですから、いかがでしょうか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ただいま前田議員がおっしゃられた考え方につきましてはありがとうございま 

す。非常に担当がですね、苦労してるということをご理解いただいたうえでのご発言かというふうに

思っております。で、今回植樹祭の実行委員会に対して１５万円の計上させていただきました。 

 予定のお話を少しさせていただきたいというふうに思っておりますが、ここ数年コロナで植樹祭、

人が集うということが不可能になりまして、植樹祭をしばらくやってございません。一方で、従来は

その昔は国有林の植えやすい場所にですね、中部森林管理署の協力をいただきながらやってました。

その後国有林に適当な土地がないという、林地がないということで、町有林主に鉄道跡地を中心にで

すね、近年はやってきたところでございます。この町有林の場所につきましても、近年なかなかいい

場所がなく、それから一方であまりの大人数が集まって山の上に行こうとしますと、十分なスペース

がないですとか、スクールバスで移動しようとしたときにはこう混み合ってですね、コロナ対策が十

分にとれないですとか、いろんな周辺環境が変わってきたなかで少し様子を見てきた経過がございま

す。で、逆に言うと植樹祭ができないのであれば育樹祭、植樹をしたあとの、そのあとのですね、部

分で何か皆さんに協力いただけないかというところもずいぶん検討してきたところでございます。 
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 それらをいろいろ踏まえたなかで、じゃあ令和６年度久しぶりにやってみようじゃないかというこ

とで、今回今予定地としてあげてるところがですね、中里大橋から中学校の野球場裏あたりぐらいま

でに、平成１０年か１１年ごろだったと思うんですが、桜堤ということで堤防際にですね、右岸の方

に桜を植えてきてる経緯がございます。これもあのいろいろネズミに食べられたり、うさぎに食べら

れたり、枯れたりという状況がありまして、しかしながらやはりあの川の淵にある桜が時期になると、

その満開の桜を見るとですね、やはりこう感極まるところがあるんで、あそこにしたらどうかという

ところで今予定をしております。で、あそこで言いますと、実際にはあのまぁ苗木の購入本数もです

ね、今予定してるのは５０本程度というところでございますから、昔は数百本買って１人で２０本も

３０本も植えてたという状況でありますが、逆に言いますと今回は複数人でまぁ少ない本数を植えて

いただくと。その代わりしっかり作業をしていただくというようなことで考えております。 

 また今後に向けてですね、引き続き、こう場所がないっていう話は継続していくかと思いますので、

今議員がおっしゃられたご意見も参考にさせていただきながら、来年度以降の部分については考えて

いきたいなというふうに思っておりますが、令和６年度はそんなような予定で考えているところでご

ざいます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １３９ページ、１４０ページ。 

  ７款商工費。  

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １４１ページ、１４２ページ。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 中段、公園管理に要する経費ということで、１２節委託料ということで南ケ丘等の 

草刈りのお話がございましたけども、昨年秋田で行われたまちづくり移動町長室のときにも、草刈り

をする団体というか、だんだんいなくなってきて、もう町内でもどうしたらいいか困ってる状況だと

いうお話もありましたし、秋田地区でも公園の管理やってますけども、なかなか人手がないって今状

況になってきていますけども、その辺の考え方というのかな、今後どうやってやっていくのかという

ことをお知らせください。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ただいま議員がおっしゃられたようにですね、町内におきましての、この草刈 

り業務を取り扱う業者と言いますか、非常に少なくなってきているというのは全町共通の悩みでもあ

るところでございます。で、今回昨年に比べますとかなり増額になってるということで、その辺のご

質問が出たのかなというふうに思っているところではありますが、私どもの方におきましても、まぁ

このコロナの影響、それからウクライナ等々のですね、この状況におきまして物価が皆さんご承知の

とおり物価が非常に上がってきてる、建築資材が上がってきてる、労務単価が上がってきてる、化学
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燃料の部分が上がってきてるということで、総体的にこの委託料が上がるよということは十分ご理解

いただけるかなというふうに思っております。で、私どものこう所管する部分を担当して扱っていた

だいた町内の業者もですね、かなり今自分の会社の従業員の数、それから広範囲にわたる請負う部分

のキャパの問題、それからこの経費の問題、いろんな部分が壁になりまして、かなり難しいというお

話もいただいているところであります。私どもとしては、できればまぁ町内のなかでですね、これを

取り扱っていただけないかということで、行政の方としてもかなり苦慮しているところでございます

が、現実なかなか難しいという点もございます。 

 それで予算の方としましては一般的な今の金額に対して私ども設計をしまして、逆に言うとどなた

でも取り扱えるような形のなかで少し予算を積算させていただきました。まぁ令和６年度の部分につ

きましては何とか今いけるかなというふうに思っておりますけども、引き続きこの令和７年度以降ど

うなるかというふうな部分は分かりませんので、それを主にやっている業者さん、それからそれ以外

にも対応可能な、例えば団体さんですとか、そういったところを模索しながら、このあとは進めてい

かなきゃなんないかなというふうに現在では考えてるところでございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 まぁ本当にそういう団体が少なくなってく、人がいなくなるってことが大変なこと 

だなと思いますし、まぁ令和６年度についてはある程度目処がついているけども、それ以降、７年に

ついてはという話もありましたけども、実はこないだ秋田地区もちょっと会合があったときにですね、

もう実はロボットを使ったらいいぞというようなお話がありました。 

 議会の所管事務調査である町村、多分豊頃町だったと思いますけど、尋ねたときも公園の芝生をで

すねロボットが刈ってくれるんですよ。まぁそれには人も付きますけども、そう大人数が付くわけじ

ゃなくて１人いれば十分ということもありますし、今すごくその性能の良いロボットが増えてるぞと

いうお話聞いてますんで、何か利用できるものがあればですね、今後に活かしていただきたいという

ふうに思います。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 はい、貴重なご意見ありがとうございます。私どももいろいろ町内外のところ 

でもですね、そのようなお話持ってる業者さんといろんな情報はいただいてるところでございます。

条件下で言うと、例えば平地では可能、斜面では難しいとかですね、まぁいろんな部分はあるんです

が、だんだんあの草刈りの部分に対しましてもロボットが進んできておりますので、今後に向けては

またその辺の部分も検討しながら一つ考えていきたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

  １４３ページ、１４４ページ。  

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページに進みます。 

  １４５ページ、１４６ページ。 
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  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 １４６ページ一番下、内水面漁業管理委託料等とあるんですけども、今年度のワカサ 

ギの漁獲量や協力金の集まり状況、その協力金といった場合のそのお客様の反応など、わかるとかあ

れば教えてください。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ただいまのご質問でございます。本年度のですね、まずあの協力金の収入状況 

をお話させていただきたいというふうに思います。金額でいきますと４８万８，８００円になります。

これは１２月２９日からですね、今年は２月１９日までの、失礼しました、２月２１日までの遊漁期

間になってございます。で、本来であれば３月３日まで予定してたところであるんですが、ご承知の

とおりこの暖かさとしばれが繰り返しありまして、あそこの湖面を見に行ったときにスケートリンク

状態になっておりました。それでまぁ安全が確保できないということで、２週間ほど急遽早めて閉鎖

をしたという状況になってございますので、もう少し見込めたかなというふうには思っておりますが、

結果としてはこの金額になってございます。で、人数なんですけども、大人の１日協力券と言います

か、７００円につきましては６０４人分、それからいわゆるシーズン券にあたります大人５日以上の

協力金につきましては２２人という結果になってございます。 

 近年の状況で比較するとどうかというところなんですけども、令和４年度でいけば約４５万円です。 

で、その前令和３、２、１とですね、令和元年はちょっと少なかったんですが、令和３年、令和２年

につきましては５５万円から６０万円の間で推移してるという状況なもんですから、それから比較し

ますと若干少なくなってきてるという状況ではあります。 

 それから釣果の方なんですけど、実際にどのくらい釣れたかというのは押さえられない数字ではあ

るんですが、昨年が釣れなかったということで、今シーズンについてはかなり釣果があったというふ

うに聞いてございます。それから最後にあの協力金に変わったことによる何かトラブル等々という部

分かと思いますが、委託をしてるところからは特段あの大きなトラブルはなかったよということで聞

いておりますが、１件だけですね、私の耳に入ってきてるのは、お願いをしたけども、ちょっと難し

かったということで報告はいただいてるところです。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 関連で、今集金をお願いしているところの企業組合ですか、僕のところに聞こえて 

るのは、この春で解散という話も聞いてたんですけど、今後この集金とか、ほかの業務を請け負って

いるところでしょうけれども、そこら辺はどういうことになるのか。まぁ今ここでは予算計上になっ

ているんですけども、その対応してくれるところがどうなっているのか、ちょっとお聞かせください。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ただいまお話ありました部分につきましてはまだ正式にというお話は私どもの 

方には届いておりません。しかしながら、まぁ相談は受けているので、この予算の方には計上させて

いただいたところでございますが、町内の業者さんの方にですね、確認をさせていただきながら進め

ているという現状であります。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。 

  午後１時から再開します。 

                          

休憩 １１時５８分 

再開 １３時００分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の質疑を続けます。 

 〈議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算〉 

〇岩藤議長 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算事項別明細書。 

  ３．歳出。１４７ページ、１４８ページ。 

  ８款土木費、１項土木管理費。 

 質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 交流促進センター管理に要する経費ということでお伺いしますけども、１７節備品 

購入費のところで、深井戸ポンプを買う、購入するというお話がありましたけども、昨年ポンプが壊

れてしまってその入れ替えというか、取り替え工事で大変苦慮した部分もありますけども、昨年はた

またまほかの地区の施設で、ほかの町というか、の施設で交換があった方がいて、合わせて置戸もや

られたということでタイミングが良かったということで聞いておりますけども、壊れるまでやはり待

つんじゃなくて、それは３年か５年か分かりませんけども、定期的に交換して、オーバーホールして

使っていくっていう形にしていくのがベストだと思いますし、その方が営業にも影響が出ないのかな

というふうに考えますけど、その辺いかがでしょうか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 ゆぅゆのポンプについてのご質問かというふうに思います。昨年の経過を含め 

まして議員がおっしゃられたとおりでございます。で、今後の考え方についてなんですけども、現場、

一般社団法人勝山温泉ゆぅゆの方と情報共有はしているところでございますが、予備ポンプは予備ポ

ンプとして用意をしておきます。お話を聞きますと、大体５年に一度ぐらいはオーバーホールをして、

それをこう予備ポンプとして置いておくのがベストだというお話も伺っているところもありますの

で、今後についてはそのような考え方でいきたいというふうに社団の方と町の方では思ってるところ

であります。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １４９ページ、１５０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １５１ページ、１５２ページ。 

  ２項道路橋梁費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １５３ページ、１５４ページ。 

  質疑はありませんか。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 １４節工事請負費で境野地区の雨水、雨水対策。昨日もちょっと教えていただきま 

したが、付属の白い表紙の別冊の方の地図を見せていただきまして、あの境野２号線の道道と接する

あたりに道路側溝を新たな工事されるというような考えでおられるというふうに思います。で、これ

の現地の場所よく知っているつもりでおりますが、側溝の水の落ち場所というのはどの辺のところを

想定されておりますか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 ２号線の道路側溝の関係でございますけれども、現在既設管が入っておりまして 

４５０ですね、の管が入っております。４５０の管とですね、合わせてトラフで３６０の管が入って

おります。それについてですね、まぁ断面が足りないということでございますので、それを４５０か

ら６００に。で、３６０から６００にトラフの方はですね、ということで拡大するということでござ

います。既設管がすでに道道の側溝と繋がっておりますので、落ち口についてはそこを利用して流す

というようなことで考えているところでございます。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 地図をよく見ますと、その道道の場所から２号線の墓地の方に向かって左側に側溝 

を掘られるというか、あの住宅が建てられている方というか、こちらの倉庫がある方ではない、住宅

がある方側に側溝を掘られるという考え方でよろしいでしょうか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 既設管につきましても住宅側の方に既存の管がございますので、そちらの方の入 

れ替えを行っていくということで考えております。  

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １５５ページ、１５６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １５７ページ、１５８ページ。 

  ３項河川費、４項住宅費。 
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  質疑はありませんか。 

  ２番 前田議員。 

〇２番 前田議員 橋梁整備事業に要する経費の委託料の中里１８号橋でしょうか、中里橋っていくつ 

もあるんですね、ちょっと見てまいりました。それでどれなのかわからないので教えてもらいながら

あれしますと、その温根湯に抜けていく号線の橋の１本置戸側の、なんて言うんでしょうか、裏の、

なんて言えばいい、冬期間除雪されていない道路のところにある橋と考えてよろしいですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、あそこにあのきのこの生産工場がございます。それに隣接した町道でござ 

いまして、議員ご指摘のとおり冬期間除雪していない路線となっております。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 前田議員 まぁずっと何年もの流れのなかで、境野１号橋を振り出しに橋梁のずっと工事をや 

って来られたわけですけども、この中里１８号橋は冬期間除雪しないで使われて今いませんし、これ

が雪が解けたあとも果たしてどれだけの利用がある橋なのだろうかと、そんなことを考えたときに、

長寿命化をさせることが果たしてどうなのかと、私は考えがあります。例えば道路の通行にその上を

走る車のトン数の制限をかけるとか、いくらでも方法はあろうかなと思います。これが普段から使わ

れてる橋であるならばもちろん大切に守って長寿命化すべきだと思います。その辺を、私は考えがあ

るんですが、いかがですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 橋梁の修繕につきましては損傷状況を考慮して、まぁあの実施する橋については 

選定しているところでございます。中里１８号橋につきましては５年に１回の頻度で行います橋梁点

検におきまして、修繕が必要なランク３に分類されております。橋梁点検におきましては、橋梁の損

傷状況によりランク１からランク４までに分類され、ランク３以上が修繕が必要な橋梁となっており

ます。 

 まず、今回あの選定した理由での要因となりますけれども、国から橋梁点検の１巡目で行った点検、

置戸町で言いますと、平成２６年度から平成２８年度にかけて実施しておりますが、その点検の結果

において修繕が必要な橋梁、ランク３以上の橋梁ですけども、その修繕の着手率が令和７年度までに

７３％を超えるようにということが国から指示を出されているところでございます。本町の一巡目点

検におきましては、修繕が必要な橋梁が１２基となっておりまして、うち修繕に着手した橋梁数が８

基となっております。着手率を７３％以上とするためには、あと１基の修繕が必要な状況となってお

ります。この修繕が未着手の橋梁のなかで、周辺に住宅ですとか、先ほど言いましたけど、きのこの

生産工場ですとか、また近くに置戸墓地はございますので、そういうことを考慮してですね、冬期間

の除雪はされておりませんけれども中里１８号橋に本年度実施するということで決定した経緯がご

ざいます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １５９ページ、１６０ページ。 
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  ９款消防費。 

  質疑はありませんか。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 建築物耐震促進化に要する経費の１２節委託料のなかの、この耐震改修促進計画策 

定委託料ってことなんですが、こちらの委託料計画を作成するうえで、これは個人の住宅に向けてな

のか、それとも町営住宅なのか、もしくは町の施設なのか、この辺を教えてください。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、対象につきましては町内にあります住宅及び建築物すべてが対象となって 

きます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 すべてと申されるの、じゃあ今言ったもちろん３つがすべてが含まれますし、例え 

ば何か町民からこう依頼があったときなのか、それとも何かこの建物に対してというわけではなく、

この全部に対してということは、どういうような計画なのかというか、ちょっと教えてもらってもい

いですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 改めて耐震改修促進計画について説明を一度させていただければというふうに思 

います。耐震改修促進計画につきましては、近年の大地震の発生や新たな知見などにより、大地震は

いつどこで発生してもおかしくない状況にあり、甚大な被害が生じることも懸念されることから、地

震による被害の軽減を図り、町民の安全で安心な生活を確保するため、町内の住宅及び建築物の耐震

化を計画的に促進することを目的としており、地域で想定される地震の規模や被害及び耐震化の現状

などを踏まえた具体的な目標を定め、その目標達成のために必要となる住宅、建築物の耐震化の施策

及び住宅の減災に取り組むための策定するものとなっております。ですので個別に１軒１軒にどうい

うふうに耐震化するかということではなくてですね、まぁ町全体の耐震化への施策というようなこと

を定めるものでございます。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 ということは、例えばあそこの地区にはこれぐらい古い建物があるからあそこは震 

度６が起きたときにはこういうことが起きるかもしれないのでそこは耐震化、壊しましょうっていう

考えとかっていう、その本当の町全体のっていうことでよろしいということで、例えばこれが今度常

盤の方の場所であったりだとか、そういうようないろんなその各地区において何か定めるものなのか、

それともその、なんて言うんでしょうか、難しいんですけれども、なんか全体となると本当にどうい

った計画なのかっていうのがちょっと私に理解ができないというか、なんかおぼろげ過ぎちゃって。

なので、こちらの方はまたあの今とりあえず内容としては理解しましたので、まだ今後この件につい

ては、また違うところで確認するかもしれませんので、そのときにはよろしくお願いします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １６１ページ、１６２ページ。 
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  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 こちら防災対策に要する経費ですが、私昨年一般質問で防災訓練について述べさせ 

ていただきました。で、今回この中身でまぁ予算を見ると、こちら骨格予算ですが、まぁ防災訓練を

行うといった予算の計上の方はなされてませんが、来年度防災訓練を行う予定等はあるかどうか教え

てください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 あの能登の地震を見まして、本当に防災の訓練やっとかなきゃまずいなっていう認識 

でいますけれども、あの昨年秋田地区で防災訓練を実施させていただきました。で、６年度ですね、

川向地区と勝山地区から、あのまぁ防災訓練を行いたいってことで、今ご相談を受けてます。それで、

まぁあの防災訓練、いろいろ各関係機関と調整をしながら進めていかなきゃならないものですから、

その調整におよそ半年ぐらいかかる予定をしてますので、まずは６年度はこの２地区の防災訓練をお

手伝いして、一緒に地区の人と訓練していきたいなというふうに思ってます。 

 それであの今年あの多摩の方で大規模訓練を実施されるというふうに聞いてますので、まぁそこで

どのような大規模訓練されてるとかっていうこと情報をちょっといただいてですね、まぁあの令和７

年度以降早い時期にですね、全町でできるように努力したいというふうに思っております。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 はい、本当に今回の１月１日の能登の件に関しては皆さんご承知のとおり大変な状 

況になって、改めて防災に対する考え方も変わってると思います。で、町民も多分今まで以上にこの

防災ということに関しては気をつけているというか、もうどうにかしなければいけない。で、それこ

そここ最近やはりその雨の量も多くなってきてるということで、そちらの方も踏まえていろいろやっ

ていかなければいけない状況だと思いますので、ぜひこちらの方は役場全体で考えて、あと議員の方

も協力しながら、なんとか全員で行えるような防災訓練ができればなと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。  

 あと、もう１件なんですけども、この１１節役務費のなかの電波利用料ということなんですけど、

こちらどのような電波、例えば防災無線の電波なんですか、今なんか電波利用料というのがどういう

ふうな形で支払われているのかというのがちょっと気になったんですが、ちょっと教えてください。 

〇岩藤議長 総務課長。 

〇鈴木総務課長 現在町の方で設置しています防災無線の電波の利用料でございまして、あの固定局と 

移動局っていうのございまして、あの固定局が９か所。あの防災置戸ですとか、防災秋田、防災勝山

などといった固定に設備されてるものと、あと移動局が２４か所、まぁ移動局というのはダンプ車に

搭載ですとか、防災車に搭載している、車両に搭載している無線機、それからトランシーバータイプ

のもの、それが合わせて２４か所、それとあと役場の本部である基地局１か所、これらの防災無線の

利用料になりまして、北海道総合通信局の方に利用料ということでお支払いをしています。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １６３ページ、１６４ページ。 



 182 

  １０款教育費、１項教育総務費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １６５ページ、１６６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １６７ページ、１６８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １６９ページ、１７０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １７１ページ、１７２ページ。 

  ２項小学校費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １７３ページ、１７４ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 １２節委託料の欄で一番下、備品等撤去委託料。こちらパソコン教室のパソコンを 

撤去するということだったんですが、そちらパソコンを撤去したあとのパソコン教室の利用について

はもう決まっているのでしょうか。教えてください。 

〇岩藤議長 学校教育課長。 

〇大戸学校教育課長 パソコンの撤去した跡のパソコン教室の利用ということですが、まぁ昨年という 

か、令和５年度までは唯一あのエアコンが付いている教室ということで、昨年度の令和５年度の夏は

大いに活用してたところです。ただ、あの新年度からはすべての教室エアコン入りますので、あの今

考えられるところとしましては、物置を改修して支援教室を作ったような状況になってまして、今は

全くその空き教室というのがございません。ですので、児童生徒ちょうど玄関の向かいのパソコン教

室ですので、スクールバスを待ってる間の子どもたちが、まぁ広く多目的に使えるような、まぁ遊び

場を兼ねたですね、そういうことを利用したり、あとはまぁ教職員が会議等を行ってたり、ズームの

研修を教職員が行うような活用方法があるかなというふうに考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １７５ページ、１７６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １７７ページ、１７８ページ。 

  ３項中学校費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １７９ページ、１８０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １８１ページ、１８２ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 スクールバス運行に要する経費の需用費のところだったと思うんですが、地域巡回 

バスと交換してしらかば号に転用し、マグネットを貼るという話を伺ったんですけども、現在使って

いる地域バスには置き去り防止ブザーのようなもの付いていたのでしょうか。それともこれから付け

る予定でしょうか。 

〇岩藤議長 学校教育課長。 

〇大戸学校教育課長 スクールバス５台につきまして、すべて置き去り防止ブザー付けております。そ 

れであの地域巡回バスに１台付け替えを予定しておりまして、新年度入学式までには間に合うように

考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １８３ページ、１８４ページ。 

  ４項社会教育費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １８５ページ、１８６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １８７ページ、１８８ページ。 
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  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １８９ページ、１９０ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １９１ページ、１９２ページ。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 森林工芸館等管理に要する経費のなか、一番下段ですか、修繕料のところで遊歩道 

にホタテの殻を敷くようなお話がございましたけど、その辺もう少し具体的にお知らせください。 

〇岩藤議長 森林工芸館長。 

〇小野寺森林工芸館長 修繕料９８万円のうち、ホタテの貝殻を遊歩道に敷くということで２６万４， 

０００円を説明させていただきました。共同工房とどま工房の間に、おおよそ９０メートルの遊歩道

があります。こどもセンターどんぐりの方の道路ができて、そこに舗装された歩道もできてるので、

あまり利用頻度は少ないところであるんですけども、３０年経過しまして砂利がかなり落ち込んで雑

草が生えてきてるような状態があります。で、また同じく砂利を敷いて戻して、どれだけ有効が図ら

れるかというのもちょっと懸念と言いますか、わからないとこもありましたので、雑草対策を兼ねて

ホタテの貝殻を敷いて、ちょっと目立つようにして利用してもらえるようにということを考えて、ホ

タテの貝殻を敷きたいと思いまして計上したところです。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 説明では雑草対策でホタテの殻を敷くということでありましたけど、普通遊歩道み 

たいなとこに、なんて言うんですか、木質チップみたいなのを敷いて草を生えないようにしてる部分

がたくさんあると思いますけども、どうしてこの置戸町木のまちでホタテ貝の貝殻なのか。できれば

木質チップで歩道っていうか、そういう形が良かったんではないかと思いますけど、その辺はどう考

えたのでしょうか。 

〇岩藤議長 森林工芸館長。 

〇小野寺森林工芸館長 森林工芸館ですので、当然木質的な物の方がいいとも考えました。木質チップ、 

町内ではげんきの前に敷いてるのがあろうかと思いますけども、やはり利用頻度など考えると軽いも

ので吹き飛ばされるですとか、雑草対策にあまりならないのかなというところもありまして、ホタテ

の貝殻ですと石灰分がほとんどですので、アルカリ分ということでかなり強い雑草対策にはなろうか

と思いまして、ちょっと変わった方向でと言いますか、見た目も白できれいというところもあります

ので、ちょっと目立たせたいなというところもあり、ホタテの貝殻を敷くことで進めました。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 先ほど言ったように木のまち置戸ですし、森林工芸館ということ考えれば、どうし 

てこう木質のチップを使ってくれんかったかなというふうな思いがありますけども、今館長から理由
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が説明されましたので、まぁ次に考えるときはなるべく地元で、その木質でということでお願いをし

たいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １９３ページ、１９４ページ。 

  ４番 石村議員。 

〇４番 石村議員 どま工房管理に要する経費のところで質問があります。現在どま工房の研究員の方 

が退職なされたという話をお聞きしましたが、次の研究員の方は決まっているということでの、この

予算計上だったのでしょうか。お教えください。 

〇岩藤議長 森林工芸館長。 

〇小野寺森林工芸館長 はい、どま工房研究員に際しましては３月３１日退職ということで、今月の末 

に退職予定となっております。で、研究員の退職に際しましては、お聞きしましたのが１月の下旬で、

それからお話し合いなど重ねて２月中旬ぐらいまでのやり取りをしております。で、こちらの予算に

ついてはもう１月そのぐらいの段階では予算が組み込まれているということで、現在の研究員の予算

として計上しているところであります。で、まぁ辞めるとなってまだひと月くらいの間ですけれども、

次年度に向けて職員の募集は考えておりますが、今の研究員が１１年やってきております。その当時

の募集の内容としましては、秋岡コレクションの分類仕分け、さらには道具類集の発刊なども業務内

容としてありました。現在それはもう一度整理されているということもありまして、今後どういう業

務内容をやってもらうか再度精査したなかで次年度募集を図りたいなと考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １９５ページ、１９６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  １９７ページ、１９８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １９９ページ、２００ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ２０１ページ、２０２ページ。 

  質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ２０３ページ、２０４ページ。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 需用費の修繕料１０１万８，０００円の説明のなかで、時計６か所分っていう説明 

だったと思います。これについて再度説明していただければと思います。よろしくお願いします。 

〇岩藤議長 図書館長。 

〇遠藤図書館長 図書館管理運営に要する経費の修繕料１０１万８，０００円の内訳につきましては、 

一般修繕分として６０万円、館内の設備時計の取り替え修繕分として４１万８，０００円を計上して

おります。館内の時計につきましては平成１６年度に建設されましたときに、設備時計としてこれま

で約１９年間使用してきました。設備時計は親時計の設置で、館内６か所の小時計を一括制御すると

ともに、プログラムタイマーとの連動によりチャイムやアナウンスなどを一括管理しております。現

在使用しております親時計に内蔵されているバッテリーに寿命が来てしまい、また同じ製品がもうす

でに製造中止となっているため親時計の交換となりました。時計のみの交換でしたらこれほど高額な

ものにはならないと思いますが、チャイムやアナウンスも一括管理されているのが設備時計でござい

ますので、公共施設が不正確な時刻を表示したり、館内で何か起こったときにアナウンスが使用でき

ないということになりますと、町民の方たちに信頼の喪失や混乱を招きかねませんので、公共施設に

おいて正確な時刻の表示や、もしものときにアナウンスを使用し避難誘導ですとかすることは、町民

が安心安全で利用できる施設として必須になる設備でございます。このような価格になりましたこと

を、以上の理由でご理解いただければと思います。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 ただ単純にこの金額を見ますとやはり高額だなと思い、電波時計だとか、そういう 

ことで済むのかなと思いましたけども、今館内放送等といろいろな目的も兼ねているというところな

ので理解いたしました。 

〇岩藤議長 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 ７節報償費のところでお伺いをしますけども、まずは令和５年度図書館、置戸町図 

書館７０周年ということで、いろいろ行事をしていただいたり、町民の皆様にもいろんなことで参加

してもらったりということで大変忙しい年だったと思いますけども、令和６年においては今の図書館

ができて２０年ということで、それに対して何か新たな行事というか、何か考えているのかお知らせ

ください。 

〇岩藤議長 図書館長。 

〇遠藤図書館長 現在の図書館が建設されて２０周年の行事につきましては、新年度に入ってから考え 

るところでございますが、旧図書館が開館した当時からやまびこ号が運行されて６０年経過いたしま

した。現在ですね、図書館協議会の委員さんたちのなかで、そのやまびこ号についてですね、あの思

い入れのある方の委員さんが数名いらっしゃいますので、そのやまびこ号について何か今協議会のな

かで議論し合ってますので、何か２０周年にふさわしいことができるんではないかと思っております。 

〇岩藤議長 １番。 
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〇１番 嘉藤議員 今の現図書館ですけども、建て替えするときに図書館という名前が使えなくて、情 

報センターということで１０年間、そのあとに今の名前に変わりました。そういう歴史も踏まえてで

すね、今の図書館の大事さというか、その辺も伝えれるようなことを何かやっていただきたいとお願

いをいたします。 

〇岩藤議長 図書館長。 

〇遠藤図書館長 現代の時代におきまして、やはりスマホ等の普及により本離れが進んでおります。２ 

年前に町民憲章推進大会でいらっしゃった山崎亮先生の講演のなかで、職員向けの講演があったとき

に、若い職員の方が「これから自分たちはどんな勉強していったらいいか」っていう質問のときに、

山崎亮先生は「我々は情報化社会に惑わされている」と、インターネットですとか、スマホの情報で

したらいろんな情報に惑わされるので、それに惑わされないためには本を読むことが一番大事だって

いうふうにおっしゃっていただいたので、まさしくそのとおりだと思いますので、子どもたちも含め、

いろんな情報に惑われない図書館の利用促進についてこれからも努力していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

〇岩藤議長 ほかに質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２０５ページ、２０６ページ。 

  ５項保健体育費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２０７ページ、２０８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ２０９ページ、２１０ページ。 

  ６番 山田議員。 

〇６番 山田議員 この負担金補助及び交付金のなかの交付金、ウルトラパークゴルフ大会実行委員会 

交付金についてですが、本年度記念事業ということで７０万円計上されておりますが、主に何を考え

ているとか、何をやろうとしているのか、もしくはそれとあと今参加人数が非常にウルトラパークゴ

ルフ大会毎年減ってきてしまっているという現状がありますが、そこについてはどのように考えてい

るのか教えてください。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 ただいまウルトラパークゴルフ大会の関係についてご質問いただきました。この 

ウルトラパークゴルフ大会、前回あの第２０回大会につきましては記念の帽子を作成し配布するとい

うようなことを行ってまいりました。２５回の記念大会につきましては、基本的に町からの交付金に

ついてはですね、財源充当として主に参加賞ですとか、経費の方に充当しているところでございます。
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ほかの運営経費等につきましては参加負担金ですとか、あと協力をいただいております企業等の協賛

金、そちらについてですね、約９０万円規模の事業として行っております。 

 近年、パークゴルフ大会もですね、各地区で管内的にも数多く開催されております。やはり時期的

にはあの同じような時期に大会等が行われますので、管内でも同じ日に大会が行われるということも

最近ございます。で、そういったときに何を元にどの大会に出ようかと選択をしているか、ちょっと

いろいろお聞きしたんですが、やはり参加賞ですとか、景品がいいところ、そちらの方にやはり人が

流れているというような状況をお聞きしております。今回は記念になる参加賞的なもの、それから景

品等、少しですね、いいものに設定し、早めにですね、あの大会の周知も行うなどをしながらですね、

なんとか盛り上げていきたいと考えております。 

 近年のあのパークゴルフ人口の減少という部分で、まぁ高齢化っていう部分もありますし、若い人

がやはりなかなかパークゴルフのプレイヤーとしてですね入ってこないと、そういった対策としてあ

の中学校の授業に取り入れたりですね、教室等の開催、それから情報の提供をですね拡大したり、そ

ういった対策も行いながら令和５年度歳入の予算で説明をいたしました、パークゴルフの使用料がで

すね、３９万円と令和５年度減額しております。で、この要因は何かとちょっと分析をしましたとこ

ろ、シーズン券ですとか、高齢者の方からも使用料をいただくようになってから２年経ち、そういっ

たあのシーズン券等の枚数はほぼ減っていません。ほぼ同じです。１日券の利用料がほぼ３９万円の

減額の要因となっております。これはなぜかと考えたときにですね、やはりそういった大会の参加す

る人数が全体的に減っている。で、ウルトラパークゴルフ大会のみならず管内の大会、町内の大会に

ついてもやはり大会に参加するときに１日券を購入して参加をする。こういった部分が一番減ってい

るというところが、今のところ所轄の担当の分析の結果となっております。こういったところでなん

とかですね、大会開催に向けて新年度についてはパークゴルフ協会の方も役員が少し変わるというこ

とも聞いておりますので、新体制のもと早めに会議と協議を行いですね、大会の内容、それからあの

そういった経費の使途について対応していきたいと、考えていきたいと考えております。 

〇岩藤議長 ６番。 

〇６番 山田議員 内情よく分かりました。でありますけれども、せっかくこちらウルトラパークゴル 

フ大会、置戸町はやはりパークゴルフ場のコース面積が日本一。日本一ということは世界一であると

思います。そのような規模のコースを持ち、さらに内閣総理大臣賞というまぁ冠もついているなかで、

まぁほかの町が景品がいいからって言って来てもらえないというのは、ちょっとあまりにもったいな

いというか、と思いますので、ぜひそこら辺はなるべく内容協議したなかで、もっともっと人を呼べ

るような、町外からも来たくなるような大会運営を行ってもらいたいと思います。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 ありがとうございます。こういったウルトラパークゴルフ大会の実施する意義に 

ついてですね、こちらも協議をしているところでございます。こちらで調べる限り日本一の広さを誇

るパークゴルフ場。とあるネット上のパーゴルフ関連のホームページでは、世界一を誇る置戸町のパ

ークゴルフ場という紹介がされているホームページも拝見しております。 

 考えるところでは、このウルトラパークゴルフ大会を本当に腕自慢のレベルの高い全道的な大会と

して持っていくのか、町民も参加しやすい、多少素人でも参加できる大会として持っていくのか、こ
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の辺ちょっと今悩みがあるところでございますが、すみ分けとしては自治会パークゴルフ大会は町民

が気安くできる大会。ウルトラパークゴルフ大会はやはり内閣総理大臣賞、北海道知事賞等がござい

ます。そういった部分で格式高い、レベルの高い大会としてやっていくのか、そこにまぁ１日でも参

加がしやすいコースを設けるのか、そういった部分はですね、年度入ってすぐ、これからもあれです

けれども協議をしっかりとしたうえで今年度も実施に向けて準備をしてまいりたいと思います。 

〇岩藤議長 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 併せて今のウルトラパークゴルフのところでお聞きをしますけども、格式もないし、 

レベルも低いんですけど、私も参加させていただいてますけども、昨年の運営について一言と言いま

すか、非常にお粗末な運営であってですね、メンバーとか、スタートのこともありましたけども、女

性の方で３人同一のスコアでサドンデスになってプレーオフしましたけども、最終的に決まらなくて、

最後の１打の長さというか、距離で決まるような状況になりましたけども、メジャーもなければ、そ

の場でピンを抜いて継続するような、本当にまぁ係の人は変わったりして、こうなかなか前のことを

すんなりできなかった部分もあるし、今回って言いますと、去年の場合はそういう特殊事情もあって

ですね、参加する方からいろいろ批判を受けたところでもありますし、ただし、一方ではですね、あ

のどうしてもこれ続けてくれという町外の方もたくさんおられます。なんとかその人数のこともあり

ますし、その内閣総理大臣ということで一度なくせばもう二度とできない大会になるかなというふう

に思いますけども、まぁその辺の考えもう少しお聞かせください。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 はい、昨年につきましてはそういったちょっと不手際があり、本当に大変申し訳 

ないと思っております。コロナ禍においてですね、２年間中止をしたという部分ですね、その間担当

者も変わり、さらに昨年につきましてはパークゴルフ協会の会長さんもですね、体調を崩されて、大

会当日は会長代理という形で実施をしたところでございます。で、サドンデスにつきましても３人が

同スコアというところでは、こちらもちょっと想定外っていう部分もあったんですが、慌ててしまっ

て、あのメジャーも用意をしてあったんですけど、そこがうまく伝わっておらず、慌ててパークのス

ティックでですね、計測をしたということでかなりな批判を受けたところです。 

 一昨年につきましても景品の渡し方がスムーズにいかずですね、まぁそこは令和５年度はいろいろ

もうシミュレーションをして何回も練習をしてですね、開会式、閉会式についてはある程度スムーズ

にいったかなと思っておりますが、まぁ先ほどありました大きな冠事業を背負っている大会でござい

ますので、質を低下させないようにですね、私たちもきちんとですね、次年度に向けてはルール説明

ですとか、そういったサドンデスのときにはこういったことで実施をいたしますというのを先にしっ

かりと周知をしなければならないという部分も、あの実行委員のなかで反省のなかで話をしておりま

すので、その辺万全な体制で次年度に向けては２５回大会、失敗のないように行っていきたいと考え

ております。ご協力お願いいたします。 

〇岩藤議長 ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 関連しまして、先ほどの説明のなかで各種大会等のこと参加者の減員もあって、収 

入がこうやって減ったというようなお話がありました。ここのところ執行機関と議会の交流のことで、

パークゴルフもしばらくやっておりません。ぜひともあの役場職員の皆様にもパークゴルフをやって
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いただきたいと、それではもう役場ナンバーワンを決める大会でもやって、どんどんパークゴルフに

興味を持ってもらうというような趣向もあるのかなと思います。ぜひとも執行機関ＶＳ議会というパ

ークゴルフ大会をやりましょうというお話でございます。 

〇岩藤議長 社会教育課長。 

〇須貝社会教育課長 ぜひ、私が言ってよいのかわからないですけども協議をしていきたいと思います。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２１１ページ、２１２ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ２１３ページ、２１４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ２１５ページ、２１６ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２１７ページ、２１８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２１９ページ、２２０ページ。 

 １１款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費。１２款公債費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２２１ページ、２２２ページ。 

 １３款給与費。１４款諸支出金、１項普通財産取得費。次の２２３ページ、２２４ページ。１５款

予備費まで。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入へ進みます。 

 １３ページ、１４ページ。 

 ２．歳入。１款町税、１項町民税、２項固定資産税、３項軽自動車税、４項町たばこ税、５項入湯
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税。２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、２項自動車重量譲与税、３項森林環境譲与税。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 １５ページ、１６ページ。 

 ３款利子割交付金。４款配当割交付金。５款株式等譲渡所得割交付金。６款法人事業税交付金。７

款地方消費税交付金。８款環境性能割交付金。９款地方特例交付金。２項新型コロナウイルス感染症

対策地方税減収補填特別交付金。１０款地方交付税。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 １７ページ、１８ページ。 

 １１款交通安全対策特別交付金。１２款分担金及び負担金、１項負担金。１３款使用料及び手数料、

１項使用料。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  １９ページ、２０ページ。 

  ２項手数料。１４款国庫支出金、１項国庫負担金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２１ページ、２２ページ。 

 ２項国庫補助金、３項委託金、４項社会資本整備総合交付金。１５款道支出金、１項道負担金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２３ページ、２４ページ。 

  ２項道補助金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２５ページ、２６ページ。 

  ３項委託金。１６款財産収入、１項財産運用収入、２項財産売払収入。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 
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 ２７ページ、２８ページ。 

 １７款寄付金。１８款繰入金、１項特別会計繰入金、２項基金繰入金。１９款繰越金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２９ページ、３０ページ。 

 ２０款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、２項貸付金元利収入、３項受託事業収入、４項雑入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ３１ページ、３２ページ。 

  ２１款町債。次のページ３３ページ、３４ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案へお戻り願います。 

 債務負担行為。第２条 債務負担行為は、議案の７ページ、「第２表 債務負担行為」をお開きくだ

さい。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案の最初にお戻りください。 

  地方債。第３条 地方債は、議案の７ページ、「第３表 地方債」をお開きください。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案の最初にお戻りください。 

  一時借入金。第４条 一時借入金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。  

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 次に、議案第２６号に入りたいと思います。 

 〈議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算〉 

〇岩藤議長 議案第２６号 令和６年度置戸町国民健康保険特別会計予算。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算は、事項別明細書の２４６ページ、２４７ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。１款総務費、１項総務管理費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２４８ページ、２４９ページ。 

  ２項徴収費、３項運営協議会費。２款保険給付費、１項療養諸費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２５０ページ、２５１ページ。 

  ２項高額療養費、３項移送費、４項出産育児諸費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２５２ページ、２５３ページ。 

 ５項葬祭諸費、６項傷病手当金。３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、２項後期高

齢者支援金等分。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２５４ページ、２５５ページ。 

 ３項介護納付金分。４款共同事業拠出金。５款財政安定化基金拠出金。６款保険事業費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２５６ページ、２５７ページ。 

  ２項特定健康診査等事業費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２５８ページ、２５９ページ。 

 ７款基金積立金。８款公債費、２項財政安定化基金償還金。９款諸支出金、１項償還金及び還付加

算金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２６０ページ、２６１ページ。 

  ２項繰出金。１０款予備費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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〇岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

 ２４０ページ、２４１ページ。 

 ２．歳入。１款国民健康保険税。２款国庫支出金、１項国庫補助金。３款道支出金、１項道補助金、

２項財政安定化基金交付金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２４２ページ、２４３ページ。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金、２項基金繰入金。５款繰越金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２４４ページ、２４５ページ。 

 ６款諸収入、１項延滞金、加算及び過料、２項雑入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案へお戻り願います。 

 一時借入金。第２条 一時借入金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に歳出予算の流用。第３条歳出予算の流用。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 ここでしばらく休憩します。午後２時２５分より再開します。 

                          

休憩 １４時１０分 

再開 １４時２５分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の質疑を続けます。 

 〈議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算〉 

〇岩藤議長 議案第２７号 令和６年度置戸町後期高齢者医療特別会計予算。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算は、事項別明細書の２７０ページ、２７１ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。１款総務費、１項総務管理費、２項徴収費。２款後期高齢者医療広域連合納付金。 
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 次の２７２ページ、２７３ページ。 

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金。４款予備費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入へ進みます。 

 ２６８ページ、２６９ページ。 

 ２．歳入。１款後期高齢者医療保険料。２款繰入金、１項他会計繰入金。３款繰越金。４款諸収入、

１項延滞金加算金及び過料、２項償還金及び還付加算金、３項雑入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。  

 〈議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２８号 令和６年度置戸町介護保険事業特別会計予算。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算は事項別明細書の２８５ページ、２８６ページ。歳出から進めます。 

 ３．歳出。１款総務費、１項総務管理費、２項徴収費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２８７ページ、２８８ページ。 

  ３項介護認定審査費。２款保険給付費、１項介護サービス等諸費。  

  質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 ちょっと確認をしたいんですけども、介護認定審査会に要する経費で、いわゆる北 

見地域の介護認定審査会、１市２町で開かれる部分において、まぁ負担金を出してるわけですが、ち

ょっと確認のためにある程度定期的に行われるのか、対象者が何人かこう集まったところで開催され

るのか、ちょっとその辺のところをお知らせください。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 開催につきましては毎月行われているものでございます。あのまぁ置戸 

町がそんなに件数があるかと思われますが、北見市及び訓子府町も含めてまとめて毎月やっておりま

すので、月１回は必ず開催されるというところでございます。 

〇岩藤議長 ３番。 

〇３番 石井議員 介護認定のなんて言いますか、介護度の変更についてもその審査会の部分で議論さ 

れるんでしょうか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 
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〇石森地域福祉センター所長 介護度の変更につきましても、それぞれの市町村、まぁ市、町からです 

ね、それぞれ案件が出されまして、そこで判定をされるという状況にございます。 

〇岩藤議長 ３番。 

〇３番 石井議員 毎月ということで、場合によってはもう翌日に介護認定を受ける、もしかすると１ 

か月おきに認定を受ける、非常にあのタイムラグがあると思います。障がい者の認定を受けるにも、

道の方でまぁ申請を出して、道の方でもその身障者の部分では月１回かそこら、本当に障がい者とし

てすぐ使いたいっていうような状況に合わせて、その人によってタイムラグがあるということで、ま

ぁこれはやっぱりこうやって毎回１人出たたんびに開くことはできないんでしょうけども、できるだ

けそういった部分を考慮しながら実施していってほしいなというお願いをして質問を終わります。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 まぁ議員がおっしゃいますように、あの介護認定につきましてもタイム 

ラグがやっぱりひと月ずれる方もいらっしゃいます。置戸町におきましては、それぞれ事業所におき

まして出して来られる部分がありますので、なるべくあのタイムラグがないように期限までに出して

いただきたいっていう方でお話をさせていただいております。そうしたなかで、まぁ不具合が起きな

いように、まぁそういうタイムラグが起きないように町としては気を使っているという状況でござい

ます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありますか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２８９ページ、２９０ページ。 

  ２項介護予防サービス等諸費。 

  質疑ありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

 ２９１ページ、２９２ページ。 

 ３項その他諸費、４項高額介護サービス等費、５項高額医療合算介護サービス等費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２９３ページ、２９４ページ。 

 ６項特定入所者介護サービス等費。３款基金積立金、１項介護給付費準備基金積立金。４款地域支

援事業費、１項介護予防・日常生活支援総合事業費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２９５ページ、２９６ページ。 

  ２項一般介護予防事業費、３項包括的支援事業・任意事業費。 
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  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２９７ページ、２９８ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ２９９ページ、３００ページ。 

  ５款公債費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ３０１ページ、３０２ページ。 

  ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２項繰出金。７款予備費。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

 ２８１ページ、２８２ページ。 

 ２．歳入。１款保険料、１項介護保険料。２款国庫支出金、１項国庫負担金、２項国庫補助金。３

款支払基金交付金。４款道支出金、１項道負担金、２項道補助金。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ２８３ページ、２８４ページ。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、２項基金繰入金。６款諸収入、１項延滞金及び加算金、２項雑

入。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

  一時借入金。第２条 一時借入金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に歳出予算の流用。第３条 歳出予算の流用。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 



 198 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算〉 

〇岩藤議長 次に、議案第２９号 令和６年度置戸町介護サービス事業特別会計予算。 

 質疑は条文毎に進めます。 

 第１条 歳入歳出予算は事項別明細書の３１２ページ、３１３ページ、歳出から進めます。 

 ３．歳出。１款総務費、１項総務管理費。２款事業費、１項居宅介護支援事業費。 

 質疑はありませんか。  

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 ３１４ページ、３１５ページ。 

 ３款公債費。４款諸支出金、１項償還金及び還付加算金。５款予備費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

 ３１０ページ、３１１ページ。 

 ２．歳入。１款サービス収入、１項介護給付費収入、２項予防給付費収入。２款繰入金、１項他会

計繰入金。３款繰越金。４款諸収入、１項受託収入、２項雑入。５款町債。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

  地方債。第２条 地方債。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に一時借入金。第３条 一時借入金。  

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

                                   

    ◎延会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会にしたいと思います。 

 なお、明日３月１９日は、町の行事の都合により置戸町議会会議規則第８条第２項の規定により、

開会時間を午後１時からとしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認め、明日３月１９日は午後１時から開会します。 
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    ◎延会宣言 

○岩藤議長 本日はこれで延会します。 

延会 １４時４３分 
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開会 １３時００分 

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって７番 阿部光久議員及び１

番 嘉藤均議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日、議会から提出された事件は、次のとおりです。 

  ・意見書案第１号及び意見書案第２号。 

 本日の説明員は、前日のとおりです。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から 

    ◎日程第 ８ 議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予 

                  算まで 

               ７件 一括議題     

〇岩藤議長 日程第２ 議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から日程第８ 議案第３１号  

令和６年度置戸町下水道事業会計予算までの７件を一括議題とします。 

 前日に引き続き、議案の質疑を続けます。 

 〈議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算〉 

〇岩藤議長 議案第３０号 令和６年度置戸町簡易水道事業会計予算。 

 質疑は、簡易水道事業会計予算実施計画。３２４ページ。簡易水道事業予算実施計画から進めます。 

  収益的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３２５ページ。 

  資本的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ３２６ページ。 

  令和６年度置戸町簡易水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  予算説明書。３２７ページから３３１ページまで。給与費明細書。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

 ３３２ページ。 

 地方債の前前年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関す

る調書。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３３３ページ、３３４ページ。 

  令和６年度置戸町簡易水道事業会計予定貸借対照表。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３３５ページ。 

  令和５年度置戸町簡易水道事業会計予定損益計算書。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  ３３６ページ、３３７ページ。 

  令和５年度置戸町簡易水道事業会計予定貸借対照表。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次へ進みます。 

  簡易水道事業会計予算明細書。３３９ページから３４２ページまで。 

  収益的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 
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  ３４３ページ、３４４ページ。 

  資本的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

  第１条 業務の予定量から第８条 他会計からの補助金まで。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、簡易水道事業会計全体を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

 〈議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算〉 

〇岩藤議長 次に、議案第３１号 令和６年度置戸町下水道事業会計予算。 

 質疑は、下水道事業会計予算実施計画。３４７ページ。下水道事業予算実施計画から進めます。 

 収益的収入及び支出。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３４８ページ。 

  資本的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

 ３４９ページ。 

 令和６年度置戸町下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  予算説明書。３５０ページから３５４ページ。 

  給与費明細書。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

 ３５５ページ。 

 地方債の前前年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関す

る調書。 

 質疑はありませんか。 
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               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３５６ページ、３５７ページ。 

  令和６年度置戸町下水道事業会計予定貸借対照表。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３５８ページ。 

  令和５年度置戸町下水道事業会計予定損益計算書。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

 ３５９ページ、３６０ページ。 

 令和５年度置戸町下水道事業会計予定貸借対照表。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 下水道事業会計予算明細書。３６２ページから３６４ページまで。 

  収益的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 収益的支出のこれ３枚関連しても大丈夫ですか。３６３ページでちょっとお聞きし 

たいことがあったんですけどもよろしいですか。それでは汚泥収集処分等委託料という説明がありま

したけども、その内容をもう一度お知らせください。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、汚泥収集処分等委託料でございますけれども、置戸浄化センターから発生 

いたします脱水汚泥につきましては、現在秋田にあります堆肥供給センターで堆肥化をしているとこ

ろでございます。この収集処分等委託料につきましては、置戸浄化センターからの運搬費及び堆肥供

給センターでの堆肥化に係る経費ということでの委託料となっております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 その量というのは相当なものになるのかということと、堆肥と混ぜるということで、 

特にあの汚泥の場合は重金属とかいろんな心配もありまして、そういう調査とかも行っているのかど

うかお伺いしたいと思います。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 最初にですね、脱水汚泥の発生量ですけれども、令和４年度の実績となりますけ 

れども、年間で約１９１トンというふうになってございます。汚泥の分析ということでございますけ

れども、現在ですね、汚泥の分析等は、堆肥化した部分についてですね、分析は行っておりません。

ただし、堆肥供給センターにおきましては、生ごみ堆肥と、あと下水道堆肥を分けて堆肥化しており
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ます。生ごみ堆肥につきましては農家さんの方が購入されて農地に利用されてということでございま

すけれども、下水道汚泥につきましては堆肥化して公共施設等で利用してるということでございます

ので、農家さんの方にですね、影響がないということで、特に分析はしていないという状況でござい

ます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 公共の部分でそういう調査をしてないということでありましたけども、多分町民還 

元とかいって皆さん一般の町民の方にも配布してる部分もあると思うんで、絶対それはちゃんと調査

をしてですね、安全なものを供給してほしいというふうに思いますけど、いかがですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、下水道汚泥につきましてはですね、町民還元にも使ってございません。あ 

くまで町の公共施設分だけに使っているということでございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 ということは別に影響はないから調査はしなくていいということでの理解でよろし 

いですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、現状ではですね、特にほかのところには影響はないということでございま 

すので、まぁ分析はしていないということでございます。  

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ３番 石井議員。 

〇３番 石井議員 次のページの３６４ページ、耐震診断委託料のところを、もう一度説明をお願いい 

たします。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、耐震診断委託料についてでございますけれども、こちらにつきましては置 

戸浄化センターの耐震診断を行うもので、供用開始から２９年が経過していること、また浄化センタ

ー内の機器類についても老朽化が進んでいることから、更新について計画しているところですが、機

器類の更新にあたっては事前に施設の耐震対策を実施することとなっているため予算計上しているも

のでございます。耐震診断を行わずに機器類の更新を行った場合、その後に耐震対策が必要と判明し

たときには、耐震工事のために新たに設置した機器類や配管の移設等を行う必要が生じ、経費が余計

にかかってしまう恐れがあることから、今回耐震診断を行うということで予算を計上させていただい

ております。 

〇岩藤議長 ３番。  

〇３番 石井議員 能登地震の際にですね、下水道管等が寸断されて、新聞報道によりますとかなりの 

部分であの下水道管の耐震化がされていないという報道などもありましたので、追々下水道管等の耐

震化診断等もやっていただければ良いかなというふうに思うんですが、その辺の考えはどうでしょう

か。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 今回は置戸浄化センターの耐震診断ということでございます。将来的には下水道 
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の管についても老朽化が進んでまいりますので、そちらについても何らかの耐震対策が必要になって

くるというふうに考えておりますので、それについては対策を検討してまいりたいというふうに考え

ております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、次に進みます。 

  ３６５ページ、３６６ページ。 

  資本的収入及び支出。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案にお戻りください。 

  第１条 業務の予定量から第７条 他会計からの補助金まで。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、下水道事業会計全体を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から議案第３１号 令和６年度 

置戸町下水道事業会計予算まで全体を通して質疑漏れはありませんか。 

 ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 児童福祉費、２項の児童福祉費で１０２ページ。ひとり親家庭等医療費助成事業に 

要する経費が９０万７，０００円計上されておりますが、前年と比較すると約２５万円ほど金額が上

がっております。この要因となるのは対象者が増えたのか。金額的に見ますと１９節扶助費、医療費

が概ねその金額上がっているように見受けられますが、そこら辺をお聞かせください。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 はい、ひとり親家庭等医療費助成事業に要する経費の９０万７，０００円のうち 

ですね、増えた分はあの医療費がほとんどになると思います。昨日のご質問でもあったと思うんです

けど、子ども医療費の関係で医療費が増えたと同様にコロナ５類ですとかですね、インフルエンザ等

の関係で医療費が増えてますので、その関係で今年度分として増えるという形になっております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 であれば、対象世帯が多くなったということではないんでしょうか。 

〇岩藤議長 町民生活課長。 

〇田中町民生活課長 そうですね、令和４年がですね、親御さんが１９人で子どもが３５人、令和５年 

が親御さんが１７人で子どもが３５人で、今年もその計算でやっておりますので、対象としてはです

ね、基本的なまぁ少し親御さんが２人程度減ってるという形にはなっております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑漏れはありませんか。 

  ７番 阿部議員。 

〇７番 阿部議員 昨日、９８ページの上段の地域生活支援拠点事業費負担金ということで説明をいた 
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だきましたけれども、説明では１市４町でのそれぞれの財政規模や人口等の負担率を決めての運営負

担金という説明でございました。この施設は基本的には定住自立圏としての構想での事業と捉えてよ

ろしいのかどうか、まず１点目。また、この支援拠点とは北見市にある障がい者グループホームささ

えーるの施設と捉えて良いのか。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 この地域生活支援拠点施設の部分につきましては、１市４町のその自立 

圏構想のなかでお話を進めまして、建設を進めてきたなかでございます。議員がおっしゃるとおり、

ささえーるの施設がその施設の基幹相談支援センター部分ですが、そこに当たるという状況になって

おります。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 阿部議員 また、あのこの自立圏を北見市を中心としてということで、置戸、訓子府、津別、 

美幌、１市４町において北見地域の定住自立圏共生ビジョンを策定をし、令和２年から６年までの５

年間の事業展開を図ってるものです。今までにほかの事業あるいはそれに関わる会議等は積極的に行

われてきたのかどうか。また今後の見込み、令和７年度以降の展開等はどのように検討されているの

か伺いたいと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 はい、これまで令和２年度から広域圏を組ませていただいておりますけれども、 

当初設立からですね、各市町の担当者が集まって会議の方を続けてまいりましたが、その間コロナの

影響もございまして書面協議等になったりしましたけれども、最近ではこうしたですね、ささえーる

の設立ですとか、それからの職員レベルで言いますと、合同での職員研修や、それから防災訓練のよ

うな催しですとか、個々の担当域で実施されているところでございます。 

 今後の見通しでございますけども、この間ですが、私の担当しております総括の担当が集まって会

議しましたけれども、あの横のつながりと言いますか、こういった事業の集約含めてですね、強化し

て情報提供してまいりたいというところでですね、あの話の方を進めておりますので、これからもこ

の定住自立圏の圏域においての事業に努めてまいりたいと思っております。  

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 阿部議員 この事業に対して特別交付税の措置がなされているというふうに聞いてございます 

が、どのような内容で、毎年どのように措置されているのか。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 特別交付税の関係なんですが、ちょっと今数字持ち合わせてないので、あの調べ 

させていただきたいと思います。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 阿部議員 いずれもそうでありますけれども、人口減少がどこの町でもって言われるなかでで 

すね、広域での事業展開は今後欠くことのできないことだというふうに思われます。置戸町として構

成する１市４町での役割はどのようなことが想定されるのか、というのは置戸では何かできるか、こ

ういう話でございます。そのことについて考えがあればお伺いします。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 
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〇坂森企画財政課長 広域的な活動といたしましては、特にあのまぁ定住自立圏を構成する前もですね、 

まぁ医療や福祉の部門で、当時は１市２町でございましたけれども、先進的にお互いが人口減少のな

か、それから事務の効率化のなかでですね、あの北見市さんを中心としながら事業を協力的にですね、

やってきた経過もございます。これがですね、１市４町という部分で拡大され、そしてそれぞれ定住

自立圏を組んだというところでの強化はなされているものと思います。置戸町の立場、置戸町の役割

というものが出たんですけども、これにつきましても、あの定住自立圏をまぁ組んでいる一自治体と

してですが、お互い相互にですね、例えば想定されてますのは相互の町にある施設の相互利用。例え

ば私どもの図書館もそうですけども、そういった広域的な利用とか、それからあのまぁ各種ですね、

事業、そのほかに関する協力体制ですとかございますので、あのこれからも、今までもですけども、

変わらずですね、まぁあの人口減少、ともに共通する課題でございますので、あの一体となってです

ね、それにあらがうよう取り組んでまいりたいなと思っております。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 阿部議員 今お答えいただいたようにですね、それぞれ関連する自治体とどのような連携協議 

をしていくのか、それとですね、令和６年２月５日にですね、１市４町の正副議長による北見地域定

住自立圏正副議長会議という仮称でありますけれども、そうした会議が設立をされ、定期的な会議を

開催し、議会としても連携を図っていく必要があるということが確認されてましたから、この先です

ね、また時期的にはまだ決定をしておりませんけれども、本年もさらに会議を進めてまいりたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〇岩藤議長 企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 正副議長さんが集まって会議をされていることは承知しております。その間です 

ね、私どもの定住自立圏、総括班としましてもですね、そういった個々の細かい事業についての情報

提供等の強化を中心市である北見市にお願いをしているところでもございます。それであの今後なん

ですけども、各それぞれ部会がございます。その部会下においてですね、年１回ないし２回の連絡会

議があって、いろんな行事が進められるというところでございますので、私どももしっかりとですね、

横の連携を図りつつ、またそれで必要に応じてですね、あの議員の皆様にも状況の進捗を報告させて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇岩藤議長 先ほどの金額、特別交付税の関係すぐ出ますか。 

 では、あのこれから意見調整に入りますので、その間に調べていただいて、意見調整後に答弁をお

願いいたします。 

 ここでしばらく休憩します。 

 意見調整を行いたいと思いますので、議員は議案持参のうえ、議員控室の方へ移動願います。 

 説明員の方は、そのまま自席でお待ちください。 

                          

休憩 １３時３０分 

再開 １３時４１分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 最初に議案第３１号の答弁について。令和６年度置戸町下水道事業会計予算の答弁について訂正が

ありますので発言を許可します。 

 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 先ほど嘉藤議員の方からご質問のありました下水道汚泥の堆肥化したものの分析 

の有無についてでございますけれども、私は行っておりませんというふうに回答いたしましたけれど

も、農協の方に確認いたしましたら、町では分析は行ってないんですけども、農協の方では年に１回

確認してるということでございましたので、訂正をさせていただきたいというふうに思います。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 まぁ農協の方でやっているということで、安全なものを供給しているということで 

確認をさせていただきます。よろしいですね、はい。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、分析の結果をお聞きしまして基準値をクリアしている、安全なものである 

ということを確認しております。 

〇岩藤議長 次に、企画財政課長。 

〇坂森企画財政課長 先ほど阿部議員からいただきました特別交付税の額でございます。特別交付税は 

１，８００万円を毎年収入しております。 

〇岩藤議長 それでは、議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から議案第３１号 令和６年度 

置戸町下水道事業会計予算までの７件を通して、質疑漏れはありませんか。 

 １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 一般会計のところで、農林水産業費、予算書の１３０ページ、道営土地改良事業に 

要する経費というところで、説明のなかで幸岡・雄勝線の道路のことが出ていました。これは白表紙、

６年度の説明資料白表紙の４３ページに具体的に載っておりますけども、この図面のどこからどこま

でを今回工事をするのかということを確認というか、お聞かせください。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 ４３ページの図面のですね、少し下側の部分ですね、 L＝４６３メートルという 

ところでございます。あの幸岡の北側の部分については施工の方しておりますので、それから少し飛

びまして実線でございます下の４６３メートルの部分について、令和６年度実施する予定であると聞

いております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 これはまだ経過で、まだ何年かやるということでしょうか。その辺なんか、去年聞 

いたときはもう１年というようなお話もありましたけど、その辺いかがですか。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 すいません、ちょっと確認をさせてください。すぐお答えさせていただきます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 嘉藤議員。 

〇１番 嘉藤議員 予算書の１９２ページ。森林工芸館等管理に要する経費ということで、昨日遊歩道 

の関係でホタテの貝殻のお話がありました。最終的に私は、次やるときは見直しのようなお話をしま
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したけれども、やはりどう考えてもこう不自然というのかな、置戸町にあってそれがいいのかどうか。

まぁ貝殻の効果等はあの昨日館長説明していただいたんで分かりますけども、例えば遊歩道で言えば、

上士幌にあるタウシュベツ橋梁の見学する山林のなかの遊歩道もチップでできていますし、やっぱり

森には木が必要ではないか、そういうふうに考えます。どうもそのホタテの貝殻っていうのはその遊

歩道に必要なのかどうかっていうのは、どうも納得がいかないと言いますか、その辺あの予算で再考

して、なんとかそのホタテ殻じゃなくて、チップに持ってくようなこととかは考えられないのでしょ

うか。 

〇岩藤議長 森林工芸館長。 

〇小野寺森林工芸館長 はい、再度のご意見ということでウッドチップ、過去に今げんきにも敷かさっ 

てるという話を昨日させていただいておりますけども、まぁ担当と言いますか、私土木にいたころに

何か所か施工したことはあります。やはりウッドチップですと自然素材というのもありまして土に返

る。で、雑草対策にはやっぱりならないというところが強く感じております。現在敷いてあるのが砂

利、細かい砂利って言うんですか、７号砕石っていうような、ビリ砂利のちょっと大きいような砂利

を敷いているところなんですけども、金額的に比較しましても総経費で２〜３万円しか変わらないと

いうことで、見積もり依頼をして徴収しているところでもあります。もし、どうしてもホタテの貝殻

が駄目ということであれば、同じ７号砕石にしたいなと思うんですけども、やっぱりあそこの部分で

ウッドチップを敷いてというのは、ちょっとまぁ個人的にと言いますか、先ほどといいますか、過去

には公営住宅の周辺にも敷いたことがあるというのを聞いております。結局３、４年して駄目になっ

てウッドチップを撤去したと。そして砂利を敷き直したという事例もありますので、やはりウッドチ

ップは敷きたくないなというところがあります。 

 また、景観的にもホタテの貝殻なんですけども、実際道路、林道なんですけども、稚内方面で林道

に３キロ敷いてるっていうのがあります。で、そちらの方は本当に白くて、稚内の観光名所にもなっ

てるようなところもありますので、まぁ白い遊歩道にしてお客さんが増えるかどうかっていうのも考

えてやってみたいなというところが実際のところであります。白い遊歩道をあそこにちょっと考えて

みたいなというところで、再度お願いしたいと思います。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 チップでなくてもその砂利でやってた部分っていうのはあるんで、やっぱり何年か 

経てば傷むというか、また予算を付けなきゃならんという部分がありますんでね、どうもやっぱりホ

タテの貝殻白い道路というのは、それと今使ってる、そのやろうとしているところが利用頻度がそん

なに高いところでもないように思っております。それだけ人が歩くような場所でもありませんし、こ

のままそのホタテの殻を置いておくと、あとからのときにきっと貝塚でも置戸にあるんじゃないかな

って話になってしまって、そこまでしなくても砂利あるいはそのウッドチップの考えで進めていただ

きたいなと、末代なんか皆さんに言われるような気がするんですよ。なんで置戸で貝殻敷くんだって

いうようなことがあると思うんでね、まぁ予算について反対とかそうじゃなくて、あのそういう施工

することはいいと思いますけども、十分に考えてやっていただきたいというふうにお願いします。 

〇岩藤議長 森林工芸館長。 

〇小野寺森林工芸館長 予算はこのままにしていただきまして、もう一度森林工芸館内部では考えたい、 
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考えるというか、検討したいとは思いますけども、会議としては運営委員さんとか、あとは作り手の

皆さんまで話はしてないものですから、そちらと協議したなかで、それでもホタテの貝殻でいいよと

いうことであれば進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇岩藤議長 産業振興課長。 

〇五十嵐産業振興課長 すみません。先ほどの幸岡の農道整備の話でした。資料を持ち合わせていたん 

ですが、探せなくて申し訳ございません。令和２年度からスタートしまして、本年令和６年度で終了

となっております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 この図面、資料を見ていただければ分かるんですけれども、先ほど名和課長の方か 

らは終末の方の L＝４６３ということでのお話がありましたけど、実際にこれ直線、上の方の直線は

やっていますけど、カーブとか全然何もやられていないんですよ、工事を。そんな状況でこの図面と

実際のものがずいぶん違うなっていう感じがするんですけども、そこら辺は大丈夫でしょうかね。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 すいません。先ほど私もちょっと勘違いをして回答させていただきました。下の 

表ですね、今年度の事業量ですけど７７８メートルになってございます。先ほど私が指摘した部分が

４６３メートルになってございます。その残りの部分についてが、ちょうどカーブのあたりというこ

とになってございますので、この実線部分についてはですね、あの来年度で完了するということで考

えております。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 どうもね、わかんないというか、ここにはもうこのカーブ過ぎまでもう終わってい 

るような状況になってますけど、実際のところはこの上からのこの直線のとこでもう終わってて、カ

ーブまで何も。カーブも工事するんですよね、これね、その辺どうですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 実線につきましてはあの工事施工済みの箇所ではなくてですね、計画の路線図と 

いうことになっております。ですのでこれカーブ過ぎまで現在で太線となってございますけれども、

あくまで計画の段階ということで、来年度実施する部分を含めてということでございますので、この

分来年度、今年の続きのですね部分を含めて、あと、飛び地のこの離れた４６３メートルの部分です

か、これと合わせて実施をするというような計画となってございます。 

〇岩藤議長 １番。 

〇１番 嘉藤議員 せっかくこういう道営の工事でやるもんですから、町道を良くするという意味で、 

どうももう少し詳しくというか説明してほしかったんですけども、まぁあの町道として、まぁ農道で

すけども支障のないようにっていうのかな、この工区がちゃんと完了できるようにお願いをしたいと

思います。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 中部耕地出張所、北海道の方とですね、あの協議を進めながらですね、施工した 

いというふうに考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑漏れはありませんか。 
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  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 予算書の１５２ページ。町道敷地確定に要する経費。１２節委託料、ここに５５万 

円ということですけども、もう一度あのここ説明いただければありがたいんですけども。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 はい、道路台帳整備補正委託料ということでございますけれども、道路台帳、ま 

ぁ町道につきましては路線図ごとにですね、道路台帳と言いまして、図面ですとか、路盤構成という

のをですね、抑えてもらうというのがございます。その年に行った工事によってですね、延長ですと

か、路盤構成等変わった場合ですね、その都度道路台帳を補正するということとなっておりますので、

そのためのですね、補正委託料ということとなっております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 ということは、毎年まぁ町道の全体じゃなくても、一部でも工事をやってその確定 

ができたときには台帳整理のためにこの経費がかかるという理解でよろしいんですか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 今年度で言いますと、置戸川南境野線の舗装ですとか、先ほどご質問のありまし 

た、あの秋田の農道整備ですとか、それもですね、年度年度で変更になった箇所については道路台帳

については変更をかけていくと、委託を出しているというような状況でございます。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 前年度の予算書も見させてもらったら、そこも５５万円で定額で毎年これぐらいの 

予算っていうのは毎年かかっていくのかなというそういう理解でよろしいんでしょうか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 道道の整備状況等によりますので、５５万円っていうのは、まぁ目安と言います 

か、大体このぐらいの金額のなかで委託納まっている状況でございますので、毎年定額であの予算は

計上させていただいております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 ということは、あの年によっては工事量が少ないときもあって、まぁ減額補正にな 

ることもあるという理解でよろしいでしょうか。 

〇岩藤議長 施設整備課長。 

〇名和施設整備課長 工事等がなければですね、委託を出すこともございませんので、その辺につきま 

しては事業量によっては減額補正というようなこともあり得ると考えております。 

〇岩藤議長 ほかに質疑漏れはありませんか。 

  ５番 柏原議員。 

〇５番 柏原議員 次に３００ページ。予算書の３００ページでありますけれども、認知症総合支援事 

業に要する経費、１２節委託料、それから１８節負担金補助及び交付金。ここについて説明を再度お

願いいたします。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 認知症の初期集中支援業務の委託料の部分でよろしいですね。地域にお 

ける高齢者の認知症疾患につきましての早期のうちに医師、それから看護師、そして福祉相談員等の
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各専門職によりまして連携体制を組み、対応する事業となっておりまして、北見赤十字病院が行うあ

の認知症の疾患センター、こことの連携等により事業運営に係る経費を計上しております。 

 それから１８節負担金補助及び交付金の方の各種講習会等の受講料の負担金なんですが、こちらに

つきましてはですね、うちのまぁ職員としては１人持ってはいるのですが、この資格というのがです

ね、あの地域支援事業のなかで定められておりまして、こういったその認知症の施策部分、連携等を

中心として行うものを養成するという研修会の負担金というふうになっております。 

〇岩藤議長 ５番。 

〇５番 柏原議員 内容は分かりました。ただ、昨年の予算書のなかでは旅費と委託料っていう項目だ 

ったんです。今回は委託料と１８節の負担金補助及び交付金という項目が変わってるっていうのかな、

その中身がどういうふうになってるのか再度お願いいたします。 

〇岩藤議長 地域福祉センター所長。 

〇石森地域福祉センター所長 去年の旅費につきましては研修会の会場の方に行く旅費を計上しており 

ましたが、今回はあの置戸町内で、なんて言いましょうかね、あのズームによる研修が受けられるも

んですから、その分であの旅費は計上はしていないという状況になっております。まぁそういったな

かでその講習会につきましては、今回あの新たに職員に受けさせるものですから、その分についての

負担金が発生したという状況でございます。 

〇岩藤議長 ほかに質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 これで質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から議案第３１号 令和６年度置戸町下水

道事業会計予算までの７件について一括討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで議案第２５号から議案第３１号までの７件についての討論を終わります。 

 これから議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から議案第３１号 令和６年度置戸町下水

道事業会計予算までの７件を一括採決します。 

 議案第２５号から議案第３１号までの７件については、いずれも原案のとおり決定することに賛成

の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

〇岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２５号 令和６年度置戸町一般会計予算から議案第３１号 令和６年度置戸町

下水道事業会計予算までの７件については、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第 ９ 意見書案第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法） 

                   の改正を求める要望意見書及び 

    ◎日程第１０ 意見書案第２号 将来にわたり持続可能な農業の実 

                   現を図る食料・農業・農村基本法 

                   改正等に関する要望意見書 

               ２件 一括議題     

〇岩藤議長 日程第９ 意見書案第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める要望意見書 

及び日程第１０ 意見書案第２号 将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本

法改正等に関する要望意見書の２件を一括議題とします。 

 お諮りします。 

 意見書案第１号及び意見書案第２号の２件については、置戸町議会会議規則第３８条第２項の規定

により趣旨説明を省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 異議なしと認めます。 

 よって意見書案第１号及び意見書案第２号の２件については、趣旨説明を省略することに決定しま

した。 

 これから意見書案第１号及び意見書案第２号の２件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 なければ、これで質疑を終わります。 

  これから意見書案第１号及び意見書案第２号の２件について、一括討論を行います。 

  討論はありませんか。  

               （「なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから意見書案第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める要望意見書及び意見書

案第２号 将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本法改正等に関する要望意

見書の２件を一括採決します。 

 お諮りします。 

 意見書案第１号及び意見書案第２号の２件については、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める要望意見書及び意

見書案第２号 将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本法改正等に関する要
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望意見書の２件については、原案のとおり可決されました。 

                                   

    ◎閉会の議決 

〇岩藤議長 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は、すべて終了しました。 

 したがって、置戸町議会会議規則第６条の規定によって、本日で閉会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

〇岩藤議長 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

                                   

    ◎閉会宣言 

〇岩藤議長 これで本日の会議を閉じます。 

  令和６年第３回置戸町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 １４時０６分 

 

 

 


